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は じ め に  

  
８月末には、分散登校による始業式が２日間に分かれて行われた。令和３年度も、新型コ

ロナウイルスの影響による「新しい生活様式」の中で、制約を受けながら教育活動を進めて

いくことを余儀なくされた。１０月過ぎ感染が徐々に減少し、２学期は通常の教育活動を模

索しながら進めることができたが、３学期は新種株による子供への感染の影響から、再び緊

迫した学校生活を送っている今がある。子供が、教室や学校にて教師や友達の顔を見て、空

気感を肌で感じて心に響かせながら成長する。こうした本来の教育の在り方を求めつつも、

子供の教育活動を止めないように模索しながら進めている状況である。ただ、市教育委員会

の対応による一人１台配付されたタブレットを取り入れた授業づくり、リモートによる授業

配信が実現したことには大変感謝したい。岡崎は教育委員会を主導として、教育の在り方を

含め常に最先端を走りながら進めている。その姿勢と取組は今回も継承され、今後も続いて

いくものと期待とともに願っている。 
さて、本年度も算数・数学部は教育活動をできる限り開かれたものにしていこうと努力し

てきた。研究テーマは、「『主体的、対話的で深い学び』の視点から、数学的な見方・考え方

を働かせ、数学的活動を通じて授業改善を目指す。生きて働く知識・理解を習得させ、習得

した内容を活用、探究し、思考力・判断力・表現力を育みながら、資質・能力を育成するこ

とを目指す。」とした。本年度は小中学校の学習指導要領完全実施となり、時代に即した形

に大きく更新した内容である。各項目にも、「チーム学習を取り入れる」「数学的活動の楽し

さや数学のよさを気づき味わわせる」など組み込む一方、不易の部分として「ノート指導を

工夫」「習得した既習内容をもとに、見通しと振り返りの場を設定」などをバランスよく残

しながら、算数・数学として目指すべき授業の方向性を示した。 
４つの委員会では、２名の指導員、８名の世話係の先生が核となり、働き方改革を加味し

ながら精力的に取組が行われた。昨年度ほとんどできなかった読書会は、リモートを取り入

れ回数を増やして行うことができた。統計グラフへの取組も地道に続いている。ただ、東海

地方数学教育会第６８回研究（愛知）大会が残念ながら、校内研修は行われたものの紙面開

催となった。竜海中学校、竜美丘小学校、六名小学校、城南小学校の４校は授業者も決まり

準備していただけに、授業公開による岡崎の質の高い取組を市内外に見せたかった。市教育

研究大会は残念ながら直前で中止となったが、多数の先生方がレポートを作成していた。時

代を見据えた地道な実践は、これからを期待させるものであった。私は、研修こそが教師自

身の授業力や人間力を上げるもとになると考えている。今後も、岡崎の先生方が切磋琢磨し

あい、全国から学びながらも個別最適に協働的に学ばれる姿を願ってやまない。 
最後に、私たちの活動に対して、常に温かくご指導をいただいた岡崎市教育委員会、また、

日頃から適切なご助言ご指導をいただいている読書会講師の柴田録治様、栗田万砂夫様はじめ、

多くの算数・数学部に協力いただいた先生方に心より感謝している。  
 
令和４年３月  

岡崎市現職研修委員会算数・数学部長  高 鍬 利 行 
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算数・数学部                           

１ 研究主題 

「主体的・対話的で深い学び」の視点から，数学的な見方・考

え方を働かせ，数学的な活動を通して授業改善を目指す。生

きて働く知識・技能を習得させ，習得した内容を活用，探究

し，思考力・判断力・表現力を育みながら，資質・能力を育

成することを目指す。 

 

２ 指導の重点 

・数量や図形などについての基礎的・基本的な概念や性質な

どを習得する。 

・日常や社会の中での事象，数学の事象から問題を見いだし，

「チーム学習」を取り入れるなど，協働的に問題解決を図

る活動を大切にする。 

・習得した既習事項をもとに，見通しと振り返りの場を設定

し，多面的なものの見方や論理的に考える場を大切に追究

することで，統合的・発展的に考察する力を育てる。 

・ノート指導を工夫し，思考を整理させ，根拠を基にして筋

道立てて考え，表現する力を育てる。 

・数学的活動の楽しさや数学のよさを味わわせ，学習を振り

返ってよりよく問題解決しようとする態度，算数・数学で

学んだことを生活や学習に活用しようとする態度を育てる。 

 

３ 研究組織と活動内容 

(1)  ホームページ（部報）委員会 

①ホームページ（部報）の更新（発行）と情宣 

②愛知県小中学校児童・生徒統計グラフコンクールの啓発 

③アイデア集(第32集)，昨年度の指導案掲載 

〈今年度の重点〉 

・算数・数学部の情報共有（特に自主研修会）を図るために，

ホームページ（部報）やメール配信の有効活用 

(2)  授業改善（基礎学力）委員会 

①授業改善の提案例の作成 

②基礎学力調査問題（１・２学期統一版）の検討 

③基礎学力調査（１・２学期統一版）の実施 

④報告書「基礎学力調査 結果と考察」の発刊 

 〈今年度の重点〉 

・各学校への負担軽減を図るため，実施回数の削減とそれに

伴う問題の改定 

・基礎学力調査を生かす分析と考察，授業改善例の作成 

(3)  アイデア（研究集録）委員会 

①アイデア集（第34集）の編集 

②研究集録の編集・発刊 

  〈今年度の重点〉 

・新しい教材や教具，ＩＣＴを活用した実践，統計教育の実

践など発刊に向けたアイデアの集約 

・授業に直結する内容や年間の活動内容がよく分かり，使え 

る研究集録の作成，ＣＤ－ＲＯＭ化 

(4)  研修（読書会）委員会 

①算数・数学教育研究部会(読書会)の企画・運営 

②授業力・教師力アップセミナー【基礎編】の内容検討 

  〈今年度の重点〉 

・算数・数学教育研究部会（読書会）で，若手・中堅教師に

よる研究実践の発表 

・内部メールを活用し，研修の記録を配付 

・教育論文の書き方指導の改善 

・新学習指導要領に向けた授業改善 

(5)  その他 

①全国算数・数学教育研究（埼玉）大会，東海地方数学教

育会（愛知大会），市教育研究大会への参加 

②算数・数学教育研究部の刊行物の利用促進 

〈今年度の重点〉 

・各種研修会での学習を通した中堅教師の授業力向上の促進 

・算数・数学教育研究部の刊行物（「教育実践論文21」「活

用する力を育てる算数ワークシート集」「新 算数指導の

疑問 これですっきりIt’s OK！」「中学校数学指導の疑問 

これですっきり」「算数科の深い学びを実践する」）の利

用促進 

 

４ １年のあゆみ 

４月15日(木) 現職研修委員会総会（城南小学校） 

４月27日(火) 歓送迎会（岡崎ニューグランドホテル）中止 

５月７日(金) 第１回主任会 映像配信 

５月18日(火）第１回算数・数学教育研究部会(読書会) 

                      SGC・映像配信 

６月18日(金) 第２回算数・数学教育研究部会(読書会) 

                      SGC・映像配信 
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７月28日(水) 授業力・教師力アップセミナー 

【基礎編】（カンファレンスセンター） 

７月30日(金) 授業力・教師力アップセミナー 

【応用編  小学校】（SGC） 

８月３日(火) 授業力・教師力アップセミナー 

【応用編  中学校】（SGC） 

８月21日(土)22日(日) 

 全国算数・数学教育研究（埼玉）大会 紙面 

８月31日(火) 市教育研究大会（城南小学校・岩津中学校） 

９月３日(金) 県統計グラフ作品提出〆切 

９月22日(水) 第３回算数・数学教育研究部会(読書会) 

                     SGC・映像配信 

10月19日(火) 第４回算数・数学教育研究部会(読書会) 

                     SGC・映像配信 

11月９日(火) 東海地方数学教育会（愛知大会） 

兼 第５回算数・数学教育研究部会(読書会) 

授業研究協議会 紙面 

11月22日(水) 第６回算数・数学教育研究部会(読書会) 

情報交換会(岡崎ニューグランドホテル）中止 

１月18日(火) 第７回算数・数学教育研究部会(読書会) 

                     SGC・映像配信 

１月21日(金) 第２回主任会 映像配信 

２月15日(火) 第８回算数・数学教育研究部会(読書会) 

                     SGC・映像配信 

 

５ 教育活動の記録 

 (1) 研修会・研究会 

① 愛知県統計教育研究協議会総会・研修会 

５月29日（金） 愛知県図書館 紙面 

② 授業力・教師力アップセミナー 

  ７月28日（水） 【基礎編】 カンファレンスセンター 

     講師 東京学芸大学附属竹早中学校 小岩 大先生 

７月30日（金） 【応用編 小学校】 SGC 

   講師  竜南中学校 校長 平 任代先生 

  ８月３日（火） 【応用編 中学校】 SGC 

   講師  上地小学校 校長 鈴木勝久先生 

③  全国算数・数学教育研究（埼玉）大会 

８月21日(土)22日(日) 紙面 

④ 市教育研究大会 

８月31日（木） 小：城南小学校 中：岩津中学校 中止 

助言者 小学校 愛知教育大学准教授 青山和裕先生 

中学校 愛知教育大学教授  山田篤史先生 

県教研代表  

算数 濵田明弘（岩津小） 濱中利矩（城南小） 

数学 江口京弥（竜海中） 国分貴博（六ツ美北中） 

  ⑤ 東海地方数学教育会（愛知大会） 

   11月19日(火) 紙面 

(2) 第46回基礎学力調査 

＜ねらい＞ 

・学習内容の定着について学年ごとに調査することにより，

基礎的な知識・技能が身に付いているかを把握する。 

・正答率や誤答例を調査することにより，児童・生徒の理

解度を知り，その後の指導に役立てる。 

・基礎学力調査の問題作成，集計，考察・分析の仕方を学

び合い，若手の先生方の力量を育てる。 

＜結果＞ 

詳しい結果は，「基礎学力調査 結果と考察」に掲載す

る。誤答例も加えて，児童・生徒がどの部分でどんなこと

につまずいているかを示した。一昨年度に小学校，昨年度

に中学校も１・２学期統一版に再編成を図り，これまでの

問題を基に，調査問題等の検討を行った。 

(3) アイデア集（第34集）の編集 

内容の充実を図るために隔年発行としている。本年度は

編集の年である。アイデア集（研究集録）委員会担当の算

数・数学主任を中心にアイデアの集約を行った。11月より，

原稿の校正作業を行った。 

(4)  算数・数学教育研究部会（読書会） 

  ○第１回 令和３年５月18日（火） 

総合学習センター 午後６時30分～ 映像配信 

講師 柴田録治先生 栗田万砂夫先生 

○第２回 令和３年６月23日（火） 

総合学習センター 午後６時30分～ 映像配信 

「単位量あたりの大きさ」「割合」の指導について 

○第３回 令和３年９月22日（水） 

総合学習センター 午後６時00分～ 映像配信 

研究的実践より学ぶ 

「教材を工夫することで，自ら考え，判断し，表現する

児童の育成」        岩津小 濵田明弘先生 

   「推論をもとにして資料分析を行い，チーム学習の中で

視点の違いから自分の考えを批判的に捉えることで， 
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深い学びをする生徒の育成」  竜海中 江口京弥先生 

「スクールタクトを活用した主体的・協同的な数学的活

動」          六ツ美北中 国分貴博先生 

○第４回 令和３年10月19日（火） 

総合学習センター 午後６時00分～ 映像配信 

研究論文のまとめ方 講師 葵中学校 神谷尚希先生 

○第５回 令和３年11月９日（金） 

東海地方数学教育会（愛知大会） 

兼 授業研究協議会 紙面 

公開授業予定４校について 

竜海中 自主研修会 

竜美丘小・六名小・城南小 校内授業研究を実施 

 ○第６回 令和３年11月22日（月） 

算数・数学教育研究部（読書会）情報交換会  

岡崎ニューグランドホテル 午後６時30分～中止 

○第７回 令和４年１月18日（火） 

兼 学校数学研究会 

総合学習センター 午後６時00分～ 映像配信 

「データの活用の指導における 

  タブレットの活用方法について」 

講師 愛知教育大学 准教授 青山和裕先生 

○第８回 令和４年２月15日（火） 

総合学習センター 午後５時30分～ 映像配信 

   本年度を振り返って，新任の先生による授業実践の発表 

   長尾有真先生（男川小） 戸林瑞貴先生（六名小） 

佐藤昌範先生（常磐南小）葛谷航貴先生（六ツ美中部小）

大脇里紗先生（城南小） 小出達也先生（矢作北中） 

(5) 全国・愛知県統計グラフコンクール 

愛知県統計グラフコンクールでは，多数の作品が入賞した。 

・１～２年生の部：金賞１点，銀賞４点，銅賞３点 

奨励賞３点 

 ・３～４年生の部：金賞２点，銀賞５点，銅賞３点 

 ・５～６年生の部：金賞３点，銀賞４点，銅賞４点 

・中学生の部：金賞２点，銀賞４点，銅賞１点 

・パソコン・統計グラフの部： 

金賞２点，銀賞１点，銅賞２点 

全国コンクールでは，９点が入賞作品として選ばれた。受

賞者は次の通りである。 

 ＜第２部（小学校３～４年生の部）＞ 

佳作  井田小学校 ３年 加藤玲也 

佳作  三島小学校 ３年 判治里紗 

 ＜第３部（小学校５～６年生の部）＞ 

佳作  連尺小学校 ５年 長谷祐真 

  ＜第４部（中学校の部）＞ 

佳作  竜海中学校 ２年 荒川琴音 

佳作  竜海中学校 ２年 林 美昊 

  ＜パソコン・統計グラフの部＞ 

入選  竜海中学校 １年 小西兜斗 

佳作  竜美丘小学校 ４年 小西勇飛 

佳作  竜美丘小学校 ６年 古田尊一 

佳作  竜美丘小学校 ４年 古田六花 

  ○令和３年度統計功労者表彰式  

11月19日（金） ウィルあいち 

統計グラフコンクール指導者表彰 國安崇史（井田小） 

統計グラフ教育指導者表彰 竜海中学校 

 

６ 各委員会の成果と課題 

(1)  ホームページ（部報）委員会 

・ISA-OKと協力し，アイデア集と学習指導案について，学年別・

単元別の表示を追加することにより，検索しやすくした。 

・毎回，アイデア集の内容から，その時期に使えそうな授業案

を提案することができた。 

・システムを新しくしたため，旧ホームページ上にあった指導

案やアイデア集を見ることができなくなった。 

・内容や発行時期を精選し，読み手がより興味をもち，活用で

きる部報になるように努める。 

 (2)  授業改善（基礎学力）委員会 

・本年度の調査は，先生方の負担軽減を考慮し，小学校では３

分の１，中学校では２分の１の学校を調査対象とした。 

・今年度は，復習に活用できる指標の一つとして，問題の解説

に昨年度の正答率を示した。 

・中学校の学習指導要領改訂に伴い，評価の観点を「知識・技

能」「思考・判断・表現」「主体的に学習に取り組む態度」

に変更し，学習内容の入れ替えを行った。また，公立高校入

試や全国学力・学習状況調査の問題を意識し，活用の問題を

中学校１，２，３年生で設問をすることができた。 

・未習問題や解答が曖昧な問題の検討し，よりよい問題となる

ように差し替えた。正答率・無答率を鑑みて問題量を再度検

討し，解説についてもよりよいものにしていきたい。 

・小学校３年生以上は，各校で実施される学力調査と同じ解答
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形式となるように，解答用紙を作成し，調査を行った。小学

校２年生でも解答用紙を分けるなど検討する必要がある。 

・基礎学力調査の結果を受けての考察・分析や授業改善案をま

とめた冊子の活用を情宣し，多くの先生方に活用していただ

く必要がある。 

 (3)  アイデア（研究集録）委員会 

・年度初めに，アイデア集編集委員の先生方に月ごとに原稿担

当を割り振ったことで，原稿作成を念頭において計画的に実

践を進めていただくことができた。 

・昨年度より全小中学校にマイタブレットが導入されたことも

あり，遊びやゲーム的要素を含んだり,アプリを有効に活用

したりする実践が多くあった。ＧＩＧＡスクール構想の実現

に向けて，個別最適化学習におけるアイデアやタブレット端

末を効果的に活用するアイデアを積極的に収集していく。 

・働き方改革の視点から負担軽減を図り，アイデア集編集委員

の先生方の学校から１点以上集めることとし，その他の学校

については任意とした。任意であった学校の先生方からもさ

まざまなアイデアを出していただくことができた。 

・多くの先生方が手間をかけずに，アイデア集を使えるように，

ワークシートやコピーできる教材を積極的に取り入れる。ま

た，授業支援アプリ「スクールタクト」の教材について，校

内だけではなく，市内で共有できるように呼びかけていく。 

・過去に発刊されたアイデア集を含めて，優れたアイデアをデ

ータ化し，日々の実践や研究授業の教材等として活用できる

ように，ホームページや部報などを使って情宣していく。 

(4)  研修（読書会）委員会 

・柴田録治先生（愛知教育大学名誉教授），栗田万砂夫先生（元

岡崎市立南中学校長，元岡崎市中学校長会長，元算数・数学

科指導員）を講師に迎え，研修を進めた。 

・今年度は，新型コロナウイルスの影響で，Teamsでの参加と

いう形を設け，多くの方に参加していただけた。Teamsで参

加していただいた方からも質問を受け付けるなど，視聴する

だけではなく，協議を行うことができた。 

・第１回読書会では，柴田録治先生と栗田万砂夫先生に「学び

合い」「割合」についてご講演していただいた。「最後に教

師がまとめると，それまでの過程を大切にしなくなる」「話

し合いの中で，子どもの考えをつなげていくと，より確かな

ものになっていく」ことを学び合いの中で大切にしてほしい

とご助言いただいた。 

・第２回，第３回，第８回の中堅・若手の先生の提案は，チー

ム学習やＩＣＴを利用した授業など，協働的な学びを意識し

た提案であり，これからの指導に生かせる内容であった。 

・来年度も，状況によってはTeamsでの開催が考えられるが，

視聴するだけでなく，多くの先生が協議に参加し，多様な意

見が交流できる場を設けられるように工夫したい。 

 

７ 組織・名簿 

＜部 長＞ 高鍬利行（城南小） 鈴木勝久（上地小） 

都筑祐一（常磐南小）溝口了実（岩津中） 

＜指導員＞ 加藤良彦（広幡小） 秀野亜友（城南小） 

＜世話係＞ 濵田明弘（岩津小） 松金正樹（矢作北小） 

宮森千尋（竜美丘小）江藤友美（六ツ美南部小） 

北村優也（竜海中） 小島由起子（新香山中） 

西尾修一（北中）  田中大貴（額田中） 

＜小学校主任＞ 

江口圭介（梅園）北神祐里子（根石）玉置佳永（男川） 

見市達俊（美合）神谷昌輝（緑丘）夏目恵佑（羽根) 

永井貴久子（岡崎）手操恵理花（六名）神谷明彦（三島） 

宮森千尋（竜美丘）三浦優子（連尺）里見涼多（広幡） 

國安崇史（井田）米澤和志（愛宕）吉原昂平（福岡） 

林 俊樹（竜谷）都築あすか（藤川）飯尾容子（山中） 

保田晴香（本宿）小久保優樹（生平）社本 匠（秦梨） 

佐藤昌範（常磐南）青木丈之伸（常磐東）吉田早希（常磐） 

小島すみれ（恵田）加藤雅代（奥殿）高島美知子（細川） 

濵田明弘（岩津）柴田博巳（大樹寺）梶川末紗衣（大門） 

鈴木朱理（矢作東）松金正樹（矢作北）鈴木健人（矢作西） 

荻野 悠（矢作南）葛谷航貴（六ツ美中部） 

坂野文音（六ツ美北部）竹田実里（六ツ美南部） 

濱中利矩（城南）北村 彩（上地）江藤友美（小豆坂） 

阿部かおり（北野）本郷徹真（六ツ美西部）西村 凌（豊富） 

原山昇士（夏山）鈴木美沙（宮崎）大竹紗弥加（形埜） 

神谷夕佳（下山） 

＜中学校主任＞ 

穴井祥代（甲山）河上翔太（美川）尾﨑絢香（南） 

北村優也（竜海）目黒真一（葵）小林さくら（城北） 

成瀬拓磨（福岡）神谷孝志（東海）鈴木恵里子（河合） 

内田沙紀（常磐）奥田美里（岩津）柴田貴巳（矢作） 

石田ゆり（六ツ美）髙橋一宏（矢作北）小島由起子（新香山） 

鈴木裕輔（竜南）西尾修一（北）稲垣 圭（六ツ美北） 

田中大貴（額田）堀内幸亜（翔南） 
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岡崎で算数数学が好きになり，岡崎の子供から学んだ  
岡崎市現職研修委員会算数・数学部 

部長 高鍬 利行 
 

小学４年生のときの算数「べつべつといっしょに」の授業が，人生を変える転機
になるとは思わなかった。「べつべつ」に考える児童は多かったが，「いっしょ
に」考える児童は私を入れて２人しかいなかった。たまたまできたことを先生が取り上げ褒めてくださ
り，うれしくてたまらなかった。九九さえ覚えるのが精いっぱいだった私が，「算数はひょっとしてでき
るかも？」と勘違いしたのが，その後の人生を変えた。 
中学では，教育の現代化運動として，「集合」の単元が１年生に組み込まれた。無限に続く数がまとま
りとしてくくられる，しかも文字式で明確に表せてしまう。そんな魅力に惹きつけられ，数学が一層好き
になった。大学も数学を専攻し，集合への関心がそのままトポロジー（位相数学）の研究につながった。 
しかし，数学が好きなだけでは，中学校の教員として通用しなかった。数学を教えるという技術がまっ
たくなかった。学力をつける切実な責任と向き合う日々，同僚や先輩の先生方から多くを学んだ。読書会
の提案では，ダメ出しばかり。厳しい言葉から，基礎的な知識や研究の在り方など一つずつ取り入れてい
った。ただ，もがき苦しみながらも毎日続けてきたのが，子供のノートへの朱書きだった。ノートの出来
を見れば，授業の良し悪しは如実に表れていた。素直で前向きな岡崎の子供は朱書きの言葉に応え，ノー
トに着実な足跡を残してくれた。思い返すと,このことは３０年近く続けていた。 
このように，算数数学を好きにさせてくれた岡崎の先生方，算数数学のありかを教えてくれた子供たち
がいたからこそ，今の私があると思っている。未熟から成長できたことへの感謝の気持ちを，今では子供
や先生たちに算数数学の魅力やよさを伝えることに変えていければと，ささやかに取り組んでいる。 
 
さて，本年度の算数数学部については，３年次として「声が聞こえ，つながりを大切にする部会」「積
み重ねてきた財産を生かす部会」を続ける。また，「内容の充実・働き方改革」については，ここ２年間
大きく推し進めた。本年度は，基礎学力調査など小さな改善を続けてはいくものの，これ以上していくと
骨抜けになってしまうため，今ある取組について算数数学主任を中心に充実させていきたい。 
歴史的転換期といわれる新学習指導要領が小中学校とも完全実施になった。内容ベースから資質能力ベ
ースへ「主体的・対話的で深い学び」の視点での授業改善が求められている。論理性と系統性の強い算数
数学の資質能力とは，納得解や最適解を求めるための「考える力」をつけることではないかと思う。その
ためには，数学的な見方・考え方を通して，数学のよさや美しさ，有用性に気づかせ味わわせ実感できる
ことが重要と考える。１１月には，２６年ぶりの東海地方数学教育研究愛知大会（東数教）が岡崎にやっ
てくる。大会に向けて，主体的・対話的で深い学びの視点からの授業改善として，１時間の授業の学習過
程に以下の４点を組み込み進めていこうと進めている。 
 
①既習と未習を明確にして，真の学習課題（教師が迫りたい課題）に早く迫る工夫をする。 
②数学的な見方や考え方を根付かせるために，場面に応じて繰り返し取り上げる。 
③全体解決Ⅱ（「答えが出てから算数が始まる」場面）を設定し，統合的・発展的に扱う。
④主体的対話的な学びとして「チーム学習」など取り入れ，算数数学の有用性やよさに迫る。 
 

 岡崎版ＧＩＧＡスクール構想など，市もいち早く取組を進めてくれている。算数数学部も不易と流行を
見極め，時代を先取りしながら，先生方一人一人が算数数学の授業改善を進めてほしい。そして，岡崎の
先生方が子供たちから学び，岡崎の子供たちが先生たちとの出会いの中で，算数数学好きになることを切
に願っている。 
 

☆令和３年度 現職研修委員会 算数・数学部 組織☆ 
部 長 指 導 員 小学校世話係 中学校世話係 

高鍬 利行 城南小 加藤 良彦 広幡小 濵田 明弘 岩津小 小島由起子 新香山中 

鈴木 勝久 上地小 秀野 亜友 城南小 松金 正樹 矢作北小 西尾 修一 北 中 

都筑 祐一 常磐南小     宮森 千尋 竜美丘小 田中 大貴 額田中 

溝口 了実 岩津中     江藤 友美 小豆坂小 北村 優也 竜海中 

岡崎市現職研修委員会 算数・数学部発行 
令和３年５月１９日 
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☆研究主題☆ 
「主体的・対話的で深い学び」の視点から，数学的な見方・考え方を働かせ，数学的な活動を通して授業改

善を目指す。生きて働く知識・技能を習得させ，習得した内容を活用，探求し，思考力・判断力・表現力を

育みながら，資質・能力を育成することを目指す。 
 ・数量や図形などについての基礎的・基本的な概念や性質などを習得する。 
・日常や社会の中での事象，数学の事象から問題を見いだし，「チーム学習」を取り入れるなど，協働的
に問題解決を図る活動を大切にする。 
・習得した既習事項をもとに，見通しと振り返りの場を設定し，多面的なものの見方や論理的に考える場
を大切に追究することで，統合的・発展的に考察する力を育てる。 

 ・ノート指導を工夫し，思考を整理させ，根拠を基にして筋道立てて考え，表現する力を育てる。 
・数学的活動の楽しさや数学のよさに気付き味わわせ，学習を振り返ってよりよく問題解決しようとする
態度，算数・数学で学んだことを生活や学習に活用しようとする態度を育てる。 

 

☆算数・数学部の連絡☆  
①東海地方数学教育会 第６８回研究（愛知）大会＜岡崎会場＞ 
１１月９日（火） 

  公開授業：六名小学校，竜美丘小学校，城南小学校，竜海中学校，岡崎高等学校 
   全体会・分科会：愛知教育大学附属岡崎中学校 

 ※分科会は，小学校低学年で宮森千尋先生（竜美丘小）が提案 
 ※授業公開助言者、司会など市内算数数学関係の校長先生、指導員、世話係が担当 

②読書会 
柴田録治先生（愛知教育大学名誉教授）と栗田万砂夫先生（元南中学校校長，元算数・数学科指導員）
を講師としてお迎えし，今年度も自己研鑽そして授業力アップに努めていきます。第１回算数・数学主
任会で日程を示させていただきました。場所は総合学習センターとなります。 
第２回 ６月１８日（金）１８：３０～ 

    ※今回も直接会場（総合学習センター）に来ていただいて参加する方法と，Teamsによるオンライ
ンで参加する方法を選択できるものとします。 

③算数・数学部歓送迎会の併催 
  新型コロナウイルス感染拡大防止のために延期とし，１１月２２日（月）の読書会情報交換会（岡崎 
ニューグランドホテル）にて併催の予定です。 

 ④算数・数学に関わる研究会（予定） 
  ・羽根小学校 １０月１３日（水）授業公開  ・翔南中学校 １０月２０日（水）授業公開 
  ・広幡小学校 １０月２７日（水）授業公開  ・竜海中学校 １１月１２日（金）授業公開 
 

☆ホームページをご活用ください☆ 

 

授業に役立つ様々なコンテンツ

を掲載しています。ぜひ，１度覗

いてみてください。 
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板書ブックの活用 
岡崎市現職研修委員会算数・数学部 部長 鈴木 勝久 

 

昨年度から新しい教科書になり，算数科においても，板書ブック

が改善されました。今までは，板書の例だけであったのが，今回か

ら見開きで「問題の把握」「自力解決」「話し合い」「適用問題，練習」

「ふり返り」と授業の流れも示されるようになりました。毎時間の

授業計画に大変参考になりますので，是非利用してください。 

板書ブックの冒頭に板書の利点が次のようにまとめられています。 

① 問題やめあてが明確になる。 

② 考えを進めたりまとめたりするためのヒントとなる。 

③ 児童の見方・考え方の発表を視覚化できる。 

④ 児童の見方・考え方を関連づけることができる。 

⑤ 問題と答え，解決の見通しとふり返りを対応させて授業の全

体像を把握することができる。 

教材研究では，必ず１時間の板書計画を立て，教師自身が本時の

教材と教材のねらいを明確にします。そして，何をどこからかき始

め，まとめやふり返りへどう進めるかをあらかじめ考えておくよう

にしたいものです。 

さて，先日本校の校内研究授業「２年生：たし算とひき算のひっ算（１）」において次のような場面

がありました。初出の内容として，10 の束がくりあがる様子が，びよーんと伸びる矢印で示され，子

供たちの印象に深く残すことができていました。また，数え棒を使った具体物の操作活動の場も保障

されており，子供たちの理解をさらに深めることができていました。 

算数科は，具体物（数え棒）操作→半具体物（絵や図）操作→念頭操作と段階を踏んで抽象化するこ

とで概念形成を行っていきます。今回のように実際の数え棒で手を動かしてやってみた後，いったん

目をつぶって手を動かすことで，念頭操作の段階にスムーズに移行することができます。 

念頭操作が定着するまでは時間がかかります。今後も板書ブックを活用し，授業のねらいを明確に

することで，「計算棒の操作」→「念頭でのイメージ操作」→「筆算形式の定式化」と筆算の方法（ア

ルゴリズム）が習得できるように子供たちの力を向上させていきたいものです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

岡崎市現職研修委員会 算数・数学部発行 
令和３年７月１２日 

板書ブック 
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☆アイデア集の授業の紹介（小学校第６学年９月） 
単元：円の面積（Ｐ103） （アイデア集 第 32集 Ｐ54,55） 

準備 ソフトミニバレーボール，メジャー，タイマー 

学習課題 「守備隊形を考えるために知っておきたいことは何か」 

単元の学習の終末に扱います。守備隊形を考えるためには，

一人一人の守備範囲を知る必要があることに気付いたタイミングで，レシーブ限界方程式（※）を提示し

ます。反復横跳びの記録や自分の腕の長さを計測し，方程式に当てはめることで「自分の立っているとこ

ろから 1.2ｍ以内」というように守備範囲を求めていきます。そして，各自の守備範囲から守備隊形を考

えます。実際にスポーツを科学的に分析することで，円の面積の公式を活用する姿につながります。 
更に発展をさせて，サッカーのゴールキーパーの立ち位置などについてもデータを集めて調べること

もできます。円の面積を求めることに関心をもち，日常生活から生まれた課題を主体的かつ数学的に解決

する主体的な学びの姿勢を養います。                ＜文責：北村彩（上地小）＞ 
 

☆アイデア集の授業の紹介（小学校第３学年９月） 
 単元：長さ（教科書上Ｐ99） （アイデア集 第 31集 P32,33）  

準備 巻き尺（グループの数分）  

発問 「黒板と同じ長さになるように物をつないでみよう」 

「長さ」の単元においては，量感の育成は非常に大切なことです。そこで，巻

き尺による実測を通して，長さの量感を育み，長さの計算を利用したゲームを

紹介します。まず，巻き尺を使って黒板の長さを実測します。その後，量感を

働かせて，黒板と同じ長さになるように教室にあるいくつかの物（児童机，本棚，教卓など）を選択し，

その長さをたし算します。その後，巻き尺を使い，いくつかの物の実際の長さを測り，長さの計算をして，

より黒板の長さに近い値になった人が勝ちです。その後，教室にある物をつないで２ｍや３ｍなど，ちょ

うどの長さをつくる活動を行います。最後に，教室の中で一番長い長さである，教室のたてと横の長さを

予想させることにつなげていきます。実際の長さを確認する際には，巻き尺の使い方が身に付けられるよ

うに，０ｍの地点で合わせる人と目盛りを読み取る人をグループで交代していくとよいと思います。 

                    ＜文責：小久保優樹（生平小）＞ 
   

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 

☆授業力･教師力アップセミナー【基礎編】７月２８日（水） 

 ①講師：小岩大先生（東京学芸大附属竹早中） 

②「アイデア集」「基礎学力調査」の利用の仕方・「チーム学習」について 

☆授業力･教師力アップセミナー【応用編】 

→免許更新講習と１０年経験者研修，教員３年目研修に該当する方のみが参加 

・小学校算数科教育 ７月３０日（金） 講師：平任代先生  会場責任者：西尾修一先生 

・中学校数学科教育 ８月 ３日（火） 講師：鈴木勝久先生 会場責任者：秀野亜友先生 

☆全国算数・数学教育研究（埼玉）大会 

→紙面発表 

愛知県統計グラフコンクールの作品を募集します。たくさんの出品をお待ちしています。 
※実施概要については，算数・数学主任あてに配付済みです。 
※愛知県統計グラフコンクールのホームページもご覧ください。 
 応募要項などはこちらからどうぞ。（クリック） 
 http://www.pref.aichi.jp/soshiki/toukei/0000086082.html 
 

 愛知県の昨年度の優秀作品はこちらからどうぞ。（クリック） 
 https://www.pref.aichi.jp/soshiki/toukei/63gurakon.html 
 

※岡崎市役所企画財政部企画課統計班（東庁舎５階）への応募の締め切りは，８月２７日（金）正午です。 
作品，出品目録総括表，出品目録を提出してください。 

※作品応募は，市企画課統計班が取りまとめを行われますので，締め切り日などにご注意ください。 

※レシーブ限界方程式 
（レシーブ限界範囲（半径））＝「１秒で動け
る距離×（打ったボールがコートに落ちる
までの時間－0.3）＋片腕の長さ」 
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☆授業力・教師力アップセミナー（基礎編） 
 ７月２８日（水）に授業力・教師力アップセミナー（基礎編）が岡崎コ
ンファレンスセンターで行われました。東京学芸大学附属竹早中学校の小
岩大先生に「数学的な見方・考え方を働かせる授業について」について，
世話係の小島由起子先生（新香山中）と北村優也先生（竜海中），田中大貴
先生（額田中）に「『基礎学力調査』，『アイデア集』の利用の仕方，チーム
学習」について，お話ししていただきました。 
 小岩先生には，数学的な見方・考え方を働かせる授業づくりのポイント
を授業実践の紹介をしながら説明していただきました。ねらい（期待する
子供の姿）を明確化（具体化）し，ねらいに向けて深める発問を考えながら教材研究を行う。そうすること
で，数学的な見方・考え方を働かせる授業づくりにつながっていく。授業で生徒の考えや態度を積極的に価
値付けて称賛するために，教材研究を通して，見方・考え方を働かせている子供の姿を見通しておくなど，
実際の小岩先生の授業映像を用いながらお話ししていただきました。小島先生と北村先生には，算数・数学
部の研究の成果の活用の仕方について，田中先生にはチーム学習について教えていただきました。どの内容
も２学期からの授業に取り入れてみたいと感じ，とても充実したセミナーとなりました。 
 
 
 
 
 
 
 
 

☆授業力・教師力アップセミナー（応用編） 
◆算数科教育は，７月３０日（金）に総合学習センターで行われました。竜南中
学校長の平任代先生と北中学校の西尾修一先生にお話ししていただきました。 
 平先生には，全国学力・学習状況調査の問題をもとに，「深い学び」につなが
る問題を解いたり作ったりすることを通して，主体的・対話的で深い学びを実現
するための授業づくりで大切にしたい視点を教えていただきました。 
特に「振り返り」は，思考を振り返ることに意味をもつ場面とすることで，書
かせる場面や，ノート整理の習慣化の大切さを教えていただきました。 
西尾先生には，御自身の授業の実践例をもとに，主体的・対話的で深い学びと
なる授業づくりのヒントを教えていただきました。 
 
◆数学科教育は，８月３日（火）に総合学習センターで行われました。上地小学
校長の鈴木勝久先生と城南小学校の秀野亜友先生にお話ししていただきまし
た。 
 鈴木先生には，「新しい学習指導要領において期待される学び」につい
て，國學院大学の田村学先生の資料や，連尺小学校の授業の映像をもとに，
授業改善のポイントを分かりやすく説明していただきました。特に，子供
たちの関わり合いの中で授業が深まっていくため，話し合い（アウトプッ
ト）につなげていく発問が大事になると教えていただきました。 
 秀野先生には，全国学力・学習状況調査をもとに，子供たちが説明する
授業になるように，根拠をもとに過程を説明することなど，意識したいこ
とを教えていただきました。 
算数，数学ともに，充実したセミナーとなりました。 

 
 
 
 
 

岡崎市現職研修委員会 算数・数学部発行 
令和３年９月１０日 

【基礎編参加者の感想】 
 子供の興味を引く手だてとして身の回りの問題を扱い，算数・数学の有用性を味わうことは大切だと
思っています。問題として扱う際は，条件を仮定し，理想化・単純化していくなど，日ごろの授業での
教材研究をしっかり行う必要性を改めて感じました。私は，小学校２年生を担当しているので，２学期
の九九の場面の導入で，身の回りの問題を扱い，子供の興味を引くような授業を行っていきたいと思い
ました。                            ＜文責：社本 匠（秦梨小）＞ 

夏休み各研修会の報告 

【応用編参加者の感想】 
 算数，数学ともに，主体的・対話的で深い学びとなる授業づくりのヒントと
なるものばかりでした。特に，授業の振り返りにおいて，書かせる内容やタイ
ミングなど，次時の授業につながるように，２学期の授業に生かしていきたい
と思いました。            ＜文責：濵田 明弘（岩津小）＞ 
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☆愛知県小・中学校教育課程研究集会（算数・数学科） 
 ８月６日（金）に愛知県総合教育センターで，県教育課程研究集会が開かれました。 

会の前半は担当指導主事からのお話があり，後半は参加者がレポートを持ち寄り，各市町での算数・数学

科の実践や事例を基にした研究協議会が行われました。 

この研修に参加して，主体的・対話的で深い学びの視点からの授業改善と評価の仕方が特に重要であると

感じました。授業については，学習指導要領に示された資質・能力の育成を着実に進め，ICTも最大限活用

しながら，「個別最適な学び」と「協働的な学び」を一体的に充実すること，評価の仕方については，指導

と評価の一体化を図るために，教師が指導のねらいに応じて授業の中での児童生徒の学びを振り返り，適切

に評価していくことが大切だと感じました。           ＜文責：松金 正樹（矢作北小）＞ 

 

 

☆アイデア集の授業の紹介（小学１年１０月） 
単元：おおきさくらべ（P82）（アイデア集 第 32集 P10,11） 

準備 粘土，A3用紙，ワークシート，ぬれ雑巾 

学習課題「へびさんの ながさを くらべるほうほうを かんがえよう」 

粘土を使った具体的な実測活動を通して，長さの量感を 

育める学習方法を紹介します。まず，単元の学習の導入時

に全員が同量の粘土をもらい，できるだけ細く長いへびを

作ります。その後，作ったへびの長さを写真のように身の

回りのもので表します。基準量になるものを一人ひとつ選

び，「○○のいくつ分」で表して，結果をワークシートに

記入します。次に，比べ方を考えて発表します。自分が考

えた基準量を使って，実際に教師見本のへびと長さ比べを

します。どちらのほうが長いか，「○○のいくつ分」を使

って理由を言います。最後に，友達とへびの長さを測って比べ合う活動を行い，調べた結果をワークシ

ートにまとめます。楽しい粘土を使ったへび作りから，自分が作ったへびの長さを調べる活動に移って

いくことで，長さを求めたり比べたりすることに関心をもち，主体的な学びの姿勢を養います。また，

友達と長さを測って比べ合う場面を設定することで，楽しみながら問題解決への達成感を得られます。 
＜文責：大竹紗弥加（形埜小）＞ 

 

岡崎市教育研究大会 
  今年度，若手の先生を中心に，算数で 39本，中学校で 15本のリポートが提出されました。算数につい

ては，一昨年度よりも多くのリポートが提出されました。小中学校ともに，子ども達にとって身近なもの

を扱った教材の開発や，チーム学習などの子ども達の関わり合い・学び合いの工夫など，多くの実践が発

表されました。また，新しい取り組みとして，スクールタクトなどタブレット端末のアプリケーションを

使って意見交流を行ったり，発問の工夫を取り入れたりする実践なども見られました。 
ぜひ，提出されたリポートを読み，今後の授業のアイデアにしてほしいと思います。そして来年度こそ，

より充実した協議のできる研究大会になることを期待しています。 
祝！県教研 正会員  

算数 濵田 明弘 先生（岩津小），濱中 利矩 先生（城南小） 
  数学 江口 京弥 先生（竜海中），国分 貴寛 先生（六北中） 

岡崎市の代表として，ご活躍を期待しています!! 
 

研究会案内（算数・数学に関わる研究会） 
  今年度，算数・数学に関わる研究会が２学期に行われます。日程は下記の通りで

す。なお，詳細は，各学校から送付される案内をご覧ください。ぜひ参加してい

ただき，学びを深めましょう。 
  ・１０月１３日（水） 羽根小学校（授業公開） 
   ・１０月２０日（水） 翔南中学校（授業公開） 
   ・１０月２７日（水） 広幡小学校（授業公開） 
   ・１１月１２日（金） 竜海中学校（授業公開） 

 

ワークシート

例 
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考える力 
 

岡崎市現職研修委員会算数・数学部  部長 都筑 祐一 
 
 ９月，２年ぶりに行われた全国学力・学習状況調査の結果が届いた。各学校では自校の実態から強みと弱

みを検証しながら，それぞれ授業改善に取り掛かっている頃だろうか。 

 

私はこれまでの調査問題について，３つのことを感じている。 

①実生活と結びついた問題で，結構おもしろい   

②記述問題こそ，考える力が試される        ＊Ｒ３記述式問題の正答率： 小算数 53.2％（4問） 中数学 35.5％（5問） 

③読み解くための資料が多く，考えるスタミナがないと最後までもたない ＊Ｒ３実質ページ数 算数，数学ともに 19ページ 

 

私が着目しているのは，「考える力」と「考えるスタミナ」だ。言うまでもなくこの２つによって，個々

の調査結果は大きく左右される。そもそも「考える力」とは，『ＡならばＢ，ＢならばＣ，ＣならばＤ…と

論を進めていく力』のことで，Ｂ，Ｃ，Ｄ…が多岐に及べば，その力が大きいことになる。そして，「考え

るスタミナ」とは，『考え続ける力』のことだ。 

 

では，考える力やそのスタミナをつけるにはどうしたらいいのか。簡単ではないこの問いにアプローチす

る上で，ヒントとなるコメントが２つある。 

『考える力を育てるのに必要なのは，親や先生が先回りせず，子どもを自由にすること。何がやりたいのか，どう考

えているのかを聴いてやること。失敗を叱らず，喜んでやること。大人が思い通りの結果や答えにならないと叱る

から，子どもが自分で考えなくなる。』    ＊灘中学校・高等学校教頭，大森秀治先生のコメントから 

 

『もともと考える力とは，楽しむ力のことだ。楽しいからこそ考える。発想を転換し，気分を一新し，外に向かって 

一歩踏み出す力だ。』                 ＊轡田隆史著「続，考える力をつける本」から 
 

２人のコメントから察するに，考える力やそのスタミナをつけるためには，日常生活のなかで子どもたち

の自己決定や自己実現を最後まで応援し続けること。そして授業で言えば，考えることがワクワクするよう

な楽しい教材を準備・開発すること，子どもたちが自由に考える時間を提供すること。つまり，教師が必要

以上に手を差し伸べる日常や教授型の授業から脱却し，子どもたちに預ける日常や学びのウエイトを大き

くしていくことではないだろうか。 

 

考える力をつけることは，容易なことではない。ただ，子どもたちに考える力をつけ

る教師は，自ら考える力をもった教師なのだろう。自らの授業に課題を課し，理想とす

るゴールを模索しながら授業改善に取り組む教師なのだろう。 

 

最後に，教師としての考える力を楽しく磨いてもらうために，問題を１つ用意した。 

秋の夜長を楽しみながら，気分を一新し，外に向かって一歩踏み出す力をつけてほしい。 

 

 

 

 

 
 

岡崎市現職研修委員会 算数・数学部発行 
令和３年１１月１０日 

１から９までの数字をすべて１回のみ使って，たし算の式を作る。このたし算の結果（和）が１００になることがある

かどうか。あなたの考えを述べよ。数字は，一の位に使っても，十の位に使ってもよい。 

（例） ・ 54+29+8+3+ …=100 ?   ・ 32+18+5+4+…=100 ?  などと考える。（インチキ問題ではなく，まじめな問題です） 
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先生方のおかげで，今年度は県へ１３４点の作品を出品することができました。ご協力ありがとうござい

ました。また，本年度もたくさんの児童・生徒の入選がありました。おめでとうございます。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆第 １ 部 （小学校１，２年生）

金賞（３点）

おしえて！！みんなのおやつ 野村 春斗 三島小 1

銀賞（５点）

こっそりおしえて！みんなのひみつきち 黒谷 侑聖 三島小 1

歴史ずきあつまれ！ 田中 優衣 三島小 2

WE LOVE きゅうしょく 中西 真優 三島小 1

いつでもいっしょ？青しんごう 水谷 眞清 井田小 2

銅賞（５点）

虫の人気しらべ 足立 憲哉 三島小 2

カエル５きょうだいの体じゅうしらべ 千野 創一朗 三島小 2

きゅうしょく大すき 安枝 敬登 三島小 2

奨励賞（４点）

倉地　優奈 1

倉地　柚奈 1

2年1組みんなのならいごとしりたいな！ 坂本　晴崇 三島小 2

どう画を見るには？ 服部　なこ 三島小 2

◆第 ２ 部 （小学校３，４年生）

金賞（３点）

気になる！知りたい！3年生のゲームの時間 加藤 玲也 井田小 3

ていねいに書いていますか？ 判治 里紗 三島小 3

銀賞（５点）

いざ岡崎へ 鈴木 大智 井田小 3

東京オリンピック２０２０
金メダルをたくさんとるのはどんな国？

柘植 佑香 三島小 3

知ってる？岡崎の地産地消 永海 陽向 三島小 4

マスクみんなほんとはどう思ってる？
わたしたちの心と体のことに気づいて！！

中野 莉絵 竜美丘小 3

みんなやってる！？家のお手つだい 宮崎 仁瑚 井田小 3

銅賞（５点）

4年生HAPPY調査 内田 結 上地小 4

コロナに負けない！★小学4年生の思い★ 田中 杏奈 井田小 4

習いごとどう思ってる？
～大人と子ども～

中根 環 井田小 3

◆第 ３ 部 （小学校５，６年生）

金賞（３点）

みんなで守ろう！美しい地球 青山 結衣 三島小 5

給食の牛乳のストローは必要？ 張 学滺 三島小 6

聞こえる？海からのＳＯＳ
海洋ごみから生き物を守れ！

長谷 祐真 連尺小 5

銀賞（５点）

変わるみそ市場
広がるインスタントみそ汁

織田 浩太朗 三島小 6

見直そうわたしたちのマナー！！
～子供のマナー意識と親から見た子供の現状～

土井 禅駿 男川小 6

親には言えない子供の悩み 鳥居 咲良 三島小 6

今さらですが…大丈夫かな？忘れ物 判治 直哉 三島小 6

銅賞（５点）

知っていますかSDGｓ 車谷 茉莉 竜美丘小 5

インターネット利用調査 高木 七海 梅園小 5

長引くコロナ  マスク，上手に使えてる？ 野田 紗恵理 三島小 5

6年間ありがとう三島小学校 深津 心那 三島小 6

広幡小なにいろがおおいかな？

※制作者の順番は各賞ごとに 

五十音順になっています。 

三島小 野村春斗 さんの作品 

連尺小 長谷祐真 さんの作品 

-16--16-



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

◆指導者表彰については後日発表されます。現在協議中です。 
 

 

今年度は県内で３０５点の応募がありました。昨年度，統計グラフ全国コンクールが行われなかったこともあり，応募

数は昨年度よりは増えましたが，例年よりも少ない応募数でした。それでも入選した小中学生の作品６７点のうち，４６

点が市内の児童・生徒の作品となり，岡崎市の子供たちの作品のレベルの高さを感じる結果となりました。一方で，市

内の参加校は小学校では１４校，中学校では４校という現状でもあります。新学習指導要領では新領域として「Ｄ デー

タの活用」が注目されています。子供たちの主体的な姿を見取ることができます。ぜひ各校でもお取り組みいただけ

ればと考えます。アンケートなどについては Microsoft の Forms で実施することで集計等を簡単に行うこともできま

す。来年度の参加校数が増えることを期待しています。 

 入選した作品の傾向を見ると，ＳＤＧｓ関係の作品や，昨年度から増えた新型コロナウイルス関連の作品が多く見られ

ました。今後も身近な話題や問題，地域の独自性のある主題がよいと考えます。 

入賞者の作品は愛知県統計課のホームページで見ることができます。また，入選作品は令和３年１２月１３日（月）午

後から 24日（金）まで，岡崎市図書館交流館プラザ（りぶら）にて作品を展示しています。ぜひ足を運んでいただき，今

後の参考にしていただければ幸いです。なお，金賞を受賞した作品については，第６９回統計グラフ全国コンクールへ

応募しております。結果については１１月中旬以降に愛知県統計課のトップページに掲載されます。 
 

☆アイデア集の授業の紹介（小学６年１月） 
単元：場合を順序よく整理して  （アイデア集第 33集 P50,51） 

準備 学習プリント，タブレット端末 

学習課題「より安全なパスワードについて考えよう」 

 単元のまとめとして，タブレット端末のパスワードについて考えます。パス 

ワードの例として２桁の数字のパスワードを考え，当て合いをします。すぐに 

当てることができてしまうことを確認し，なぜかを考えます。その後，より当 

てられにくいパスワードにするためにはどうすればよいかを考えていきます。 

 数字の桁数を増やすことやアルファベットや記号を使うなど意見が出て 

くると思います。実際に何通りになるかということを考える場合，樹形図や計 

算で考えることになります。そのため，子供が自力で求めることは難しくなり 

ますが，教師が何通りかを数値で示すことで，その数値の大きさからパスワー 

ドの安全性について知るよい機会になると思います。 

＜文責：西村 凌（豊富小）＞ 

※制作者の順番は各賞ごとに 

五十音順になっています。 

◆第 ４ 部 （中学生）

金賞（３点）

文房具の進化が止まらない！！
中学生の求めるものとは！？

荒川 琴音 竜海中 中2

使いこなせてる？タブレット 林 美昊 竜海中 中2

銀賞（５点）

有我 愛理 中2

柳田 明日海 中3

小林 明日香 中3

佐野 司 中3

柴田 姫青 中3

八島 咲夢 中3

冨澤 茉那 中2

鳥居 花凛 中2

銅賞（１点）

漫画大調査 神林 里沙 甲山中 中1

◆パソコン統計グラフの部 （小学生以上）

金賞（４点）

社会まかせにしない！自分たちから！
NO地球温暖化 GO脱炭素化

小西 兜斗 竜海中 中1

みそだけじゃない！ぼくたちのまち
みりょくいっぱいの岡崎市  未来はどうする？！

小西 勇飛 竜美丘小 小4

新一万円札の顔  渋沢栄一について知ってる？ 古田 尊一 竜美丘小 小6

地球温暖化って知ってる？ 古田 六花 竜美丘小 小4

銀賞（５点）

東京オリンピック２０２１
ニュースから学び，主張する！中学生の意見！！

庄司 怜生 新香山中 中3

銅賞（５点）

睡眠しっかりと取っていますか？ 佐藤 輝空 新香山中 中1

未来はどうなる？政府が目指す脱炭素社会について 三坪 幸矢 新香山中 中3

移り変わる日本の衣食 甲山中

携帯電話と勉強 東海中

学校行事に対してみんなはどう思っている？ 東海中

東海中どうなっている？少子高齢化

竜海中 荒川琴音 さんの作品 
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＜羽根小学校＞ 
10月 13日（水）に「プログラミング的思考育成からはじめる 創造的に学ぶ子の育成」
と題して，研究発表会が行われました。様々なプログラミングアプリを使用し，自分なり
に試行錯誤しながら問題解決に向かう授業が行われていました。 
 ４年１組では，「スクラッチ３」を使用した，ルーローの三角形に関する算数の授業が
行われました。導入で，車輪がルーローの三角形になっている自転車の動画を流し，『自
転車ががたがたしないで走るひみつを考えよう』という課題が提示されました。普通の車
輪の形である円と比べることで，「どの向きで測っても幅が変わらない」という性質に気付くことのできる課題
となっていました。スクラッチを使った活動では，スクラッチ上に描かれている三角形を回転させ，様々な角度
のルーローの三角形を描画するプログラムを組みました。その描画を見て気付いたことを元に，自転車ががたが
たしない理由についてグループで話し合いが行われました。１つのグループから「同じ高さだから」という考え
が出され，ルーローの三角形の性質に気付く子供たちの姿が見られました。 
 スクラッチを利用することで，紙を使って三角形を作成するよりも正確にたくさんの図形を比べることがで
き，スクラッチの有用性を感じました。また，実践の積み重ねにより，子供たちが主体的に試行錯誤しながら
プログラムを組んだり，修正したりする姿が多く見られ，プログラミング的思考の育成につながっていると感
じました。                           ＜文責：本郷徹真（六ツ美西部小）＞ 
 

岡崎市現職研修委員会 算数・数学部発行 
令和４年１月 13日 

 10月 16日に第 71次教育研究愛知県集会がリモートにて行われました。岡崎市からは，算数科では濱
中利矩先生（城南小），濵田明弘先生（岩津小），数学科では国分貴寛先生（六ツ美北中），江口京弥先生
（竜海中）が参加されました。参加した先生方から，当日の様子を教えていただきました。 

＜小学校算数＞ 
 県内各地区の先生方の提案を聞いて，自由進度学習や他教科と結びつけた実践など，さまざまな取組を学
ぶことができました。また，ICTの活用の仕方や，対話のさせ方，問題設定の仕方など多くの手立てを知る
こともできました。 
助言者の先生から算数を学ぶ目的についての話がありました。算数を学ぶ目的は「陶冶的目的」「実用的

目的」「文化的目的」という３つに分類され，この話から，自分が普段している授業は，どの目的を意識し，
子どもがどんな力を身につけることができているのか考えさせられました。「目の前の子どもたちにどんな
力をつけさせたいか」を判断し，領域ごとの特性も考えながら，目的をもって算数の授業をしていきたいと
思いました。                            ＜文責：濱中利矩（城南小）＞ 

＜中学校数学＞ 
県内各地区の実践を聞き，個に応じた指導をしている実践が多いことを感じました。 
私の提案したスクールタクトを使った授業提案に対して，助言者の先生から「今までのノート指導や，グ

ループ学習の良さも使い，よりよい方法を考えて欲しい」「今後タブレットの時代が来たとしても，タブレ
ットに踊らされるのではなく，数学の真の楽しさを伝えて欲しい」と指導，助言していただきました。 
問題の写真を撮るだけで答えが出るようなアプリも開発されている現状において，数学の必要性とは何か

という話題も出ました。数学の真の楽しさ，本質，数学の必要性というキーワードに対し，教師がどのよう
に迫ることができるのか。今後の自分の課題として，研究を続けていきたいと思います。 

＜文責 国分貴寛（六ツ美北中）＞ 
発表の中で，多く提案されていたことが「課題提示の工夫」でした。どの地区の生徒も，数学は苦手と感

じる生徒の割合が５割を超えており，「生徒が興味をもって数学的活動を行うための手だて」を工夫されて
いました。 
 助言者の先生からは，「生徒が主体的に学ぶために，話し合い活動のような言語活動が必要になります。
言語活動を活性化させるために，役割分担を行うことが必要である」とご助言いただきました。 
今回の研究集会を通して，話し合い活動を充実させていきたいと感じました。授業では，助言者の先生か

ら提案していただいたジグソー法を用いて，様々な方向から解法を見つけ，共有することで新たな考えを発
見する楽しさを生徒が実感できるようにしていきたいと思います。    ＜文責：江口京弥（竜海中）＞ 
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＜翔南中学校＞ 
 10月 20日（水）に「未来をたくましく生きる力をはぐくむ教育の創造」と題して，研究発表会が行われまし

た。実生活に結びついた問題に対して，主体的に考え，その学びから新しく SOZO（創造）することを目指してい

るということでした。２年６組の授業では，導入で実社会の中にある星型の写真から入り，本時の星型五角形の

先端の角の和が 180°であることを考える授業でした。前時の SOZOの時間での「ブーメラン型からのつながりが

ありそうだ」という部分も考える視点としてもち，グループでの追究，チームごとの発表でまとめていきました。

授業最後の SOZOの時間では星型から「星の形は丸い」，「宇宙」，「太陽」などと，数学から離れた内容を自由に発

言する姿に，今までの学びの積み重ねの確かさを感じました。        ＜文責：神谷孝志（東海中）＞ 
 

＜広幡小学校＞ 
10月 27日（水）に『自らの意思で 発見・判断・実行できる スーパーソサエティキ

ッズの育成』と題して研究発表を行われました。広幡小では，答えのない問題を解決する

ため，学んだ知識や技能を実社会で汎用できる実践力といった資質・能力をもち，これか

らの変動性，不確実性，複雑性，曖昧性の高いこれからの時代を生き抜く力をもった子ど

もを育てるため，５つの手だてをもとに，研究が進められていました。 

手だての１つに，「核となる個の考えの確立」があり，対話や関わり合いを行う前に，ノートやワークシート，

スクールタクトなどに個の考えを確立する時間が確保し，自らの変容に気付くための礎としていました。 

１年生「かたちづくり」の授業では，前時で撮影した自分の色板の動かし方をＭｙタブレットで確認し，ワー

クシートに記入しました。ペア学習，全体交流といった協働的な学びを進める中で，思考の移り変わりが見取れ

るように，キーワードを残した構造的な板書をし，「思考の見える化」を行っていました。振り返りの場面では，

最初に気付けなかった考え方を，協働的な学び合いの中で，新たな価値として見つけ，学びを深めることができ

ていました。児童自身が思考の変容に気付けるように，意図的指名や板書の工夫などの，隠れた教師支援が輝く

授業でもありました。                         ＜文責：神谷明彦（三島小）＞ 
 

＜竜海中学校＞ 
11月 12日（金），「自ら学び続ける生徒の育成－「読む」・「書く」の充実を図り，

「わかる」実感を強める学習指導を中心に－」と題して，授業研究協議会が行われま

した。３年４組では，平行線と線分の比の性質を利用して，三角形の角の二等分線と

線分の比を証明する場面を扱っていました。相似な三角形を作るためにどのように

補助線を引けばよいのかをスクールタクトに書き込み，意図的指名で一人の考えを

全体の場で紹介しました。その後共同閲覧モードで他の生徒の考えを見ながら，証明の見通しが立ちそうな考え

を選び，個人で証明していました。はじめは全体の４分の１の生徒が考えをもつことができていませんでしたが，

「戦略的交流」を通して，他の生徒の考え方を知ることで自分の考えを更新し，全員が証明しようとする姿が見

られました。協議会では，意図的指名をすると思考が止まる可能性があるので，共同閲覧モードだけでも学びが

続いたのではという意見が出たり，「考えの更新」についての話し合いが行われたりしました。 

＜文責：小島由起子（新香山中）＞ 

 

 

☆アイデア集の授業の紹介（中学１年２月） 
単元：資料の活用（アイデア集第 33集 Ｐ58,59） 

準備 紙飛行機をつくるための紙（1人 2枚），パソコン３台，プロジェクター，ホワイトボード，カラ

ーコピー機，メジャー２つ，ワークシート 

学習課題 「どちらの紙飛行機が遠く飛ぶか、データをもとに分析しよう」 

 「資料の活用」の単元では，目的に応じてデータを収集して的確に処

理し，データの傾向を捉えたうえで適切な判断をしていく必要がありま

す。紙飛行機を使って実験したデータを集め，その度数分布表やヒスト

グラムからデータの傾向を考えていく授業を行います。 

 まず折り方の違う２種類の紙飛行機（資料は日本一飛ぶタイプと，世

界一飛ぶタイプ）を生徒に作らせ，どちらのほうが遠くまで飛ばすこと

ができるのか予想を立てます。そして，２種類の紙飛行機を体育館のステージの上から飛ばして距離を測り，

データを集めていきます。全員で 100回分程度のデータを集め，Excelに数値に入力して，ヒストグラムと度

数分布表を作成します。これらの資料を用いて，どちらが遠くまで飛ばすことができるのか，グループで意見

交換し，根拠を明確にして全体に発表します。 

  自分で作った紙飛行機を飛ばし，それが全体のデータの１つになることを楽しみながら，学習に参加するこ

とができます。また，グループで話し合うことで，データをいろいろな視点から考察し，多様な考え方を発表

することができます。                         ＜文責：鈴木裕輔（竜南中）＞ 
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キーワード 

～「価値づける」「導入がネタバレ」「チーム学習」「プレゼンテーション能力」～ 
 

岡崎市現職研修委員会算数・数学部 部長 溝口 了実 
 

令和３年度も新型コロナウイルスの影響を受け，東数教愛知大会が紙面開催になったり，数々の研

修会等が開催方法を変更せざる負えなくなったりという状況となってしまいました。しかし，読書会

等は指導員さんや世話係さんの尽力で，形を変えながらも開催することができました。感謝します。 
さて，この１年を振り返ってみると，心に残った言葉やフレーズ（キーワード）があります。それを

紹介します。 
① 「価値づける」 

夏休みに行われた授業力・教師力アップセミナー（基礎編）での東京学芸大学附属竹早中学校の小岩

大先生のお話です。数学的な見方・考え方を働かせる授業づくりには，子どもの考えや態度を積極的に

「価値づけて称賛する」とお話ししていただきました。本校でも今まで以上に取り入れました。 
② 「導入がネタバレ」 

 １月の読書会では愛知教育大学准教授の青山和裕先生が，「データの活用の指導におけるタブレット

の活用方法」についてお話してくださいました。その中で，「授業の導入が頭でっかちになっていて，

子どもの自由な考えを阻害し，誘導になっていないか」，「導入がネタバレになっていないか」との提

言をいただきました。どの教科にも思い当たる節があるのではないでしょうか。 

③ 「チーム学習」 

本年度の岡崎の教育界のトレンドですね。４人１組のチームをつくり，教師対学級全員という一斉

授業の形態から脱却し，チーム内での関わり合いから，誰一人取り残さない授業をしていこうという

取り組みです。本校ではまず QU テストの結果を参考にし，４人１組の中に必ずミニティーチャーと
なりうる生徒を一人いれるようにして実践を始めました。チーム内での話し合いをすることで「自己

肯定感」を高め，不登校生徒の減少につなげたいと考えています。 
④ 「プレゼンテーション能力」 

これは私のマイブームです。毎週土曜日の夜７時からの TV 番組を欠かさず録画してみています。
人気のお笑いコンビと子役のときから有名な女優が MC で，小学生や中学生が自分の興味のある内容
について深く研究し，その良さをプレゼンする番組です。野菜，世界遺産，昭和家電，調味料，文房具

など，プレゼンする内容は様々です。しかし，彼らの知識や研究のデータ等の豊富さはその道のプロも

ビックリするものです。私が感心するのは研究の深さもですが，「プレゼンテーション能力の高さ」で

す。発表原稿を見ることもなく興味のあるものを紹介し，MCからのツッコミにも対応できます。何よ
りその良さをどうしたら相手に伝えられるかを考え，図やフリップ，写真等を利用したり，言葉を選ん

だりしている点です。きっと彼らは大人の考えを押し付けられず，自由な発想を親御さんに認められ

る環境で育ったんだろうな，といつも思わされます。 
子どもたちの「生きる力」を育むためにも，授業や行事，部活動でも「教師の押し付け」にならない

ように４つのキーワードを来年度につなげ，自由な発想，考え方を認める学校でありたいと思います。

みなさんの来年度のキーワードは何ですか？ 
 

岡崎市現職研修委員会 算数・数学部発行 
令和４年３月 1０日 
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☆アイデア集の授業の紹介 

（小学６年４月） 
単元：対称な図形（アイデア集第 33集 Ｐ36,37） 

準備 対称な図形の例 方眼用紙 トレーシングペーパー 

学習課題 「対称な図形になるオリジナルマークを作ろう」 

 導入で提示された，身の回りにあるマーク（企業のロゴ，都道府県章，国旗など）を見て，身近なと

ころにも線対称や点対称になっている図形がたくさんあることに気付くことができます。そこで，対称

な図形とはどんな仕組みで構成されているかを学習し，単元のまとめ

として対称な図形になるオリジナルマークを作成します。方眼紙で作

図するとき，トレーシングペーパーで写し，図を半分にしたり回した

りして対称な図形になっているかを確認することで，作図が苦手な子

も自信をもってかくことができます。友達に自分のマークを紹介する

際，なぜ線対称・点対称な図形と言えるかを説明できるようにするこ

とで，対称な図形の特徴を再確認することができます。オリンピック

のロゴ，学級章など，オリジナルマークのテーマを決めると，取り掛

かりやすくなると思います。     ＜文責：加藤雅代（奥殿小）＞ 

北海道 愛知県 

来年度に向けて 

チーム学習や数学的活動を通して，子供が主役となる授業が多く見られました。そこでの，主体

的に学ぶ子供たちの表情のよさが大変印象的でした。また，タブレット端末を利用して，子供が個

の考えをもつとともに，他の子供の考えと比較・吟味し，自分の考えをよりよいものとなるように

再構築する姿も見られました。さらに，教科としての学びの本質を確かなものとできるように，本

時の学びや数学的な見方・考え方に触れる考えに対して的確に価値付けできる教師の力量を高めて

いきたいと考えます。そして，算数・数学科としての目標に掲げられる「根拠を基に筋道を立てて

考え，統合的・発展的に考える」姿の実現を目指し，共に研鑽に努めていきましょう。 
                           （算数・数学科指導員 広幡小学校 加藤良彦） 

 

来年度に向けて   
岡崎市では，一人一台タブレット端末が配付されています。配付した問題シートの図を子供が操

作しながら考えたり，個の考えや振り返りを全員で共有したり，教師が子供の考えを把握しながら

机間指導をしたりと，有効的にタブレット端末を活用する場面が多く見られました。ただ，とても

便利な道具である一方，子供がこれまでの学びを振り返ることができるようになっているかが心配

です。算数・数学は，特に系統性を大事にしなければいけない教科です。子供がこれまでの学びを

生かしながら本時の学びに取り組めるよう，前時までの学びを即座に振り返ることのできるノート

と併用しながら，学びをきちんと蓄積していきたいものです。 

（算数・数学科指導員 城南小学校 秀野亜友） 

ペアで確認している様子 
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 本校の児童は、夏休み期間中の選択課題の一

つとして、統計グラフコンクールに参加してい

る。夏休みの前に小学１年生を含めた全校児童

に参加を呼び掛け、作品作りを通して統計に興

味をもつ児童の育成を目指している。希望者は

例年１０人程度である。 
作品作りに長い時間がかかることから、最後

まで手を抜かずにやりきったあとの達成感が感

じられるように指導し、粘り強く取り組む児童

を育成したいと考えた。 
 
 

 

（１）説明会の開催 

６月上旬に全校児童に呼び掛け、希望者を集

めて説明会を行う。ここでは、これまでの優秀

作品や、グラフの作り方、作品を完成させるま

での流れを紹介した。また、統計グラフ担当教

員が相談を受けることも伝えた。やってみたい

と参加を希望する児童には、保護者にも確認を

取り、児童や保護者からの質問・相談を受けな

がら、寄り添って進めていくことを伝えた。 
（２）テーマ決め 

 低学年の児童には、主に身の回りのことや興

味のあること、高学年の児童には、社会で話題

になっていることなどからテーマを考えるよう

にアドバイスした。さらに、制作の意欲を高め

るため、自分が知りたいことや調べたいことを

テーマにするとよいことを指導した。 
（３）アンケート作り・集計 

 主に、学校の児童を対象としたアンケート調

査を中心にデータを集めた。アンケートを作成

する際には、児童とマンツーマンで話し合いの

時間を取り、質問の内容を精選していった。 
質問の精選に当たり、特に意識していること

は、テーマの内容との一貫性である。児童と会

話を進める中で、「グラフを見た人にこう思って

ほしい」というゴールを明確にして、周りの子

たちにも聞いてみたいことを質問項目にしてい

く。アンケートを行う際には、先生や友達に必

ず自分で依頼をするように指導している。 
集計作業は児童が行い、担当教師がチェック

して間違いがないか確認した。 
（４）作品作り・レイアウト作成 

 Ｂ４版の用紙に下書きをしながら、より分か

りやすく伝えるにはどのグラフがよいのか、ど

のような順でレイアウトをすればよいのかを一

緒に考える。その後、色画用紙を使ってグラフ

などのパーツの作成に入る。その作業について

は個人に任せている。保護者が作業に一部協力

していることもあるが、家族が一緒になって作

業する楽しさを味わうことができるのも統計グ

ラフのよさだと考えている。 
 
 

 

【愛知県統計グラフコンクール】 
令和２年度  
金賞２点 
銀賞３点  
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１ 統計グラフコンクールへの参加 

 毎年、夏休み期間中の自由研究課題の一つと

して希望者を集め、統計グラフコンクールに参

加している。小学校で、統計教育の指導や統計

グラフ制作の指導を受けた児童が本校に入学す

るため、統計グラフ制作に対する意欲が高い生

徒とともに統計グラフコンクールへの参加を行

うことができている。 
２ 統計グラフ制作指導 

 本校では統計グラフが身近なものに感じられ

るように、過去作品の写真を校内に掲示してい

る。中学校としての統計教育の一環として行う

ことができるよう、以下の手順に従い、統計グ

ラフ制作指導を行っている。 
（１）説明会の開催 

 夏休み前、自由研究課題の発表とともに、製

作希望者を集め、説明会を実施する。その際、過

去作品集を生徒に見せ、制作意欲を高めるとと

もに、愛知県から出ている「統計グラフを作ろ

う！」や「統計グラフ作成のポイント」を配付

し、資料とともに説明を行う。 
（２）テーマの選定 

 中学校３年生で学習する標本調査を意識しな

がら、テーマを設定するよう指導している。全

数調査ではなく、アンケートを取る人をこちら

で設定する標本調査のため、統計グラフ制作者

にとって興味のあるテーマとすることはもちろ

んのこと、アンケート対象者にとって切実感の

あるテーマとすることで、制作者が調べたいこ

とに迫ることができるよう、指導を行っている。 
（３）アンケートづくり・集計 

 本校ではアンケート調査によってデータを集

めている生徒が多い。後に収集したデータを、

グラフを用いてまとめることをふまえ、以下の

ポイントに沿ってアンケート作成の指導を行っ

ている。 

 
 
 
 
 
・グラフとしてまとめやすいように、記述式で

なく、選択式の質問を用意する。 
・分析を正確に行うことができるよう、選択肢

を増やし、その他の回答が多くならないよう

に工夫する。 
・標本としての正確さを調べることができるよ

う、グラフ製作の中心となる質問には理由を

問う。 
以下のポイントをおさえ、個別指導を教科担任

が行い、アンケ―トの作成を行う。アンケート

を行う際には、統計グラフ制作者自身が学級に

依頼に行くように指導している。 
（４）作品作り・レイアウト作成 

 小学校で学習したグラフをもとに、グラフに

よって伝えられる情報が違うことを確認し、作

品作りに取り掛かり、レイアウトをＢ４版で試

作する。その後、完成したレイアウトをＢ２版

に拡大コピーし、色画用紙などを活用してグラ

フなどのパーツの作成に入る。 
３ 取り組みの成果 

【愛知県統計グラフコンクール】 
令和 ２年度 銀賞 3点 銅賞 2点 
令和 元年度 金賞 1点 銀賞 1点 銅賞 1点 
平成３０年度 金賞 2点  
【全国統計グラフコンクール】 
第６７回 入選 1点 
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愛知県及び全国小中学校児童生徒統計グラフコンクール 
 

１ 第６９回統計グラフ全国コンクール  

（１）入賞作品 

 [パソコン統計グラフの部 （小学校以上）］ 

      入 選  社会まかせにしない！自分たちから！ NO地球温暖化 GO脱炭素化 
小西 兜斗（竜海中学校 １年） 

     佳 作  みそだけじゃない！ぼくたちのまち 

みりょくいっぱいの岡崎市  未来はどうする？！ 

小西 勇飛（竜美丘小学校 ４年） 

     佳 作  新一万円札の顔  渋沢栄一について知ってる？ 

                           古田 尊一（竜美丘小学校 ６年） 

     佳 作  地球温暖化って知ってる？     古田 六花（竜美丘小学校 ４年） 

 [第 ２ 部 （小学校３，４年生の児童）］ 

佳 作  気になる！知りたい！3年生のゲームの時間 

加藤 玲也（井田小学校  ３年） 

     佳 作  ていねいに書いていますか？    判治 里紗（三島小学校 ３年） 

 [第 ３ 部 （小学校５，６年生の児童）］ 

佳 作  聞こえる？海からのＳＯＳ 海洋ごみから生き物を守れ！ 

長谷 祐真（連尺小学校  ５年） 

 [第 ４ 部 （中学校の生徒）］ 

佳 作  文房具の進化が止まらない！！ 中学生の求めるものとは！？ 

荒川 琴音（竜海中学校  ２年） 

     佳 作  使いこなせてる？タブレット    林  美昊（竜海中学校 ２年） 

 

 

（２）成果と課題 

岡崎市の子供たちの作品から，入選１点，佳作８点が

選ばれるすばらしい成果を残すことができました。これ

も，市内の多くの児童・生徒の努力と先生方のご指導の

賜物です。ありがとうございました。統計グラフ全国コ

ンクールの上位入賞作品を見ると，画用紙切り貼り作品

に加え，手がきの作品も多くありました。作品のテーマ

では，ＳＤＧｓ関係，コロナウイルス関連をはじめ，小

学校低・中学年は，学校生活や家庭生活，食べ物など自

分たちの身近なこと，小学校高学年・中学校では，タブ

レットや環境問題など，社会で話題になっているテーマ

が多くありました。また，調べたきっかけ，調査方法，

まとめや感想が書いてある作品も増えてきました。来年

度の参考にしていただけたらと思います。 
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２ 第６５回愛知県統計グラフコンクール 

（１）入賞作品 

  本年度も数多くの児童・生徒の入賞がありました。ありがとうございました。 
   岡崎市内小中学校からの総応募点数   小学校 １７６点（１７９人）  

（岡崎市内小中学校からの参加人数）   中学校  ３８点（ ４６人）  
                      計   ２１４点（２２５人） 
 

入賞作品点数             金賞   １２点 
                     銀賞   １８点 
                     銅賞   １３点 
                    奨励賞    ３点 
                     計    ４６点 

 

令和３年度 統計グラフコンクール指導者表彰 

団体    岡崎市立竜海中学校 

個人    岡崎市立井田小学校  國安 崇史先生 

おめでとうございます 
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＜児童・生徒表彰＞ 

賞 作      品     名 制作者 学校名 学年 

第 １ 部 （小学校１，２年生） 

金賞 おしえて！！みんなのおやつ 野村 春斗 三島小 1 

銀賞 

こっそりおしえて！みんなのひみつきち 黒谷 侑聖 三島小 1 

歴史ずきあつまれ！ 田中 優衣 三島小 2 

WE LOVE きゅうしょく 中西 真優 三島小 1 

いつでもいっしょ？青しんごう 水谷 眞清 井田小 2 

銅賞 

虫の人気しらべ 足立 憲哉 三島小 2 

カエル５きょうだいの体じゅうしらべ 千野 創一朗 三島小 2 

きゅうしょく大すき 安枝 敬登 三島小 2 

奨励

賞 

なにいろがおおいかな？ 
倉地 優奈 

倉地 柚奈 
広幡小 

1 

1 

2年 1組みんなのならいごとしりたいな！ 坂本 晴崇 三島小 2 

どう画を見るには？ 服部 なこ 三島小 2 

第 ２ 部 （小学校３，４年生） 

金賞 
気になる！知りたい！3年生のゲームの時間 加藤 玲也 井田小 3 

ていねいに書いていますか？ 判治 里紗 三島小 3 

銀賞 

いざ岡崎へ 鈴木 大智 井田小 3 

東京オリンピック２０２０ 

金メダルをたくさんとるのはどんな国？ 
柘植 佑香 三島小 3 

知ってる？岡崎の地産地消 永海 陽向 三島小 4 

マスクみんなほんとはどう思ってる？ 

わたしたちの心と体のことに気づいて！！ 
中野 莉絵 竜美丘小 3 

みんなやってる！？家のお手つだい 宮崎 仁瑚 井田小 3 

銅賞 

4年生 HAPPY調査 内田 結 上地小 4 

コロナに負けない！★小学 4年生の思い★ 田中 杏奈 井田小 4 

習いごとどう思ってる？ 

～大人と子ども～ 
中根 環 井田小 3 

第 ３ 部 （小学校５，６年生） 

金賞 

みんなで守ろう！美しい地球 青山 結衣 三島小 5 

給食の牛乳のストローは必要？ 張 学滺 三島小 6 

聞こえる？海からのＳＯＳ 

海洋ごみから生き物を守れ！ 
長谷 祐真 連尺小 5 

銀賞 

変わるみそ市場 

広がるインスタントみそ汁 
織田 浩太朗 三島小 6 

見直そうわたしたちのマナー！！ 

～子供のマナー意識と親から見た子供の現状～ 
土井 禅駿 男川小 6 

親には言えない子供の悩み 鳥居 咲良 三島小 6 

今さらですが…大丈夫かな？忘れ物 判治 直哉 三島小 6 

銅賞 

知っていますか SDGｓ 車谷 茉莉 竜美丘小 5 

インターネット利用調査 高木 七海 梅園小 5 

長引くコロナ  マスク，上手に使えてる？ 野田 紗恵理 三島小 5 

6年間ありがとう三島小学校 深津 心那 三島小 6 
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第 ４ 部 （中学生） 

金賞 

文房具の進化が止まらない！！  

中学生の求めるものとは！？ 
荒川 琴音 竜海中 中 2 

使いこなせてる？タブレット 林 美昊 竜海中 中 2 

銀賞 

携帯電話と勉強 
有我 愛理 

柳田 明日海 
東海中 

中 2 

中 3 

学校行事に対してみんなはどう思っている？ 
小林 明日香 

佐野 司 
東海中 

中 3 

中 3 

どうなっている？少子高齢化 
柴田 姫青 

八島 咲夢 
東海中 

中 3 

中 3 

移り変わる日本の衣食 
冨澤 茉那 

鳥居 花凛 
甲山中 

中 2 

中 2 

銅賞 漫画大調査 神林 里沙 甲山中 中 1 

パソコン統計グラフの部（小学生以上） 

金賞 

社会まかせにしない！自分たちから！ 

NO地球温暖化 GO脱炭素化 
小西 兜斗 竜海中 中 1 

みそだけじゃない！ぼくたちのまち 

みりょくいっぱいの岡崎市  未来はどうする？！ 
小西 勇飛 竜美丘小 小 4 

新一万円札の顔  渋沢栄一について知ってる？ 古田 尊一 竜美丘小 小 6 

地球温暖化って知ってる？ 古田 六花 竜美丘小 小 4 

銀賞 
東京オリンピック２０２１ 

ニュースから学び，主張する！中学生の意見！！ 
庄司 怜生 新香山中 中 3 

銅賞 
睡眠しっかりと取っていますか？ 佐藤 輝空 新香山中 中 1 

未来はどうなる？政府が目指す脱炭素社会について 三坪 幸矢 新香山中 中 3 
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－統計教育（統計グラフ作品作り）について－ 

データ活用の重要性と統計グラフ作品の作成について 

                         岡崎市立城南小学校 高鍬利行 

１ はじめに 

歴史的転換といわれる学習指導要領の改訂がなされ、学習のゴールが内容ベース（コンテ

ンツベース）から資質・能力ベース（コンピテンシーベース）に変換された。生きて働く「知

識・技能」の習得はもちろん、未知の状況にも対応できる「思考力・判断力・表現力」の育

成として、「論理的思考（ロジカルシンキング）」「批判的思考（クリティカルシンキング）」

「創造的思考（クリエイティブシンキング）」も必要とされてきている。 
算数・数学においては、学習指導要領の改訂により、前回の中学校学習指導要領、そして

今回の小学校学習指導要領で「データ（資料）の活用」が新設された。社会構造の急激な変

化により社会の様々な前提が崩れ、過去の成功体験が通用しなくなるといわれている。そん

なＡＩ時代には、子供たちはもとより誰もが創造的な「課題発見・課題解決」の能力を再構

築していく必要がある。 
統計グラフの作品は、自分の主張についてグ

ラフを使い読者に訴えかけるものである。また、

算数・数学の有用性を求める学習指導要領の目

的からも、生活への活用・探究を目的とする統

計グラフの作品作りは極めて有効であることに

は変わりはない。また、ビッグデータが活用さ

れている現在、統計が社会やビジネスでの対応

や解決の大きな糸口になっているのは確かであ

る。今後、「情報活用能力」として統計教育はま

すます重要になってきているといってもよい。 
岡崎市算数・数学部では、過去４０年近く市

独自で統計グラフコンクールを実施し、上記の

能力をつけようと努めてきた。今も県への作品

提出に、熱心な先生方の取組により成果を上げ

てきている。 
こうした長年の岡崎の取組のノウハウが、近

年失われつつある面がある。そこで、「データ活

用の重要性と統計グラフ作品の作成について」

と題して、昨年度に続きまとめることとした。

なお、平成２０年８月に名古屋国際会議場にて

800 名近い参加者で開催された「統計教育全国
大会」にて、県を代表して行った「岡崎市の統計グラフの取組」についての資料も掲載し、

今後の参考になればと掲載した。 

2021年愛知度県統計グラフコンクール５・６年生の部 
 知事賞（金賞）全国コンクール佳作 

岡崎市立竜海中学校２年 林 美昊 
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２ データ活用（統計教育）の重要性について 

Society5.0（内閣府による右図）では、個人

や社会が抱える問題の解決にはビッグデータと

AIの利活用が必須で、大量のデータの収集・分

析・活用を行わなければなりません。このとき

活躍するのが「統計」であり、統計的な見方・

考え方を学習者に教える教育が「統計教育」で

す。統計の大切さ、統計教育の必要性は、誰も

が分かっていることです。主観や直感で物事の

状況を把握したり、意思決定や判断をしたりす

ることは、一般的に信頼できません。統計に基づいたデータの収集・分析を通じて、さま

ざまな現象を把握し、良好な場合はさらなる施策を講じ、好ましくないときは改善策を考

案する必要があります。今、世の中でデータが重要視され、データを活用した問題解決の

方法、すなわち「統計教育で身につける探究的な問題解決能力」が注目されていることは

間違いない事実です。＜下線は筆者＞（教育新聞「統計教育で身に付ける探究的な問題解

決能力」国立教育政策研究所総括研究官 板谷内 勝） 
 
上記のように、「統計教育」はこれからの時代ますます必要とされる教育である。注目され

る「統計教育で身につける探究的な問題解決能力」といった面では、「統計グラフの作品作り」

を進めていくことはとても価値が高いことである。 
全国学力・学習状況調査において、「データ活用」の領域について、以下の趣旨のもと出題

されていることからも重視すべき内容である。 
＜小学校＞ 

【出題の趣旨】 
身の回りの事象について、その事象の因果関係や傾向

を漠然と捉えるだけでなく、データに基づいて判断する

統計的な問題解決の方法を知り、その方法で考察してい

くことが重要である。そのために、例えば、身の回りの

事象について、興味・関心や問題意識に基づき、統計的

に 解決可能な問題を設定し、見通しを立て、どのような
データを、どのように集めるかについて計画を立てるこ

とができるようにすることが大切である。そして、デー

タを集めて分類整理し、目的に応じて、観点を決めてグ

ラフや表に表し、データの特徴や傾向をつかみ、問題に

対する結論をまとめることが大切である。さらに、さら

なる問題を見いだし、解決していくことも大切である。 
設問は、棒グラフの読み取りからはじまり、データの

関連性、そして、「（４）帯グラフで表された複数のデー 
タを比較し、示された特徴をもった項目とその割合を言 
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葉と数を用いて記述できるかどうかをみる」といったデータの傾向を探り読み解く。最後には、

「（５）集団の特徴を捉えるために、どのようなデータを集めるべきかを判断することができるか

どうかをみる」といった、自分からデータに働きかける問いまで設定されている。 
＜中学校＞ 

【出題の趣旨】 
日常生活や社会の事象を考察する場面で

は、表やグラフなどからデータの傾向を適

切に読み取り、それらを基に判断の理由を

説明することが求められる場合がある。そ

の際、グラフや代表値を用いてデータの傾

向を捉え説明することが大切である。 
中学校ともなると、ヒストムグラフや度

数分布表などデータを比較し、さらに特徴

を捉えやすくなってくる。左の（３）の設

問では、「データの傾向を的確に捉え、判断

の理由を数学的な表現を用いて説明するこ

とができるかどうかをみる」ねらいがある。

正答にあたる二つの要素「６時間未満の度

数分布多角形よりも６時間以上の度数分布

多角形の方が右側にあること」「 日照時間
が６時間以上の日は、６時間未満の日より気温差が大きい傾向にあること」がかけていた生徒は

3.1％しかなかった。 
日常生活や社会の事象を題材とした問題などを取り上げ、統計的に問題解決することができる

ように指導することが大切である。その際、問題を解決するために計画を立て、必要なデータを

収集して処理し、データの傾向を捉え、その結果を基に批判的に考察し判断するという一連の活

動を充実することが大切である。こうした力は算数・数学だけに限らず、他教科で横断的縦断的

にも扱う中で考えていけるとよい。 
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３ 統計グラフ作成における指導の実際 

 統計グラフ作品を作成する手順について時系列に述べる。具体的には後の資料を参考にしてほしい。 
（１）内容説明会（5月～6月） 

 学校では、作品提出の８月終わりに向けて、５月主任会ののち早めに説明会を行う。説明会では、

アイデア用紙など資料を配付し、昨年度の作品を見せ、初めての子供にも伝わるように説明する。 
アイデア用紙や完成までの日程表を配付し、作成の段階やそれぞれの留意点を示す。昨年度までの

よい作品を見て学習会を開いたり、作品コーナーを校内に作って掲示したりするとなじみやすい。 
（２）作品の手順 

統計グラフ作品は、Ｂ２の用紙であることなど、制作に時間と労力が必要となる。そのためには、

指導を含め手順を示し、段階的に取り組ませることがポイントとなる。 
①  テーマを決める 

 何について調べるのか、何を知らせたいのかなど作品についてテーマを決める。自分の生活で興

味関心のあることや社会で話題になっていることなど、前年度の作品を参考にするとよい。 
②  題（タイトル）を決める 

題（タイトル）は、統計グラフにとって非常に大事な要素となる。題を見て、作品を詳しく見た

くなると思わせる内容であるとよい。副題を入れるのも効果がある。 
③  資料を集める（集計する） 

資料の入手方法として、大きく３つ（アンケート・図書やインターネット・実際の取材）の方法

がある。アンケートについては回答を選択肢にする、回収後は学年別男女別にまとめるなどグラフ

を意識して集計していく。 
④ 集めた資料をグラフ化し下書きへ 

集めた資料を次のような手順でグラフにしていく。 
 
 
 
 
 

 
グラフを作る際は、上記のようにさまざまな表現方法や形があることを知らせたい。グラフに占

める面積も見る人に重量感を感じさせることも意識して作成するとよい。 
グラフを使い分けることは、全体のレイアウトにもつながるため熟考すべき内容である。グラフ

ができたら、位置や組み合わせを考え全体の下絵（レイアウト）を作る。この場合、大きく分けて 2
つのパターンがある。一つ目は、用紙全体をテーマに合わせた絵にする方法。全体を部屋にして、

外の景色にして、それにあったグラフをおく。二つ目は、個々のグラフが１つのまとまりのように

なっていて、それを組み合わせて全体を構成していく方法。どちらにしても、イラストを有効に入

れるなどして、題やテーマが伝わるようにしておくことが重要となる。 
⑤ 下絵を何度も書き直してよりよい作品に 

下絵は何度も見直しかき直すことによって、よりよいものになっていく。優秀作品を見て考えた

り、先生や保護者など多くの目からアドバイスを受けたりするとよい。留意することは、グラフの

向きと画面配置がポイントとなる。グラフの大きさや向きを意識すると、題やテーマに沿ったレイ

アウトになる。強調したいグラフは、配色以外にも目立たせたい。 

（ア） 主題が伝わるようなグラフの種類を選ぶ 

   棒グラフ、折れ線グラフ、円グラフ、帯グラフ、柱状グラフ、絵グラフ、複合グラフ 

（イ） 内容が一目でわかるように、グラフの形を工夫する 

   棒グラフの棒を何かの形にする、車のタイヤの部分を円グラフにするなど 

（ウ） 視覚に訴えるための工夫をする 

   立体にする、帯グラフを円柱にする、折れ線グラフを板状にする 

 ※グラフは立体的であるとよいです。影などをつけるだけでも浮き立って見えます。 
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⑥ 色画用紙に下書きを写そう 

 Ｂ４のレイアウト用紙に下書きをしたものを４倍に拡大器で拡大し、清書の画用紙に写し取る。

色画用紙をたくさん用意して、一つ一つのグラフを作る。ただ、拡大器でＢ２の大きさにすると、

字やグラフが大きすぎて見えることもある。拡大後も大きさの調整をしたい。 
タイトルの文字は、パソコンのさまざまな文字を使って、テーマに合わせて形を工夫したい。書

体は、はっきりと見えるゴシック体のように面積があるものがよい。色画用紙で作る際は、ずらす

と影のある立体的な文字ができる。題がグラフより沈まないようにしたい。 
⑦ 色画用紙に色を加えるにも工夫の一つ 

絵の色づかいは、むらの出る水彩絵の具ではなく、ポスターカラーやアクリル絵の具を使う。

色画用紙を使う際は、色が限られるため、重ねてはったり、色鉛筆で影を入れたりするとよい。

専門店には和紙などいろいろな種類の紙がある。理想は、色画用紙と絵の具の両方である。 
（３）完成後の仕上げ 
完成したつもりでも何度も見直すと気づくことがあり、よりよい作品になる余地がある。統

計グラフ作品は、多くの人が見るポスター的な要素があるため、次の点を見直してみるとよい。 
①  数学的にグラフとしてふさわしいか 
グラフの０、メモリの単位はあるのか、面積グラフは面積が数字とあっているのか、グラフ

に数字がかいてあるのかなど、統計作品としてしっかりできているのか今一度見直す。 
②  字の大きさ 
「題→副題→表題→グラフの文字や数字」を基本とした大きさの順になっているか。 
③ 題（タイトル）やグラフ 
 題やグラフよりもイラストが目立ちすぎる場合がある。色鉛筆でやわらかくするなど仕上げ

を工夫したい。どうにもうまくいかない場合は、用紙の上から作り直したものをはるのもよい。 

  

算数・数学は、論理的に系統だてられた教科である。ただ、「データの活用」といった多くの数

の集まりは、主体的に判断し、傾向や状況を的確につかんだ上で、データに働きかけていかなく

てはならない。その学びは、算数・数学にとって真新しいものである。データのとらえが人によ

って異なり、使い方もまた多様であるからである。生活への有用性の面で有益な算数・数学の分

野だけに、今後の学ばせ方などの可能性は多岐にわたる。こうした中で、統計グラフ作品の制作

をしていくことを経験することは、データに自身で働きかけ、読み取り、必要なデータを組み合

わせ、言語ではなくグラフで訴えていくためには価値が高いのは確かである。作品作りについて

は、時間と手間が大変必要で小中学生にとって、制作に対する難易度が高い。ただ、その中に多

くの魅力があることを、今後も作品作りの面白さとよさを児童生徒が感じられるようにしたい。 
統計グラフの作品作りは、小学校で取り組み方を覚えると、中学校では自在に表現できるよう

になる。岡崎の子供たちが、こうした学びの中で、Society5.0のもと「情報活用能力」を身に付

け、未来を担う力をつけていってほしいと感じている。 
以下は、平成２０年度統計教育全国大会にて、岡崎市が代表として「岡崎市の統計グラフの取

組」を発表したまとめである。作品作りに向けての具体的な子供への配付資料は、後半に掲載し

てあるので参考にできるとありがたい。時代が変わってもよい作品への本質は変わらない。でき

れば参考にしてほしい。 
 

４ 成果と課題 
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統 計 発 表    統計教育全国大会（愛知大会）Ｈ２０．８．８ 

平成１９年度「第５５回統計グラフ全国コンクール」優秀作品発表 

 

１ 岡崎市の統計グラフの取り組みについて 

 徳川家康生誕の地、歴史と文化の薫る岡崎

市では、今年度３３回目の岡崎市統計グラフコンクール

が開かれた。毎年、市内小中学校生が多く作品つくりに

取り組み、全国にも多数の作品を送り出している。 

（１）統計グラフ作品作りの目的 

 取り組む子供たち一人一人には、「統計グラフ作品作り

のおもしろさ」が感じられることを目的としている。 

（２）岡崎市統計グラフコンクール 

 夏休みの課題として、

例年８月下旬に提出、審査が行なわれる。今年度は、

小学校４３２点、中学校３５９点の計７９１点の作

品が応募された。テーマは、オリンピックや食の安

全、犯罪や防犯、物価高騰など時事的なものや家

庭・学校生活など身近な内容が多かった。最近は、

パソコンの部の作品の質が高くなっている。 

（３）組織的な取り組みの実際 

 岡崎市では、統計グラフコンクールを教職員で組織される現職研修委員会算数・数

学部が担当している。しかし、統計グラフコンクールを３３年前に始めたものの参加

校の少なさや、個人としてよい作品つくりができないことなど課題が山積であった。

そこで、算数・数学部から各小中学校、そして児童生徒への連携を密にしようと、次

の３つのこと

を取り組んで

きた。 

 こうした活

動を年々形を変えながら進め、教師や子供に根

付いていった。今では、学校ごとの積極的な取

り組みから、特色のある作品が８月終わりに市

役所のロビーに飾られている。 

現職研修委員会算数数学部 

各小学校 各中学校 

児

童 
児

童 

児

童 

児

童 
児

童 

児

童 

Ｈ１８年度総務大臣特別賞（パソコン統計グラフの部）  

   特選 

統計グラフ作品を募集し、その展示を行い、児童生徒へ

の統計への関心を高揚し、情報活用力の育成をめざす 

岡崎市統計グラフコンクール 

●対象 小学校４年以上 
   （自分の力で取り組める学年から） 

●分野 一般作品の部 
      （各学年ごと） 
     パソコン統計グラフの部 
●規格など  全国と同じ 

 

①統計グラフ講習会の実施（教師） 
②展示コーナーの設置 
③相談窓口の新設（教師・子供向け） 
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２ 岡崎市立竜美丘小学校の取り組みについて 

 「テーマ選び、情報収集、結果集計、グラフに表し一

枚の作品に仕上げる」これらの過程には、子供たちが学

ぶことがたくさんある。社会を見る目など「生きる力」

を育んでほしいと願い、学校として取り組んでいる。 

（１）統計担当、担任教師を含めた体制作り 

 毎年５０名ほどが統計グラフコンクールに参加する。

子ども一人ひとりを見るのには算数主任だけでは限度

があり、そのため統計担当者、担任と多くの先生によ

り指導できる体制を作っている。特に、統計グラフ作

品のベースとなるアンケート作りは大切である。そこ

で、１回目の説明会を終えた後、担任を中心に各担当

者と連携を

図りながら

個に応じた

指導をして

いる。日頃の

子供の実態

を捉えてい

る担任が身近で相談に乗りやすいため効果が出ている。 

（２）段階的な指導の実際 

毎年子どもの能力や進度に合わせて説明会を

開いている。説明は、受け継がれた資料をもとに

年々加除修正しながら子ども

の実態に合うようにしてあり、

迷ったときには資料をみれば

わかるようになっている。第１回説明会は、統計グラフとはどんな

ものでどの手順作るかについて作品を見せながら説明を行う。第２

回目はアンケートの依頼の仕方、集計の仕方など。第３回目は下書

きの作り方、第４回目は作品の作り方、第５回目は作品作りの相談と進めている。制

作過程で、子どもたちは休み時間に何度も相談に来る。その際には、「見る人にどん

なことを伝えたいのか」と聞くことが多い。子どもたちは、教師とのやり取りを通し 

＜児童の作品制作の実際＞ 

○算数主任を中心として、 
統計主任、担任も含める 

○担任がいちばん！ 
・個に応じた指導 
・すぐ相談 

 
算数主任 

統計担当 

担

任 

パソコンや 
絵が得意 

4年生以上 

第１回説明会 ５月２３日 

 下書き 

 作品作り 

 仕上げ 

 テーマ選び 

 アンケート作り 

 集計の仕方 

 グラフ作り 

 下絵の描き方 

 
作品の作り方 
用紙・マジック注文 

 夏休み中の相談日 

てグラフの並べ方を考えたり、表題を

考え直したりしながら、作品への見通

しを徐々に持っていく。アンケートが

手元に届くときには、みんな協力して

もらった感謝の気 

持ちがあり、それ 

が作品作りへの大 

きな力にもなって 

いる。 

-37--37-



① 『まだ早い？ ケータイ －親と子の思いー』 竜美丘小５年 小谷内優奈 

  新しい携帯電話が次々と発  

売され、その宣伝を見たり、  

友達の話を聞いたりするうち  

に、親と子がそれぞれどんな 

思いをもっているのかアンケ 

ートして調べてみようとした 

ことがきっかけでした。 

アンケートを集計した結果、携帯電話を持たせること 

に対する親と子の思いの違いが見えてきました。このこ 

とをどのようにグラフにしたら見る人に伝わるのか題

を含め考えました。下書き

が決まった後は、色画用紙

を使ってパーツを作って

いくことが好きなのでい

ちばん楽しいです。 

この作品を通して、親が携帯電話の原因でのいじめ

や生活の乱れを心配していることがわかったので、私たちは興味だけで持ってはい

けないと思いました。携帯電話を使うときには、親に内緒で使うのではなく、親と

ルールを決めて正しく使いたいと思いました。そうすれば、携帯電話はそう悪くな

いと思いました。 
 

 ② 『毎朝食べて元気モリモリしっかり食べていますか朝食？』 竜美丘小５年長嶋遥奈  

 このごろ「早ね早起き朝ごはん」という食育をテー

マにした記事をよく目にし、朝ごはんを食べないこと

によって体調を崩し集中力がなくなると書かれていま

した。忙しい朝の友達はどんな食事の取り方をしてい

るのか、どんな食べ方によって影響が出るのか調べた

いと思いました。 

 作品作りでは、食パンなど

イメージできなかったので

実物を切って形を調べてグ

ラフにしました。 

 統計グラフ作りを通して

わかったことは、朝食を食べて

いない人はひとりもいません

でしたが、主食、主菜、副菜、

汁物のすべてを朝食で取っている人は１割しかいなかった

ことです。時間がなかったり、食欲がなかったりして朝から

バランスのよい食事をしている人が少ないことがわかり、改 

Ｈ１８年度全国統計大会 第３部特選 

Ｈ１８年度全国統計 第３部 佳作 

めて朝食の大切さを感じました。 
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３ 岡崎市立矢作中学校生の取り組み 

 矢作中学校では、毎年６月末統計グラフ作品作

りについての参加者を募集している。小学校で作

ったことがいる生徒やパソコンの好きな生徒もた

くさんいて、募集すると結構集まってくる。 

 

（１）パソコンの部を中心とした取り組み 

 ① テーマ決めについて 

パソコン統計グラフの部を中心に取り組んでは

いるものの、大切なのはテーマやアンケートな

どその内容である。テーマ作りについては、以

下の点を強調している。 

 

 ② パソコンによる作品の制作について 

中学生は、部活動がほとんど毎日のようにある。その合間を縫って学校のパソコ

ン室に通い、作品作りをしていく。本校では、Ｅｘｃｅｌで集計表を作成し、グラ

フ作成ソフトを使って作品作りを進める。イラストレーターというソフトを使うの

には、技術が必要なため、グラフソフトを有効に使って制作している。子どもたち

には、以下の１２項目をクリアするように話している。画面構成については、パソ

コンのよさを生かすため背景画を決めさせ、作品がイメージしやすいようにした。 

  以上のことを自己チエックさせ、工夫する視点を与えている。また、作品の下書

きを見るため、Ａ３サイズでプリントアウトして検討している。手直しがすぐにで

きるところがパソコン作品のよさではあるが、実際のＢ２サイズにしてみないと見

え方が違うところに気をつけさせている。作品の印刷は、写真専用の光沢紙を使っ

ている。 

・「自分がこの作品を見た人に、こんなことを考えてもらい

たい」という思いの入ったものでなければならない。  

・「みんなに考えてもらいたいこと」へ、どのようにせまってい

くかという考えで作る。 

 

① 中心となるグラフはわかるように工夫してあるか？ 

② そのグラフに向けて、全体の構成に流れがあるか？ 

③ タイトルは人目を引く色や字体などで工夫されているか。 

④ 同じ内容のグラフ、対比しているグラフは形態がタイアップしているか？ 

⑤ 色は背景に対して見やすく工夫してあるか？ 

⑥ 一目見て何のグラフなのかわかるように工夫してあるか？ 

⑦ 数量の多い順にデータが並んでいるか？ 

⑧ グラフの軸に単位がわかるように表示してあるか？ 

⑨ 内容にあっていて、いろいろなグラフを使って表現し 

ようとしているか？ 

⑩ 紙面が空いているような感じがないか。 

⑪ 立体的に配置するように工夫されているか。 

⑫ アンケートの出所の記載があるか。  
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＜児童の作品制作の実際＞ 

① 『低下している？私たちの学力』 岡崎市立矢作中２年 北野浩美 

現在の中学生は、昔の中学生よ

り学力が低下していることを新

聞やテレビのニュースなどでよ

く耳にしていました。そこで、実

際に今の中学生が勉強に対して

どのように考え、取り組んでいる

のかを調べました。 

 アンケート作りは、今の中学生

という立場に立っていろいろな

選択肢を考えるのに時間がかか

りました。また、パソコンを使っ

てグラフ化していくことは操作に慣れるまで大変でしたが、何度も操作しているうち

にいろいろな表現ができることがわかりました。

立体感を出したり、見やすい色を工夫したりと

自分が納得いくまで何度もやり直しました。 

 制作を通して、学力を上げるためにいちばん

大切なのは、時間ではなく自分の意思で勉強し

理解していくことだと気づきました。 
 

② 『まだ早い？ ケータイ －親と子の思いー』 矢作中学校２年 田中有紗 

 ニュースや新聞を見ていて、緊急地震速報が

始まると知り、みんながどんなことを感じてい

るかと思いテーマを決めました。 

アンケート作りで考えたことは、何を聞いた

ら自分たちの生活に生かされる緊急地震速報

になるかです。そこで、緊急地震速報に対する

期待や地震が起きたらで自分たちができるこ

とを聞くことにしたらすっきりしました。 

 いちばん驚いたことは、下のグラフのように

１分くらいあれば心の準備ができるという人

が多かったことです。作品を作る上でグラフの配置を工夫しました。自分が伝えたい

ことが伝わる配置を考えるのは楽しかったです。この作品を見た人に、地震はいつ来

るのか回避できないので、地震が来るとわかったときには落ち着いた行動をとること 

の大切さを感じてほしいです。 

 

Ｈ１８年度全国統計 パソコン統計の部入選 

Ｈ１８年度全国統計 パソコン統計の部入選 
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４ 講 評  愛知県立芸術大学美術学部准教授  今尾泰三先生 

・どれだけ下準備をしたか、どれだけの努力をし   

たで作品の質やよさが決まってくる  

グラフィックデザインの世界では、マーケテ

ィング（調査）デザイナー（図）コピーライター

（言葉）クリエイティブディレクター（まとめる）

などのチームを組んで作品を仕上げる。小学生の

両作品では下書きがほぼ作品と同じ程度完成し

ている。それを一人でやっている点がすばらしい。

よい作品は偶然できるものではなく、調査からし

っかりした過程があることがよい。また、美術が得意でなくても、何度も何度も

見ている中でよい作品になっていくことからも時間や努力が大切である。 
 ・発想の良さを生かしたグラフ作りが大切である 

   小学生の作品には、初めてグラフを作る発想の良さがある。だんだん年齢を重

ねると、情報収集能力がよくなるが発想力というのはできなくなっていく。 
   小学生 長嶋遥奈さんの作品のパンやハムを切ってグラフにしていくところ。

円グラフがちゃぶ台になっているところ。小山内優奈さんの作品の携帯電話に中

に、携帯の電波がグラフになっているところはすばらしい。また、中学生の作品

からは、題のイメージを日本列島が沈没していく絵で表しているところ。グラフ

の新しい解釈が、発想の中で出てきている面を大切にしたい。コンピュータは道

具であり、発想を大切に作り出していく頭が大切である。 
   最後に、グラフィックデザインの世界と同様、統計グラフ作品も完成はないの

で、どんどん頭を使い発展していけるよう自分を高めてほしい。 
 
５ おわりに 

 
 上記は、竜美丘小学校 長嶋遥奈さんの感想である。私たちは、統計グラフの作品

作りを通して、子どもたちが自分の生活や社会に目を向けていく姿をたくさん見てき

た。岡崎市では、子どものよさを生かし、そして健やかな成長を願い日々さまざまな

面で取り組んでいる。今後も３０年来 先輩の先生が築かれた財産を生かしながら、

子どもの情報活用能力が伸び続けることを願ってやまない。 

私は、統計グラフに取り組むようになって、新聞やテレビのニュースをよく見るようになりまし

た。また、グラフがあれば切り抜いておき、作品作りのヒントにしています。自分の伝えたいこと

をグラフを使って伝えることができる統計グラフはすばらしいと思います。私は、これからも統計

グラフ作りを楽しんでいきたいと思います。 

左から、 
田中有紗さん、 
北野浩美さん、 
長嶋遥奈さん 
小谷内優奈さん 
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参考文献：小・中学校学習指導要領解説 算数編 平成 20年 8月 文部科学省 
小・中学校学習指導要領（平成 29年告示）解説 算数編 平成 29年 7月 文部科学省 

     指導用 生徒のための統計活用～基礎編～ 2016年 1月  総務省制作統括官編 
     愛知県統計グラフコンクール入賞作品集（第 41回～第 64回）愛知県統計協会 
     授業に役立つ指導資料集 習得・活用をめざした算数・数学の授業づくり P115‐121 

平成 22年 2月 岡崎市授業改善委員会・現職研修委員会算数・数学部 
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 １．研究の目的 

本学級の生徒は，前時の内容の復習，正答率が

８割を超える問題などでは，挙手を行い，意見を

発信することができる．しかし，自らの考えを発

信することは苦手としている生徒が多い．また，

分からないとき，他の生徒に意見を聞くことがで

きる生徒も多い．そこで，本研究では，「生徒が意

見を交流しやすい教材の工夫」，「自らの意見を発

信する場の設定」を手だてとし，資料を批判的に

考察し，他者の意見をもとに，自らの意見を深め

ることのできる生徒の育成を目的とした． 
２．単元学習の方法 

本研究では，以下のように単元学習を行った． 
(1)単元の学習を進めることで解決できるように
なる課題を提示し，取り組ませる．この課題を，

「単元を貫く課題」とする．生徒は課題に取り

組むが，解決には至らない．その困り感から，

生徒の学習意欲をもたせ，単元の学習へと進む． 
(2)単元の学習を進めていく中で，単元を貫く課題
を解決するための知識・技能を習得させる． 

(3)単元の終末でもう一度単元を貫く課題に戻る．
単元開始時とは違い，今度は知識・技能が習得

されているため，課題解決を行うことができる． 
３．授業実践 

本単元の学習では，単元を貫く課題を「紙コプ

ター最強を決めよう」と設定した． 
単元を貫く課題の解決を行うため，第１時，第

２時で最強の紙コプターの定義を行い，実験や分

析を行った． 
紙コプターは鉛直方向に自由落下するため，今

回は「滞空時間が長い紙コプター」を最強の紙コ

プターと定義した．また，紙コプターの特徴を理

解するため，羽の長さが長いと紙コプターの滞空

時間はどうなるかを考えた． 
生徒たちに分析を行う前に，分析に必要なこと

は何か聞くと，「平均」「最大値と最小値」が出た． 
分析を行うと，平均が高いこと，最大値が大き

いことから生徒は「羽の長さが長いと滞空時間は

長い」と結論づけた．ここで，「平均が高いだけで

判断できますか」と問うと，「平均はたまたまよい

記録が出ると変わるから，そうでないこともある」

と意見が出た．そこで，平均のよさや，他の分析

方法を勉強し，再度行うこととした．  
単元の学習を進め，単元の終末で再度紙コプタ

ーの実験，分析を行った．最強の紙コプターを決

めるため，「一発勝負」において記録のよかった３

人の生徒を選出し，分析を子なうことで生徒が代

表値のよさを理解し，他者と意見交換ができるよ

うにした． 
４．成果と課題 

生徒自身の身体能力に左右されないこと，多く

の実験から自らや他者の紙コプターの比較ができ

ることで，生徒は紙コプターを作成するときから

他の生徒と交流をしていた．さらに，よい紙コプ

ターを，実験を行ったデータから判断することが

できていた．また，全体で分析を行うときに，単

元開始時で問うた「平均だけでは比べられない」

ことを生かし，複数のデータから意見を述べるこ

とができていた． 

これから生徒が分析を行い，事象の判断をして

いくデータは，必ずしも生徒の興味につながるも

のではない．しかし，生徒が互いに競うことで資

料を批判的に考察するきっかけを作ることができ

たり，他者から指摘を受けることで自らの意見を

見直し，深めたりすることができた． 

また，範囲や平均値など，生徒が日常的に用いて

いるデータも，より深い意味でとらえることがで

きた．これからも，生徒が興味をもち，与えられ

たデータを鵜呑みにするのではなく，批判的に考

察できるような指導を行っていきたい． 

推論をもとにして資料の分析を行い、チーム学習の中で視点の違いから 

自分の考えを批判的に捉えることで、深い学びをする生徒の育成 
：中学１年「資料と活用」の実践を通して 

愛知県・竜海中学校 江口 京弥 

-51--51-



                     －1－  

 

               あ                    

 

 

 
 
研究題目 

教材を工夫することで、自ら考え、判断し、表現する児童の育成 
             ―６年「資料の調べ方」の学習を通して― 
１ 研究概要 
（１）はじめに 
情報化・グローバル化がますます進み、ＡＩの進化により知識や技能だけを必要とする職業が消失する時
代が来ることが予想される。このような時代にあって、子供たちが様々な変化に積極的に向き合い、知識や
技能を生かして新しい考えを生み出したり、あふれる情報や様々な価値観の中から、適切に選択・判断して
自分の考えを構築したりする力、そして発信・表現する力が求められている。 
本学級の多くの児童は、計算問題など見通しをもつことができる問題において、複雑な問題に対しても粘
り強く取り組むことができる。また、図形の問題など、具体物を操作して問題を解決する場面で、意欲的に
取り組む姿が見られた。しかし、複雑な文章問題のように見通しをもつことができない問題において、粘り
強く取り組むことができなかったり、問題を解くことができても自分の考えを上手に説明できなかったり
する姿が見られることもある。そこで、新たな疑問を見つけ、新たな思いをもつことができれば、自らの意
志で学び始めていくことができ、自分の思いや考えを伝え合うことで、仲間と関わりながら学びを深め、ま
た、そこから新たな疑問や思いをもち、学びの質を高めていけると考えた。 
そこで、研究題目を「教材を工夫することで、自ら考え、判断し、表現する児童の育成―６年「資料の調
べ方」の学習を通して―」に設定した。 
 

（２）目指す児童の姿 

 
 
 
 

 

（３）研究の仮説と手だて 

① 研究の仮説 

 
 
 
 
 
 
 
 

 ②具体的な手だて 

  ◆仮説①に対して 
 

① 個の追究やかかわり合い、思考決定の場を段階的に設定した Z型の授業スタイルを展開する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

〇問題解決のために、学んだことや経験したことを生かして自ら考える子供 

〇追究やかかわり合いを通して、選択・判断しながら、自分の考えを深める子供 

〇かかわり合いの中で、根拠をもとに自分の考えや思いを伝え合う子供 

①児童が段階的に思考を高めていくことができるような「IWAZU Style」の授業に取り組めば学ん
だことや経験したことを考え、選択・判断しながら自分なりの考えを構築し深めることができるで

あろう。 
 
 
 
 
 

②「IWAZU Style」の授業において、思考・判断したことを「見える化」して共有し、かかわり合
いの仕方を工夫すれば、根拠を明確にして自分の考えや思いを伝え合うことができるであろう。 

１４ 
ハマダ  アキヒロ 

氏名 濵田 明弘 
岩津小学校 岡 崎 

分科会番号 ４ 分科会名 数学教育（算数） 
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上記のような授業スタイルを行っていく。かかわり合いでの焦点化を「IWA ズーム」と名付け、

子供たちに立ち止まらせ「考えどころ」であることを知らせる。また、友達の考えとつながり（共

通点・相違点）を明らかにする工夫をするよう、思考や判断を効果的に促すことができるような発

問を行う。 
 

② 思考・判断の足場となる教材・教具の工夫をする。 
   

   知識・技能、生活経験の個人差や不足を補い、全員  

が同じ土俵に立ち、それを思考・判断の足場として追

究することができるよう、共通の体験活動を設定す

る。そのための教材・教具の工夫をする。   

今回においては、データが記録されているカード

を操作する活動を行う（資料１）。また、単元のまと

めとして、学級で「タッチザナンバー」（1～25まで

の数字 1から順に丸を付けていく。10秒間でいくつ探すことができるか競うゲ

ーム（資料２）を行い、このデータをもとに授業を進めていく。タッチザナンバ

ーの記録は何と関係があるか、児童が仮説を立てながら検証する場面を設ける。

また、児童に提示するデータにおいては、視点（代表値）を変えると意見が変わるようなデータを提示

し、あえて児童が迷うような場面を設定する。 
 

 ◆仮説②に対して 
 

③思考・判断したことを絵や図、キーワードなどにして伝える。 
 

   個の追究で思考・判断したことを具体物や、絵、図、表、グラフ、キーワードなどに「見える化」し 

て表し、かかわり合いでそれらを使って説明する。名前マグネットを利用し、自分の考えはどの考えに 

近いか意思決定させる。また、教師が絵や図、キーワードなどを提示し、それらを用いながら考えを伝 

え合う。 
 

③抽出児童 

本研究では、下記の２人の児童のとらえをもとに、その変容を追いながら「資料の調べ方」の授業実践

を中心に研究の手だての有効性を検証する。 
 

児童Ａ 

算数の授業において真面目に取り組む姿が見られる。計算等、やることが分かっていることに対して

は意欲的に取り組むことができる。しかし、文章題など、より深く考える場面においては、すぐにあ

きらめてしまう傾向が強い。この単元を通して、筋道を立てて自分の考えを説明し、また友達の考え

等から自分の考えを深めてほしいと願う。 
 

児童Ｂ 

授業において、意欲的に取り組む姿が見られる。しかし、自分とは異なる友達の意見を聞くと、「なる

ほど」と反応するものの、じっくりと考えたり、自分の言葉で説明したりすることが苦手である。こ

の単元を通して、粘り強く取り組むよさを感じてほしいと思う。 

 
 

２ 研究の実践および考察 

（１）単元の構想（資料の調べ方） 

５年生までに学習してきたことを踏まえ、目的に応じたデータの収集や分類整理、表やグラフ、代表値

の適切な選択など、一連の統計的な問題解決ができるようになることや、結論について批判的にとらえ妥

当性について考察することができるようになることがねらいである。また、その過程を通じて、量的デー

タについて分布の中心や散らばりの様子を考察することができるようにすることをねらいとしている。 

単元を通して、個々のデータをカードに記録し、そのカードを並べる活動を行っていく。そうすること

で、データ全体を表す指標である中央値、最頻値などの代表値や度数分布を表す表やヒストグラムについ

ても、視覚的に理解しやすくなる。また、かかわり合いの場においても、具体物があることで自分の考え

を説明しやすくなる。今回、単元のまとめとして、学級で「タッチザナンバー」を行い、寝る時間や体の

柔らかさなど、何によって差があるかどうかを統計的な手法で考察していく。問題解決を通して、その過

程や結論が妥当なものであるかどうかを検討し、総合的に判断して結論を出すことができることをねら

いとしている。 

（資料１）カードを並べる児童 

（資料２）タッチザナンバー

ズ 
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（２）授業実践 

＜第１時＞「記録を比べよう」 

 

 教科書にある１～３組のソフトボール投げ

の記録（資料３）を比べることから始めた。30

人程度の記録が名簿順で並んでいる表のため、

記録の傾向がすぐには分からないようになっ

ている。この状態で「どの組が１番いいと思

う？」と問い、名前マグネットを貼らせた。（資

料４の赤枠内）のように、圧倒的に３組の記録

がよいという意見であった。この時、児童Ａは

１番記録が小さい人で比べて２組、児童Ｂは 35

ｍ以上の数が１番多いという理由で３組にマ

グネットを貼っていた。その後、選んだ理由を

話し合わせた。 

話し合っていく中で、１番記録がよい（最大

値）や、１番記録がよくない（最小

値）で考えるという意見や、「平均

で比べればよい」という意見が上

がった。その後、平均を調べてみる

と、１組は 26ｍ、２組は 26.5ｍ、

３組は 27ｍであった。 

 平均で比べると、３組が１番よ

く、最大値で比べると２組がよい

という結果となった。比べる視点

によって、結果が異なることが初

めての経験であったことから戸惑

う児童も多くいた。そのため、これ

からも代表値を何にするかによっ

て児童が多様な考えから判断でき

る題材を提示する必要性を強く感

じた。 

＜第４時＞「表（度数分布表）にまとめよう」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 第３時では、ドットプロットから中央値、最頻値などの代表値についてまとめた。第４時では、第１時か

ら第３時までのまとめとして、ドットプロットだけでなく、度数分布表から１組と２組、３組の記録の違い

について比べることにした。 

 第１時では「平均値が１番高くなる３組が１番よい」と意見が集中していた。しかし、中央値や最頻値、

ドットプロットや度数分布表をもとにいろいろな視点で考えると、資料８のように変わっていった。 

（資料５）抽出児の第１時の感想 
（児童Ａ）２組が１番いいと思ったけど、３組が１番いいと思った子たちの意見を聞いて、私も３組に変わ

った。ほかのクラスの平均より大きい数があればあるほど３組の数が大きくなると思った。 
（児童Ｂ）平均はクラスの人数は関係なくて、長い記録がいくつあるかが大切なんだなと思った。 

（資料３）ソフトボール投げの記録 

（資料４）第 1時の板書 

（資料６）度数分布表 

（資料７）代表値一覧 
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 児童Ａ、児童Ｂともに２組に名前マグネット

を貼っていた。ノートには、C4、C5と同じ意見

が書いてあった。話し合いを進めていくうちに、

C3、C7の意見に対し、納得している様子でもあ

った。 

 

 

 

＜第６時＞「体力テストで比べてみよう」 

 第６時では、これまでの学習の発展として、自分たちの体力テストの結果をもとに授業を行った。１つ目

は「長座体前屈は男女によって違いがあるか」を考えた。（資料 10）あるように、明らかに差があるものを

提示した。男女の人数差があるものの、ヒストグラム、最頻値、中央値と、どの代表値からも女子の方がよ

いことが理解できた。 

 その後、平均値は同じであるが、ヒストグラムの形が違う資料について考えさせるという意図で、本校の

６年１組と２組のボール投げの結果（資料 11）を提示し、ボ

ール投げにおいて１組と２組のどちらが記録がよいか話し合

うようにした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 話し合い活動の中で児童Ａは、（資料 12）のように、自分の意見を発言することができた。ただ、見る
視点によって意見が変わることにおいて、まだまだ困惑しているようであった。児童Ｂにおいては、話し
合い活動で発表をすることはなかったが、（資料 13）の感想にあるように、データを分析するおもしろさ
に気づき始めていた。そのため、データを分析することをもうしばらく続けていくことで、児童Ａにもデ
ータを分析するおもしろさを感じることができるのではないかと考えた。 

（資料 12）IWAズームでの話し合いの様子 
T1：IWAズームです。次は１組と２組のボール投げの記録です。

実は今回人数、平均は同じです。あなたはどちらの結果が
いいと判断しますか、名前マグネットを黒板に貼ります。 

（同じ：12名、１組：21名、２組：２名。児童Ａ，Ｂ共に１組
に貼る） 

T2：まずは少数派の「同じ」と考えた人からの意見を聞きます。 
C1：平均値が同じだからです。 
C2：最頻値も最小値も同じだからです。 
C3：僕も C2と同じで、最頻値が同じだから同じと言っていいと

思います。 
T3：逆に「違う」と考えた人の意見を聞きます。 
C4：２組の最大値がとびぬけているから２組がいいと思う。 
C5：平均は同じだけれど、25ｍ以上の数が１組の方が多いから、

１組の方がいいと思う。 
C6：C5さんに似ていて、１組の方が 30ｍ以上の人が多いから 1

組の方がいいと思います。 
Ａ：中央値は１組が 19で、２組が 18なので、１組の方がいい

と思います。 

（資料 13）抽出児の第６時の感想 

（児童Ａ）自分たちの記録でやると人数が多くてとても難しかった。最後のボール投げでは平均値と最小値が

同じだったけれど、中央値が１組の方がよかったので、１組の方がいいと思った。 

（児童Ｂ）いろんなデータを見比べてみると、いろんな考えが出ておもしろいなと思った。 

（資料９）抽出児の第４時の感想 

（児童Ａ）度数分布表で見ると、違いなどが分

かりやすくなっていた。見方を変える

と、よい記録の見方も変わってくるん

だなと思った。 

（児童Ｂ）ドットプロットは書く手間がかか

って少し分かりにくかったけれど、度

数分布表は最頻値が分かりやすくて読

み取りやすかったので、いいなと思っ

た。 

（資料 11）ボール投げ（左：1組、右：2組） 

（資料 10）長座体前屈 

（資料８）IWAズームでの話し合いの様子 
T1：IWAズームです。度数分布表（資料５）や代表値（資料６）

を見ると、どのクラスが１番いいかな？クラスの所に、名
前マグネットを貼ろう。 

（１組：０名、２組：３２名、３組：３名） 
（全員がマグネットを貼り終わったところで） 
T2：まずは少数派の３組と考えた人から聞きます。 
C1：平均値が１番高いから３組が１番いいと思う。 
C2：40ｍ以上が２人と１番多いからです。 
C3：僕も C2と似ていて、35ｍ以上が 1番多いからです。 
T3：２組と考えた人の意見を聞きます。 
C4：２組の最頻値が１番高いからです。 
C5：C4と同じで、中央値も１番高いからです。 
C6：平均値は３組が１番いいけれど、２組は中央値と最頻値が

１番いいから総合的に２組がいいと思います。 
T4：３組が１番いいと言っていた人たち、反論は？ 
C7：２組も３組も 30ｍ以上は 9人で同じだけど、C3が言って

いたように、35ｍ以上で考えると、３組が１番いいからや
っぱり３組がいい。 

T5：３組の方が平均についてはよいけれど、色々な視点で見る
と、見え方が違ってくるね。 
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（資料 18）抽出児の第７時の感想 

（児童Ａ）よく分からなかった。どちらもあまり関係がなさそうだった。 

（児童Ｂ）タッチザナンバーに関係があるものとないもので比べると考えが色々あって面白かった。 

 

＜第７時＞「反射神経（タッチザナンバー）は何に関係があるのだろう」 
 第６時の発展として、反射神経は何によって関係があるか考えた。事前にタッチザナンバーを行い、その
記録は何と関係しているかを考えた。学級で回答が半々くらいになった質問を 13個提示し、その中で、反
射神経に関係しそうなものを予想させた。（資料 14）の中から児童が反
射神経に関係していそうと予想した「寝る時間の早さ」「反復横跳びの
速さ」について考えてみた。 

 今回、データが記録されているカ
ードを配り、カードを並べ、ヒスト
グラムを作るところから分析を始
めた。（資料 15）のようなヒストグ
ラムを作った後、どちらがよいか分
析を始めたが、「どの代表値で比べ
ても、どちらも同じくらいで差がな
い」という意見が多く出てきた。 
その後 IWAズームの主発問で「寝
る時間で差があるのだろうか？」と問い、寝る時間によって差があるか
どうか予想させた。多くの児童が寝る時間が早い方が記録がよいと予想
をしていた。しかし、実際にデータ（資料 16）を見せると、児童Ａ、Ｂ
をはじめ、ほとんどの児童が「寝る時間によっても差がないのではない
か」という意見がたくさん出てきた。 

 

前時までは、２つの差がはっきりと分かりやすい資料を提示していた。しかし、今回は自分たちの学級の
データということもあり、そこまではっきりと差が出るものではなかった。予想では明らかな差が出ると子
供たちは思っていただけに、（資料 18）の児童Ａのようにモヤモヤしたまま授業を終えた者が多かった。 
 
 
 
 

 

＜第８時＞「もう少し深く調べてみよう」 
第７時の児童の様子から、何について考えているか理解していない
ように感じたため、再度同じ内容で授業を行った。今回は、（資料 13）
の中から「体の柔らかさと反射神経の関係」のデータ（資料 19）を提
示した。児童は（資料 19）を見て驚いていた。体の柔らかさという一
見関係ないものが、ヒストグラム上では明らかに違いがあることに驚
きを隠せなかった。ヒストグラムだけでなく、平均値や最頻値、中央値
ともに体が柔らかい者の方がタッチザナンバーの記録が明らかによい
ことに気付き、前時でやりたかった反射神経との関係性に理解できた
瞬間でもあった。 
 
 

ここで前時に行った、「寝る時間と 
反射神経」の関係を再度考えるこ 
とにした。IWAズームでの話し合い 
活動では（資料 20）のような形で 
話し合いが行われた。前時では 
「関係ない」と考えていた児童も 
一転して「関係ある」と考える者 
が増えた。児童Ａもヒストグラム 
に着目して発言することができた。 
その後、ヒストグラムを重ね合わ 
せた図を提示すると、より違いが 
はっきり見える形となった。 

（資料 17）IWAズームでの話し合いの様子 
T1：IWA ズームです。反射神経は反復横跳びでは差がなかったけれ

ど、寝る時間では差はありそうかな？ 
C ：寝る時間が早い方が記録がいいと思う。 
T2：実際の結果はこうでした。 
（柱状グラフを見せる。） 
C ：あれ？あまり変わらないぞ。 
（少し時間をおいた後） 
T3：10 時より前に寝る子たちと 10 時より後に寝る子とどちらが記

録がよいと言えるかな？ 
C1：中央値がどちらも 11で同じなので、変わらない。 
C2：ヒストグラムもそれほど違いがなさそう。 
C3：平均値も 11.3と 10.9で大きく差がないから同じくらい。 

（資料 14）反射神経に関係していそ 
うなもの。（ ）の数は児童の数 
・寝る時間の早さ（27） 
・反復横跳びの速さ（19） 
・足の速さ（18） 
・朝食（ごはん・パン）（18） 
・性別（男・女）（17） 
・水泳（好き・嫌い）（13） 
・インドア派・アウトドア派（13） 
・握力の強さ（10） 
・高いところ（好き・嫌い）（９） 
・時計（デジタル・アナログ）（９） 
・体の柔らかさ（９） 
・なっとう（好き・嫌い）（７） 
・好きな動物（犬・ねこ）（７） 

（資料 15）反復横跳び（左：多、右：少） 

（資料 16）寝る時間（左：早い、右：遅い） 

（資料 19）体の柔らかさ（左：固、右：柔） （資料 20）IWAズームでの話し合いの様子 
T1：IWAズームです。寝る時間についてもう 1回考えてみたいと思います。

関係があるかないか名前マグネットを貼りましょう。 
（ある：26名、ない：8名、児童Ａ，Ｂともにあるに貼る） 
T2：まずは関係ないと考えた人の意見を聞きます。 
C1：中央値が同じで、平均値も差が小さいので関係ないと思います。 
C2：C1さんに同じで、差が 0.4しか違いがないから関係ないと思います。 
C3：C1、C2さんと同じでほとんど同じだと思います。 
T3：関係があると考えた人の意見は？ 
C4：最頻値の範囲が違うから関係ありそうです。 
C5：12以上の数が多いので関係がありそうです。 
C6：平均値の 0.4は大きいと思います。 
Ａ：ヒストグラムが右によっているから関係がありそうです。 
C7：Ａさんに似ていて、ヒストグラムも最大値も右にずれているから関係

がありそうです。 
T4：ヒストグラムを重ねた図がこれです。これを見るとどうかな？ 
C ：赤（早く寝る）の方が右に寄っているように見える。 －5－ 
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（資料 22）抽出児の第８時の感想 
（児童Ａ） 

平均値の 0.4 の差を小さく見る人
と大きく見る人がいて、２つの意見を
聞けました。詳しく聞くと意見がゆれ
ました。「関係する」という人の意見
を聞くと、より関係あるという意見が
強くなった。 

（児童Ｂ） 
差が大きくて分かりやすいものは
いいけれど、分かりづらいものは意見
が分かれていろんな意見が挙がるの
で、頭がごちゃごちゃになって少し分
かりづらかった。 

（抽出児童以外の児童） 
  グラフを見比べるのは難しかった
けれど、友達の意見を聞き、考えがよ
り深まった。反対の意見を聞くことも
大切なことを改めて知った。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  
３ 実践の考察 
（１）仮説１の検証 

【手だて①について】 

Ｚ型の授業スタイルを心掛け、思考決定の場を段階的に設定した。特に IWAズーム（焦点化）の場面で

は、一つの視点からでなく複数の視点から比べ、総合的に判断することで、データを読み取ることにつな

げるよう心掛けた。「２組が１番いいと思ったけど、３組が１番いいと思った子たちの意見を聞いて、私

も３組に変わった。ほかのクラスの平均より大きい数があればあるほど３組の数が大きくなると思った。」

（資料５児童Ａ）、「平均値の 0.4の差を小さく見る人と大きく見る人がいて、２つの意見を聞けました。

詳しく聞くと意見がゆれました。「関係する」という人の意見を聞くと、より関係あるという意見が強く

なった。」（資料 22児童Ａ）にあるように、自分の考えをはっきりさせることで、自分の考えと他者の考

えを比べることにつながった。以上より、手だて①は有効だったと言える。 

【手だて②について】 

 データの提示において、視点（代表値）を変えると意見が変わるデータを

多く提示した。「度数分布表で見ると、違いが分かりやすくなっていた。見方

を変えると、よい記録の見方も変わってくるんだなと思った。」（資料９児童

Ａ）、「いろんなデータを見比べてみると、いろんな考えが出ておもしろいと

思った。」（資料 13児童Ｂ）、「タッチザナンバーに関係があるものとないもの

で比べると考えが色々あっておもしろかった。」（資料 17児童Ｂ）からも、意

欲をもってあきらめずに取り組むことへとつながっていった。以上より、 

手だて②は有効であったといえる。 

（２）仮説２の検証 

【手だて③について】 

名前マグネットを利用し、自分の考えはどの考えに近いか意思決定させた。「グラフを見比べるのは難

しかったけれど、友達の意見を聞き、考えがより深まった。反対の意見を聞くことも大切なことを改めて

知った。」（資料 22抽出児童以外の児童）からも、自分の考えをより深めることができた。また、思考・

判断したことを、グラフやキーワードで見える化することを心掛けた。「C1:平均値が…」「C2:最頻値も最

小値も…」「Ａ：中央値は…」（資料 12）、「C1:中央値が…」「C4:最頻値の…」「Ａ:ヒストグラムが…」（資

料 20）と、かかわり合いでキーワードを用いながら考えを伝えあうことで、根拠を明確にして自分の考

えや思いを伝え合うことができた。以上より、手だて③は有効だったと言える。 
 
４ 成果と今後の課題 
本研究を通して、課題との出会いを工夫することで意欲を高め、粘り強く問題解決に取り組む児童の姿

が見られた。さらに、個の追究やかかわり合い、思考決定の場を段階的に設定した授業スタイルを展開す

ることで、全体追究の場においても自信をもって発言することにつながっていた。結果、問題が解決した

ときの成就感や達成感が高まり、数学のよさや有用性、面白さの実感へとつながっていったといえる。 

課題として、個人追究や全体追究、IWAズーム（焦点化）の場面で、共通点や相違点など視点を与えな

がら取り組んだものの、発問が児童にとって難しくなってしまったり、解答を求めることだけで満足して

しまったりする児童が見られたのは事実である。常に全体の取り組みの様子を見ながら、児童が視点をも

つことができるように指導していく必要性を強く感じた。今後、さらに教材研究を深め、より児童がおも

しろいと感じる授業を追究していきたい。 

（資料 21）第８時の板書 

（資料 23）ペア学習を進める児童 A 
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１ 研究テーマ 

「問題解決の過程を大切にし、見方・考え方を働かせて考えることができる児童の育成」 

２ 研究概要 

（１）主題設定の理由 

本学級の児童は、算数の学習に前向きに取り組んでおり、特に計算することが好きである児童が多い。しかし、

全体交流で伝えられる考えは、式や計算の答えに限られる場合も多く、筋道を立てて答えに至った自分の考えをう

まく表現できる児童はまだ少ない。文章題になると、問題文に出てきた数字を安易に式にしてしまうことや、自力

解決の時に手つかずになってしまうことがある。その原因として、問題場面を把握できていないことや問題を解く

ときの見通しがもてていないこと、具体物と図や式が結びつかず、思考を整理できていないことなど、数学的な見

方・考え方を働かすことができていないと考えられる。 

平成２９年度に告示された学習指導要領解説（算数編）にも、数学的な見方・考え方を働かせて、数学的に考え

る資質・能力を育成していくことが目標に記されている。「数学的な見方・考え方」については、「事象を数量や図

形及びそれらの関係などに着目して捉え、筋道を立てて考察し、統合的・発展的に考えること」として示された。

この文言を「数学的な見方」と「数学的な考え方」に分けると、数学的な見方：事象を数量や図形及びそれらの関

係などに着目して捉えること 

数学的な考え方：論理的に筋道立てて考え、統合的・発展的に考えることと考えることができる。つまり、数学的

な見方は「この状況は算数が使える」や「前の問題とここが違う」、「こうしたら解けそうだ」など、課題を解決す

るときの方法を探ろうとすることだといえる。そして、数学的な考え方は、問題を解決した後に結果を振り返り、

「どのように解決してきたか」や「前習ったことと同じところ、違うところはどこか」など、思考を論理的に整理

することや、既習事項と比較して統合的・発展的に考え、自分の論理を再構築し、高めていくことだといえる。 

本研究では、上に述べたことを受けて、３年「あまりのあるわり算」を取り扱うことにした。この単元は、児童

にイメージしやすい問題場面を設定することが可能であり、問題場面が把握しやすく、学習したことを日常生活に

活かしやすい。また、言葉・具体物・図・式を結びつけて理解を図っていくため、それらの関係を適切に捉え、筋

道を立てて考える力を育成することができる。さらに、場面に応じて、適切にあまりの処理をすることで統合的・

発展的に考えることができる。このように、問題解決の思考過程を大切に、授業を行っていけば、児童は数学的な

見方・考え方を働かせて考えることができるようになるだろうと考えた。 

以上より、研究主題を「問題解決の過程を大切にし、見方・考え方を働かせて考えることができる児童の育成」

と設定し、研究に取り組むことにした。 

（２）研究の仮説 

①導入の場において、日常事象の問題を取り上げたり、既習の知識や技能と関連付けた単元構想や導入をしたりす

ることで、「数学的な見方」を働かせて考えることができるだろう。 

②全体解決や振り返りの場において、話し合いを深めるために発問の仕方を工夫したり、話型の掲示をしたり、児

童の思考過程を視覚化しながら授業を進めたりすることで、「数学的な考え方」を働かせて考えることができるだ

ろう。 

（３）研究の手だて 

仮説①に対する手だて 

㋐導入の場において、学校でよくある場面や、他教科の授業で出会った場面など、日常事象にかかわりのある教材

を取り上げる。 

㋑既習事項とのつながりを明確にして単元を構想し、既習内容とつなげたり、問題解決の見通しをもたせたりする

など、発問や問題提示の仕方を工夫する。 

仮説②に対する手だて 

㋒全体解決の場において、結果を得た後に考え方の相違点を問う発問をし、話し合いの焦点を絞る。 

㋓全体解決の場において、吹き出しで色分けして板書し、子供の思考過程を視覚化する。 

（４）抽出児童について 

手だての有効性を検証するために、抽出児童Ａ、Ｂを設定し、その変容を追うことにした。 

児童Ａに対するとらえと願い 

学習に対して、前向きに取り組み、考えに自信があるときは積極的に発言する。しかし、算数に苦手意識をもっ

ており、問題文から立式したり、論理的に解決したりすることが苦手で、発言するのは計算の答えに限られている。 

そこで、数学的な見方・考え方を働かせて、日常生活の場面をイメージして問題に取り組み、問題場面を把握し

たり、解決のために図を使うことを定着させたりして自力解決ができるようにしたい。また、思考過程や既習との

違いを整理して考えさせたい。 

 

分科会番号 ４ 分科会名 数学教育（算数） 

１４ 岡 崎 城 南 小 学 校 氏名 濱中 利矩 
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児童Ｂに対するとらえと願い 

成績は中位である。立式や計算はスムーズに行うことができる。しかし、出てきた数字を感覚的に立式している

ため、自分の思考過程を説明することができない。また、出てきた結果に満足してしまい、考えを整理できていな

い姿も見られる。 

そこで、数学的な見方・考え方を働かせて、論理的に思考を整理して考えられるようにしたい。また、統合的・

発展的に考えることで、考えを高められるようにしたい。 

 

（５）単元構想【手立て㋑】（資料１） 

学習課題 学習内容 
つな

がり 

時

間 

０．わり算 ・わり切れる場合  ０ 

１．包含除ので

あまりのあ

る場合のわ

り算の仕方

（実践） 

・「□個のあめを１ふくろに３個ずつ入れていく」と問題を提示し、今まで

は□の被除数が除数の倍数が入っていたことから、既習内容とつなげる。 

・包含除であまりのあるわり算の意味を理解し、計算や適用題に取り組む。 

・わり切れるときも、除数のかけ算を使って計算したことから、既習事項と

つなげる。 

 １ 

２．わる数とあ

まりの大き

さの関係 

・わり算の意味に着目し、余りはいつもわる数より小さくなることを理解す

る。 

 １ 

３．等分除であ

まりのある

場合のわり

算の仕方 

・わり切れる場合で、包含除と等分除の２通りあることを学習していること

から、既習事項とつなげる。 

・等分除であまりのあるわり算の意味を理解し、計算や適用題に取り組む。 

・わり切れる場合で、包含除と等分除の２通りを統合して考えることから、

既習事項とつなげる。 

 １ 

４．あまりのあ

るわり算の

答えの確か

め方 

・わり算の意味に着目し、あまりのあるわり算の答えの確かめをする。 

・わり切れる場合で、商×除数＝被除数としたから、既習事項とつなげる。 

・確かめはあまり<被除数になる条件も必要であることを確認し、既習事項

とつなげる。 

 １ 

５．あまりを切

り上げる問

題（実践） 

・問題文から、あまりについて言及されていないことから既習とつなげる。 

・問題場面の余りの意味に着目し、あまりを切り上げて処理する問題を理解

し、あまりの処理の仕方について考える。 

 １ 

６．あまりを切

り捨てる問

題（実践） 

・問題文から、あまりについて言及されていないことから既習とつなげる。 

・問題場面の余りの意味に着目し、余りを切り捨てて処理する問題を理解

し、あまりの処理の仕方について考える。 

・既習の切り上げたときと比較させ、分類する。 

 １ 

７．あまりの数

を捉え直す

（実践） 

・既習のあまりを切り上げる場合から、あまりの数に着目し、日常生活の場

面で使えるか、捉え直すことで考察の範囲を拡張する。 

・学習を振り返り、日常生活に活かせる場面を考える。 

 １ 

 

３ 研究実践 

（１）第１時「１３÷３の計算の仕方を考えよう」 

授業の始めに、あめを袋に入れていくイラストを提示し（資料２）、何をしているの

でしょうと発問した。（資料３） 

問題文をいきなり提示するのではなく、児童が日常生活でよくあるイラストをみて、

算数が使えそうだと考えさせることを狙った。【手立て㋐】しかし、T５の

発問では児童は無言で答えることができなかった。そこで、T６のように発

問し直し、C７でわり算が使うことができそうだと児童は気付くことがで

き、【手立て㋑】によって、児童の日常生活から数学化する姿が見られた。

これを T１０で価値付けをしてクラス全体に共有した。 

「□個のあめがあります。３個ずつ袋に入れていきます。」まで問題を提示

した。「□には何が入るでしょう。」と発問すると、９や１２など、３の倍数

を答えた。そこで、「□には１３が入ります」と□の数は３の倍数の数では

ないことを伝えた。すると、「できない」などと児童から声があがった。【手

だて㋑】の導入の工夫により、既習との違いを明確にでき、新たな見方を

考えていくきっかけになった。 

(資料２)イラスト 

 

(資料３)授業記録１－１ 
（イラストの提示） 
T１ 何をしているでしょう。 
C２ あめを袋に入れています。 
T３ さらにどうですか。 
C４ ３個入れています。 
T５ なるほど。 

では、ここから算数が見えますか。 
C  ・・・（無言） 
T６ では、なに算になると思いますか。 
C７ 分かった、わり算だ。 
T８ どうしてそのように思いましたか。 
C９ ○こずつ分けていくからです。 
T10 そうだね。○こずつ分けるときの計 

算はわり算になるのでしたね。 
まだ問題をみていないのに、絵か
ら算数が見えて素晴らしいです。 

日常生活を数学化 
するための発問 
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既習との違いが明確になったところで、見通しのもてない児童に、

考えにくい場合はどうしますか。と発問するが、出てこなかったた

め、前のわり算の時は何を使ったかなと発問すると、児童Ａが「ブロ

ックを使いました」と答えた。（資料５）【手立て㋑】T２の発問によ

って、数学的な見方を使って、問題解決の方法を既習事項と結び付け

て、解決の仕方を考えることができた。資料６は本時の板書である。

ブロックで結果を得た後、「毎回計算する時にブロック使うかな。」と

問うと、「面倒だ」と答えたことから、「ブロックを使わずに考えよう」

とめあてを設定した。これらを子供の言葉で板書することで、思考過

程を視覚化した。【手だて㋓】 

資料７は児童Ａの振り返りである。児童Ａは「図もいいけど」と記

述していることから、「ブロックや図を使うことで分かりやすいよさはあるけれど、

時間がかかる、手間である」という授業の板書の流れをふり返り、具体物や図と式を

比較・検討していることが分かる。板書で思考過程を視覚化したこと【手だて㋓】

で、児童は考え方を振り返ることができ、より価値の高い、簡潔で明瞭な考え方に迫

っていく姿が見られた。 

図や式による解法を全体で共有していった後、「今までの考え方と同じところはど

こだろう」と発問した。（資料８）「かけ算を使うところ」や「３の段を使うところ」

と答えた。既習内容と統合的に考えることができ、数学的な考え方を働かせて

考えを整理できた姿である。【手だて㋒】資料９は児童Ｂの振り返りである。

ここでは、２つの数学的な考え方を働かせて思考を分類できたことが分かる。

１つ目は「今までつながることはかけ算で」と記述していることから、既習と

繋げて、統合的に考えることができた。２つ目は「新しく分かったことは～」

という文言は、新しい考え方を広がったことが実感できている。また、「あま

りがないときもあまりがあるときも」という記述から、（資料８）【手だて㋒】

の発問で、既習事項と統合的に考え、新しい考え方をより明確に理解したことが読

み取れる。 

 

（２）第５時「あまりをどうするか考えよう①」 

資料１１は、本時の導入に、まず３５人の児童

を４人ずつ長いすに座らせていった場面であ

る。【手だて㋐】日常生活でもある場面であるこ

とを共有しながら、資料１２Ｔ２「算数が見えま

したか」と発問した。すると、資料１２Ｃ３～Ｃ

５のような発言が出た。日常事象を数学化する

見方が働いている。 

その後、「３５人の子どもが長いすに１脚４人

ずつ座っていきます」というところまで、問題を

提示し、３５÷４＝８あまり３まで出させた。そ

の後、「長いすは何脚いるでしょう」という問題

を提示した。 

問題文を分けて提示し、資料１３Ｔ５の「今までの問題と違うとこ

ろはどこでしょう」と発問した時に、Ｃ６と発言し、違いをより明確

にできた。そして、Ｃ６で既習事項とのつながりが見えており、「あま

りに着目することが問題を解く上で大切である」という数学的な見方

が働いていることが分かる。【手だて㋑】そして、この思考過程を板書

資料１４のようにしていった。【手だて㋓】また、Ｔ９「考えにくい時

はどうしたらよいかな」の発問で、解決の仕方の見通しをもたせるよ

うにした。Ｃ１０の「図を使って考えるとよい」という発言が出てき

たことは、第１時では見られなかった姿である。「分かりにくい問題に

は絵や図を使ってみる」という解決の仕方を見通す、数学的な見方が

働いたといえる。【手だて㋑】個人解決の時間をとったあと、全体解

決へ進んでいった。全体解決の場では、図から考え、式や言葉と繋げ

ていった。前時までは、あまりをそのまま問う問題だったことに対し

て今回は余りの３人が座るにはもう１脚必要であることから、商に

＋１しなくてはならない。この思考過程が視覚化できるよう、児童の

言葉を吹き出しで板書していった。【手だて㋓】（資料１４）解決後に

は、前時の問題と明確に分類できるように、「前の問題と違うところ

はどこでしょう」と発問した。【手だて㋒】そして、児童から出た言

(資料４)授業記録１－２ 
T１ 問題文を書きます。 
「□個のあめを１ふくろに３個ずつ入れます」 
C  □個ってなんだろう？ 

分かった。そういうことか。 
T２ □の中には、どんな数字が入るでしょうか。 
C３ ９です。 
C４ １２です。 
C５ １５とか、１８、あと３とかも入ります。 
C６ ３の段の数字が入ると思います。 
T７ なぜそう思いましたか。 
C８ わる数が３だからです。 
 
T９ なるほど。でも今日は３の段ではありません。 
   □の中には 13が入ります。 
C  えー！できないよ。（児童 Aを含む多数） 

 (資料５)授業記録１－３ 
T１ 考えにくい時はどうしたら 

よいかな。 
C   ・・・ 
T２ わり算を習った時はどう 

したかな。 
CＡ ブロックを使いました。 
C４ 図を使いました。 
T５ では、ブロックを使って、
やってみましょう。 

 

 (資料８)授業記録１－４ 
T１ 前のわり算と比べて、同じ考え方

はどこだろう。 
C２ かけ算を使うところです。 
C３ ３の段を使うところです。 
T４ 前のわり算と比べて、 

違うところはどこだろう。 
C５ 余りが出るところです。 
 

 (資料１２)授業記録２－１ 
T１ 何人かずつで座っていくことって学校

生活でもよくあるよね。 
C  （うなずく） 
T２ この場面で算数が見えましたか。 
C３ わり算になります。 
C４ 理由は４人ずつ座っていくからです。 
C５ ４人ずつ座るということは３みんな

を４人ずつに分けていくからです。 

(資料９)児童Ｂの振り返り 

 (資料１３)授業記録２－２ 
T１ では、問題を出します。 
「３５人の子どもが長いすに１脚４人ずつ座って
いきます。」 
T２ 式はどうなるでしょう。 
C３ ３５÷４＝８あまり３です。 
T４ 続きの問題を出します。 
「長いすは何脚いるでしょう」 
T５ 今までの問題と違うところはどこでしょう。 
C６ 余りは何人ですかと聞かれていません。 
T７ 今日は何に注目するとよいかな。 
C８ 余りに注目して考えよう。 
T９ 考えにくい時はどうしたらよいかな 
C10  図を使って考えます 

（資料１４） 

(資料７)児童Ａの振り返り 

(資料１０)第一時板書 

(資料１１) 
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葉を吹き出しで板書をして、より明確に分類できるよ

うにした。【手だて㋓】 

資料１５は児童Ｂの授業後のノートである。板書で

は「みんなが座るにはもう一脚必要」と書いたが、一

方児童Ｂノートには、「余りの３人も座れなきゃいけ

ないから」というようにまとめてある。これは、板書

の言葉を見て、自分の言葉で考えることができてい

る。 

さらに、ペアで説明する活動をすると、ノートを見せながら自信をもって発表す

る児童 B の姿が見られた。それは、数学的な考え方を働かせて考えることで、論理

に基づいた思考過程を認知でき、自信につながっていったのである。【手だて㋒】 

資料１７，１８は児童Ａ，児童Ｂの授業後の振り返りである。児童Ａは、「前のわ

り算は～、今日のわり算は～」と記述していることから、前時との違いを明確にできて

いることが分かる。また、児童Ｂは「前のあまりのあるわり算とはちがう。＋１をす

る。」と記述していることから、数学的な考え方が働かせて考えることで、思考を分類

できたことが分かる。【手だて㋒㋓】 

（３）第６時「あまりをどうするか考えよう②」 

 資料１９は本時の導入の様子である。本時は余りを切り捨てる場合について考える。

３０個のタイヤを使って、１台あたりタイヤ４つの車を作っていったときに何台でき

るかという問題を扱う。これは理科の教材で車の模型を作った経験があり、児童にもな

じみのある題材となっている。実物を用意し、日常生活とのつ

ながりを見いだせるようにした。【手だて㋐】 

資料２０は、本時の導入の授業記録である。車を実際に作っ

ていく様子を見せると、Ｃ６の児童が「あ、そういうことね。」

とつぶやいた。その理由を問うと、「わり算になります」と答え

た。これは、車を作っていく過程を見て、それを数学化するこ

とで、車の数を求められそうだという見方が働いたのである。

【手だて㋐】その後、問題を提示していった。（資料１９）前時

と同様に、問題を途中で区切り、「車は何台できるでしょう」と

いう問題中の言葉を焦点化した。Ｔ５で「問題をみて気がつく

ことはありますか。」と発問した。すると、児童Ａが「（Ｃ６）余りは何

個ですかと書いていません。」と発言した。児童Ａは問題をみて、解く

ために必要な着目すべき点に気付くことができている。数学的な見方が

働いたといえる。Ｔ９では、「考えにくい時はどうしたらよいかな」と

発問すると、児童Ａを含む９割の児童が図を使って考えると反応した。

児童Ａをはじめ、多くの児童が、「図を使うことは問題を解決するとき

に使える」という数学的な見方を働かせることができていることが分か

る。【手だて㋑】 

そして、個人解決、全体解決へと進めていった。個人解決では、児童

Ａは結論を出すことができなかった。全体解決の場では、図で解決した

児童から指名し、説明の中で「余りのタイヤ２個では車はできない」と

発表したため、吹き出しで板書した。次に児童Ａが発言し、続けて説明

した。資料２２のように児童Ａは吹き出しの言葉を見ながら、説明することができ

た。板書の言葉を頼りに思考過程を振り返りながら、筋道立てて説明しようという

数学的な考え方を働かせることができたのである。【手だて㋓】 

また、答えが出た後には、資料２１Ｔ１のように、前時との違いを明確にするた

めの発問をした。また、本時では、Ｔ１、Ｔ３のように、発問していった。これに

よって、あまりを１として考える切り上げの問題を「＋１」、あまりをないものとし

て考えるという切り捨ての問題を「＋０」として考える

ようにした。これによって、「＋１問題」と「＋０問題」

としてより対比が見やすく、違いが明確になるようにし

ていった。【手だて㋒】 

また、資料２４のように並べて板書していくことで、

余りのあるわり算の問題のパターンを見やすくなるよう

にしていった。【手だて㋓】 

本時の最後に、３つのパターンがある適用題に取り組

んだ。㋐は「～できて～余る」、㋑は「＋１」、㋒は「＋

０」の問題となっている。資料２５、２６は、それぞれ

適用題に取り組んで振り返りを書いた児童Ａ、児童Ｂの

 (資料２０)授業記録３－１ 
T１ これは何でしょう。 
C２ 理科で使った車だ。 
T３ そうです。タイヤがこの袋に３０個あります。１つ

の車を作るのにタイヤは何個いるかな。 
C４ ４つ。 
T５ 今から、車を作っていきます。（１個、２個と作る） 
C６ あ、そういうことね。 
T７ なにか分かったみたいだね。どうぞ。 
C８ わり算になります。 
C９ あ～。 
T10 どういうことですか。 
C11 ３０個のタイヤを４こずつにしていくからです。 
T12 何が分かるのかな。 
C13 車の数です。 

吹き出しの言葉を使うことで、筋道立

てて、図から式の説明をする児童Ａ 

(資料２２) 

 (資料２３)授業記録３－２ 
T１ 前の授業は余りを「１」として考えて、 

余りの分を答えに「＋１」しましたね。 
今日は余りをどのように考えましたか。 

C２ 余りをないものとして考えました。 
T３ そうだね。余りをないものとして考えると 

いうことは、余りを「＋何」したと考える 
ことができるだろう。 

C４ 余りをないものとして考えるということは、足すものがない
ということなので、７台＋０台という式になると思います。 

T５ なるほど。では、これまでの余りのあるわり算の問題はどん
なパターンがあったかな。 

C６ １つ目は～できて～余るというものです。 
C７ ２つ目は余りを１として考えるものです。 
C８ ＋１したパターンです。 
C９ ３つ目は余りを０として考えたもので、＋０です。 
    

(資料１７)児童 Aの振り返り 

(資料１８)児童 Bの振り返り 

(資料１９) 

 (資料２１)授業記録３－２ 
T１ 問題文を書いていきます。 
「車を作ります。タイヤは３０個あります。 
１台の車を作るのにタイヤは４ついります。」 
T２ わり算になりますね。計算しましょう。 
C３ ３０÷４＝７あまり２です。 
T４ 続きの問題文を見せます。 
「車は何台できるでしょう」 
T５ 問題をみて気がつくことは 

ありますか。 
C６ 余りは何個ですかと 

書いていません。(児童 A) 
T７ 余りが出たのに、余りについて書いてい
ないんだね。何を考えていきますか。 

C８ 余りをどうするか考えよう。 
T９ 考えにくい時は？ 
C10 図を使って考えます。 

(資料１５) 
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ノートである。 

児童Ａのノートからは「㋑と㋒はあまりをきかれていないけ

ど」と記述していることから、㋑と㋒を統合的に考えることがで

きていることが分かる。また、その中でも、「㋒はあまりがないも

のとして考えた」という記述からも、数学的な考え方を働かせる

ことで、思考を分類・整理できていることが分かる。【手だて㋒

㋓】 

児童Ｂのノートからも、「今日ならったあまりのあるわり算は」

と記述していることから、前時との違いを明確にできていると言える。また、「問題をしっかり読んで、気をつける」

という記述からは、問題場面を把握することが大切であると認知することができている。これは、問題を分けて提

示した導入によって、数学的な見方を働かせることができ、問題場面を把握して問題に取り組むことで、解決でき

たと実感している姿を読み取ることができる。【手だて㋑】 

 

（４）第７時「あまりの人数に着目し、捉えなおそう」 

 本時は、余りの処理を学習してきた児童に、もう一度、答えを見直

して日常場面に生かせるように構成した。 

《問題文》３１人のクラスでかけっこをします。６コースあります。

全員走るには何回レースをする必要があるでしょう。 

体育の授業でよく出会う場面を設定した。【手だて㋐】これは、３１

÷６＝５あまり１で、余りの１人走るためには、もう１レース必要

であることから５＋１＝６レースという答えが導かれる。しかし、

あまりの１人が走るための１レースでは、１人でかけっこすること

になってしまい、現実場面では不都合となってしまうことになる。

答えが出た後に、あまりの１人でレースをすることを見直し、解決

する方法を考えさせた。 

 導入では、問題を提示して、ひとまず、６レース必要であるとい

う結果を得た。そこで、資料２７Ｔ１のように１レース目から順に

答えを見直していった。すると、６レース目が１人で走ることに対

して、「ずるい」や「かけっこは１人で走っても意味がないよ」などの声が

上がった。これは、問題を、現実的に考える見方が働いていることが分か

る。【手だて㋐】児童から出た「このままでは困る」という考えを全体で位

置づけ、課題にしていった。 

解決の見通しをもてている子は少なかったが、C６のように「図を書いて考え

ていく」と解決の仕方を考えている児童もおり、見方が働いてい

ることが分かる。そして、図を使って考えることを全体で共有し

ていった。【手だて㋑】 

 個人解決では、児童Ａ、児童Ｂともに、あまった１人を６レー

ス目に入れて７人で走ればよいという考えになった。（資料２８、

２９）日常事象を数学的な見方で考えることができていることが

分かる。【手立て㋐】この考えも認めた上で、「６つしかコースは

ないから、７人で走ることができなかったらどうするかな」と条

件を付けて考えるように声をかけた。 

全体共有の場では、資料３０のように、話し合いが進んで

いった。Ｃ２の考え方であると、６レース目は２人で走る

ことになる。１人ではなくなったが、「絶対二位以内になれ

るからずるい」という話し合いになった。そこで、Ｃ４を指

名した。Ｃ４は説明が難しそうであったため、前で絵をか

かせた。（資料３１）Ｃ４は、２レース目以降の６人目を６

レースにもっていくことで、１レース目は６人、２レース

目以降は５人でかけっこをするという状況にしたのである。

しかし、Ｃ６が「人数がまだ違う」と発言した。それに対し

てＣ７の「でも、これが一番ましだよ」という発言がでた。「一番

まし」という表現は、様々なやり方を比較した上で、児童なりに

最善の方法を見つけたということが読み取れる。Ｔ９でつぶやきを

取り上げて焦点化することで、決められた条件の中で考察の範囲を

広げることができ、発展的に考えることができた。【手立て㋐㋒】 

 資料３２は児童Ａの振り返りである。Ｃ４の考え方を取り入れて

図をかいている。授業の発問と話し合いの中で、考え方を拡張して

考えることができている。【手立て㋒】 

１レース目 ● ● ● ● ● ● 

２レース目 ● ● ● ● ● ● 

３レース目 ● ● ● ● ● ● 

４レース目 ● ● ● ● ● ● 

５レース目 ● ● ● ● ● ● 

６レース目 ● 〇 〇 〇 〇  

資料２４ 

 (資料３０)授業記録４－１ 
T１ 考えを発表しましょう。 
C２ ５レース目から１人借りてくるといいと思います。 
C３ それだと、６レース目２人で走ることになって、絶
対二位以内だからずるい。 

C４ 私は２レース目から・・・ 
T５ 前でやってみてください。 
C６ それでも、人数がまだ違うよ。 
C７ でも、これが一番ましだよ。 
C８ 一人２回走ることできますか。 
T９ 「これが一番まし」ってどういうことだろう。 
C10 ２回走るとかなしならＣ4 がいいということだと

思います。 

(資料２５)児童Ａ (資料２６)児童 B 

(資料３１)Ｃ４の考え方 

(資料２８)児童 A (資料２９)児童 B 

 (資料２７)授業記録４－１ 
T１ ６レース行う必要があることが分かったね。 

１レース目、６人でよーいどん。 
  ２レース目、６人でよーいどん。 
  ３レース目・・・４レース目・・・５レース目 
  ６レース目・・・ 
C２ ６レース目１人じゃん。ずるい。 
C３ １人で走っても意味ないよ。 
C４ このままでは困りますね。 
T５ 本当だ。では、どうしたらよいのかな。 
C６ 図を書く。 

考え方を働かせ
て、比較しながら
考察している姿 

（資料３２）児童 A （資料３３）児童 B 
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 資料３３は本学級で成績が上位の児童の振り返りである。まず、「生活の中で使える場面は～」は掲示を見て使っ

たものである。この言葉から、日常生活に算数を活かせそうだという見方が働いている。また、「１人だとかわいそ

うだから、みんなで走る」という言葉もまた、日常生活に活かそうとする見方が働いている。 

４ 考察 

（１）仮説と手だての検証 

手だて㋐の検証 

 日常生活の場面を取り扱うことで、「日常生活の事象を数学化する」という見方は大きく養うことができた。問題

文をすぐに見せず、予想させることで、見方が育っていった。P８L３では、車を作る様子を見て、「算数が使えそう

だ」という見方ができた児童の様子や、P１０L２７の「ずるい」「かけっこは１人では走らない」等の発言、P１１

L１８の「1番まし」という発言から、問題を現実的に考える見方が働いているといえる。そのため、有効な手立て

であったといえる。しかし、まだ児童 Aや児童 Bをはじめ、全員がそのような見方ができているとは言えない。ど

の単元でも、継続していくことでさらなる効果が期待できると考える。一方、「算数の授業を日常生活に活用する」

見方ができた児童は少数であった。P１１L２９の児童のような見方ができる児童を増やしていきたい。そのために

は、振り返りのときに「どんな時に活用できるかな」と考えさせる時間を設けてみることも１つの手だと感じた。

よって、この手だては改善の余地も多くある。 

手だて㋑の検証 

既習内容とのつながりを明確にして単元構想をすることで、既習との相違点を見いだすために導入の発問や問題

提示の仕方を工夫することができた。 

 既習事項との相違点を問う発問を導入で繰り返し行うことで、「習ったことが使えそうだ」や「どこに注目して問

題をみたらよいか」という見方ができた。特に、第６時 P８L１２の場面では、算数に苦手意識のある児童 Aが問題

文に余りの数について言及されていないことを把握することで、既習事項との相違点を明確にできた。 

 また、問題文をみた時に、「どんな方法で解こうか」という見方を養うことができた。P８L１９のように、児童 A

や児童 Bを含む学級全体が、考えにくい時は絵や図などの半具体物からアプローチしていくという見方をさせるこ

とができた。しかし、図を使ってやるということも解決の方法の１つであるが、図という見方だけになってしまい、

それ以外のアプローチ方法を考えさせることができなかった。式や言葉で考える児童がいて、多様な見方で解こう

とする見方も共有できるとよかった。また、図の書き方に関しても、ただ図をかくだけでなく、図の中に考えを書

き込んでいけるように指導をしていくと、児童がより自分の見方で解こうとする姿になっていくと感じた。よって、

この手だては改善の余地があるが、有効であったといえる。 

手だて㋒の検証 

結果を得た後に、今までの問題との比較をさせることで、本時の問題を統合的に考えたり、違いを明確にできた

りしていた。P５L１７では、「今までのわり算も、あまりのあるわり算も除数のかけ算を使うことで解くことができ

る」と統合的に考えることができた。また、P７L２３では、児童 A、児童 B の振り返りから、問題の違いを分類し

て考えており、数学的な考え方を働かせることができている姿が分かる。P１１L１８からは、児童の「1 番まし」

という言葉を取り上げることによって、全体で比較・検討し、考えを高めることができた。よって、この手だては

かなり有効であったといえる。 

手だて㋓の検証 

 P７L７や資料１６の児童 Bの姿から、思考過程を視覚化したことで、それを児童自身が認知できるようになり、

筋道立てて考えていくことができた。さらに、説明するときの自信につながっていくことが見て取れた。また P８

資料２２の児童 Aのように、板書に言葉が残っているために、それを頼りに思考過程を振り返っていく姿が見られ

た。論理的に説明する姿が見られたことから、数学的な考え方を働かせることができたといえる。また、P７L２や

P９L１３の板書が資料１７、１８や資料２４、２５の振り返りで思考を統合化したり、分類できたりしたことにつ

ながった。よって、この手だてはかなり有効であった。今回は板書する言葉を選んでいたので、より細かく板書し

たり、違った考えも板書したりして、思考過程を振り返られるようにしていくと、より考え方が深まると期待でき

る。 

以上、手だて㋐～㋓より仮説が検証された。 

（２）終わりに 

今回の実践を通して、結果にたどり着くための過程に目を向けることで、児童が見方・考え方を働かせて考える

姿が多く見られた。数学的な見方・考え方を働かせるというのは、算数が得意な児童が問題解決するときに、考え

方を深めるものだという認識が強かったが、見方・考え方を働かせるための手だてをうつことによって、算数が苦

手な子も、解決の見通しをもつことや思考を整理することにつながるということを感じた。特に、前時までの違い

や共通の考え方を問うことがとても効果的であることを感じた。 

本研究の反省点を活かして今後も授業研究をしていきたい。また、今回の実践では、児童同士の対話が少ないこ

とを感じたので、今後は、児童同士の対話を大切にして、議論や共有することで、より深く数学的な見方・考え方

を働かせて考えられる児童を育成していきたい。 
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研究題目 

推論をもとにして資料の分析を行い、チーム学習の中で視点の違いから自分の考えを批判的に捉えることで、 

深い学びをする生徒の育成 

～中学１年生「資料の活用」の実践を通して～ 

研究要項 

 １ 研究概要 

（１）はじめに 

 「確かにそうか。でも、結局回数が少ないと出る確率は少ないような…。もう一回考えてみないといけないな。」

これは、単元終末の授業で、ある生徒が言った意見である。今までは、自分の意見は正しいと考え、改めて考察

していなかった生徒が、単元終末に自らの意見を、他の意見と比較し、批判的に考察しようとする姿が見られた

のである。 
 本学級の生徒は発言が多く、授業は活発に進む。しかし、単元開始時に行った授業アンケートでは、約６０％

の生徒が、①自分の意見をもったとき、他の生徒にそれを伝えることはできる。②意見交換をした後、自分の考

えを見直すことは苦手であると回答していた。また、意見をもった際、既習の数学の知識を使うのではなく、直

感による推論で決めてしまう生徒が多い。そこで本研究では、生徒が推論によりもった意見が、既習の数学の知

識を利用して分析を行ったことで得られた意見とは異なるような教材の工夫や、自分の意見に対して、他者と自

分の意見の視点の違いを明確にして、意見交換を行い、自分の意見を批判的に捉え、更新できるようなチーム学

習を行うことを手だてとし、研究を行った。 
（２）目指す生徒像 

・推論をもとに意見を立て、度数分布表やヒストグラム、代表値などの数字のデータを分析することで、推論

による意見が自分の意見と合致しているか考察できる生徒 
・自分の意見を相手に伝え、相手から伝えられる意見を、自分と視点が違うことを明確にしながら比較をする

ことで、自分の意見を更新できる生徒 
（３）研究の仮説 

仮説１ 
推論をもとにして立てた意見が、データを用いて行った分析による意見とは異なるという状況が起こる教材

を用いることで、推論だけでなく、既習の数学の知識や資料、データをもとに意見を構築できるようになるだ

ろう。 
仮説２ 
自分の意見をもち、他者と視点を明確にして、「意見が同じ、違う」と気付けるようなチーム学習を設定する

ことで、視点の違いを明確にして自分の意見を批判的に捉えることができ、自分の意見を更新できるようにな

るだろう。 
（４）仮説に対する具体的な手だて 

仮説１に対する手だて 
 推論をもとにして立てた意見がデータを用いた分析の意見とは異なる状況が起こるような教材を用いる。 

１４ 岡 崎 竜海中学校 氏名 江口
エ グ チ

 京
キョウ

弥
ヤ  

分科会番号 ４ 分科会名 数学教育（数学） 
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仮説２に対する手だて 
 自分の意見をもち、他者と視点を伝え合い、自分の意見を批判的に捉えることができるようなチーム学習を

設定する。 
（５）抽出生徒 

 本研究では、抽出生徒を２名設定した。 
生徒Ａ 

生徒Ａは、提示された問題に対して、自分の意見をもつことは得意である。しかし、授業アンケートにて、そ

の意見を、既習の数学の知識を用いて検証したり、分析したりすることは苦手と回答している。生徒Ａが、推

論だけでなく、推論から出された予測が、既習の数学の知識を用いて検証を行うことで、意見が更新できるよ

うな教材の工夫を行い、手だての検証を行う。 
生徒Ｂ 

生徒Ｂは、自分の意見を積極的に言うことができる。しかし、自分の意見をもつと、他者に自分の意見を理

解してもらおうとする傾向にある。その際、他者と自分の意見を、答えのみ確認することが多い。生徒Ｂが、

自分のもった意見に対して、他者とどこが違うのか、またどこが同じなのかを、比較できるように、チーム学

習を設定し、手だての検証を行う。 
（６）指導計画（１年生 ７章 資料の活用） 

 学習課題 教師の支援 時間 
１ 最強の紙コプター選手権！ 紙コプターの記録にばらつきがあることに気付けるように、紙コプタ

ーを同じ条件で作り、実験する場を設ける 
１時間 
 

２ 羽の長さと滞空時間に関係はある
のだろうか 

多くのデータによって正確さが得られるよさに気付けるように、１回

のデータでは測れない事象を提示する 
２時間 
※実践１ 

３ たくさんのデータを表やグラフに
まとめるよさは何だろうか 

ヒストグラムや度数分布表にまとめることのよさに気付けるように、

多くのデータと、ヒストグラムや度数分布表を提示する 
１時間 

４ 合計が違うデータを比べるにはど
うしたらよいだろうか 

平均の考え方から、割合を算出すればよいことに気付けるように、度

数の合計が違うと、階級の幅をそろえて比べられない状況を提示する 
１時間 

５ 水泳代表を決めよう 代表値を用いることで、データが１つの値によって比較できることを

指導する 
２時間 
 

６ どちらの卵を買うとよいか考えよ
う 

代表値が等しい場合、ばらつきによってデータの比較ができることを

指導する 
１時間 
※実践２ 

７ ことがらの起こりやすさを考えよ
う 

データが多いほど起こりやすさは正確であることに気付けるように、

試行回数によってデータの正確さがわかるような教材を提示する 
１時間 

８ 第２回 最強の紙コプター選手

権！ 
部門を３つ設定し、それぞれで違う紙コプターをエントリーさせるこ

とで、データをもとに意見が構築できるようにする 
２時間 
 

９ クラス代表を決めよう それぞれ特徴のある３人の紙コプターについて調べることで、他者の

意見から自分の意見を批判的に考察できるようにする 
２時間 
※実践３ 

２ 実践 

（１）実践１（多くのデータがあると、比べやすいことを気付かせる授業） 
 第１時で紙コプターを同じ条件で作り、記録にばらつきがあることを知った後、

第２時では、羽の長さと滞空時間の関係について調べた。データ分析を行う前、推

論による意見をもたせるため、「羽の長さが長いと滞空時間はどうなるか」と問う

と、「羽が長くなると滞空時間は長い」と答える生徒が多くいた。そこで、実験を行

うと、１回の計測ではほとんど差がないが分かった。その後、「これでは分からない

からたくさんやってみたら分かる」と意見が出たため、羽の長さ５ｃｍ、７ｃｍそ

れぞれ 60回ずつデータを取り、検証を行った。（資料１）データを取り一覧にした
後、どんなことが分かると比べられるか問うと、「平均・最大・最小・真ん中の値」

の意見が出た。そこで、次回そのデータから比べることを伝え、第２時を終了した。 

資料１ 紙コプター実験の様子 
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第３時では、前時のデータを一覧にしたものを配付し、分析を行った。意見をノートに書くよう指示すると、

生徒Ａは、「羽の長さが長いとゆっくり落ちるから滞空時間は長い」と記入していた。 
生徒Ａの意見は、数値データからは分からないことを気付かせるた

め、ペア活動を行った。そのときの授業記録が資料２である。下線部か

ら、生徒Ａは、Ｃ１の意見の理由が、データを多く取ることで初めて分

かるものであることに気付くことができた。その後、生徒ＡもＣ１の意

見同様、「最大値が大きいから」と意見を書くことができた。 
生徒Ｂは、「平均値が高いから、羽の長さが長いと滞空時間が長い」

と意見を書いていた。全体交流の場で意見を述べると、周りから「同じ

です」と同調の意見が得られた。さらに意見を聞くと、値の幅をもとに

考え、「７ｃｍの方が２～２．５秒以上の回数が多いから」と答える生

徒がいた。その意見に対して、生徒Ｂは意見をノートに書いていた。（資

料３）そこで、回数が多くなると、データのまとまりが分かるため、よ

り正確に比べることができることを確認し、授業を終えた。資料３は、

生徒Ｂのその日の授業日記である。下線部から、データが多くあると比

べやすくなることは気付くことができていないが、方法によって比べる

よさがあることに気付くことができた。 
資料３ 生徒Ｂの授業日記 

表で５ｃｍと７ｃｍのものを比べるだけでもいろいろな比べ方があった。最小や最大などは誤差によって変わ

ってくるので、どの方法が一番正確で分かりやすいのかを考えるようにしたい。 
（２）実践２（既存の数学の知識で比べられないときにどう意見をもつか図る授業） 

前時までに代表値を学習した後、本時の学習に入った。題材は、「ど

ちらの卵を買うか」である。生徒に提示する卵の資料は、平均値、中央

値がともに等しくなるものを設定してある。生徒が分析に活用できるよ

う、ヒストグラムのグラフ用紙を配付した。生徒Ａ、Ｂともに、分析を

始めると、まず平均値を計算していた。生徒Ａは、平均値が等しいこと

が分かると、周りの生徒に「え、どういうこと？」と自分の困り感を伝

えていた。周りの生徒も、平均値・中央値がともに等しいことが分かり、

どうやって比べたらよいかと相談を始めていたため、一度手を止め平均

値と中央値が等しいことを全体で確認した。 
その後、平均値と中央値では比べられないから、どうやって比べてい

くとよいか、見通しをもたせるため、グループ活動の時間を取った。

生徒Ｂは、「ヒストグラムの用紙があるから、書いてみたら分かるか

も」と周りに意見を伝えていた。生徒Ｂのいるグループは、生徒Ｂ

の意見をもとに、ヒストグラムで分析を行い、生徒Ａのいるグルー

プも、グループ内の意見として、ヒストグラムで比べる意見が出て、

取り組んでいた。資料４のように、生徒Ａは、ヒストグラムがかけ

た後、周りの生徒に意見を伝えていた。下線部にあるように、自分

の意見を述べ、周りと意見が共有できたことを確認できると、自分

の意見をさらに決定づける数値がないか、調べようとしていること

が分かる。 
 

資料２ ペア活動 授業記録 

Ａ：羽が長い方が長いと思う。 

Ｃ１：一緒だね。 

Ｔ：どうしてそう思ったのかな。 

Ａ：羽が長いとゆっくり回って、落ちるスピ

ードが遅かったからです。 

Ｃ１：それ理由になってないと思うよ。 

Ａ：え、どうして。だってそうじゃん。 

Ｃ１：確かにそうなんだけど、それだったら

たくさん実験した意味がないよ。私は、最大

値が大きいからだよ。60回も実験してるか

ら、より記録がよかった方が滞空時間が長

いと思う。 

Ａ：確かにそうだ、全然違うね。 

資料４ グループ活動 授業記録 

Ａ：ヒストグラムをかいたら、②の方ばら

けすぎだと思う。 

Ｃ１：これだけばらけていると、使いにく

そうだよね。中央値も等しいからここ

でしか判断できない気がする。 

Ａ：そうだね。じゃあ①を買う方がいいか

な。でも、他に調べられることはない

かな。 

資料５ ヒストグラムによる分析 
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全体での意見交流では、「ヒストグラムを書いたら、卵②は重さにばらつきがあるから、安定した卵の方が 
よい」という意見と、「ばらつきがあるからよい」という意見に分か

れていた。しかし、資料５にあるように、どちらも「ばらつき」とい

う単語をもとに判断していた。「ばらつき」という視点で話が進んで

いることを確認し、「ばらつきはどこから分かるのか」と問うと、「ヒ

ストグラムの幅が広がっているかどうか」という意見が出て、それに

他の生徒が「同じです」と同調した。（資料５・６）その後、幅が広

いことが最大と最小の差が大きいことであることを確認した。「散ら

ばり」も数字で表せ、範囲（レンジ）を定義し、授業を終えた。資料

７はその日の生徒Ａの授業日記である。平均、範囲という言葉から、

自分の感覚ではなく、数字のデータをもとに考えることができてい

ることが分かる。 

 

（３）実践３（他者との関わりによって自分の意見を再構築する授業） 

 第１２時、１３時では、クラス代表を決める活動を行った。前時で

行った第２回紙コプター選手権で一発勝負部門において滞空時間が

長かった３名の紙コプターを選出し、第１２時でデータを収集、第

１３時で分析、ディベート形式で意見交流を行った。データはそれ

ぞれ 100回ずつ収集した。第１２時終末、分析を行う中でどんなデ
ータがあるとよいかを問うと、既習の代表値、度数分布表を述べる

生徒が多かった。そこで、第１３時の初めにデータの一覧、度数分布

表、代表値をまとめ、生徒に配付した。分析を始めると、生徒Ｂは、

資料８のように、最頻値を比べることで、③の紙コプターを選んで

いた。生徒Ａは、資料９のように、一発勝負という方法に注目をし、

最大値が高いという理由で②の紙コプターを選んでいた。 
個人追究の後、グループで意見交流を行った。先にどの紙コプタ

ーにするのかグループで意見を述べてから、理由の交流を行うよう指示した。 
生徒Ａのいるグループは、一発勝負だから安定するものを選ぶ意

見と、一発勝負だからこそ最大値が高いものにかけるという生徒Ａ

の意見で割れていた。このグループは、生徒Ａの最大値という数値

をもとにした意見を考察することはできていたが、安定性という視

点が何で判断できるかということを考察せず、議論を進めていた。

そこで、資料１０下線部のように、「安定するかは何で分かるのかな」

と問うと、「範囲を求めることで分かると思う」と他の生徒が発言し

た。生徒Ａはその意見によって別の数値から自分の意見を更新しよ

うとすることができた。 
資料１１のように、生徒Ｂのいるグループは、最頻値を比べるとい

う生徒Ｂの意見を中心に話し合いが進んでいた。ある生徒が、「③の

方が最大値が高いよ」と投げかけると、生徒Ｂは、下線部のように答えた。そうすると、グループのある生徒が 

資料６ 全体交流 授業記録 

Ｂ：ヒストグラムを見ると、卵②は、ばらつき

があって、安定している方が使いやすいか

ら①の卵を買います。 

Ｃ２：ばらつきがあると、重い卵も軽い卵もあ

って使い分けられるから、②の卵の方がい

いと思います。 

Ｂ：いや、ばらつきがあるとかえって使いにく

いよ。 

Ｔ：今みんなは「ばらつき」という言葉を使っ

ているけれど、それはどこから分かるのかな。 

Ｂ：ヒストグラムを見ると、卵②は間が空いて

いて、重い卵と軽い卵の差が大きいから、ばら

つきがあると思いました。 

資料７ 生徒Ａの授業日記 

範囲が広いと、平均はうまく出なかった。平均が上手く出ない時は、

範囲に気をつけていきたい。 

資料８ 生徒Ｂのノート 

 

資料９ 生徒Ａのノート 

 

資料１０ グループ活動 授業記録 

C3：一発勝負だから安定するものを選んだ。 

Ａ：一発勝負だから最大値が高いものがいい

よ。 

C4：でも低い記録が出たら嫌だよね。安定する

方がいいと思う。 

Ｔ：多くの人は安定するといいって言ってけれ

ど、安定するかは何で分かるのかな。 

C5：確か、範囲で分かるんだったはず。 

Ａ：じゃあ求めてみよう！ 
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「じゃあ最大値がある回収の度数を比べると③じゃない？」と発

言し、話し合いが進んでいた。このとき、生徒Ｂのいるグループは資

料１２のように、最頻値や最大値が度数分布表やヒストグラムのど

こに現れているのか、指さしながら分析を行うことができていた。 
グループで出た意見をもとに、全体で意見共有を行った。全体の記

録が低い①の紙コプターには意見が集まらず、②と③の紙コプター

で意見が割れ、議論が進んだ。比べる視点がずれていたので、一発勝

負で求めるものを問うと、「安定性」と答える生徒が多かったため、

今回は安定性の高い紙コプターを採用しようと決めた。安定性につ

いて議論が始まると、「最頻値」で考える生徒、「平均値」で考える生

徒、「範囲」で考える生徒に分かれた。それぞれの意見は、資料１１

の生徒Ｂのように、「最頻値が高いとよい記録が多いから」、「平均値

が高いと安定しているから」、「範囲が小さいと安定しているから」と

いうものだった。 
それぞれの意見に納得し、議論が平行線となっていったので、資料

１２のように、「平均が高いと安定するのかな」と問うと、「平均だけ

では分からない」と意見が出た。続けて、「範囲が小さいと安定する

のかな」と問うと、「範囲は一回でも悪い記録が出てしまうと大きく

なってしまうから、範囲だけでは安定するか分からない」と意見が出

た。そこで、「では安定性を図るにはどうしたらよいかな」と問いか

け、再度グループで話し合いを行った。生徒Ｂは、「よい記録がある

からと言って安定しているとは限らない。よい記録を定めて、割合で

比べてみるといいんじゃないかな」と意見を述べていた。生徒Ａは、

「範囲だけではだめなのは分かったけれど、どうしたらよいかまで

は分からない」と述べていた。それに対して、他の生徒が「高い記録

が何回あったか調べたら、それが高い記録が出やすいってことで、安

定性が分からないかな」と発言し、話し合いが進んでいった。他のグ

ループも同じような意見だったため、再度全体で交流し、「大きい値

が出やすいかどうかを調べたらよい」と確認し、３秒以上の滞空時間

が長い③の紙コプターをクラス代表に決めた。資料１３は、その日の

生徒Ｂの授業日記である。下線部のように、様々なデータの比べ方の

よさを知り、生かしたいということ、自分の意見だけでなく、他者の

意見ももとにしていることが分かる。 
資料１４ 生徒Ｂの授業日記 

どの紙コプターを選ぶかは、代表値や度数分布表を見て決めることができた。どれにするかを選ぶときは今回

のような方法をとりたいが、どの値がどのような意味をもつか確認しておきたい。 
３ 研究の成果と課題 
（１）研究の成果 

手立て１の成果 
 生徒Ａは、実践１において、資料２「羽が長いとゆっくり回って、落ちるスピードが遅かったからです。」と

いう発言から、単元開始時は、数値データでなく、自分の経験や実験の様子から自分の意見を構築している。

しかし、実践２において、「平均値を初めに求めた」こと、資料４「ヒストグラムをかいたら、②はばらけすぎ

資料１１ グループ活動 授業記録 

Ｂ：最頻値が高い②を選んだよ。 

C6：でも③の方は最大値が高いよ。 

Ｂ：最大値が高くても、それが出るとは限らな

いよ。最頻値が高いと、よい記録が出やす

い。 

C7：じゃあ、最大値がある階級の度数を比べる

と③じゃない？ 

Ｂ：あ、そうか。でも結局回数が少ないと出な

い確率が高いような…。 

資料１２ グループ活動の様子 

 

資料１３ 全体交流 授業記録 

Ｔ：平均が高いと安定することは言えるのか

な。 

C8：③の紙コプターは一番よい記録が多いで

す。それで上がっているから、平均だけで

は分からないと思います。 

Ｔ：じゃあ範囲が小さいと安定するのかな。 

C9：範囲も、悪い記録が一回でも出ると大きく

なるから、範囲だけだとだめだと思いま

す。 

Ｔ：なるほど。では、安定性を図るにはどうし

たらよいかな。 
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だと思う」という記述から、自分の意見を既習の数値データから構築できるようになっていることが分かる。

さらに、資料４「他に調べられることはないかな」という発言から、自分と他者の意見を比較して、自分の意

見をさらに考察しようとする姿が見られた。そして、実践３において、資料１０「じゃあ求めてみよう！」と

いう発言、資料９「範囲が広い→安定しない、でもメリットが多そう」という記述から、自分の意見を他者と

比較し、範囲という視点について触れ、さらに自分の意見を更新しようとする姿が見られた。これらの記述か

ら、推論をもとにして意見を構築、その後データ分析によりその意見が、自身がもちたかった意見と同じかど

うか確かめるという教材の提示方法は有効であったといえる。 
手立て２の成果 
 生徒Ｂは、実践１において、資料３「どの方法が一番正確で分かりやすいのか考えるようにしたい」という

記述から、データの多さにより比べるよさに気付くことはできていない。しかし、この記述から、調べる方法

の違いにより、よさが違うということに気付くことはできている。次に、実践２において、平均値、中央値が

等しく、これでは比べられないと分かった後、資料６「卵②は間が空いていて、重い卵と軽い卵の差が大きい

から、ばらつきがあると思いました」という記述から、ばらつきという新しい視点に注目し、他者と自分の意

見を比較できていることが分かる。さらに、実践３において、資料１１「最大値が高くても、それが出るとは

限らない」、「でも結局回数が少ないと出ない確率が高いような…。」という記述から、他者と最大値、最頻値と

いう視点の違いを明確にして、最大値や最頻値の意味を理解した上で意見の比較をすることができた。このと

き、資料１２のように、生徒Ｂのいたグループでは、自分の意見を説明する際に、最大値や最頻値が度数分布

表やヒストグラムのどこに現れているのか、指をさしながら説明することができた。これらの記述から、他者

と視点の違いを明確にして、チーム学習を取り入れることは有効であったといえる。 
（２）今後の課題 
手立て１に対する課題 
 今回、推論をもとにして、自分の意見を構築できるよう、推論が立てやすい「紙コプター」を題材とし、「ク

ラス代表を求める」ことを、単元を貫く課題とした。実践１で行った「羽の長さと滞空時間の関係」について

は、単元学習の前に行った活動であったため、詳しい分析まで行うことができなかった。単元終了時に適応題

として、改めて分析を行うと、より生徒自身が推論と実際の分析の違いに気付くことができたことも考えられ

る。今後、このように、単元の開始時と終末時で同じテーマで分析を行うことで、変容を見ることも行ってい

きたい。 
手立て２に対する課題 
 今回の手だて２は、視点の違いを明確にすることで、自分と他者の意見を比較し、自分の意見を更新できる

ようにという目的のもと設定した。しかし、生徒たちは、自分と他者の意見を、視点の違いを明確にした上で、

他の生徒の意見も納得することができていた。今後、自分の意見を通すことだけでなく、他者の意見も取り入

れながら、自らの意見を更新していくことも必要となる。今後の研究で、他者の意見のよさを見つける活動も

取り入れ、積極的に他者と関わり、自分の意見を更新できるようにしていきたい。 
（３）おわりに 
数字には、人の感情が関与せず、なおかつゆるぎない情報証拠となる。しかし、ある事象を調べる際に、始め

から理論で進められる場面は、現実ではあまりない。さらに、与えられたデータはデータこそ正しいものの、見

せ方により、情報が本来伝えたいこととは間違って伝わってしまうこともある。そのことを防ぐ際に必要となる

ことは、まず推論から予測を立て、予測が正しいかどうか確かめること。さらに、自分だけでなく、他者と分析

を比較し、自分の意見とどう見る視点が違うのかを知った上で考察を行うことである。情報があふれる今だから

こそ、今回私が行った研究のように、推論だけでなく、また、与えられたデータを鵜呑みにすることなく、生徒

が自ら、自らの意見を確かめたり、他者と比較できたりするように、これからも研究を続けていきたい。 
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分科会番号 ４ 
 
１ 研究テーマ 

スクールタクトを活用した主体的・協同的な数学的活動 
―３年「平方根」「二次方程式」の学習を通して― 

２ 研究概要 

（１）はじめに～主題設定の理由～ 

 昨年度より、新型コロナウイルス蔓延によって、新たな教育活動を模索する状況となった。その中で、学
習指導要領では、学びに向かう姿勢を重視する評価基準も新たに示された。今、学校現場ではどのように学
びに向かっていけるのか。オンライン授業も視野に入れた全生徒へのタブレットの導入は、この状況を打開
するための一助となるのではないか。その思いから本研究を始めた。 
 しかし、研究を行う素地として本校には学力差という課題がある。「できる」か「できない」に授業中に分
かれてしまうことがよくあるのだ。一斉授業での説明では理解ができず、机間指導で教員が回るのには限界
もある。  
そこで、本校では昨年度より「教え合い活動」を活発に行っている。これは、グループになって自由に意

見交換できる時間を意図的に設定したり、席を離れ「ミニ先生」として困っている生徒を教えたりする、チ
ーム学習の取り組みだ。しかし、これらの方法を行っていく中で、いろいろと課題が見えてきた。 
課題① グループを意図的に組み続けないと課題解決になかなか向かえない。 
 数学ができて説明も得意な子がグループにいれば良いのだが、どうしても全てのグループが毎時間活発に
機能するかというとそうはいかない。訓練で改善はしていくが、問題が難しい場合や、計算問題の教え合い
などでは、「自分もまだできていないから」という具合に、一言も話さない班が出てくる。困っている際に、
「私は困っています」と主張できない子も当然いる。また、話すのが苦手な生徒は、グループ活動中もなか
なか関われない。 
課題② 学力低位の子が活躍する場面はほとんどなく、いつも教えてもらうだけになってしまう。 
 学力差がある以上どうしても起こることは、数学が苦手な生徒は活躍できる場がほとんどないということ
だ。中学 3 年生までくるとこの現象は著しく、過去のつまずきを処理しないことには同じ内容の学習をする
ことは困難である。教え合い活動をすれば、当然教えてもらうことしかなく、分かる喜びもあるとは思うが、
毎時間誰かのヒントや説明を聞かないと解くことができない。 
課題③ 教え合いでは、学力上位の子にとっての学びの時間が少ない。 
 課題②は低位の子が教えてもらうばかりになるということだったが、その逆で、教える側は教えてもらう
ことは少なく、新しいことを知る機会は少ない。教えている活動の中で、説明する力がついたり、何かに気
づいたりはするのだろうが、発展的な学習をする時間を作る必要はあると思う。 
課題④ 席を離れた教え合い活動は、必ず仲の良い子を確認しに行ってしまう。 
 特に、学年が変わったばかりの４，５月はこのような姿が顕著に見られる。当然と言えば当然のことなの
だが、ほとんど話したことのない級友のもとへ、最初から教えに行こうとできる生徒は少ない。結局、友達
関係を築くのが苦手な生徒がひとりになってしまっていて、そういった子も自分から関われる場を設定した
いと思っていた。 
 これらの課題を踏まえ、すべての生徒が主体的・協同的な学習を行えるよう、タブレットを用いて実践し

       コクブン タカヒロ 

氏 名  国分 貴寛 

分科会名 数学教育（数学） 

１４ 岡 崎 六ツ美北中学校 
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たいと考え、研究主題を「スクールタクトを活用した主体的・協同的な数学的活動」に設定した。 
内容は教科書に準じた基本的なことが多いが、学力差・能力差がある状態でも、全員で取り組めるように

することを目的として、実践を行っていった。 
（２）目指す子ども像 

 先述したが、ひとりの力で課題解決することが困難な生徒が多くいる。途中で学習をあきらめてしまう生
徒に対し、何かできることはないかと考え、タブレットを用いた授業展開がその一助になればいいと思った。 
 本研究で目指す子ども像は以下の２点とする。 
 
 
 
 課題によっては、どのような手立てを講じても理解が追い付かないものもあるとは思う。その上で、たく
さんの考えが見られる場を作り、級友の様々な考え方からヒントを得てもらいたい。 
 
（３）研究の仮説と手立て 

 以下のように研究の仮説を考えた。また、本実践で使用するタブレットは iPad である。 

 仮説に対し、以下の手立てを考えた。 

 手立て③は教師の視点で用意をした。全員の考えをできる限り生かせられるよう、タブレットをうまく活
用して仮説に迫りたい。 
 
（４）実践① スクールタクトの運用まで 

 日ごろから教え合い学習は行っている。教師の話を聞くときは非
常に静かなのだが、教え合いの時間になると、活発に意見交換ができ
るようになっている。基本的に 4 人以上のグループにはせず、全員
が関われるように声をかけている。写真①はミニ先生となって、数学
の苦手な友達に教えている場面だ。級友に対し、一方的に教えるだけ
では、教師の教え込みと同じになってしまうため、できるだけ順序立
てて少しずつヒントを与えるように教えて欲しいとお願いして
いる。ただ、九九がかろうじて言えるレベルの生徒や、外国籍の
生徒が各クラス３，４人いるため、そういった子にはヒントを与
えるだけではどうにもならない状況もある。どのようなことを話
しているか聞いていると、本当に初歩の段階まで戻って教えてく
れている生徒もいる。どれもほほえましい光景なのだが、はじめ
にも述べたように様々な課題を含んでいる。 

仮説① 自分の考えを iPad 上で表現すれば、人前で発言することが苦手な生徒も、主体的に考えを公開す
ることができるだろう。 

仮説② iPad を活用して考えを共有すれば、人数に縛られないグループ活動が可能となり、協同的な学習
が一層進められるだろう。 

 

①タブレットを活用しながら、主体的に学習ができる生徒。 
②困難な課題に対し、仲間と知恵を出し合いながら、協同的に問題解決できる生徒。 
 

写真② 

写真① 

手立て① スクールタクトに個の考えをまとめる時間を設けた後、共同閲覧モードで個の考えを全員が見
られるようにする。 

手立て② スクールタクトの共同編集モードで、級友のページに書き込みながら教え合いを行う。 
手立て③ スクールタクトで個々の考えを把握し、机間指導や意図的指名に生かす。 
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そこで本年度より私の授業に導入したのがスクールタクトだ。スクールタクトは写真②のように、生徒全
員がどのように解いているか把握できる。分かった合図を送ったり、困っているという合図を送ったりする
こともできる。この困っているという合図を見て、私は個別に支援をしていた。 
 分かった生徒には丸を付け、丸をつけてもらった生徒は、級友に丸をつけるという仕組みも作った。教師
は困っている生徒に支援を送り、できた生徒は級友に丸をつけるというところからスクールタクトの運用は
始めていった。 
 常にお互いの画面が見られるわけではない。写真③のように、ス
クールタクトを管理するモードが３種類ある。共同作業 OFFモー
ドにすると、教師は全員の画面を見ることができるが、生徒は自分
の画面しか見られない。共同閲覧モードは、お互いの画面を見るこ
とはできるが、書き込むことはできず、共同編集モードは、お互い
の画面を見ることに加え、書き込んだり編集したりすることもで
きるようになる。よって、教え合いの場合は共同編集モードにし、
お互いに書き込めるようにする。 
 はじめのうちは字がうまく書けなかったり、機能を使いこなせ
なかったりしていたが、数回行えば生徒は順応し、写真④のように
丸付けに限らず、ヒントを書き込むようになっていった。「頑張っ
て！」と書き込んでいる生徒もおり、全員 iPad を見ているだけだ
ったが、関わり合っているところを見ることができた。 
 今まで、できているのになかなかコミュニケーションが取れな
かった生徒も、スクールタクトの自分のページの上には考えを書
くことができていた。これは、発言は苦手な生徒、恥ずかしがり屋な生徒の典型例だ。教師があえて指名し、
全員にその生徒の考え方を注目させることから、自分の意見を周りに伝えられる勇気と自信を与えていった。 
 
（５）実践② スクールタクトを用いた授業展開例 

 はじめはスクールタクトの操作に時間がかかったり、物珍しさ
に必要以上にスクールタクトを使おうとしていたりしていたが、
徐々に慣れてきて、右のような授業の流れが確立してきた。必ず
こうしているわけではないが、スクールタクト上をひとつの共有
する場とすることで、普段手を挙げて発言ができない生徒でも、
式を書くことができ、自分の考えを公開することができるように
なった。 
 現段階では、授業のまとめとして、集団で解決する際は、黒板を用い
ての説明にこだわった。スクールタクトを見ながら生徒が説明し私が板
書することもあれば、前に出てきて、生徒が全体に説明するときもある。
全員で前を向く、授業の一体感はなくしたくないという私のこだわりで
もある。 
 
（６）実践③ 円の面積が 2倍になる際の半径の長さを求める授業 

 中学校 3 年生の教科書 p60 の平方根の利用の内容である。 
 ピザという料理には馴染みがあるため、イメージもしやすく、扱いやすい題
材である。 
 導入では、宅配ピザのチラシと、ピザの写真を提示した。その後、チラシに

授業の流れ 例 
① 学習課題を把握。問題の提示。（２分） 
② 見通しの共有・自主学習（10 分） 
③ スクールタクトに考えをまとめる（３分） 
④ 共同閲覧モードで友達の考えを見る（５分） 
⑤ 教え合いの場合は共同作業モードで、 

友達のページに書き込んで伝える（10 分） 
⑥ 板書を使い、集団解決を行う。（15 分） 
⑦ ふり返り（５分） 

写真③ 

写真④ 
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は S,M,Lサイズがあることを伝え、それぞれのサイズについて紹介した。 
 チラシでは S サイズ（18cm１人分４カット）、M サイズ（満足の 25cm２～３人分 8 カット）、L サイズ
（大満足の 36 ㎝ 3～5人分 12 カット）と書いてあった。それを聞いて、思ったことを尋ねると、Sサイズで
は 1人分 4カットなのに、M サイズだと 8カットで 2人分で
はなく２～３人分となっていることがおかしいという意見が
出た。 
 それについて問い返していくと、「直径が大きい 25cm の 8
カットということは、18cm よりもピザの面積が大きいはず
だから、単純に 8 カットと４カットでは比べてはいけない」
という話になり、面積と半径の関係を調べてみようとなった。 
そして、この内容が、なぜ平方根の利用なのかもさりげなく聞いてみたが、それに答えられる生徒はいな

かった。ただ、意識として「今日の授業の中のどこかで平方根が出
てくるんだ」 
という意識付けはできた。 
 問題を提示し、初めに解法の見通しを考えさせた。写真⑤のよう
に「初めの半径の円の面積を求め、その面積を 2倍にし、半径を文
字で置き、立式して求める」いう流れについて確認をした。スクー
ルタクト上に書かせてみると、写真⑥のように、文章題のどこの部
分を式にしたかを色を使って分かりやすく表している生徒がいた。
全体で共有する際に、この画面を見ながら説明をさせた。 
 しかし、写真⑦のように、全員の解いている様子を見ていると、手が止
まり先に進めない生徒がいることが分かった。机間指導をしているより
も、同時に、瞬間的に把握ができるため、授業者としては非常にありがた
い機能だ。スクールタクト上で次の式のヒントを書いたり、時間で区切っ
て、できた生徒の解法を見せたりした。 
 
（７）実践④ 多角形の対角線を求める授業 

 スクールタクトを用いた授業の、１つのまとめとして本授業を行った。 
 n 角形の対角線の本数は n(n-3)/2本である。本数が分かる場合は、これを方程式で解くことにより、どの
ような多角形になるかが分かる。 
例：対角線が４４本引ける多角形は？ 
答え：n(n-3)/2=44 ⇒ n2-3n-88=0 ⇒ (n+8)(n-11)=0⇒ n=-8,11 十一角形 
上記のように、計算過程で二次方程式の知識が必要になるため、

二次方程式の授業の最後に、スクールタクトを用いて実践した。 
 導入では既習事項の多角形の内角の和について尋ねた。180(n-
2)度と答えられた生徒には、どうしてその公式になっているのか
問い返した。また、公式にするとどのような利点があるかについて
も触れた。そして、今日は多角形の対角線について考えてみようと
学習課題を提示した。 
 まず、四角形を提示し、四角形の対角線は何本か尋ねた。２本と感覚的に分かる生徒がほとんどであった。
次に八角形を提示し、八角形の場合であれば対角線の本数は何本か考えさせた。 
 直感では分からないので、ここでスクールタクトを使い考えさせた。写真⑧は iPad 上で八角形に自由に対
角線を書いている姿である。計算が苦手な生徒たちも、この課題に対しては積極的に取り組んでおり、20本

写真⑤ 

写真⑥ 

写真⑧ 

写真⑦ 
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という答えにたどりついた生徒もいた。ただ、数学が苦手という生徒は、数えるという作業しか思いつかな
かったので、１つの頂点から何本対角線は引けるかというヒントを与えた。その後、どのようにして八角形
の対角線の本数が 20本だと分かったか、考えを共有した。 
 
八角形の対角線の求め方で出た考え（写真⑨） 
・数を数えた 
・頂点から色を分けて数え方を見やすくした 
・４本の引き方が５種類あると考えた 
・５×８÷２＝２０本 
・（説明）頂点から５本引けてそれが８か所あり同じ部
分は数えないから÷２と考えた 

 
 ただ数を数えた生徒は、黒い線ですべて引いた形跡
が残されていた。次に、数えるだけだが、頂点によっ
て色を変えている生徒が多くいた。写真⑩のように、
数えた対角線は除いて徐々に本数が少なくなっていく
数え方と、全ての点から５本引けて重なっているとこ
ろを引く考え方が出た。これはこの後の 

5×8÷２につながる考え方となった。 
 写真⑪のように、対角線の引き方を４本×５種類と
して模様をつくる生徒もいた。スクールタクトで色分
けをして表していたので、周りにも伝えることがしや
すそうだった。 
 今回嬉しかったのは、数学が苦手な生徒（以下 Aさん）が 5×8÷2=20と誰よりも早く書いていたことだ。
まだ共同作業 OFF の最中だったが、「A さんは正解」と全体に紹介すると、A は驚いたようにしていて、そ
の後、周りの友達に伝えようとしていた。普段の授業と違う姿が見られた。 
 さらに、写真⑫のように、A が黒板に考え方を板書した。ただ、初めて
の経験であったため、その後理解した級友の力を借りながら黒板に言葉の
説明を書き足しながら板書していった。その後、発表する時間をつくった。
写真⑬のように、人前に出て話をする経験も引き続き行わせたい。 
 次に n 角形の場合ならどうなるか考えさせた。 
導入で多角形の内角の和を 180(n-2)度と表すことで、ｎに数字を代入すれ
ば、様々な多角形の内角の和が即座に求められる利点は分かっている。今
回ももし公式に表せられるなら、いちいち数えなくてもよくなると確認し、
始めた。 
 ただ、課題が抽象的となり、先程の Aは八角形の流れで非常に真剣に考
えているのだが、なかなか手が動かなかった。その他の生徒も、多くの子
がどのように考えればいいかも分かっていなかったため、六角形と十角形を提示し、また本数を考えさせた。
式が思いつきそうな生徒には、八角形なら８×
５÷２、十角形なら 10×７÷２、ではｎ角形な
らどうなるか考えさせた。式ができた生徒に
は、その式がどういう意味を表しているのか考
えさせた。 

写真⑫ 

写真⑬ 

写真⑨ 

写真⑪ 写真⑩ 
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 これは、全員ができたわけではないので、分かりやすくまとめられた生徒をこちらから指名し、全体共有
とした。その後、対角線の本数から二次方程式をつくり、多角形を求める問題をして、この授業は終わった。 
 
３ 研究の成果と課題 
 スクールタクトを使用していてよかったことと、使いにくかったことをまずまとめる。 
 
スクールタクトを導入してよかったこと 
① 生徒の活動が一度に把握できるようになった。 
② ホワイトボードを使用しなくなった。 
③ 教師の意図的指名の幅が広がった。 
④ 書いたり消したりすることが容易で、 

生徒の集中力が上がった。 
⑤ 色を使って分かりやすく説明が書ける。 
⑥ スクールタクト上に全員の蓄積が残る。 
 
考察と成果 
 スクールタクトで個の考えを共有する手立て①によって、普段の授業で問題を解くことはできるが発言が
苦手だった生徒が考えを表現することができた。全体の前で教師が称賛した後に指名すると、自信をもって
発言することもできた。こういったきっかけが発言する自信へとつながり、結果として主体的に授業へ参加
する姿勢が育つと考えられる。 
 手立て②のスクールタクト上での教え合いは、自席にいながらたくさんの生徒との交流を可能にした。困
っている子がスクールタクト上で合図を出すこともできるため、仲の良い友達でなくても次から次へとヒン
トが寄せられていた。全員タブレットに向かっての作業ではあるが、協同的に学びを深めることができたと
思う。 
 スクールタクトで教師が全体を把握する手立て③は、机間指導よりも速く、効果的に生徒の考えを把握す
ることができた。意図的に指名することも、困っている生徒へ助言することも容易になった。生徒の学びた
いと思う主体的な姿勢を、教師がしっかりと見ていられることは、非常に大切なポイントであると思う。 
 以上の手立て①から③の考察より、研究の仮説はおおむね達成できたと考える。 
 
課題 
次に課題だが、たくさんの生徒がスクールタクト上で教え合えていたが、グループを形成したり、ペアで

考えたりすることは難しい。小規模のグループを形成するような設定ができず、常に 36 人全員で学び合い
になってしまう。協同的な学びを行う上で、小グループでの学び合いにしかない良さも当然あるため、そう
いった際には今まで通りの席ごとに 4人のグループを作る必要があると感じた。 
 また、長い文章題や、計算式が多く必要な問題はスクールタクトにはあまり適さないように感じた。書く
スペースが限られていたり、そもそも字が書きにくかったりするため、タブレットで扱う問題はシンプルな
ものが好ましい。分からない生徒が多いような問題では、何も書けないことで意欲も低下してしまう。主体
的な学びはスモールステップで少しずつ自信をつけることが大切だと痛感した。 
 
 
４ おわりに 
本校には、不登校の生徒も多数在籍している。不登校になる理由は様々だが、その一つに「学校の授業に

ついていけない、参加できない」という理由もある。誰ひとり見捨てない授業を展開するために、どの子も
主体的に、そして協同的に参加できる授業づくりをしていきたい。そのために、今後もスクールタクトをは
じめとする様々な手立てを講じていきたい。 

スクールタクトの使いにくいところ 

① 学校で支給されているスライスペンでは、 
字が書きにくい。（指で書いた方が書きやすい） 

② スクールタクトがすぐに開かない生徒がいて、 
その生徒への対応に時間が取られる。 
（ネットの安定性で授業を受けられない生徒が出てしまう） 

③ 誰から誰へのコメントかが分からない。 
  （はじめは落書きのようなこともあった） 
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④ 研修（読書会）委員会 

１ 読書会 

第１回 令和３年５月１８日（火）  午後６時３０分～         総合学習センター 

●柴田録治先生・栗田万砂夫先生の講話「学び合い」「割合」 

 
 

 

第２回 令和３年６月１８日（金）  午後６時３０分～         総合学習センター 

●「単位量あたりの大きさ」「割合」の指導について 

 

 

 

第３回 令和３年９月２２日（水）  午後６時００分～         総合学習センター 

●「教育研究論文のまとめ方」 ⇒ 「研究的実践に学ぶ～県教研提案者より～』に変更 

提案者：濵田明弘先生（岩津小）江口京弥先生（竜海中）国分貴博先生（六ツ美北中） 

 

 

 

第４回 令和３年１０月１９日（火） 午後５時３０分～         総合学習センター 

●研究的実践より学ぶ ⇒ 「教育研究論文のまとめ方」に変更 

講師：神谷尚希先生（葵中） 

 

 

 

第５回 令和３年１１月９日（金）  終日       竜美丘小・六名小・城南小・竜海中 

●東海地方数学教育会 兼 授業研究協議会 ⇒ 中止 

 

 

 

第６回 令和３年１１月２２日（月） 午後７時００分～     岡崎ニューグランドホテル 

●算数・数学部情報交換会 ⇒ 中止 

 

 

 

第７回 令和４年１月１８日（火）  午後６時００分～          総合学習センター 

●兼学校数学研究会 

 

 

 

第８回 令和４年２月１５日（火）  午後６時００分～          総合学習センター 

●研究的実践より学ぶ  
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小2 根石小 長谷　昇知 免許外
小2 根石小 北神　祐里子 免許外
小3 男川小 金澤 博樹
小3 男川小 蟹江 陽平
小3 男川小 玉置　佳永
小3 男川小 新任 長尾　有真
小4 美合小 見市 達俊
小4 美合小 常勤 髙橋　純一
小5 緑丘小 教務 加藤 俊明
小5 緑丘小 神谷　昌輝
小7 岡崎小 教務 関谷 美幸
小7 岡崎小 永井貴久子
小7 岡崎小 筒井　麻由加
小8 六名小 太田 香代
小8 六名小 鈴木 智香
小8 六名小 手操恵理花
小8 六名小 戸林　瑞貴
小9 三島小 神谷明彦
小10 竜美丘小 指導員 太田 幹彦
小10 竜美丘小 鵜野なつみ
小10 竜美丘小 宮森 千尋
小10 竜美丘小 永田　寛人
小11 連尺小 教頭 堀部 昭夫
小11 連尺小 加藤めぐみ
小11 連尺小 三浦 優子
小12 広幡小 指導員 加藤 良彦
小12 広幡小 里見 涼多
小13 井田小 教頭 塚谷 保
小13 井田小 主幹 畔柳 英徳
小13 井田小 岡田 淳也
小13 井田小 國安 崇史
小13 井田小 中村 緑
小13 井田小 酒井利香子
小13 井田小 常勤 長坂総一郎
小14 愛宕小 米澤和志
小15 福岡小 吉原昂平
小16 竜谷小 校長 中垣 明道
小16 竜谷小 校務 林 俊樹

読書会　参加名簿
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小17 藤川小 都築あすか
小18 山中小 新任 大野 里佳
小19 本宿小 校務 加藤 真志
小19 本宿小 保田晴香
小21 秦梨小 社本匠
小21 秦梨小 小菅　寿弥
小22 常磐南小 校長 都筑 祐一
小22 常磐南小 新任 佐藤　昌範
小23 常磐東小 教務 成瀬 雄一
小24 常磐小 教頭 富田 好己
小27 細川小 高島美知子
小28 岩津小 濵田 明弘
小28 岩津小 空中 健一
小28 岩津小 土屋 翔平
小28 岩津小 森　遥香
小29 大樹寺小 柴田 博巳
小30 大門小 教頭 永井 利昌
小31 矢作東小 鈴木 朱理
小31 矢作東小 永井　利絵
小31 矢作東小 常勤 山本　美穂
小32 矢作北小 都築佐知子
小32 矢作北小 松金 正樹
小32 矢作北小 植村　知史
小33 矢作西小 鈴木 健人
小33 矢作西小 瀧澤 琴美
小34 矢作南小 校長 稲垣 祐嗣
小34 矢作南小 教頭 髙松 順子
小34 矢作南小 校務補 奥井 利香
小34 矢作南小 荻野 悠
小34 矢作南小 佐宗　梨紗
小35 六ツ美中部小 新任 高谷　航貴
小37 六ツ美南部小 校長 岩瀬　竜弥
小37 六ツ美南部小 教務 高橋 尚弘
小37 六ツ美南部小 竹田 実里
小38 城南小 校長 高鍬 利行
小38 城南小 校務 髙橋 貴美
小38 城南小 指導員 秀野 亜友
小38 城南小 濱中利矩
小38 城南小 鈴木　夏美
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小38 城南小 新任 大脇　里紗
小38 城南小 拠点校指導 田村　康則
小39 上地小 校長 鈴木 勝久
小39 上地小 教頭 吉田 靖子
小39 上地小 北村 彩
小39 上地小 曾我彩央理
小40 小豆坂小 江藤 友美
小41 北野小 校務補 井上 善道
小42 六ツ美西部小 鈴木佑典
小42 六ツ美西部小 本郷徹真
小42 六ツ美西部小 小笠原　節代 免許外
小45 宮崎小 教頭 佐橋　康仁
小46 形埜小 教頭 真木 芳衛
中1 甲山中 教頭 多田 一孝
中1 甲山中 教務 鈴木 俊二
中1 甲山中 小田 慶明
中1 甲山中 穴井祥代
中1 甲山中 前原 章由
中1 甲山中 常勤 山本 将司
中2 美川中 校務補 栗山 茂三
中2 美川中 大原由紀子
中2 美川中 佐藤あかね
中2 美川中 伊豫田崇晃
中2 美川中 河上 翔太
中3 南　中 校務 鈴木 里子
中3 南　中 鋤柄 光治
中3 南　中 尾崎 絢香
中3 南　中 常勤 足立剛大
中4 竜海中 校務補 林 　　　秀
中4 竜海中 松田 優佳
中4 竜海中 鈴木 佑典
中4 竜海中 北村 優也
中4 竜海中 加藤 秀太
中4 竜海中 森 一生
中4 竜海中 江口　京弥
中4 竜海中 常勤 伊藤　萌絵
中5 葵　中 今井 朋晴
中5 葵　中 目黒　真一
中5 葵　中 片渕 陽一
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中5 葵　中 神谷 尚希
中5 葵　中 岩野 慎也
中5 葵　中 田中 勇至
中5 葵　中 伊藤 雄貴
中6 城北中 小林 さくら
中6 城北中 杉浦 康修
中6 城北中 渡邉 勇輝
中6 城北中 再任用 北村 文啓
中7 福岡中 校務補 都築 康一
中7 福岡中 成瀬 拓磨
中7 福岡中 沓名 和貴
中8 東海中 教頭 鈴木 淳司
中8 東海中 神谷 孝志
中8 東海中 山本 梓
中8 東海中 森 勇輔
中8 東海中 新任 手島　萌乃
中9 河合中 鈴木恵里子
中10 常磐中 校務 佐野 正季
中10 常磐中 内田 沙紀
中10 常磐中 常勤 高橋 陽子
中11 岩津中 校長 溝口 了実
中11 岩津中 教務 櫻井 章二
中11 岩津中 奥田 美里
中11 岩津中 和多田　義晃
中11 岩津中 青山将太朗
中12 矢作中 小野田 勇
中12 矢作中 内田 慎也
中12 矢作中 岡 敬史
中12 矢作中 三原 拓郎
中12 矢作中 柴田 貴巳
中12 矢作中 新任 服部 愛絵里
中13 六ツ美中 石田 ゆり
中13 六ツ美中 稲垣 有希
中13 六ツ美中 山田 真希
中13 六ツ美中 山口 隆寛
中13 六ツ美中 伊豫田美穂
中14 矢作北中 校長 大西 和夫
中14 矢作北中 校務 髙橋 幸太
中14 矢作北中 髙橋　一宏
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中14 矢作北中 桝内 美希
中14 矢作北中 大石　拓也
中14 矢作北中 大原 洋平
中14 矢作北中 菅原　司
中14 矢作北中 小出 達也
中15 新香山中 大池 健太
中15 新香山中 小島由起子
中15 新香山中 白井健太郎
中15 新香山中 野田　香織
中16 竜南中 校長 平 任代
中16 竜南中 教務 石原 昌仁
中16 竜南中 稲垣 悦男
中16 竜南中 久貝 雄二
中16 竜南中 鈴木 裕輔
中17 北　中 西尾 修一
中17 北　中 岩月 聖将
中17 北　中 加藤 崇夫
中17 北　中 渡會　大貴
中18 六ツ美北中 校長 天野 孝志
中18 六ツ美北中 神尾美孝
中18 六ツ美北中 稲垣 圭
中18 六ツ美北中 長谷川竣也
中18 六ツ美北中 国分 貴寛
中18 六ツ美北中 木下相憲
中18 六ツ美北中 天野 泰国
中18 六ツ美北中 常勤 鈴木　綾華
中19 額田中 田中 大貴
中19 額田中 松下 萌香
中19 額田中 常勤 佐藤　鷹也
中20 翔南中 伊藤 研治
中20 翔南中 堀内 幸亜
中20 翔南中 荻野 彰子
中20 翔南中 杉浦 考昭
中20 翔南中 金田　裕子
中20 翔南中 常勤 磯部 翔
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令和３年度 算数・数学教育研究部会（読書会）報告 
第１回 
 
 

 
学び合いについて 
★ よくできるが，指示待ちが多い。 
  ➡求答方式が主で，「正しい答えを得る」「覚える」が主となっていると正解が存在しない時代を生き抜く子

どもたちにとっては，無駄で不合理な部分の多い学習時間を過ごさせることになりかねない。➡資質能力

の向上の視点を持て！＜主・対・深＞  
★ 教師が代わりにいつもいつも，音声化して問いかけていれば，学習者のモチベーションを上げ学習に取り組

むようになるか＜主体的＞，学び取る姿勢の会話となるか＜対話的＞，学びが深まるか＜深い学び＞ うま

くいくこともあろう。  
※学び手が自身の問題として，関わればより生産的な学習時間になるように思われる。 

★ 教授 ➡ 教育 （教師目線ではなく，学び手を育てることが大事） 
★ 算数の授業が，問題解決型の学習活動でなされるようになってきていることはうれしい。その過程はいろい

ろあろうが，一例として，問題把握（問題の理解）－解決活動（計画・計画遂行・活動の表現・発表）－振

り返り（確かめ・発展） 
★ 学び合いの中で大切にしたいこと 
① どんな気付きがあるか。 

  ② 子どもたちの常識を生かしてやりたい。 
  ③ 「覆」の考え方を大切に！なぜそう思えるのか。別の場合はどうか。 
④ 考えをつなげていくとより確かなものになっていく。 
※最後に教師がまとめると，それまでの過程を大切にしなくなる。 

★ 話し合い，学び合い，コミュニケーションの楽しさ，誤りを怖れることのない算数・数学科活動の味わうこ

とのできるクラスをつくりたいものです。 
割合について 
★ 割合の言葉が難しい。日常で使わない。切迫感がない。 
★ 割合の扱い 日常語の「わりに・・・」について，どの程度知識を持ち合わせているか 
➡知識がつながることで理解につながる。 

★ 「割安」：その人の感覚 ➡精密になれば「割合」となる。 
★ 割く（さく）➡ 部首「りっとう」 ➡「刀（さく）」 
 
 
 
 
 

 令和３年５月１８日（火） 午後６時００分～  場所：総合学習センター 
講師：愛知教育大学名誉教授 柴田 録治先生  元算数数学科指導員  栗田万砂夫先生 

 今回は柴田録治先生と栗田万砂夫先生に「学び合い」「割合」についてご講演していただきました。短時間

ではありましたが，今後の授業に生かすことのできるご講話でした。ありがとうございました。 
新型コロナウイルスの影響で直接会場に来て参加する方法と Teams で参加する方法で開催しました。

Teamsで参加された方は視聴のみとなりましたが，多くの方が参加してくださいました。今後も状況次第で
は，Teamsを利用して開催していきたいと思います。多くの方の参加をお待ちしております。 

深い学び 

もとになる方を①とする考え方 
           差   倍                  差   倍 
A 200円➡1000円 800円  ５倍       B 150円➡ 900円 750円  ６倍 
  ↓÷200  ↓÷200                ↓÷150 ↓÷150 
  ①    ５                  ①    ６ 
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令和３年度 算数・数学教育研究部会（読書会）報告 
第２回 
 
 

 
 
西尾先生（単位量あたりの大きさについて） 出版本「算数科の深い学びを実践する」より 
★ 平均の考えを働かせて２つの数量の間に比例関係があることをおさえる。 
★ 単位量の必要感をもたせる。 
  ・２つ以上の場面を比較するときに単位量あたりの考え方が必要である。 
  ・２つの量のどちらを単位量あたりで考えるか見極めることで数学的な見

方や考え方が育つ。 
  ・「速さ」を単位量あたりで考えることで，子どもの言葉から速さの公式

を導くことができる。 
松金先生（単位量あたりの大きさについて） 
数学的活動⇔数学的な見方・考え方➡数学的に考える資質能力が育成される➡深い学び 
★ 単位量あたりの大きさでの数学的な見方や考え方 
・自分の考えを説明し合うことで考えの良さや共通点を見出し，統合的に考察する。 
・一般性や効率性などから，単位量あたりの大きさで比較することの良さを実感し，どちらを単位にすると

より分かりやすいかに着目させることで，発展的に考察できるようにする。 
濵田先生（割合について） 
★割合，くらべる量，もとにする量の見つけ方について 
 ① 文章の中からキーワードを見つけさせる方法→その場では理解したかのように感じるが，定着しない。 
  ② 関係図をつくる方法 
 ③ 線分図をつくる方法      何を「１」にするのかしっかりとおさえた上で考えさせると有効的。 
 ④ 面積図をつくる方法 
栗田先生のご指導より 
★平均や割合は出てくる言葉が難しい➡丁寧に既習事項と結び付ける 
 ・分かりやすく，イメージしやすくするために，簡単な数で例をあげたり，『１こあたり』『いくつぶん』とい

いった低学年で使用した言葉にあえて変更して説明する。 
★教科書の指導の流れをくむ 
 ・単純に畳の上の人数の混み具合を求めるだけでなく，どういう計算が実生活で必要になってくるのか考えた

上で指導する。 
柴田先生のご指導より 
★割り算→『割る』算 
★分数の考え方をもとにする 
・分数の方が万能で，小数より便利に計算することができる 

★もとにする量は１として指導するが，それが２や３になったらどうなる？➡調べてみることが大切である。 

 令和３年６月１８日（金） 午後６時００分～  場所：総合学習センター 
提案者：西尾 修一（北中），松金 正樹（矢作北小），濵田 明弘（岩津小） 

講師：愛知教育大学名誉教授 柴田 録治先生   元算数・数学科指導員  栗田万砂夫先生 

 今回は３人の先生方に，算数で子どもたちが苦手意識をもちやすい単元である「割合」の指導法について

提案していただきました。具体的な授業場面を提示しながらの説明で，聞いている方も実際の指導の場面を

想像しながら聞くことができたのではないかと思います。 
今回も新型コロナウイルスの影響で直接会場に来て参加する方法と Teams で参加する方法で開催しまし

た。今後も新型コロナウイルスの感染状況にもよりますが，多くの先生にご参加いただき，有意義な会にし

ていければと思います。多くの方の参加をお待ちしております。 
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① 岩津小学校 濵田 明弘先生 6年「資料の調べ方」の実践 
主題「教材を工夫することで，自ら考え，判断し，表現する児童の育成」 

 単元のまとめとして，「タッチザナンバー（反射神経）」を行い，寝る時間や体の柔らかさなど，反射神経と関

係があるかどうかを統計的な手法で考察していく実践を行った。かかわり合いでの焦点化を「IWAズーム」と
名付け，子どもたちに「考えどころ」であることを知らせることで，一つの視点からでなく，複数の視点から

総合的に判断することができた。自分の考えを名前マグネットで示したり，思考・判断したことを，グラフやキ

ーワードで見える化したりすることで，キーワードを用いながら根拠を明確にして自分の考えや思いを伝え合う

ことができた。 
② 竜海中学校 江口 京弥先生 1年「資料の活用」の実践 
主題「推論をもとにして資料の分析を行い，チーム学習の中で視点の違いから自分の考えを批判的に捉えるこ

とで，深い学びをする生徒の育成」 

 推論によりもった考えが，既習の数学の知識を利用して分析を行ったことで得られた考えとは異なるような教

材の工夫や，他者と自分の考えの違いを明確にして意見交換を行うことで，自分の考えを批判的に捉え，再構築

できるようなチーム学習を行う実践を行った。単元開始時には，経験や実験の様子から自分の意見を構築してい

たが，データを分析することで数値データをもとに構築できるようになってきた。また，自分の意見を批判的に

捉えることができるようなペアやグループのチーム学習を設定することで，他者と視点を伝え合い，比較し，さ

らに自分の意見を再構築しようとする姿が見られた。 
③ 六ツ美北中学校 国分 貴博先生 3年「平方根」「二次方程式」の実践 
主題「スクールタクトを活用した主体的・協同的な数学的活動」 

すべての生徒が主体的・協同的な学習を行えるよう，学力差・能力差がある状態でも，全員で取り組めるよう

にすることを目的として，スクールタクトを活用した実践を行った。スクールタクト上では，生徒の活動が一度

に把握できたり，学習の蓄積が残せたりする等の利点だけではなく，個の考えを共有できる。発言が苦手だった

生徒も考えを称賛することで，自信をもって主体的に取り組むことができた。さらに，スクールタクト上での教

え合いは，誰からでもヒントを提示できるという点で協同的な学びにつながった。 
 

≪柴田先生のご指導より≫ 
①タッチザナンバーはおもしろい。身近な教材は子どもたちが意欲的になる。ヒストグラムを重ねるという考え

がよい。しかし，そうすると重ねた部分が見えなくなるので，そうならない工夫をしたい。 
②数学の用語が身について，授業の話し合いで使えているのがよい。 
③全体の考えを把握できるのはよい。知識・技能だけでなく，資質・能力を養うことも大切。 
 
≪栗田先生のご指導より≫ 
①データ量が少ないので，これで結論付けるのはどうか。データを扱うときは，多くのデータがあるとより正確

になる。 
②リポートに関して子どもの言葉や姿で検証しているところはよい。言葉の意味を考え，リポート内で統一する

ことに注意すること。 
③活用してみて，よかったことや改善しなければならないことを明確にすると，よりよい活用方法が見出せるよ

うに思う。 
 

第３回 令和３年９月２２日（水） 午後６時００分～   総合学習センター＆Teams 
『研究的実践に学ぶ～県教研提案者より～』  

提案者：濵田 明弘先生（岩津小）江口 京弥先生（竜海中）国分 貴博先生（六ツ美北中） 

令和３年度 算数・数学教育研究部会（読書会）報告 
 

 今回は Teams で参加された方からも質問をしていただくことを試みました。機器トラブルもなくスムー
ズに行うことができました。今後も Teams での開催になることが予想されます。ぜひ，Teams で参加され
た方も質問等で，協議に参加していただけると嬉しいです。よろしくお願いします。 

-87--87-



令和３年度 算数・数学教育研究部会（読書会）報告 
第４回 
 
 

 
 
教育論文の書き方について  
なぜ、教育論文を書くのか？→目の前の子供のため、自分自身の成長のため 
まずは実践が大切である。 
実践なくして論文なし 理論なくして研究なし 検証なくして成果なし 

論文では、「教材を教える」のではなく、「教材で教える」ことが大切である。 
論文の書き方（理論部分） 
序論 5～10％，本論 80～85％，結論 10～15％が目安になる。主題は、論文の顔になるため、簡潔で的確なも

のにするとよい。また、主題設定の理由は社会の実情に基づき、目の前の子供たちに今必要な力を身につけさせ

たいという願いを書くとよい。目指す子供像、仮説、手立ては整合性があるようつながりを意識する。 
論文の書き方（実践部分） 
実践の３本柱は、①事実と考察②客観的・具体的③資料の活用・引用である。教師が講じた手立てによって、

子供がどのように変化していったのか、資料を用いて提示する。学習記録、ワークシート、対話記録、教師メモ、

授業記録などが挙げられる。写真は子供の変化が伝わりにくいため、使用する際には注意する必要がある。 
論文の書き方（考察部分） 
仮説・手立てをもとに，手立ての有効性と仮説が妥当であったかどうかを述べる。成果と今後の課題について

書くようにする。 
よい論文は、子供を前面に出し、子供を大切にした論文である。また、趣旨が明確で整合性のあるものになっ

ているとよい。 
質疑応答 
・目指す子供の姿は毎年変化するのか、それとも同じようなテーマで研究を行っているのか。 
 ⇒人にもよるが、目の前の子どもたちの課題について考えているため、毎年変わっている。 
・手立てが思いつかない場合、どのようにするとよいか。 
 ⇒先輩に聞いたり、文献を参考にするとよい。特に、算数・数学部実践論文集がおすすめ。 
・期限のどれくらい前に完成させて、推敲するとよいか。また、どのように推敲するとよいか。 
 ⇒２週間前くらいに完成させて、推敲するとよい。論文の整合性を整えるためには、ペンで線を引き、つな

がりを見るとよい。 

 令和３年１０月１９日（火） 午後５時３０分～  場所：総合学習センター 
教育論文の書き方・まとめ方 
講師：葵中学校 神谷尚希先生 

 今回は他教科の先生方にもご参加いただき、論文の書き方について学びを深めることができました。実践

例を用いながら分かりやすく丁寧にご指導いただき、論文を書いてみようと意欲をもつことができた先生も

多くいたのではないでしょうか。 
次回の読書会は、愛知教育大学の青山和裕先生をお招きし、今後の統計教育についてご講話いただきます。

今後も多くの先生にご参加いただき、有意義な会にしていければと思います。 

算数・数学部新任紹介 

本年度、新型コロナウイルスの影響で歓送迎会が 

中止になったため、読書会の中で新任の先生方の 

紹介を行いました。本年度は 10名の先生が岡崎 

市の算数・数学部の仲間入りをしました。これか 

ら、ともに切磋琢磨し岡崎の算数・数学教育の発 

展のためにご尽力いただけることを期待しています。 

新任の先生方 

男川小 長尾 有真先生  美合小 森田 由梨奈先生 

六名小 戸林 瑞貴先生  山中小 大野 里佳先生 

常磐南小 佐藤昌範先生  城南小 大脇 里紗先生 

六ツ美中部小 葛谷航貴先生 東海中 手島 萌乃先生 

矢作中 服部 愛絵里先生 矢作北中 小出 達也先生 
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令和３年度 算数・数学教育研究部会（読書会）報告 
第５回 
 
 

 
 
新しい情報化時代を迎え、教育改革の主な取り組み  
時代は「読み・書き・そろばん」から、「数理・データサイエンス・AI」

の時代を迎えている。ICTを使用するのは当たり前になり、プログラミン
グ学習も今以上に充実するようになる。 
学校現場においても、さらなる情報化社会となる新しい時代を見据え、

プログラミング教育やデータ活用の指導を充実させておく必要がある。 
データを読み取ることで分かること 
以前であれば、市場調査やモニタリング調査に多くの人材や資金を投入

する必要があったが、現在では検索エンジンを使用することで簡単に情報が手に入る。逆に言えば、私たちは日々

物事を調べることにより情報を得ている一方で、情報を与えていることにもなる。近年、企業においてもデータ

の価値は上がっており、顧客の年齢、性別、趣向などを調べることで業績を上げている。 
授業での活用法 
 ある課題について調べる（例：忘れ物について、あいさつについて、箸で卓球のボールをつかむまでのタイム

など）→どのような傾向があるのか仮説を立てる→データを収集し、分析、発表する 
 データの収集、集計については ICT機器やウェブサイトを活用すると良い。 
算数の授業について 
 導入部の見直しについて 
① 前時の振り返りが誘導になっていないか 
② めあてにこだわるあまり、活動が制限されたり、ネタバレになってしまっていないか 
③ 見通しを持たせることによって、自分で考える機会を奪っていないか 
導入部を充実させることを意識して、授業者の負担にならないようにすることが大切である。 

質疑応答 
・指導を行う際に、データはどれくらい集めると良いのか。 
 ⇒一般的には２００以上が良いとされるが、学校であれば１００くらいあれば良い。 
・データと仮説はどれくらい合っていれば良いのか。また、たまたま一致してしまったらどうすればよいのか。 
 ⇒小中学校であれば、どちらかと言えばこちらの方が傾向が強い、またはほとんど変わらないなどの数の大

小のニュアンスをつかむことができれば良い。授業をきっかけにして、岡崎市内で考えるなどより大きな

データについて調べたいという意欲をもたすことができると良い。 
・低学年のデータの活用についての指導はどのように行えば良いか。 
 ⇒前提として、教科書のように数字ではなく動物やスポーツなどのイラストを活用する。さらにそのデータ

にどのような傾向があるのか男女、右利きと左利きなどで分類する経験をさせると良い。質問を重ねて傾

向を調べてみるのも面白い。 

 令和４年１月１５日（火）   午後６時～       場所：総合学習センター 
データの活用の指導における タブレットの活用方法について 

講師：愛知教育大学准教授 青山和裕先生 

 今回は新型コロナウイルス感染状況を鑑み、急遽オンライン配信のみでの読書会を行いました。急な変更

にも関わらず、多くの先生にご参加いただき、有意義な会になりました。ありがとうございました。青山先

生のご講話から、今後の算数・数学の授業に生かすことのできるたくさんのアイディアを得ることができた

のではないかと思います。 
 次回の読書会は２月１５日（火）を予定しております。今年度最後の読書会になります。多くの方のご参

加をお待ちしております。 
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令和元・２・３年度  岡崎市教育委員会研究委嘱 

令和２・３年度 パナソニック教育財団 特別研究指定 

 
  
 
 
 

～主体的・対話的なプログラミング学習を通した新しい学びの実現～ 

 
 
 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

We can make the innovation. 
We can make the new value. 

岡崎市立羽根小学校 
〒444-0813 岡崎市羽根町字池脇 24番地 2 

 <HP> https://cms.oklab.ed.jp/el/hane/ 
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研究概要 
主題設定の理由と目指す児童像―――――――――――――――――――――――――― 

■新たな社会“Society5.0” 

ＡＩ（人工知能）、ＩｏＴ（Internet of Things）、ロボテクス等の高度な先進技術の導入で、あ

らゆる課題が解決されてゆく Society5.0（超スマート社会）の到来に伴い、学校教育において子供

に新たな資質・能力を育むことが求められている。これを受けて新学習指導要領では、プログラミ

ング教育の必修化が明記され、小学校においてプログラミング教育が始まった。 

※プログラミング教育とは… 

・子供たちに、コンピュータに意図した処理を行うように指示することができるということを各

教科等で体験させながら、将来どのような職業に就くとしても、時代を超えて普遍的に求めら

れる力としての「プログラミング的思考」などを育成するもの。 

※プログラミング的思考とは… 

・自分が意図する一連の活動を実現するために、どのような動きの組み合せが必要であり、一つ

一つの動きに対応した記号を、どのように組み合わせたらよいのか、記号の組み合せをどのよ

うに改善していけば、より意図した活動に近づくのか、といったことを論理的に考えていく力。 

 

■児童の姿 

・素直で人懐こい 

・まじめ 

・自分の考えが正しいかどうかの判断を教師に求めがち 

・自ら考え、判断し、活用していこうとする力が不足しがち 

 

■教師の願い 

社会や産業の構造が急激に変化していく中で、たくましく生き抜く児童を育てるためには、定め

られた手続きを効率的にこなしていくことにとどまらず、自分なりに試行錯誤しながら新たな価値

や発想を生み出していく資質・能力を育みたい。 

 

■研究の視点 

・情報技術を手段として使いこなして、課題を発見・解決したり、論理的・創造的に思考したりす

る力の育成 

・新たな価値を創造する力の育成 

 

■研究主題 

プログラミング的思考育成からはじめる創造的に学ぶ子の育成 
～主体的・対話的なプログラミング学習を通した新しい学びの実現～ 

 

 

■目指す児童像 

・プログラミング的思考育成の学びを通して、新しいもの・こと・価値をつくり出そうとする創造

的な学びを進めていく子  

プログラミング的思考育成からはじめる創造的に学ぶ子の育成 
～主体的・対話的なプログラミング学習を通した新しい学びの実現～ 
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プログラミング的思考を育てる学びを、各教科のねらいを達成する要素として取り入れた

学習をすることで、新しいもの・こと・価値をつくり出そうとする児童が育つであろう。 

 

主体的で対話的な学習活動を取り入れることで、発想を表現しやすくなり、創造性のある

児童が育つであろう。 

研究の仮説――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

■仮説① 

 

 

 

手立て１ 岡崎市プログラミング学習モデル指導案の利用と開発 

Ａ 設計図・ワークシートの利用 

設計図やワークシートを利用し、児童が計画的な見通しをも

って「意図した一連の動き」を実現していく学習の実施 

Ｂ 問題解決の手立ての明確化 

イメージを膨らませ、問題解決のための手立てを共通認識する「モデリング活動」の実施 

Ｃ 活動過程の記録 

 学びの段階・状況を児童間に広げ、教師の評価につなげる画像記録 

 

手立て２ 各教科と総合的な学習の時間・特別活動を関連付けた授業 

D プログラミング的思考の育成とともに各教科の学びを広げる授業 

 

■仮説② 

 

 

 

手立て３ 主体的・対話的な学びを取り入れた学習展開 

E 主体的・対話的な学習の時間 

学習課題の理解と手立ての共通認識のための対話活動 

主体的な学びのための自由追究の時間 

児童間の情報交換や相互評価のための対話活動 

F 思考の可視化による対話の促進 

取り組む内容や課題など、個々の活動をグループや学級で情報共有するためのツールの活用 

 

手立て４ 本物指向な学習の実施 

Ｇ 学びへの主体性を高め、目標を見通した学びを継続する態度の育成 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
                         
          【手立て１－A】 
意図を明確にする設計図 

【手立て３－F】 
対話促進のための思考の
可視化ツール 

【手立て２－Ｄ】 
音楽科でのプログラミング
的思考の育成 

【手立て４－Ｇ】 
JALとの ZOOM授業 
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手立て１ 岡崎市プログラミング学習モデル指導案の利用と開発 

実践例 
 
 
Ａ 設計図・ワークシートの利用 
【１年生 図画工作科】「おひさまらんどをつくろう」 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

  
  
  
  
  
 
  ＜「赤くて大きな」心が強いお日さま＞ 
 
【５年生 音楽科】「パートの重ね方を工夫しよう」 

試行錯誤で設計図（上段）の修正を重ね、反映された GarageBand のプログラム（下段） 
  

 

 

 
 
 
 

＜ウッドブロックで「興奮を連打とクレシェンド」、「落ち着きを一定のリズム」で表現＞ 

 

 
 
 
 
 
 
 
【設計図の内容】 

〇 どんなお日さま ➡ 心が強い 
〇 色  ➡ 黄色 
〇 形  ➡ 丸 
〇 動き ➡ 斜め上 
     ➡ 体温が上がりすぎないよ

うに赤くなっている 
      ➡ 涼しいからにこにこ 

児童Ａは「心が強いお日さま」

を作りたいという目標を立て、色

や形、動きを左の【設計図の内

容】のように書いた。目標は漠然

としているが、児童のこだわりと

強い思いが表現されている。 
その後、友達のアドバイスを受

けて修正を加え、自分の目標に近

づけていった。試行錯誤の結果、

赤くて大きな「心の強いお日さ

ま」を創造することができた。 
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設計図とプログラムの確認   プログラムの修正 
 
 
 
 

 

 

   試行錯誤の途中      設計図と完成作品  

Ｂ 問題解決の手立ての明確化 

問題解決のための手立てを共通認識する「モデリング活動」の実施 
【４年生 音楽科】「歌のにじの曲に合うようにふしを作ろう」 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

＜目標達成のための試行錯誤へ＞ 

 
Ｃ 活動過程の記録 

 学びの段階・状況を児童間に広げ、教師の評価につなげる画像記録 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
＜制作物や途中段階のプログラムを記録し、児童の思考の過程をとらえる＞ 

【モデリング活動】 

〇 色が違う、順番、きれい、高い空 ➡ イメージを膨らませ、意欲を高める 
〇 参考となる旋律の提示      ➡ 問題解決のための手立てを共通認識する 
〇 基本となるリズム・音符の確認  ➡ 教科としての学び 

「モデリング活動」とは、児童の「イメージ

を膨らませ、意欲を高める」とともに、問題

解決のための「手立てを共通認識する」活動

である。この活動により、児童の活動時間を

十分に確保することができる。 

児童が目標に向かっ

て試行錯誤をする過程

を記録することで、学

びの段階・状況を把握

したり、児童間に広げ

たりする。 
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手立て２ 各教科と総合的な学習の時間・特別活動を関連付けた授業 

【６年 社会科】 
「世界の未来と日本の役割」 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
D プログラミング的思考の育成とともに各教科の学びを広げる授業 

【６年生 総合的な学習の時間「未来の交通システムを考えよう」・理科「生物と地球環境」、 
「私たちの生活と電気」・社会科「世界の未来と日本の役割」】 
誰もが安全・快適に移動できる「未来の交通システム」とはどのようなものなのか。 

理科や社会科の授業で学んだことをもとに学級全員で話し合い、検証のために作った街

で何度もシミュレーションを繰り返した。本時では、災害などの緊急事態が起きたことを

想定し、信号機を全て赤にしたり、Maqueen が自動停車して緊急車両に道を譲ったり、

Tello が現場に駆けつけたりするプログラムを作り、シミュレーションを行った。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
＜プログラミングを通し、誰もが安全・快適に移動できる「未来の交通システム」を追究＞ 

【６年 理科】 
「生物と地球環境」「私たちの生活と電気」 
 
 
 
 
 
 

【６年 総合的な学習の時間】 
「未来の交通システムを考えよう」 
 
 
 
 
 
 
  書き込まれた設計図      街を再現         
 
 
 
 
 
 

Telloの動きの確認    交通システムの確認 

・技術の進歩で安全で便利な生活が送れている 
・電気自動車等の開発によって温暖化が防げる 

・Society5.0 は交通事故 
ゼロの社会にしたい 

児童が理想とした

「交通事故ゼロ」の社

会実現ために、試行錯

誤をしながらプログラ

ムを組み直した。机上

の小さな社会であった

が、本気で未来を考え

る時間となった。 
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手立て３ 主体的・対話的な学びを取り入れた学習展開 

手立て４ 本物指向な学習の実施 

 
 
E 主体的・対話的な学習の時間 

学習課題と解決の手立ての理解のための対話活動 
主体的な学びのための自由追究の時間 
児童間の情報交換や相互評価のための対話活動 

 
 
 
 
 
 
 
F 思考の可視化による対話の促進 

取り組む内容や課題など、個々の活動を情報共有するためのホワイトボード等の活用 

 

 
 
 

 

 
 
Ｇ 学びへの主体性を高め、目標を見通した学びを継続する態度の育成 

 専門家を招聘して最先端の話を聞いたり、専門的な学習ができる場所に行って学んだり

するような本物指向の学びを実施した。「現在の価値」や「未来へとつながる開発中の価値」

などに触れたことで、新しいもの・こと・価値を創造しようとする意欲を喚起し、目標を見

通した学びに粘り強く取り組む態度の育成が図れた。 
 
 
 
  

 
 
 
 児童からの課題提示     グループでの追究    付箋を使った情報交換 

岡崎市消防本部とのオンライン授業 

気象庁の講演 

ＪＡＬの講演 

 
 

タブレットの中の操作や頭の

中での試行錯誤を見える化し、

互いの情報交換やアドバイスを

しやすくするためのツールとし

て活用している。 
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成果と課題 
 
〇プログラミング的思考育成のため、意図した一連の動きを実現するための対話を通した

試行錯誤を大切にしている。このことを意識して、指導案を作成したり授業を重ねたりし

たことで、教師は日常の授業から対話を通した試行錯誤を大切にするようになった。ま

た、児童も意図した一連の動きを実現するために、粘り強く取り組めるようになった。 
〇ホワイトボードや付箋等、思考を可視化するためのツールを活用することにより、児童の

活動の目標や意図といった表出しにくい思考が教師や他の児童に伝わり、それをもとに

対話的な学習展開ができた。また、自分の成果物から「目標や意図が正しく伝わっている

かどうか」の評価を友達に求める姿が増えた。 
○授業の導入時に基準となる成果物やプログラムを示すモデリングを、教師が的確に示せ

るようになったため、助言や指導といった活動途中の支援を要する場面が少なくなり、児

童の活動時間を十分に確保できるようになった。 
○文部科学省が示している「プログラミング教育を通じて目指す育成すべき資質･能力」に

ついて、本校児童が備えている資質・能力に合わせたプログラミング的思考育成のための

学年段階の達成目安があることで、安心して全校体制で進められるようになった。 
▲授業づくりにおいて、児童が高い意欲をもって追究するための効果的な課題設定や、教科

のねらいとプログラミング学習をうまく結びつける授業構想に、時間と工夫を要してい

る。 
▲教科のねらいとなる知識・技能の定着を重視しすぎる授業を立案すると、児童の柔軟な発

想まで制限してしまうことがあり、そのバランスを取ることが難しい。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
本校は、JR岡崎駅や大型ショッピングセンターを学区にもち、生活しやすい場所

に位置するため、学区に長く住んでいる家庭とマンション・アパートに近年越してき

た家庭とが混在しています。教育に熱心な家庭が多く、愛情を一身に受けて育ったせ

いか、素直で人懐こい児童が多く見られます。同時に、正しい解答をしようと考える

あまり慎重になりすぎ、自信がもてずに発言をためらう児童も多く見られます。 

令和元年４月に岡崎市教育委員会より「小学校におけるプログラミング教育の在り

方」について研究委嘱を受けました。プログラミング教育には、児童が計画的な見通

しをもって「意図した一連の動き」を実現していくため、「順次・反復・分岐」といっ

たプログラミング的思考の育成が欠かせません。本校の校訓「できるまでやろう」の

精神に基づき、社会で粘り強く考え続けられる人材に育てるため、職員一同研究を進

めてまいりました。この研究を通して、児童の主体性・創造性が育ちつつあることや

教師の授業力向上が図られていることを大変うれしく思います。 

まだまだ研究の途上であり、多くの課題が残されています。御参会の皆様の忌憚の

ない御意見や御批正を賜れれば幸いに存じます。最後になりましたが、本研究に対し

まして、的確な御指導・御助言をいただきました岡崎市教育委員会を始め、多くの皆

様方に心より感謝申し上げます。 

岡崎市立羽根小学校 校長 岡 秀之   

校長あいさつ 
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Ｎｏ Ｒ３＿２学期 

 

対
象 

学年／教科 ４年生 算数 

単元・題材 ルーローの三角形 

時期／時数 ２学期 ２時間（本時２/２） 

単
元
指
導 

単元・題材 
の 目 標 

・ルーローの三角形づくりを通して、身のまわりのものを数学的
にとらえることのおもしろさを知る 

目 指 す 
児童の姿  

・ルーローの三角形を、色紙や Scratch3.0を用いて描くことがで
きる 

・ルーローの三角形を作図し、図形のもつ性質を調べることがで
きる 

単 元 計 画  

（第１時）「ルーローの三角形を作ろう」 
・ルーローの三角形を知る 
・ルーローの三角形を色紙で作成する 
・Scratch3.0 を用いて、ルーローの三角形を作図する 
・作図したルーローの三角形を回転させるプログラムを作成する 
（第２時）「自転車ががたがたしないで走るひみつを考えよう」 
・ルーローの三角形に関する動画を視聴する 
・Scratch3.0 を用いて、ルーローの三角形は、どの方向で測っても
幅が変わらないことを調べるプログラムを組む 

・自転車ががたがたしない理由を考え、発表する 

本
時
の
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
活
動
指
導
内
容 

活動内容 
・ルーローの三角形は、どの方向で測っても幅が変わらないこと
を調べるプログラムを組む 

プログラミン
グ的思考要素 

順次・反復、論理的推論・分析 

デバイス・ソフ

ト・授業場所 
タブレット端末（１人１台）、Scratch3.0、教室 

教科のねらい
につながるた
めの指導のポ
イント・留意 
点 

・円と比較することで、ルーローの三角形は、どの方向で測って
も、幅が変わらないことに気付く 

プログラミン
グ操作上の留
意点 

・ワークシートに、利用するコマンドブロックの名称と機能を一
覧にして記載しておく 

・ルーローの三角形の幅と、平行な２本の直線の幅が同じになる
ようにプログラムすることで、ルーローの三角形を車輪にした
自転車ががたがたせずに走る理由に気付くことができる 

・アナログで、ルーローの三角形を描き、きれいに切り取ること
が難しいことを体験させておくことで、本時のプログラミング
の便利さを実感することができる 

・Scratch3.0 で作図したルーローの三角形の画像をスプライトに
しておくと、本時の静止画の作成が容易になる 
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本時の活動内容・教師の支援等 

支援のポイントとなる操作画面 活動内容・教師の支援等 
０ 前時に描いたルーローの三角形を紹介

する 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
４ ルーローの三角形を調べるプログラム

を組む 

０ 前時に描いたルーローの三角形を紹
介することで、本時の学習への意欲を高
めることができる。 

１ ルーローの三角形に関する動画を視
聴する。 

・ルーローの三角形を車輪にした自転車
が走行している動画を流す。 

２ 本時の学習課題「自転車ががたがたし
ないで走るひみつを考えよう」を確認す
る。 

・動画を視聴した後の児童の疑問をもと
にして、学習課題を設定する。 

３ Scratch3.0 で作図したどの方向で測
っても円の幅は変わらないことを調べ
るプログラムを見て、ルーローの三角形
を調べるプログラムを考える。 

４ Scratch3.0で、ルーローの三角形を調
べるプログラムを組む。 

５ プログラムしてできた描画を見て、気
付いたことをワークシートに記入する。 

６ 気付いたことをもとに、どうして自転
車ががたがたしないかを、グループで話
し合う。 

・自分がプログラムしてできた描画を見
せながら、話し合う。 

・グループで話し合った内容を、ホワイト
ボードに記入させる。 

７ グループで話し合った内容を発表す
る。 

・円と同じで、ルーローの三角形がどの向
きに回っても上下の幅がかわらなかっ
たので、自転車はがたがたしなかったこ
とに気付く。 

８ 発表を聞いて分かったことを実際に
確かめたり試したりし、本時の感想をワ
ークシートに記入する。 

９ 本時のまとめをする。 
・ルーローの三角形以外のルーローの多
角形を紹介する。 

児童の操作・成果物 

【ルーローの三角形は、どの向きで測っても幅が変わらないことを調べた描画】 
 
 
 
 
 
 
 
 
         
 

120 度ずつ方向を変

えると、正三角形が描

 
１度ずつ回すと、ゆっ

くり回転させられる。 

120 度ずつ方向を変

えると、ルーローの三

角形の弧の部分が描

ける。 

クローンを作る命令ブロックを入れる

ことで、様々な向きのルーローの三角

形の静止画を作ることができる。 

様々な向き

のルーロー

の三角形を

並べたこと

で、ルーロー

の三角形は、

どの方向で

測っても幅

が変わらな
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Ｎｏ Ｒ３＿３学期 

 

対
象 

学年／教科 ５年生 算数・総合 

単元・題材 
（算数）円と正多角形 
（総合）目標をもって課題の解決に向けた探究活動 

時期／時数 ３学期 ５時間（本時４/５） 

単
元
指
導 

単元・題材 
の 目 標 

・（算数）正多角形について調べて分かった図形の性質を使って、
いろいろな正多角形を作図することができる 

・（総合）図形に合ったキャラクターの移動をプログラムすること
ができる 

目 指 す 
児童の姿  

・円形の紙から正多角形をつくり、１つの角の大きさや、円の中
心の周りが何等分されているかを調べることができる 

・調べたことを活かして、正多角形を描くことができる 

単 元 計 画  

 

 

（第１・２時）「本単元学習のめあてを知り、見通しをもつ」 
・分度器やコンパスを用いて正多角形を描く方法を理解する 
・NHK 番組「Why!?プログラミング」の「No11.奇跡のチョウを直
せ」を３分 50秒まで視聴する 

・Scratch2.0 を用いて、正六角形を描き、外角の大きさ（60 ﾟ）
だけ回しながら描くとよいことに気付く 

（第３時）「いろいろな多角形を知り、描いてみよう」 
・内角と外角の違いを考え、角数から外角を求める 
・辺の長さと図形の中心を調整し、描画する 
（第４・５時）「多角形を使い図形を描こう」 
・角が３～６までの正多角形をスクラッチで描く 
・正七角形をスクラッチで描く、多角形の組み合わせで描画す
る 

・回転の角度を変えて図形を描こう（円の特徴を知る） 

本
時
の
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
活
動
指
導
内
容 

活動内容 
・プログラミングで正多角形を描く過程や法則を考え、いろいろ
な正多角形を描く 

プログラミン
グ的思考要素 

順次・反復、アルゴリズム・パターン化 

デバイス・ソフ

ト・授業場所 
児童用ＰＣ、Scratch2.0、ＰＣ室 

教科のねらい
につながるた
めの指導のポ
イント・留意 
点 

・（360÷a）°回すと多種の正多角形が正確に描けることに気付く 
・aの値を 360にすると、円に近い図形が描けることに気付く 
・分度器では描きづらい正七角形などが書けることに気付く 
・多角形を描くためのスクリプトの、ｂ度回すとａ回繰り返すの
ａやｂの部分が抜けたワークシートを使い、正多角形が１つ描
ける毎にａやｂに数値を記録しｂ=（360÷ａ）になっているこ
とに気付く 

プログラミン
グ操作上の留
意点 

・ワークシートに、利用するコマンドブロックの名称と機能を一
覧にして簡単に紹介して記載しておく 

・アナログで正多角形を描く段階で正七角形を正確に描くのは難
しいことを体験させておいて本時を迎えると、プログラミング
の便利さを実感させることができる 

・前時に「Why!?プログラミング」を視聴する際、すべて見てしま
うと児童が考える機会がなくなってしまうので、途中（外角の
大きさだけ回す内容が３分 50 秒頃出てくる）まででとめてお
き、本時の学習活動の後、最後まで見せるとよい 
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本時の活動内容・教師の支援等 

支援のポイントとなる操作画面 活動内容・教師の支援等 
１ 前時の振り返り（正六角形を描く） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
２ いろいろな正多角形を描く 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

０ 前時に描いた正六角形を紹介すること
で、本時にいろいろな正多角形を扱うこ
とを意識付けることができる。 

１ 前時の既習内容を振り返り、角の数と
角度の算出の仕方を確認する。 

・前時の学習から本時の学習課題「図形の
重なりで、自分だけの美しい図形を作ろ
う」を確認する。自分の計画をワークシ
ートに記載して、学習の見通しをもつ。 

２ 六角形を描いたときに学習したこと
を活かして他の正多角形を描く。（算数） 

・正五角形 ・正方形 ・正七角形 
・正八角形 ・正二十角形 
・何度回せばよいか考えるきっかけとし
て試行錯誤し、描画パターンを考える。 

・キャラクター移動の「100歩」や「72度」
を変え、作りたい図形に合った動作を考
える。（総合） 

・ワークシートに、描いた多角形スクリプ
トを記録する。 

３ 描いた多角形を実行させたり、気付い
たことを発表し合ったりする。 

・保存したことを確認して Scratch2.0 を終
了してから電子黒板前に集合する。 

・児童には、このスクリプトにした意図を
話してから、電子黒板を操作し自分のプ
ログラムを実行して発表させる。 

・（360÷a）°回すと、正多角形が描ける。 
・ａの値を 360にすると、円に限りなく近
い多角形を描くことができる。 

・教師は机間指導し、繰り返す回数と角度
の計算ができていない児童の支援と、で
きた児童への課題提供をする。 

４ 話し合って分かったことを実際に確
かめたり試したりし、正多角形をワーク
シートに記録する。 

児童の操作・成果物 

【星形の描画】【三角形を使った図形】【五角形を使った図形】【角度を調整した円の描画】 
 
 
 
 
 
 
 
 
         

 
 
 

正六角形の 1つの角の
大きさは 120度だが、
ここは、120 ではなく外
角の大きさ 60を入れる
と正六角形が描ける。 

正多角形の角の数だけ
繰り返す。 

イベントの命令ブロックをいろいろに変え
ることにより、1つのファイルにたくさんの
正多角形が描ける。 

5×72も 
8×45も 
360になる。 
すなわち、
360 ÷ 角 の
数＝外角の
大きさとな
る。 

児童が 360÷角の数＝
外角の大きさであるこ
とに気付いたら、この
ブロックを紹介すると
よい。正七角形は、こ
のスクリプトで描く体
験をさせ、プログラミ
ングで描くよさを実感
させたい。 

360÷角の数が
外角の大きさ
であることか
ら、円の描き
方に気付くこ
とができた。 

正三角形を描い
た後に、30 度
回すブロックを
入れることで、
重なりの美しい
描画ができた。 
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Ｎｏ Ｒ３＿３学期 

 

対
象 

学年／教科 ６年生 算数・総合 

単元・題材 
（算数）図形の拡大と縮小 
（総合）目標をもって課題の解決に向けた探究活動 

時期／時数 ３学期 ６時間（本時６/６） 

単
元
指
導 

単元・題材 
の 目 標 

・（算数）身の回りや既習の基本図形に関心をもち、進んで拡大図
や縮図の作図などに取り組むことができる 

・（総合）意図した拡大図や縮図を描くことができるよう、追究す
ることができる 

目 指 す 
児童の姿  

・身の回りや既習の基本図形の性質を活かし、いろいろな図形の
拡大図や縮図を描こうとしている 

・拡大や縮小の性質を活かして図形を描くプログラムを進んで組
もうとしている 

単 元 計 画  

 

（第１・２時）「身の回りの図形から、図形の拡大や縮小の意味を
考えよう」 

・縦や横を引き延ばした図形を見て、その図形の相違点を考えるこ
とで、拡大や縮小の意味を理解する 

・三角定規などの図形をタブレット端末で撮影し、撮影した画像を
編集して縦や横を引き延ばすことを通して理解を深める 

（第３・４時）「図形の拡大図や縮図を描いてみよう」 
・拡大図や縮図は、対応する直線の長さの比や角の大きさが等しい
ことを理解する 

・四角形や三角形の拡大図や縮図を描く 
（第５・６時）「拡大図や縮図を活かして、イルミネーション風の
作品を作ろう」（本時） 

・拡大図や縮図の性質を確かめながら設計図を作る 
・拡大図や縮図の作図の描き方を活かして、さまざまな図形の大き
さを変化させるプログラムを Studuino bitで組む 

・描いた図形が拡大図や縮図になっているか考える 

本
時
の
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
活
動
指
導
内
容 

活動内容 
プログラミングで拡大図や縮図を描く過程や法則を考え、いろい
ろな拡大図や縮図を描く 

プログラミン
グ的思考要素 

順次・反復、アルゴリズム・パターン化 

デバイス・ソフ

ト・授業場所 

児童用タブレット端末（１人１台）、Studuino bit（スタディーノビ
ット） 

教科のねらい
につながるた
めの指導のポ
イント・留意

点 

・拡大図や縮図の性質を理解できているか確認できるよう、図形
の内角の大きさや辺の長さ（〇歩動かす）を設計図に記述させ
るようにする 

・拡大・縮小の性質に着目させるために、作り上げた作品を評価
し合う際に、拡大図や縮図の関係になっているか問いかける 

・台形やひし形を描きたい児童のために、平方根を使ったプログ
ラムの組み方を簡易的に指導しておく 

プログラミン
グ操作上の留
意点 

・作品の保存の仕方をワークシートに記載しておくことで、児童
が順次、複数の作品に取り組むことができるようにする 

・「〇°回す」ブロックを使用する際は外角の考え方が必要になる
ことを板書しておく 
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本時の活動内容・教師の支援等 

支援のポイントとなる操作画面 活動内容・教師の支援等 
２ 設計図をもとにプログラムを組む 
【Studuino bitの基本操作】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【「ペン」機能を追加する方法】 
①左下の＋マークを選択する。 
 
 
 
 

②「ペン」を 
選択する。 
 
 
 

 
 
③追加完了 

０ 既習の基本図形やその作図の方法を確
認しておくことで、辺の長さや内角の大
きさなど、設計図をより具体的に考えら
れるようにする。 

１ 本時の学習課題「拡大図や縮図を活か
して、イルミネーション風の作品を作ろ
う」を確認する。 

・前時の既習内容を振り返り、図形の拡大
や縮小の意味を確認する。 

・拡大や縮小の関係といえる条件を板書
し、数学的表現を使った対話活動ができ
るようにする。 

・設計図に描いた図形が拡大や縮小の関
係になっているか確かめるよう助言す
る。（算数） 

２ 拡大図や縮図の作図の仕方や設計図
を基に、意図した図形を描くようにプロ
グラムを組む。（総合） 

・辺の長さ（〇歩動く）などが記述できて
いない児童には、個別に声をかけ、拡大
や縮小の意味を理解できるようにする。 

・キャラクターを進ませる値や回転させ
る角度を修正したときは赤色で記入す
るようにし、授業内での思考の変化が分
かるようにする。 

３ グループで完成したところまでの作
品を評価し合う。 

・拡大や縮小の関係になっているかどう
か数値に着目するよう指示する。 

・グループ後、教室内で自由に交流させ、
最後に全体で発表する時間を設ける。 

・評価の視点を板書しておく。 
４ 友達からの評価をもとに、プログラム
の修正・改善を行う。 

・本時の活動を通して変容が見られた児
童を意図的に指名し、発表を行う。 

児童の操作・成果物 
【正六角形を拡大・縮小させた作品】  【拡大・縮小させた台形で模様を描いた作品】 

 

ブロックを移
動（ドラッグ）
させてプログ
ラムを組むス
ペース 

イベントの中にある
「旗がクリックされ
たとき」のブロック
を使い、プログラム
を開始する。 

キャラクターに条
件制御を行うとき
に使うブロック 

「全部消す」をプログラム
の中に組むことで、過去に
ペンで書いた線を消して
からプログラムを実行す
ることができる。 

1.4 倍の拡大図 

２倍の拡大図 「６回繰り返す」ブロ
ックを使い、正六角形
の作図をプログラムし
た。キャラクターを動
かす歩数（辺の長さ）
を一方は 50 歩、もう
一方は７0 歩にして

1.4 倍の拡大図を描く
プログラムを組んだ。 

 すべての辺の長さを
２倍にして拡大図を
描くプログラムを組
んだ。ペンの色を10ず
つ変えたり始点とな
る座標を乱数にした
りしてきれいな色合
いの作品にした。 
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令和元年・令和２・令和３年度 

岡崎市教育委員会研究委嘱 

令和３年度 

研 究 発 表 会 

岡崎市立広幡小学校 

〒 444-0066 

愛知県岡崎市広幡町11-1 

TEL  0564-21-0610 

FAX  0564-21-0717 

URL https://cms.oklab.ed.jp/el/hirohata/ 

MAIL hirohata@st.oklab.ed.jp 
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・自分の思いをもち続け、学習対象と向かい合う子供     （主体的に学ぶ子） 

・協働的な学び合いの中で、新たな価値を見つけ出す子供   （学びを深める子） 

・学びで得た新たな価値を、次の行動に活かそうとする子供   （学びを広げる子） 

 主題設定の理由        

 Society5.0と呼ばれる「超スマート社会」が到来し、AI（人工知能）やIoT

（モノのインターネット）といった科学技術の発展がもたらす、仮想空間と現実空

間を高度に融合させた夢や映画のような便利な生活が現実になろうとしている。  

 同時に、新型コロナウイルス感染症という未曾有の危機にも瀕している状況

である。こうした急激な社会や産業の変化に対応するために、働き方や生き方の

転換が叫ばれ、新たな教育改革が求められている。岡崎市においても、GIGA

スクール構想が打ち出され、iPadを効果的に利用した実践が進められている。

このことからも学校教育の更なる変革が必至のものと強く感じている。 

 新学習指導要領では、新しい時代を生きる子供たちに必要な力が、「知識及び技能」、「思考力、判断力、表現力

等」、「学びに向かう力、人間性等」の三つの柱として整理された。「主体的・対話的で深い学び」という視点に立ち、これ

ら三つの力をバランスよく育んでいけるように授業改善をしていくことが、私たちに求められている。 

 本校の子供は、児童委員会の活動に始業前から率先して取り組む姿や、チャレンジランニングやチャレンジジャンプなど

の行事前に競って練習に向かう姿など、決められたことに対しては力を惜しむことなくひ

たむきに活動することができる。次なる課題としては、活動等がよりよいものとなるように問

題点を自ら考え、磨き上げていくという点が挙げられる。これらは子供自身も認識してお

り、令和２年12月に実施した自分の行動を振り返るアクションアンケートでは、質問13の

ように勉強の必要感を強く感じてはいるが、質問21からは自分の考えがもてていないため

発表までには至らない傾向がうかがえる。 

 そこで本校では、研究主題を『自らの意思で 発見・判断・実行できる スーパーソサエティキッズの育成』、副主題を

「一人一人の子供が主体的に学び、深め、広げていく学びの在り方」と設定し、研究を進めることとした。 

 研究主題にある「自らの意思で 発見・判断・実行できる」とは、答えのない問題を解決するため、学んだ知識や技能を

実社会で汎用できる実践力といった資質・能力と捉え、「スーパーソサエティキッズ」を、変動性、不確実性、複雑性、曖

昧性の高いこれからの時代を生き抜く力をもった子供と、本校では定義した。そして、その実現に向けた、学校教育での教

師の視点が、「一人一人の子供が主体的に学び、深め、広げていく学びの在り方」であると考えた。  

 目指すスーパーソサイエティキッズ  
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 研究構想        

仮説２ 
学習対象や自分との対話、友達等

との協働的な学びを進める中で、

自分の考えを明確にもち、思考の

変容が感じられるように教師支援

をしていけば、子供は思考を深め､

学びに対する新たな価値を見つけ

ることができるであろう。 

仮説３ 
単元の終末で、子供が学びで得た

新たな価値を統合的・発展的に考

えられるよう教師支援していけば、

学びを活かし、生活や次の学習に

広げる行動に踏み出していくことが

できるであろう。 

仮説1 
子供の実態や生活経験を把握した

上で単元構想を工夫し、個の考え

をもつ場を設定すれば、子供は課

題を自分の問いとして捉え、主体

的に学習を進めていくことができる

であろう。 

目指す子供像 

 ・自分の思いをもち続け、学習対象と向かい合う子供 （主体的な子） 

 ・協働的な学び合いの中で、新たな価値を見つけ出す子供 （学びを深める子） 

 ・学びで得た新たな価値を、次の行動に活かそうとする子供 （学びを広げる子） 

研究主題 

『自らの意思で 発見・判断・実行できる スーパーソサエティキッズの育成』 
～一人一人の子供が主体的に学び，深め，広げていく学びの在り方～ 

教育委員会 研究委嘱内容 

・ 「深い学び」は、「どのような学びか」「子供

のどのような姿により実証されるか」「どの

ような指導で具現化できるか」 

・ 主体性をもち、必要性を感じながら思考・判

断し、物事を捉え直していく学習指導につ

いて 

・ 一人一人が目標をもち、自らの成長を実感

できる授業の創造と個に応じた支援 

社会的背景・社会的要請 

・ ＡＩ、ＩｏＴ等の発達による急速な時代の変

化、「超スマート社会（Society 5.0）」の到来 

・ 求められる「未知なる状況や変化に「主体的

に対処しようとする力」「他と協働して対処す

る力」「変化を前向きに受け止め、人間らし

い感性で想像する力」 

・ 新学習指導要領の完全実施 

・ ＧＩＧＡスクール構想 

広小の子供の実態 

◎学びに向かう意欲が大きい 

◎与えられたことをがんばる 

◎言われたことをきちんとやる 

△受け身な姿勢が多い 

△自分での克服が苦手 

△聞いて考えることが少ない 

△意見発表に臆してしまう 

 
学びを内側から支える 
・ＩＣＴの活用 

・対話力の強化 

・小集団学習の活用 

学びを外側から支える 
・学びの種をまく掲示の共有 

・学習成果の学年での共有 

良好な人間関係の育み 
・周囲から認めてもらう活動 

・アクションアンケートの実施 

学びや見方・考え方を
活かす 

自分と仲間の考えを比較
し、よりよい考えを判断
する 

問いを発見し、自
分の考えをもつ 
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 研究の仮説と手だて        

「Authentic」という単語には「本物の」「正真正銘の」等の意味があり、学校での毎日の授業が「深い学び＝本

物の学び」になっているかが問われるとされている。現実社会に存在する本物の事象に可能な限り近づけて学びを

デザインしていくことで、学ばれた知識・技能も本物になる。そこで、子供の既習事項や生活経験を把握し、伸びよ

うとしているどのような芽があるのかを捉え、その単元で取得もしくは働かせることができる教科の見方・考え方を明確

にした単元を構想する。  

仮説１ （主体的な姿を願って） 

 子供の実態や生活経験を把握した上で単元構想を工夫し、個の考えをもつ場を設定すれば、子供は

課題を自分の問いとして捉え、主体的に学習を進めていくことができるであろう。 

手だて① オーセンティック(真正な・本物の)な学習のための単元構想  

 対話や関わり合いを行う前に、ノートやワークシート、スクールタクトなどに個の考えを確立する時間を確保する。

子供が自分の考えを必ずもった状態にすることで、自らの変容に気付くための礎とすることができるとともに、仲間との

リアルな学び合いの必要性を感じられるきっかけとなるようにする。 

手だて② 核となる個の考えの確立 

身に付けさせたい 

単元の学びや教科の見方・考え方 

教師が捉えた 

単元前の姿 

単元を貫く課題 

単元後の生活や次の学習に 

つながっていく求める子供の姿 

ボールかごなどをどう
やって配置すると、体育
倉庫は使いやすくなるか

金属でも電気を通さない
ものがあったけど、何が
違うんだろう 

大好きなキュウリの葉っぱは、
よく見ると、ギザギザの形でや
いろんな模様があったよ 
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 思考の移り変わりが見取れる構造的な板書（カテゴライズ・思考ツールの活用）や、iPadのアプリ（Teamsや

schoolTakt等）、付箋やホワイトボードを利用して、子供が自分と仲間の考えの差異を感じたり、教師が本時の学

びや教科の見方・考え方にふれる考えをもつ子供のノートやワークシートを撮影し、発言の手助けとしたりする。  

仮説２ （深める姿を願って） 

 学習対象や自分との対話、友達等との協働的な学びを進める中で、自分の考えを明確にもち、思考

の変容が感じられるように教師支援をしていけば、子供は思考を深め、学びに対する新たな価値を見つ

けることができるであろう。 

手だて③ 思考の見える化 

 単元は本時の学習の集合体である。しかしながら、本時の振り返りが、その時間あるいは次の時間の課題設定

にとどまっている感が否めない。そこで、単元の学習内容を履修した段階で、振り返りを統合できるようにこれまでの

学習内容や振り返りを再度確認し、単元を通した振り返りを行うくことで、自らの成長を自覚（メタ認知）できるように

する 。 

手だて④ 思考の変容の自覚  

おもしろいアイデアをし
ている子は誰かな。探し
てみよう 

クラゲチャートを利用し
て、「問い」と「答え」の
関係を確認してみよう 

これまでの授業を総
括し、統合的に考え
て得た気付き 

これまでの授業を総括し、 
統合的に考えて得た気付き 

しっぽ取りを２チー
ム制から３チーム制
に変えると・・・ 

３チーム制にすると、
あまり使えなくなる作
戦も出てきそうだね 

どこをねらっ
てアタックす
れば得点でき
るかな 

相手の立っている場
所のちょうど間がい
いんじゃないかな 
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 単元のまとめの段階で、学びを活かす場面（こういう場面だったらどうする？）を教師から提示し、自分なりの見通

しを子供が伝え合う場面を設定する。そうすることで、子供は単元での学びを振り返り、その成果を他の場面でも想

起して活かすことができるようにする。  

仮説３ （広げる姿を願って） 

 単元の終末で、子供が学びで得た新たな価値を統合的・発展的に考えられるよう教師支援していけ

ば、学びを活かし、生活や次の学習に広げる行動に踏み出していくことができるであろう。  

手だて⑤ 学びを次の段階へとつなぐ支援 

【５年・算数科「整数」】 

【５年・音楽科「曲想の変化を感じ取ろう】 

仲間の考え方のよさを
実感している姿 

お土産を買う場面を提示 

生活につながる意識が
表出している姿 

４拍子の「蛍の光」と３拍子の「別れの
ワルツ」の違いを聞き比べる 

生活につながる意識が
表出している姿 
指揮を振って曲想の違
いを感じている姿 

鑑賞する際の新たな視点に気付く姿 
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【５年・家庭科「整理・整とんで快適に」】 

【６年・体育科「ボール運動（ベースボール型）】 

【１年・国語科「まとめてよぶことば」】 

上位語＝コーナー名、 

下位語＝商品と捉えて 

友達の意見を受け、 

商品を書き加える姿 

スーパーマーケットの商品を 

コーナー名で分類する場面を提示 

スーパーマーケットの配置
図に商品名を付箋で貼る 

社会科でスーパー
マーケットの学習を
した３年生も協力し
てくれたよ 

スクールタクト
で試行錯誤 

低学年の使いやすさも考慮して、仲間の
考えのよさを感じながら、自分の考えを
まとめる姿 

体育倉庫の整理・整とんを提示 

点を取るためには、
打球を飛ばす方向が
大事じゃないかな 

それなら、
一塁側をね
らって蹴っ
てみるね 

条件によって作戦を使い
分けようとする姿 

これまでの作戦を活用
できるかを思案する 

３角ベースから４角ベース
にルールを変更する 
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 校長あいさつ         

 成果と課題         

○子供の日常にある疑問や場面を捉え、教材としたことで、自ら問題を発見し解決していくという問題解決学習の

過程を能動的に進めていく子供の姿が見られるようになった。 

○スクールタクト等を用いて、仲間の考えを見える化したことで、自分の考えと比較・吟味して自らの考えを再構築

し、よりよい考えを求めようとする子供が増え、学ぶことの意義や価値を感じ取ることができた。 

○単元の学習のみならず、既習の学習や生活経験の中で得た知識・技能を交えながら気付きをもち、問題解決に

向けて試行錯誤する学びを次の段階へとつなぐ姿が多く見られた。 

△実際に子供が生活や学習に広げる行動を定着させるには価値付けを的確に行う必要性を感じた。また見取るに

は学校内だけでは難しいため、家庭との連携を図り、情報を共有していく。 

△振り返りの質の向上を図るためには、学びのキーワードとなる部分を明確に子供に提示する必要がある。また、

振り返りを行う時間の確保を十分に確保できるように、授業内でのタイムマネージメント力を高めることが大切

である。 
 

 

 

 

 

 

 

 

                 

 

   本校は、令和元年度、岡崎市教育委員会より「一人一人の子供が主体的に学び、深め、広げてい

く学習指導の在り方」の研究委嘱を受けました。そして、目指す子供「スーパーソサエティキッ

ズ」に迫るための学びの在り方を研究して参りました。研究を進める上で、広幡小の財産と市研究

委嘱校の研究成果の優れたところを参考にいたしました。特に、「教科の見方・考え方を働かせる

こと」「チーム・小集団学習」は、学びを深め、広げていくための大切な手立てになると考えてい

ます。また、岡崎版「ＧＩＧＡスクール構想」で配付されたタブレットは、単なる文房具や辞書で

はないことが分かりました。タブレットに友達の考えが表示され、それをもとに自分の意見を考え

直すことができます。また、教師は指名や展開、振り返りで生かすことができます。今までノート

を集め、座席表に記録していた作業が軽減されます。今後の授業、研究のスタイルが大きく変わる

可能性を秘めていると思います。本日の授業では、子供の姿を通し、皆様から忌憚ない御意見、御

示唆をいただければ幸いです。                                  

   最後になりましたが、熱心で的確な御指導をいただいた岡崎市教育委員会、岡崎市教科・領域指

導員の皆様に心より感謝申し上げます。 

                           岡崎市立広幡小学校 校長 柴田 昌一  
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さくら３組 算数科学習指導案 

さくら３組教室  教諭 橋本 啓子 

 

１ 単元名 ようこそ！さくら３組 占いの館へ！（５時間完了 本時 ４／５） 

 

２ 目 標 

① （１位数）＋（１位数）の繰り上がりのあるたし算の仕方やかけ算の筆算の計算の仕方，余り

のあるわり算の計算の仕方について，それぞれ理解し，その計算の結果を用いて占いをするこ

とができる。                             （知識及び技能） 

② 自分の関心のある占い屋を考え，繰り上がりのあるたし算やかけ算の筆算，余りのあるわり算

の計算について，計算の仕方を計算のきまりを基にして，考えることができる。 

                               （思考力，判断力，表現力等） 

 ③ それぞれの占い屋で占いをするための計算に，進んで取り組もうとする。   

（学びに向かう力，人間性等） 

 

３ 構 想   

 本学級は，１年生１名，３年生１名，４年生１名の言語特別支援学級である。１年Ａ児は，おしゃ

べりが大好きで人とのやりとりを好む。算数科に対しては，とても意欲的で，家庭学習で算数科の課

題が出ると，出された範囲より多くやってきたり，授業中には，数図ブロックや指で計算して「先生，

これ合っていますか」と教師を呼び，答えが合っていると嬉しそうにしたりしている。３年Ｂ児は，

「算数得意なんだよ」と教師に伝えに来るほど，算数科に対して自信をもっている。アニメ『鬼滅の

刃』が大好きで，キャラクターのついた持ち物を持ってきたり，お絵描きをしたものを，教師にプレ

ゼントしてくれたりすることもある。４年Ｃ児も，教師が「どの教科が一番好きなの？」と尋ねると

「算数」と話している。図鑑を読むことが大好きで，１時間ずっと読んでいることもある。特にお気

に入りは，鳥・動物・両生類爬虫類で，何度も繰り返し読んでいる。担任と一緒に図鑑を見ていると

きは「オオサンショウウオ」「クロサンショウウオ」と指を差しながら，生き物の名前を次々に読み上

げている。一方，気分が乗らないときには，席に座れず，教室や廊下をうろうろしたり，寝そべった

りすることもある。また，少し難しい問題を提示すると，あきらめてしまいがちで，鉛筆を持たない

ということもある。 
そこで，自分の関心のあることがはっきりしている３人の児童に，３人が好きな算数科において主

体的に学んでいけることができないかと考え，本単元を設定した。 
本単元で取り上げる「占い」は，人とのやり取りが前提となる。自分の関心のあることがはっきり

している３人の特性を活かし，一人ずつ占い屋を開くことで，習熟度が異なり，ともすれば，孤独に

なってしまう算数の時間をわくわく感のある「占い」を通して，一人一人の児童が主体的に学んでい

けるのではないかと考える。ただ，計算をするだけではなく，相手意識，また相手のために計算をし

て占いをするという目的意識が生まれ，意欲的に学習に取り組めるのではないかと思う。 

本単元では，自分の関心のあるテーマを決め，自分の占い屋を決定する。そして，０～９の数字ご

とに占いの結果を書く。どの計算で占いをするのか，どの位の数字で占いの結果を決めるのかという

のは，３人とも習熟度が異なるため，教師とそれぞれの児童で相談をして，決定する。占いのやり方

は，どの学年でも，またどんな計算でも可能なようにシンプルにする。教師や児童がお客さんとなり，

数カードを選んでもらったり，箱からカードを引いてもらったりして，計算を行い，出た位の数で占

いをする。それぞれの児童の習熟度に合わせた計算をするための計算用紙の用意と計算をするときに

活用できるようなお助けカードを準備する。 

また，占いの館を盛り上げるために，教室を飾りつけしたり，児童３人，また教師もマントやベー

ルなどの衣装や小道具を身に付けたり，雰囲気の出る音楽をＢＧＭとして流したりする。そうするこ

とにより，より占いの館を心待ちにすることができ，より楽しい雰囲気の中で活動が進められるので

はないかと考える。 

本単元の学習を通して，学年も習熟度も異なる３人の児童であるが，同じ占い館の一員として，主

体的に学んでいってほしいと願っている。 
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４ 単元計画（５時間完了） 

児童の意識 単元を通した教師の支援 

 

 

・ぼくは動物が好きだから，動物占いにしようかな。 

・鬼滅の刃占いにしようかな。 

 

 

・ぼくは，たし算で占いをするよ。 

・かけ算の筆算に挑戦するよ。 

・あまりのあるわり算のあまりの数で占いをするよ。 

 

 

・お客さんが来てくれたよ。カードを１枚選んでくだ

さい。７＋４＝11です。１は，パンダです。 

・占ってあげたら嬉しそうだったよ。もっとたくさん

の人を占ってあげたいな。 

・「いらっしゃいませ」とか，お店屋さんみたいに言

えたよ。 

 

 

・お助けカードを使わずに計算できたよ。 

・なるべく多くのお客さんを占ってあげたいから，計

算を速くできるようになりたいな。 

・マダムやお客さんからの急なリクエストにも答え

て，占いができたよ。 

 

 

・たくさんお客さんが来てくれたけど，速く間違えず

に計算できるようになったよ。 

・もっと他の計算を使って占いをしたいな。 

・児童一人一人の好きなことや興味のある

ことを占い屋にできるよう助言する。 

・０～９までの数字のある占い表に占いの

結果を記入する際に，内容の重なりがな

いように確認する。 

・児童が必要感をもって計算に取り組める

ように，演算や計算方法については助言

をしたうえで，児童自身が決めるように

促す。 

・０～９の数がなるべく均等に選ばれるよ

うに，計算カードや数字カードを用意す

る。 

・児童の習熟度に合わせた計算用紙の準備

と計算するときに活用できるようなお助

けカードを準備する。 

・児童の活動の意欲を喚起するために，衣装

や小道具を装着したり，ＢＧＭを流した

りする。 

・児童の取り組みの様子を捉え，つまずきや

すい問題や条件を変えた発展的な問題を

出題する。 

・振り返りの場面では，本時の学びを整理す

るために，授業中の児童の様子の写真を

見せたり，占いに使った計算用紙を見せ

たりする。 

・今までの授業の様子を見せたり，計算用紙

を提示したりして，単元の学びを振り返

ることができるようにする。 

・次は，どんな占い屋をどの計算でやりたい

か，誰を占いたいかを児童と相談する。 

 

 

５ 単元の学びを生活や次の学習に広げるイメージ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

どうやって占いをするのかな ① 

占いの館を開く準備をしよう ① 

さくら学級の子を呼んで占いをしよう ① 

 さくら３組 占いの館へようこそ！ ① 

占いをやってみてどうだったかな ① 

現実世界 単元の学び 

算数の計算ができるようにな

りたいけど，難しいし，何度

も練習するのは大変だな 

占いの結果を伝えたら，お客

さんが喜んでくれたし，計算

も速く正確にできるようにな

ったよ 

計算をして占う数字を決めて，

自分の好きな占い屋を開こう 

・各自の選択した計算演習の習

熟を図る。 

・筋道立てて考える。 
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６ 本時の学習指導 

（１）めざす子供の姿（主体的・深める・広げる） 

・１年Ａ児…占いの結果を伝えるために，お客さんが選んだ（１位数）＋（１位数）のたし

算を正しく計算することができる子供。（深める） 

・３年Ｂ児…占いの結果を伝えるために，お客さんが選んだ３つの数字で（２位数）×（１

位数）のかけ算の筆算を正しく計算することができる子供。（深める）  

・４年Ｃ児…占いの結果を伝えるために，お客さんが選んだあまりのあるわり算（２位数）

÷（１位数），（１位数）÷（１位数）を正しく計算することができる子供。 

（深める）           

（２）学びを深める子供を育むための手だて 

 ・１年Ａ児…数図ブロックのケースを用意しておき，10のまとまりを作る数図ブロックの操

作活動を通して，視覚的に分かるようにする。 

 ・３年Ｂ児…かけ算の筆算の手順カードを用意する。計算の途中が見える化できるように，

位をそろえて計算することができるような計算用紙を準備する。 

 ・４年Ｃ児…余りのあるわり算の計算の仕方が見える化できるように，お客さんが選ぶわり

算の問題カードに，わる数の段の九九が記入できるようにする。 

 

（３）展開 

段階 児童の活動 教師の活動 

導入 

(3) 

 

 

課題 

(5) 

 

 

 

展開 

(24) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

整理 

(13) 

１ 本時の学習課題を設定する 

・占い屋さん，楽しみだな。 

・たくさんのお客さんを占うよ。 

 

  

２ 自分の占い屋さんの紹介をする 

・私は，かけ算で鬼滅占いをします。 

・ぼくは，たし算で動物占いをしま

す。 

３ 占い屋さんを開く 

・「箱から，カードを１枚取ってくだ

さい。８＋３だから，11になりま

す。（一の位が）１なので，あなた

は『パンダ』です。」 

・「21×３＝63です。十の位の数字が

６だから，『胡蝶しのぶ』です。」 

・「18÷７＝２あまり４です。あまり

が４だから，『オオサンショウウ

オ』です。」 

・マダムやお客さんからの急なリクエ

ストにも答えることができたよ。 

 

４ 本時の振り返りをする 

 

 

 

 

 

 

 

５ 全員で片付けを行う 

・活動の意欲を喚起するために，衣装や

小道具を用意したり，ＢＧＭを流した

りする。 

   

 

・占い屋の看板を黒板に貼る。 

・それぞれのめあてを板書する。 

・お客さんを占うことができたときに

は，称賛や励ましの言葉を掛ける。 

・１年Ａ児には，数図ブロックを操作し

て，10のまとまりが作れるよう「あと

いくつで 10になるかな」と声をかけ

る。 

・３年Ｂ児の計算用紙に繰り上がった数

字を正しい位の位置に書くことができ

ているか確認する。 

・４年Ｃ児には，余りがわる数より大き

くなっていないか，問題カードに記入

したかけ算を見て，一緒に確認する。 

・占い屋さんをやっている中での伸びが

あるように，授業内での児童の様子を

見て，難易度が高い数値の組み合わせ

を意図的に与える。 

発問「今日は占い屋さんになって，どん

なことができましたか」 

・本時の学びを整理するために，授業中

の写真を見せたり，占いに使った用紙

を見せたりして，たくさんの計算をし

て，占いができたことを褒める。  

・ご褒美のシールを渡して，次への意欲

へつなげる。 

・ブロックでたし算ができました。た
くさんの先生を占えました。 

・かけ算で鬼滅占いができました。間
違えないで計算できました。 

・あまりのあるわり算で占いをしま
した。 

 
 

うらないやさんになって，おきゃくさんをうらなおう 
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（４）評価 

・１年Ａ児…占いの結果を相手に伝えるために，10の補数を意識して，数図ブロックを操作

して，正しく計算することができたか。   

・３年Ｂ児…占いの結果を相手に伝えるために，かけ算の筆算の手順に気を付けて，正しく

計算することができたか。 

・４年Ｃ児…占いの結果を相手に伝えるために，わる数の段の九九を使って計算し，余りは

わる数より小さくなっているか確認することができたか。 

（活動３の活動の様子や活動４の発表から） 

 

（５）板書計画 

 

 

 

 

 

            

 

 

うらないやさんになって，おきゃくさんを うらなおう 

 

 
３年Ｂ児 

写真 

１年Ａ児 

写真 

４年Ｃ児 

写真 
きめつうらない 

くりあがりに気

をつけてかけ算

の筆算をしよう 

位に気をつけ

て，筆算ができ

ました。まちが

えないでやれま

した。 

どうぶつうらな

い 

あといくつで 

10 になるかか

んがえてたし算

をしよう 

10 のおともだ

ちをかんがえま

した。たくさん

占えました。 

はちゅう類占い 

わる数のかけ算

をして，あまり

のあるわり算を

しよう 

あまりのあるわ

り算で占いまし

た。 
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第１学年２組 算数科学習指導案 

１の２教室  教諭 中谷 美智 

 

１ 単元名 かたちづくり（７時間完了 本時 ６／７） 

 

２ 目 標 

① 色板や棒などを使っていろいろな形が構成されていることを理解し，いろいろな形をつくるこ
とができる。                               （知識及び技能） 

② いろいろな形を構成することを通して「三角」「四角」の特徴を捉えて説明することができる。  

                             （思考力，判断力，表現力等） 

③ 色板や棒などを使っていろいろな形をつくることに興味・関心をもち，意欲的に取り組もうと
する。                         （学びに向かう力，人間性等） 

３ 構 想   

 本学級の児童は，素直で，何事にも意欲的に取り組み，自分の考えをもつことができる。また，友

達が困っていると，「どうしたの」と声をかけ，急いで教師に報告に来たり，教師が手本を示すために

絵を描くと「先生，世界一上手」と褒める発言をしたりと，優しい姿がたくさん見られる。６月の算

数科「たしざん（１）」の単元では，合併の「あわせて」を習うと，他教科の教科書にも，「あわせて」

の文字を見つけ「たしざんの言葉だね」と，関連付けていく姿が見られた。また，発表の際には，一

人では不安であるが，ペアの友達と一緒だと発表できるという児童が多かった。学期が進むに連れ，

成功体験を重ねたことで，発表にも安心して取り組めるようになってきた。一方，計算の答えを求め

ることはできるが，その過程である考え方の説明になると，順序立てて説明できず，答えのみの発表

となってしまう児童が多い。そのことから自分の考えを説明することに苦手意識を感じていることが

うかがえる。そこで，問題解決の過程を意欲的に説明できるようにしたいと考え，本単元を設定した。 

第１学年の「Ｂ 図形」の領域では，身の回りにある具体物を操作したり，その結果として構成さ

れる形に着目したりすることで，図形についての理解の基礎となる経験を豊かにする。本単元「かた

ちづくり」は，色板並べ，棒並べ，点つなぎによって図形を構成する力と，操作によってできる図形

の変化を捉える力を身に付けることをねらいとしている。また，図形の構成要素に着目するといった

数学的な見方・考え方の素地も育んでいく。辺や頂点という言葉は未習であるが，それに対応する棒

や点といった児童から発せられた言葉を大切にし，価値付けていく。具体物を操作することで，児童

は興味をもって数学的活動に取り組み，主体的に図形を構成することができる。また，図形は視覚的

に表せることから，操作の手順を言葉で説明するには適切な教材であると考える。 

本単元では，まず形に親しみながら学ぶことが重要である。そのため，「三角しかない世界になっち 

ゃった」と教室の中にあるさまざまな物を三角の形にし，環境面から児童を図形の世界に浸り込むこ

とができるようにする。 

「いろいたで いろいろな かたちを つくろう」では，個での形作りをする時間を十分に確保し，児童

がつくったお気に入りの形をカードに貼って黒板に掲示する。そして，トランプの神経衰弱のように

同じ形を見つける活動を行うことで，図形の見方の素地を養っていく。「いろいたパズルを つくろう」

では，個人で三角形の色板を組み合わせて絵を描き，色板の輪郭をなぞってパズルにする。そして，

ペアの友達がそれに当てはまるように色板を置きパズルを完成する。色板が上手く当てはめられない

児童に対しては，色板を回しながら置き方を見つける方法を取り上げ，自力解決を促す。「ぼうを つ

かって かたちを つくろう」では，棒で構成した三角や四角を基にそれを生かした絵をかく。そうす

ることで，形からイメージをふくらますことができるようにする。「てんを つないで かたちを つく

ろう」では，点のつなぎ方が直線ではなかったり，つなぐ点の位置が違ったりというつまずきが多く

見られる。そこで，教師の示した形を再現する活動を繰り返すようにする。「いろいたの うごかしか

たを せつめいしよう」では，自分がどのような手順で考えたのかを説明できるようにする。その際に，

色板を動かしている様子をタブレットで撮影し，それに合わせた説明を考える。「ずらして」「まわし

て」「ひっくり返して」とさまざまな動かし方があることを理解し，更に動かす距離や回数に着目し，

簡潔に説明できることに気付かせたい。そして，実際に生活の中にある形を見つける活動を行う。 

本単元の学習を通して，形に親しみながら，図形を構成するとともに，自分の考えを順序立てなが

ら自信をもって説明できるようになることを願っている。 
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４ 単元計画（７時間完了） 

児童の意識 単元を通した教師の支援 

 

 

・いろんな かたちが できるんだな。 

・もっと たくさん つくりたいな。 

 

 

・いろいた ２まいで しかくが できたよ。 

・いろんな ならべかたが あるね。 

 

 

・ぼうを つなげて ろけっとを つくったよ。 

・さんかくで ねこの みみに したよ。 

 

 

・せんせいと おなじ いえの かたちが つくれたよ。 

・つなぐてんを まちがえないように きをつけよう。 

 

 

 

・どうやって かたちを かえたのかな。 

・よこに ずらしたら， かたちが かわったよ。 

・ひっくりかえしても かたちが かわるんだね。 

・いろいろな うごかしかたが あることが わかった

よ。 

 

 

・ゆかには しかくい かたちが いっぱいあるね。 

・おおきな はしは，さんかくが たくさん あったの

を みたことが あるよ。 

・ロッカーは しかくだよ。 

・図形の見方の素地を養うために，個での形

作りをする時間を十分に確保し，児童が

つくったお気に入りの形を貼ったカード

で神経衰弱をする。 

・三角形の色板を組み合わせて絵を描き，色

板の輪郭をなぞってパズルにする。色板

を上手く当てはめられない児童に対して

は，色板を回しながら置き方を見つける

方法を取り上げ，自力解決を促す。 

・形からイメージをふくらますことができ

るように，棒で構成した三角や四角を基

にそれを生かした絵をかくようにする。 

・直線で点をつないでいなかったり，つなぐ

点の位置が違ったりというつまずきが多

く見られるため，教師の示した形を再現

する活動を繰り返す。 

・学習課題を明確に把握するために，紙で隠

しながら形を変え，具体的操作を通して，

どのように動かしたのかを考えられるよ

うにする。 

・思考の変容を自覚するために，タブレット

端末で撮影した動画を見て，自分の動か

し方を説明できるようにする。 

 

・学びを次の段階へとつなぐために，教師か

らこういう場面ではどうかなと写真を提

示し，身の回りの形を見つけたいという

意欲を引き出し，学校にある三角や四角

の物をタブレット端末で写真を撮り，単

元のまとめ写真集を作る。 

 

５ 単元の学びを生活や次の学習に広げるイメージ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

いろいたパズルを つくろう ① 

いろいたで いろいろな かたちを つくろう ①  

ぼうを つかって かたちを つくろう ① 

いろいたの うごかしかたを せつめいしよう ② 

（本時 2/2） 

現実世界 単元の学び 

折り紙でいろいろな形をつくる

のはたのしいな 

三角や四角がどんなところに

使われているかをもっと見つ

けてみたいな 

色板や数え棒を使って，いろ

いろな形をつくろう 

・色板や棒から三角や四角など

いろいろな形を構成する 

・図形の構成要素に着目する 

てんを つないで かたちを つくろう ① 

みのまわりにある かたちを みつけよう ① 
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６ 本時の学習指導 

（１）めざす子供の姿（主体的・深める・広げる） 

・よりよい色板の動かし方の手順を考え，説明することができる子供。（深める）             

（２）学びを深める子供を育むための手だて 

 ・図形の動かし方に合わせて，いろいろな説明ができることに迫れるように，動かす距離や

回数に着目するように伝える。 

（３）展開 

段階 児童の活動 教師の活動 

導入 

(3) 

 

 

 

課題 

(3) 

 

展開 

(27) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

整理 

(12) 

１ 前時の活動を想起する 

・色板を１枚だけ動かして，形を変え

るんだったね。 

・みんなにどうやって動かしたかを伝

えるんだったよね。 

２ 学習課題を設定する 

 

 

３ 見通しをもつ 

・色板をずらす方法があるよ。 

・色板を回す方法を見つけたよ。  

・ぱたんと色板をひっくり返す方法も

あるね。 

・○あの図形は，ずらすを使って動かし

たよ。 

４ 動画に合わせて説明する 

・どうやって説明しようかな。 

・順序よく話すことが大切だったな。 

・「ずらす」と「まわす」を使ったこ

とを説明しよう。 

５ ペアで説明し合う 

・はじめに上の色板をずらして，つぎ

に回しました。 

・わたしは、１回ひっくり返すだけで

動かせたよ。 

６ 学級全体の場で説明する 

・ずらすと，速く動かせるよ。 

・ずらして回すのとひっくり返すのは

同じ動かし方になるね。 

・動かし方がなるべく少なくなるよう

にしたいな。 

７ ○うの図形の動かし方を考える。 

・前の動かし方は，何回も動かしてい

たな。少ない回数で動かしたいな。 

８ 本時の振り返りをする 

 

 

 

   

・前時で考えた色板の動かし方を想起で

きるように「ずらす」「まわす」「ひっ

くりかえす」を確認し，前時の板書写

真を提示するとともに，前時で利用し

た掲示用色板を操作して確認する。  

・学習課題を板書する。 

 

 

発問「どのような動かし方がありました

か」 

・色板を持ち上げて動かしてはいけない

ことを確認する。 

・色板を実際に操作して考えるとよいこ

とを補説する。 

発問「どのように説明すると，伝わりや

すいですか」 

・動かし方の「まわす」「ずらす」「ひっ

くり返す」を記入するワークシートを

配布し，どのような動かし方をしたの

かが分かるようにする。 

・色板を使って，ペアで相手に伝わりや

すく説明するよう指示する。 

・図形も同じ動かし方をしているペアに

違う動かし方も考えさせるため，いろ

いろな動かし方をしているペアを紹介

する。 

・図形の動かし方に合わせて，いろいろ

な説明ができることに迫れるように，

動かす距離や回数に着目するように伝

える。 

・さまざまな動かし方から，自分がよい

と思う動かし方ができるように、前時

で撮った動画を見て，○うの図形の動か

し方を再度考えるよう指示する。 

・本時の学びを整理するために，板書を

振り返る。 

・本時の学びである「よりよい色板の動

かし方を説明することができる」こと

を確認するために，机間指導を通して

数名を指名し，振り返りを発表するよ

うに指示する。 

 

・いろんな動かし方で形をかえるこ
とができたよ。 

・少ない動かし方をみんなに説明で
きたよ。 

・他の形でもできるかやってみたい。 

いろいたの うごかしかたを せつめいしよう 
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（４）評価 

・よりよい色板の動かし方の手順を考え，説明することができたか。 

（活動５・６・７の活動の様子や活動８の記述や発表から） 

                                                

（５）板書計画 

 

 

 

ずらす まわす ひっくりかえす 

○あ   

 

             

○い  

 

うごかしかたをみつけてせつめいしよう 

 

ずらす まわす 

ひっくりかえす 

ふりかえり 

ずらしたり，まわしたり，うらがえしたりする

とかたちをかえることができる。 

まわす 

ずらす まわす 

ひっくりかえす 
ずらす まわす 

○う  
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第２学年１組 算数科学習指導案 

２の１教室  教諭 朝倉 智子 

 

１ 単元名 かけ算（１）（16時間完了 本時 16／16） 

 

２ 目 標 

① かけ算の意味を知り，一つ分の大きさのいくつ分を求めるときにかけ算を用いればよいことが
理解できる。また，かけ算の式に表したり，九九を唱えたりして，問題を解くことができる。                                          

（知識及び技能） 

② ブロック操作をもとに，かける数が 1増えると積はかけられる数だけ増えることを使って，九

九を構成することができる。                   （思考力，判断力，表現力等） 

③ 累加の簡潔な表現としての乗法のよさに気付き，身の回りから乗法で表される数量の場面を進
んでみつけようとする。                  （学びに向かう力，人間性等） 

 

３ 構 想   

 本学級の児童は，明るく元気で，仲良く助け合って生活することができる。学習においても，粘り

強く取り組める児童が多く，進んで発展問題に取り組んだり，友達に教えたりする姿も多く見かける。

算数科の学習においては，「かさ」の単元では，「スーパーで水のペットボトルを見たら２リットルっ

て書いてあったよ」と，自ら発見したことを教師に伝える児童もおり，生活の中で学びを生かそうと

する子が増えてきたことを感じた。また，「長さ」の単元の最後に，「足の大きさをはかろう」という

課題を設定すると，ものさしの端にかかとを合わせたり，インクで足型をとったりして，足の大きさ

を正確に測る方法を進んで考えようとする姿が見られた。しかし，足型のどこを測るのとよいかを考

えて分かりやすく友達に伝えることができずに，困っている様子が見られた。考えたことを適切に表

現する力の育成が課題である。 

かけ算は，本単元で初めて学習する。「第２学年の学習といえば，かけ算」と言われるほど，本単元

は児童が確実に身に付けるべき学習となっている。かけ算が用いられるのは，１つ分の大きさが同じ

で，それがいくつ分かあるときに，その全体の大きさを求める場合である。指導に当たっては，「同じ

大きさの集まり」に着目させることと，それがいくつ分あるのかをはっきり意識付けることが大切で

ある。本単元での学習内容は，第３学年の多数桁の乗法や除法の学習の素地となるものである。さら

に，かけ算はこれからの算数学習の基礎・基本になることなので，しっかりとその意味を理解するこ

とが必要である。その上で，九九の構成や暗唱に取り組めるようにすることが大切である。九九の暗

唱については，算数科の授業だけでは不十分なこともあるので，朝の会や帰りの会などの時間を利用

したり，家庭での協力を得たりするなどして，十分な習得を図っていきたい。 

本単元では，まず，児童の興味を引く遊園地の絵を提示し，乗り物に乗っている人の数を数えるよ

うにする。基準量が同じということに気付けるように，数図ブロックの操作を十分に行う。 

次に，かけ算における数学的な見方・考え方として，「基準量のいくつ分を意味するかけ算の式の

理解」と「その答えは基準量の累加で求められること」の２つを押さえていく。ここでも，指導に当

たっては数図ブロックの操作で具体的に確認しながら指導することが大切である。そして，２～５の

段の九九を覚えることができるよう，九九カードも用いながら何度も唱えていきたい。 

最後に，九九の有用性を確かめられるよう，生活の中で見かける場面を設定したい。駅で見かける

コインロッカーを提示し，ロッカーの数がいくつあるかを速く数えるためにはかけ算が便利なことに

気付かせたい。もととなる１つ分の数を何に決め，いくつ分と考えるかは個人によって異なるであろ

う。友達の考えを聞き，それぞれのよさを認め合う活動を通して，考え方の多様性，おもしろさに気

づき，数についての感覚を豊かにすることができると考える。 

 児童が経験する日常生活におけるできごとには，算数と結び付けて考えたり判断したりすることで

解決が可能になったり，その結果を適切に表現したり処理したりすることがたくさんある。このよう

な日常生活の中から見いだした算数の問題を，これまでの学習で使用してきた具体物や数，式によっ

て解決したり確かめたりする活動を経験させれば，算数を学ぶよさを実感し，主体的に算数に関わろ

うとする態度を育むことができるであろう。 

 

-123--123-



 

 

４ 単元計画（１６時間完了） 

児童の意識 単元を通した教師の支援 

 

 

・一台に何人ずつ乗っているのかな。 

・観覧車は，同じ数ずつ乗っていないよ。 

 

 

・４の３つ分のことを式で４×３と書けるんだね。 

・４×３の答えは，４＋４＋４で求められるんだ。 

・他の乗り物の人数もかけ算で表すことができるか

な。 

 

 

・同じ数があるときは，かけ算の式にすることができ

るね。 

・かけ算の答えは，たし算で求めることができるね。 

 

 

 

・４の２つ分や３つ分のことを４の２ばい，４の３ば

いと言い，４×２，４×３と書くんだね。 

 

 

 

・５の段の九九は，答えが５ずつ増えていくことを使

ってつくることができるんだね。 

・２の段の九九も，答えが２ずつ増えていくことを使

ってつくっていけばいいんだね。 

 

 

・かけ算の式は，一つ分の数のいくつ分かを考えて立

てるんだね。 

 

 

・かけ算を使えば，大きな数も数えずに出せそうだ。 

・かけ算は便利だから，身の回りのものを数えるとき

に，これからかけ算を使って数えていきたいな。 

・基準量をはっきりと意識できるよう，乗り

物をイメージした枠の上で，数図ブロッ

クの操作を行うよう指示する。 

・観覧車に乗っているのは，同じ数ずつでは

ないことを意識付けるために，数図ブロ

ックの操作を十分に行う時間を設ける。 

・かけ算の求め方は，累加で求められること

に自ら気付けるように，ブロックを正し

く操作できているかを確かめる。 

・１つ分の数（cm）を確かめながら立式がで

きるよう，長さのときもかけ算の式がで

きることを伝える。 

・教科書の写真を参考に，身の回りからかけ

算の式で表せるものを見つけて，発表を

促す。 

・「～の〇倍」のように，基準量と組み合わ

せて「倍」という用語を用いることを大切

にする。 

・「何のいくつ分」が理解しにくい児童には，

イメージしやすいように絵をかくことを

促す。 

・５人乗りのジェットコースターの絵を見

せながら，ブロックの操作を促し，正しく

立式できているかを確認する。 

・九九の暗唱練習は，はじめに一斉に唱える

場を設定し，次第にグループや個別に唱

えるよう促していく。 

・習熟を図るために，九九カードを使った練

習を促す。 

・根拠をもって立式できるようにするため

に，１つ分の数を，ブロックを使って考え

るよう助言する。 

・日常生活から見出した問題をこれまでの

学習によって解決し，算数を学ぶよさを

実感できるよう，コインロッカーの数を

求める問題を提示する。 

５ 単元の学びを生活や次の学習に広げるイメージ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

同じ数のいくつ分かで数をあらわそう ① 

のりものにのっている人の数をしらべよう ① 

かけ算のしきにかいて答えをもとめよう ① 

コインロッカーの数をかけ算でもとめよう ① 

５のだん，２のだん，３のだん， 

４のだんの九九をおぼえよう ⑨ 

現実世界 単元の学び 

たくさんのものを数えると

き，たし算を何回もしないと

いけなくて困るな 

身の回りには，同じ個数のも

のの集まりが多くある。かけ

算を日常生活で活かしていき

たいな 

かけ算九九を理解して，式に書

いたり，九九の構成ができたり

するようになろう 

・かける数が１増えるとかけられ

る数だけ答えが増える 

・２つ分のことを２ばいとも言う 

・基準量のいくつ分という見方 

 

１つ分は何かを考えてかけ算のしきをつくろう ② 

何ばいになるかを考えて， 

かけ算のしきにかいてもとめよう ① 
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６ 本時の学習指導 

（１）めざす子供の姿（主体的・深める・広げる） 

・生活の中から乗法を使うと便利な場面に着目し，乗法の式を使って求めることができる子 

供。（広げる）  

（２）学びを広げる子供を育むための手だて 

 ・身の回りには，乗法を使える場面が多くあり，乗法を用いることで個数を速く求められる

ことに気付くことができるように，大きさの混じったコインロッカーを提示して，ロッカ

ーの数を尋ねる。 

（３）展開 

段階 児童の活動 教師の活動 

導入 

(3) 

 

 

課題 

(2) 

 

 

展開 

(30) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

整理 

(10) 

１ 問題場面を把握する 

大・中・小が混じったコインロッカ

ーがあるね。いくつのロッカーがある

んだろう。 

２ 本時の学習課題を設定する 

 

 

 

３ 見通しをもつ 

・いろんな大きさがあるから，九九が

使えるのかな。  

・大きさ別に数えるといいな。 

・大中小をセットにして数えたら，か

け算が使えそうだ。 

４ 自力解決をする 

・スクールタクトの図を用いて，式を

考える 

５ 集団解決をする 

（１）式を発表する。 

・小さいロッカーと混在したロッカー

を別々に求める 

 ３×５＋３×９ 

・３個のまとまりが 14個分あるか 

 ら ３×14  

（２）それぞれの考え方について話し

合い，混在しているロッカーの基準

量をどこにしたかを明確にする。 

・たての３個（基準量）×よこ９列 

・横９個（基準量）×たて３列 

６ 本時の振り返りをする 

 

 

 

   

・教室の児童用ロッカーの数を，かけ算

で考えた経験を振り返る。 

・問題場面が把握しやすいように，コイ

ンロッカーの写真を提示する。 

発問「この写真のコインロッカーの数は

いくつあるのかな」 

 

 

発問「ロッカーの数はどのように求める

ことができそうですか」 

・かけ算が使えそうかを尋ねる。 

発問「かけ算を使うために，どのように

まとまりを考えればよいですか」 

・ロッカーの図が書かれたスクールタク

トを配付し，基準量を〇で囲みながら

式を書くように指示する。 

・自力解決の時間を５分と伝える。 

・２つ目の考え方に挑戦している児童を

見つけ，称賛する。 

・互いの考え方が分かるように，スクー

ルタクトを共同閲覧モードにする。 

・同じ式でも基準となるロッカーの場所

が異なることに留意し，分類して板書

する。 

発問「まとまりをどこにして，かけ算の

式をたてたのかな」 

・黒板に貼った図にペンでまとまりを書

き込みながら，基準量を明確にする。 

・多様な考え方で式を立てることができ

たことを称賛する。 

・本時の学びである「かけ算は日常生活

のいろいろな場面で活用することがで

きる」ことを確認するために，机間指

導を通して数名を指名し，振り返りを

発表するように指示する。 

 

（４）評価 
・乗法の意味を同じ数のいくつ分かだと理解し，自分で見つけたまとまりを基準量として適
切な式を立て，ロッカーの数を調べることができたか。 

                          （活動５・６の記述や発表から） 

・１まとまりの見方は，人によってち
がうんだな。 

・大きさの違うものでもまとまりを
作ることができ，かけ算にできる。 

・身の回りにも，かけ算を使えそうな
場面がいっぱいありそうだ。 

コインロッカーは 全部でいくつあるのかな 
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（５）板書計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【提示するコインロッカーの図】 

 

            

            

   

         

   

   

 

コインロッカーは ぜんぶで いくつ あるのかな コインロッカ

ーの写真 

図 図 

横の列を１まと 

まりと考えて 

３×５＝15 

９×３＝27 

15＋27＝42 

縦の列を１まと 

まりと考えて 

５×３＝15 

３×９＝27 

15＋27＝42 

３こずつのまと

まりを作って 

３×14＝42 

（３×９＝27

に３を順に足

して） 

図 
ふりかえり 

・１まとまりの見方

は，人によってち

がうんだな。 

・大きさがちがうも

のでも，かけ算に

できる。 

・ほかにもかけ算で

やったほうが速

いものがあった

ら，やってみたい

な。 
大きさのちがうまとまりも

かけ算にできるのかな 

大きさ別に分け

て 

３×５＝15 

9＋9＋9＝27 

15＋27＝42 

 

図 
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第４学年３組・さくら６組 算数科学習指導案 

４の３教室  教諭 加藤 良彦 教諭 佐藤 雄太 

 

１ 単元名 割合（６時間完了 本時 ５／６） 

 

２ 目 標 

① 簡単な場合について，ある２つの数量の関係と別の２つの数量の関係とを比べる際に，割合が

用いられることを理解することができる。                （知識及び技能） 

② 日常の事象における２つの数量の関係に着目し，割合を利用して比べて考察することができる。  

                                   （思考力，判断力，表現力等） 

③ 割合を利用して，２つの数量の関係を比較しようとする。   （学びに向かう力，人間性等） 

 

３ 構 想   

 本学級の児童は，発想力が豊かでさまざまな気付きをもつことができる。授業中の発言が活発であ

ることはもちろんのこと，教師が何も言わずとも交流学級の仲間を誘いに行ったり，進んで荷物を持

ったりして，よかれと判断したことを積極的に行動に移せる。また，肢体不自由学級に所属するＡ児

は，配付物を進んで配ったり，給食でのストロー当番を行ったりして，自分の役割を見つけ，率先し

て活動している。算数科の授業では，既習事項とのつながりを教師が尋ねると，「３年生でやった覚え

がある」「そうそう，そうだった」と想起することはできる。既習事項とのつながりを自ら関連付けて

考える力を更に伸ばしていきたい。算数科は系統性を大切にする教科であり，数学的な見方・考え方

を働かすことで，新たな課題に対しても解決の着眼点をもつことができる。そこで，学びの関連性を

意識できる児童を育成したいと考え，本単元を設定した。 

本単元を通して割合を用いて２つの数量関係を比較する方法を学習する。学習指導要領の改訂によ

り，これまで５年生からの学習内容であった割合を，簡単な場合については４年生から扱うようにな

った。２つの数量関係と別の２つの数量関係を，差を用いて比べることは既習である。割合は単位量

あたりの大きさの学習や速さの学習，帯グラフや円グラフなど，５年生の算数科の主な学習の核とな

る内容であり，数学的な見方・考え方である単位の考えや関数の考えを働かせることができるため，

本単元は学びのつながりの重要性を児童自らが感じられる適切な教材であると考える。 

単元の導入では，買い物場面で目にする季節による野菜の値段を扱う。３年社会科「店ではたらく

人」の学習からもつながる内容である。差で比べると違いの出ない２数の関係を，割合を通して比較

することで，その必要性を感じられるようにする。また，児童がつまずきやすい基準量と比較量の判

別について図の位置関係で理解できるように関係図のかき方を示範していく。次に，割合での比較の

仕方の定着をねらいとして，４種類の２つの数量関係を比較する授業を行う。十分に個人追究する時

間を確保し，ノートへの記述を写真で撮影してスクールタクトに挙げるようにすることで，個の考え

を確立できるようにする。動物の成長率を比較する授業では，割合を求める（第１用法）だけではな

く，比較量（第２用法）や基準量（第３用法）を求めるようにする。複数の数値が混在することか

ら，児童が３つの用法を的確に区別するには難しさがあるため，計算の習熟のみを重視するのではな

く，割合，基準量，比較量のいずれを求めるかを正しく理解できるようにしたい。そのため，数値だ

けではなく，問題文の言葉を関係図に示していくとよいことを説明として補うようにする。「３つの

建物の高さの関係を考える」問題では，二段階の演算を一段階で行う「まとめて何倍になるかを考え

る方法」のよさを実感できるように，「順に考えていく方法」と「まとめて考えていく方法」を並列

に板書し，共通点と相違点を問うことで，計算の手順が簡潔になるよさに気付けるようにする。単元

の学びを生活や次の学習に広げる「ペットボトルの種類はどうして増えたのかな」の学習では，ペッ

トボトルの内容量は２倍になっているが，値段が２倍になっていないという気付きを基にして，身の

回りの数値に着目できるようにする。児童が根拠を明確にもって判断できるように，自分だったらど

のサイズを購入するかを授業の前半と後半に尋ね，考えの変容とともに対話的な学びの価値を感じら

れるようにする。単元の終末では，児童の学びの調整力を育むために，児童自身の毎時間の振り返り

の記述や教室掲示を基に単元全体を振り返り，本単元の学びを作文としてまとめる。 

本単元の学習を通して，簡単な割合について理解するともに，数値や数値同士の関係に着目する

と，算数が生活に活かされていることを感じられる児童を育成していきたい。 
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４ 単元計画（６時間完了） 

児童の意識 単元を通した教師の支援 

 

 

・どちらも同じ 100 円の値上がりだよ。 

・キュウリは３倍，レタスは２倍の値上がりだね。 

・関係が分かりやすいから関係図って言うんだね。 

 

 

・元のゴムの長さをそろえればいいのかな。 

・どのゴムも元の長さを１として考えて比べればい

いね。 

・長いゴムひもほどよく伸びるわけではないんだね。 

 

 

・何倍か（割合）を求めるには，わり算を使うね。  

・基になる量を求めるにも，わり算をするよ。 

 

 

・１つずつ順番に高さを求めればいいね。 

・何倍になるかをまとめてみると，計算が少なくなっ

て便利だよ。 

 

 

・なぜペットボトルのサイズに新しく 350ｍＬと 700

ｍＬが増えたのかな。 

・買う人のいろいろな立場を考えて，数値を決めてい

ることが分かったよ。 

 

 

・割合を使うと２つの数量の比べ方が増えるね。 

・２つの数量の関係を割合で読み取ると，生活の中で

役立つね。 

・３年社会科での学習や，生活に即した買い

物場面で単元の導入を行う。 

・割合を基にした２つの数量の関係の比べ

方があることに気付けるように，基準量

を補足する形で提示する。 

・図の位置関係で基準量と比較量を意識で

きるように，関係図のかき方を示範する。 

・個の考えを確立できるように，十分に個人

追究する時間を確保する。 

・ノートへの記述を写真で撮影しスクール

タクトに挙げるように指示する。 

・割合，基準量，比較量のいずれを求めるか

を正しく理解できるように，数値だけで

はなく，問題文の言葉を関係図に示して

いくとよいことを補説する。 

・二段階の演算を一段階で行う「まとめて何

倍になるかを考える方法」のよさである

計算の手順を節約できることを実感でき

るように，「順に考えていく方法」と並列

に板書した上で，共通点と相違点を問う。 

・身の回りの数値に着目できるようにする

ために，内容量は２倍になっているが，値

段が２倍になっていないといった気付き

を基にして，その理由をオープンエンド

で考える学習課題を提示する。  

・根拠を明確にもって判断できるように，自

分だったらどのサイズを購入するかを授

業の前半と後半に尋ねる。 

・児童の学びの調整力を育むために，単元全

体を児童自身の振り返りの記述や教室掲

示を基に確認し，単元の学びを作文とし

てまとめるよう指示する。 

 

５ 単元の学びを生活や次の学習に広げるイメージ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

いちばんよくのびるゴムひもはどれかな ① 

どちらの野菜がお得に買えるかな ① 

動物の親と子供の大きさを比べてみよう ① 

ペットボトルの種類はどうして増えたのかな ① 

３つの建物の高さの関係を考えよう ① 

現実世界 単元の学び 

たくさんの数値が出てくると

頭の中で整理ができないな 

数値や数値同士の関係を見て

いくと，割合が生活に役立っ

ていることが分かるよ 

２つの数量の関係を○倍（か

け算）で比べてみよう 

・一方の数を１として，他方の

数との関係を考える（割合） 

・関係図を用いて，２つの数量

の関係を正しく捉える 

割合の学びをまとめよう ① 
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６ 本時の学習指導 

（１）めざす子供の姿（主体的・深める・広げる） 

・２つの数量の関係に着目して，割合を生活場面に活かそうとする子供。（広げる）             

（２）学びを広げる子供を育むための手だて 

 ・２つの数量からさまざまな関係を見いだすことができるように，４種類のサイズのペット

ボトルが陳列されている売り場の写真を提示する。 

（３）展開                   ※教師の活動は，直体がＴ１，斜体がＴ２を示す 

段階 児童の活動 教師の活動 

導入 

(3) 

 

 

課題 

(3) 

 

展開 

(27) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

整理 

(12) 

１ 問題場面を把握する 

・こんなにも種類があるんだね。 

・350mL と 700mL はあまり見たことがな

いよ。 

２ 本時の学習課題を設定する 

 

 

３ 自分の考えとその根拠を示す 

    ２倍       ３倍 

350mL → 700mL 500mL →   1.5L  

  74 円 →   98 円   84 円 → 168 円 

   □倍       ２倍 

・350mL と 700mL は２倍，500mL と 1.5L

は３倍の関係になっているよ。  

・量は３倍なのに，値段は２倍だから

1.5L の方がお得だね。 

・どれを買うのがいいか迷うね。 

４ チームで多様な考えを知る 

・私の家は家族で飲むから 1.5L を買う

ことが多いよ。 

・お得ではない 350mL をわざわざ買う

人はいるのかな。 

５ 全体追究をする 

・売られているお店の種類が違うの

は，きっと意味があるんだよね。 

・自動販売機で買うのは外で飲むとき

で，スーパーは家で飲むときだね。 

・炭酸が抜けたらおいしくないもんね。

飲み切れる量に関係あるかも。 

・700mL は飲み切りに丁度よい二人分と

いうことかな。 

６ 本時の振り返りをする 

 

 

 

   

・児童の興味を引くように，ペットボトル

を 500mL→1.5L→350mL→700mL の順に一

つずつ実物を提示する。 

・４種類のサイズのペットボトルが陳列さ

れている売り場の写真を提示する。 

 

 

発問「どのサイズを選んで買いますか」 

・どのサイズを選ぶかを四択で尋ね，学級
全体の意識を把握する。 

・選んだサイズとその理由をノートに書

き，それを写真に撮りスクールタクトに

アップするように指示する。 

・自分の考えがまとまらない児童には，数

量の関係を捉えられるように，関係図を

かくことを助言する。 

・多様な考えに触れられるよう，個の考え
を把握し，チーム編成に生かす。 

・自分なりの根拠を明確にして伝えること

ができている児童を称賛する。 

・350mL の必要性に疑問が生まれたタイミン

グで，「500mL はコンビニエンスストアや自

動販売機で，350mL はスーパーマーケット

で売られているのはなぜかな」と問う。 

・生活経験に照らし合わせて考えている児
童を称賛する。 

・自分の考えの変容を自覚できるように，

再度どのサイズを選ぶかを四択で尋ねる

とともに，ワークシートに現在の考えに

至った根拠を記入するように指示する。 

・本時の学びを整理するために，教師が板

書を振り返り，児童にペットボトルのサ

イズがどうして増えたのかの自分の考え

を振り返りに書くよう指示する。 

・本時の学びである「２つの数量の関係や

数値そのものに着目するよさ」に気付く

ことができた児童を数名指名し，振り返

りを発表するように指示する。 

（４）評価 

・割合を基にして，２つの数量からさまざまな関係を見いだし，今後の買い物場面に活かそ

うと考えることができたか。             （活動５・６の記述や発表から）                                                

・商品はお客のことを考えて作られて
いることが数値からも分かった。 

・買い物で商品を選ぶときには，サイ
ズや値段の関係に注目すると，お得
なことがありそう。 

ペットボトルの種類はどうして増えたのかな 
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（５）板書計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ペットボトルの種類はどうして増えたのかな 

350mL：74 円 500mL：84 円 

700mL：98 円 1.5L：168 円 

・こんなにも種類があるんだね。 

・350mL と 700mL はあまり見たこ

とがないよ。 

【どれを買うかな？】 

350mL：○人 500mL：○人 700mL：○人 1.5L：○人 

    ↪□人   ↪□人   ↪□人   ↪□人 

【理由】 

・350mL と 700mL は２倍，500mL と

1.5L は３倍の関係になっている。  

・量は３倍なのに，値段は２倍だか

ら 1.5L の方がお得。 

・どれを買うか迷う。 

【売る場所が違うのはなぜ】 

・自動販売機は外で，スーパーは

家で飲むとき。 

・炭酸が抜けたらおいしくない。

→飲み切れる量に関係あるかも 

・700mL は飲み切りの二人分とい

うことかな。 

【振り返り】 

・２数の関係から，商品はいろいろと考えられていることが分かった。 

・買い物で商品を選ぶときには，サイズや値段に注目したい。 

    ２倍       ３倍 

350mL → 700mL 500mL →   1.5L  

  74 円 →   98 円   84 円 →  168 円 

   □倍       ２倍 
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７ さくら６組Ａ児に対する対応・支援 

 （１）Ａ児の様子 

Ａ児は難病にかかっており，進行すると体を動かす筋肉が固くなってしまう。この難病を悪化させ

ないために，無理に体を動かさないことや怪我をしないこと，体に負担をかけないことが必要になる。 

 体に負担をかけないために，角度を変えることができる机や背もたれにクッション材が取り付けら

れた椅子を使用して，通常の学級の児童と同じように学習に取り組んでいる。 

現在，手を真上に挙げることができなかったり，午後になるとお腹が圧迫されて体調を崩したりす

る。体調を崩したときには，1 時間程度体を休めることで，体調が少し回復する。 

Ａ児が安心して学習に取り組むことはもちろんのこと，関わりの中で多様な考え方があることを知

って，集団で学ぶことの楽しさをより一層感じてほしい。 

 

 （２）本時におけるＡ児への支援     ※教師の活動は★がＡ児に対する支援，・が全体に対する支援 

段階 Ａ児の活動 教師の活動 

導入 

(3) 

 

 

課題 

(3) 

 

展開 

(27) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

整理 

(12) 

１ 問題場面を把握する 

・こんなにも種類があるんだね。 

・350mL と 700mL はあまり見たことがな

いよ。 

２ 本時の学習課題を設定する 

 

 

３ 自分の考えとその根拠を示す 

    ２倍       ３倍 

350mL → 700mL 500mL →   1.5L  

  74 円 →   98 円   84 円 → 168 円 

   □倍       ２倍 

・350mL と 700mL は２倍，500mL と 1.5L

は３倍の関係になっているよ。  

・量は３倍なのに，値段は２倍だから

1.5L の方がお得だね。 

・どれを買うのがいいか迷うね。 

４ チームで多様な考えを知る 

・私の家は家族で飲むから 1.5L を買う

ことが多いよ。 

・お得ではない 350mL をわざわざ買う

人はいるのかな。 

５ 全体追究をする 

・売られているお店の種類が違うの

は，きっと意味があるんだよね。 

・自動販売機で買うのは外で飲むとき

で，スーパーは家で飲むときだね。 

・炭酸が抜けたらおいしくないもんね。

飲み切れる量に関係あるかも。 

・700mL は飲み切りに丁度よい二人分と

いうことかな。 

６ 本時の振り返りをする 

 

 

 

   

★Ａ児の真横に付き，Ａ児が怪我なく学習

に取り組むことができるようにする。 

★席や椅子を内側に向け，ペットボトルや

写真が見えるようにする。 

 

 

 

★机の角度を変えて傾斜をつけることで，

お腹を圧迫するのを防いだり，自分の考

えとその根拠をノートに書きやすくした

りする。 

・自分の考えがまとまらない児童には，数

量の関係を捉えられるように，関係図を

かくことを助言する。 

・多様な考えに触れられるよう，個の考え

を把握し，チーム編成に生かす。 

・自分なりの根拠を明確にして伝えること

ができている児童を称賛する。 

★机や椅子の移動，フェイスシールドの着

用の補助を行い，円滑にチームでの学習

に取り組めるようにする。 

★チーム内で発表するときは，声の大きさ

を意識させたり，教師がＡ児の言葉をそ

のまま伝えたりすることで，Ａ児の意見

が関わりの中で生かされるようにする。 

★全体の前で発表するときは，手を挙げて

黒板に字や関係図をかくことが難しいの

で，ホワイトボードに記述させ，それを

黒板に貼るようにする。 

・生活経験に照らし合わせて考えている児

童を称賛する。 

★考えを伝える場，考えを記す場，それぞ

れの場合に合わせて，Ａ児に確認を取り

ながら，机の角度を変える。 

・ペットボトルのサイズがどうして増えた

のかの自分の考えを振り返りに書いてい

る児童を称賛する。 
 

・商品はお客のことを考えて作られて
いることが数値からも分かった。 

・買い物で商品を選ぶときには，サイ
ズや値段の関係に注目すると，お得
なことがありそう。 

ペットボトルの種類はどうして増えたのかな 
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第６学年３組 算数科学習指導案 

 ６の３教室  教諭 里見 涼多 

 

１ 単元名 場合を順序よく整理して（10時間完了 本時 ８/10） 

 

２ 目 標 

① 組み合わせや並び方を順序よく整理することができる。また，落ちや重なりのないように調べ
るためには，観点を決めたり，図や表を工夫したりして調べればよいことを理解することがで

きる。                               （知識及び技能） 

② 組み合わせや並べ方を順序よく整理し，落ちや重なりのないように調べる方法を考えること
ができる。また，全ての場合のうち，条件に合うものを考え，判断することができる。        

（思考力，判断力，表現力等） 

③ 落ちや重なりのないように調べることの重要性に気付き，観点を決めたり，図や表を工夫し 

たりして順序よく整理しようとする。             （学びに向かう力，人間性等） 

 

３ 構 想   

 本学級の児童は，一人一人が深く考え，それを小集団で話し合うことでよりよい考えをつくりだそ

うとすることができる。教科での学習に関してだけでなく，学級をより盛り上げるために行っている

「会社活動」でも，そういった姿がよく見られる。１学期末には，さまざまなグループがレクリエー

ションを企画・運営を行った。どのグループも真剣に内容を考え，一生懸命準備をしていた。しかし，

その様子を見ていると，誰かの案を採用し，それに肉付けをしていく方法で企画をしているようであ

る。そのため，明らかに違う方法がよいのではないか，この状況であったら別のやり方に切り替えた

らよいのではないかなど，批判的な思考力の必要性を感じることがある。あまり上手くいかないであ

ろう案を含めて，いくつかの案を比較・検討することで，会社活動に限らずさまざまな活動がより充

実したものに改善する姿につながるのではないかと考え，本単元を設定した。 

本単元では，起こり得る全ての場合を適切な観点から分類・整理して，順序よく列挙できるように

することをねらいとしている。思いつくままに列挙していたのでは落ちや重なりが生じるような順序

や組み合わせなどの事象について，数学的な見方・考え方を働かせて規則に従って正しく並べたり，

整理して見やすくしたりして，誤りなく全ての場合を明らかにすることが重要である。考え得る全て

の場合を挙げ，その中から自分に合うものを選ぶことで，いくつかの選択肢を用意でき，よりよい結

果が得られることを実感できると考える。 

「場合の数の調べ方」では，まず修学旅行のお土産を買う場面を想定する。おこづかいが決まってい

るため全てのお土産を買うことは不可能であり，欲しい物の中から選ぶ必要があることから，どんな

組み合わせがあるのか調べる必要性を感じられるようにする。その際，児童がただ闇雲に考えるので

はなく、数学的な見方・考え方を働かせられるよう、全ての場合について落ちがないように調べるに

はどうしたらよいかを問い，個人追究を行う。表や図にかいて調べている児童の考えを取り上げるこ

とで，順序立てて整理することのよさを感じられるようにする。次に，修学旅行の班別行動で奈良公

園を周る際，４つのチェックポイントから３つを選んで通らなければいけないことを伝え，どんな選

び方，順番がありそうかを考えるようにする。４つの中から３つを選ぶということは，１つを選ばな

いことと同じであることに気が付くように，表を複数用意し，そこに意図的に指名した児童の考えを

書き込んで見比べるようにする。３つのチェックポイントを周る順番を考える際は，これまでにも図

や表を使って整理してきたことからその必要性を再確認し，樹形図を用いて考えている児童の意見を

取り上げ，紹介する。「いろいろな場合を考えて」では，修学旅行で行く奈良公園の地図を示し，どん

なコースで見学していくかを考えていく。児童は昨今の状況からこの１，２年間あまり遠出をしてい

なかったり，そもそも旅行の経験に乏しかったりするので，最短距離のコースを考えようとするので

はないかと考えられる。そこで，奈良公園の見学で楽しみなことを尋ねたり，担任が下見で撮影した

奈良公園の写真や映像を見せたりすることで，児童は多様な見方・考え方を働かせてコースを考え，

自分や自分の班に最適なコースを判断することができるだろう。 

いろいろな組み合わせや並び方が挙がった上で自分の目的に合ったものを選ぶことで，複数の選択

肢があることのよさを実感し，今後の生活に役立てられることを願っている。 
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４ 単元計画（10時間完了） 

児童の意識 単元を通した教師の支援 
 
 

・しょっぱいものと甘いものを組み合わせよう。 
・他にも組み合わせはないのかな。 
・図や表を使って整理すると，分かりやすいね。 

 
 

・チェックポイントの選び方は何種類あるのかな。 
・４か所のチェックポイントのうち行く場所を３か
所選ぶのは，行かない場所を１か所選ぶことと同じ
なんだね。 
 
 

・どうすれば，通る順番を落ちなく調べられるかな。 
・今回も表にまとめて考えてみよう。 
・順番を確かめるときは，樹形図を使うと分かりやす
いね。 

・表にまとめれば，全部の組み合わせを間違いなく確
かめることができるね。 

・順番を考えるときは，樹形図が便利だったよね。 
 
 
・見学やおみやげを買う時間も考えないといけない
んじゃないかな。 

・移動時間が短いコースと，いろんなところを見られ
るコースがあるね。 

・たくさんのコースがあると，自分に合ったものを選
べていいね。 

 
 
・大仏プリンと八つ橋，何個ずつ買えばいいのかな。 
・重なっている部分を考えると，わかりやすいね。 
 
 
・組み合わせや順番を考えると，自分に一番合ったも
のを選べるね。 

・学習の必要性を児童が考えられるよう，
本時だけでなく単元全体を通して修学旅
行について考えていくことを伝える。 

・順序立てて整理することのよさを実感で
きるように，スクールタクトの共同閲覧
モードを用いてお互いの考えを確かめ合
うように指示をして，誰の考え方が分か
りやすいかを尋ねる。 

・活動で表を使えるように，前時で学習し
た表の使い方について振り返るよう助言
する。 

・本時の学びに迫れるように，「行く場所を
選ぶのではなく，行かない場所を選ぶこ
とで簡単に求められる」ことに気が付い
た児童を称賛し，表を比べて確認をする。 

・順序立てて整理しようとすることができ
るように，これまでの学習を振り返り，図
や表を使って整理するとよいことを確か
める。 

・思考の変容を自覚できるよう，第４時ま
で 
の学習を振り返り，練習問題を解きなが
ら順序立てて整理することについて学ん
だことを確認する。 

・これまでの学習を生活に活かすことがで
きるように，「修学旅行での奈良公園見学
の予定を考える」場面を設定する。 

・個の考えが確立できるよう，「奈良公園の
見学で楽しみなこと」を尋ねることでコ
ースを考えるための観点を示す。 

・移動時間のみに考えが偏らないよう，教
員がおすすめするポイントを複数いれた
奈良公園の地図を配付する。 

・さまざまなコースを考えるよさが感じら
れるよう，意図的に指名，発表させる。 

・これまでの学びを自覚できるように，単
元を振り返り，作文を書くようにする。 

・本単元の学びが今後の生活に繫がってい
くよう，組み合わせや順番を考えるよさ
を改めて尋ねる。 

５ 単元の学びを生活や次の学習に広げるイメージ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

チェックポイントの選び方について考えよう ① 

おみやげの買い方を考えよう ① 

チェックポイントを通る順番について考えよう ② 

班別活動のコースを考えよう ③（本時 3/3） 

これまでの学習を振り返ろう ① 

現実世界 単元の学び 

修学旅行ではどんなところを

見学して，おみやげに何を買

おうかな 

組み合わせや順番を考える

と，自分にとって一番よいも

のを選べられるんだね 

組み合わせを考えて，修学旅

行をよりよくしよう 

・図や表を工夫し，組み合わせ

や並び方を順序よく整理する 

・解決の過程や結果を批判的に

考察する 

おみやげの買い方を考えよう ① 

これまでの学習をまとめよう ① 
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６ 本時の学習指導 

（１）めざす子供の姿（主体的・深める・広げる） 

・移動時間や距離だけではなく，滞在時間や見所など新たな観点も加えながら自分に合った

選択ができる子供。（広げる） 

（２）学びを広げる子供を育むための手だて 

 ・これまでの学習を生活に活かそうとすることができるように，「修学旅行での奈良公園見学

の予定を考える」場面を設定する。 

（３）展開 

段階 児童の活動 教師の活動 

導入 

(6) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

課題 

(2) 

 

展開 

(27) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

整理 

(10) 

 

 

 

 

 

 

１ 見学でしたいことを伝え合う 

・鹿にせんべいをあげたい。 

・おみやげを買いたい。 

・戒壇院の千手堂は今しか見られない

から，じっくりと見学したい。 

２ 問題場面を把握する 

・奈良公園って，こんなにたくさん建

物があるんだ。 

・いろいろなところにお寺やお店があ

るから，どうやって周るか悩むな。 

・戒壇院から二月堂までこの道で行く

と、何分かかるんだろう。 

３ 本時の学習課題を設定する 

 

 

４ 個人追究をする 

・時間が分からないと，行程表をつく

ることができないよ。 

・戒壇院から二月堂までは，４つぐら

い道があるよ。 

５ チームで話し合う 

・こっちのコースなら，10分で二月堂

まで行くことができるよ。 

・おみやげを買う時間は，本当にこれ

で足りるのかな。 

６ 学級全体で考えを伝え合う 

・わたしはいろいろな建物を見たいの

で，このコースにしました。 

・おみやげをゆっくり選びたいから移

動時間の短いコースを考えました。 

・戒壇院の千手堂は今しか見られない

ので時間をたくさんとって，二月堂

を見る時間は少しにします。 

７ 本時の振り返りをする 

 

 

 

 

   

・個の考えが確立できるよう，「奈良公園

の見学で楽しみなこと」を尋ね，コース

を考えるための観点を板書する。 

発問「奈良公園の班別活動で，楽しみなこ

とは何ですか」 

・問題場面が把握しやすいように，奈良公

園の観光ポイントなどがかかれた地図を

配付する。 

・今までの学びで得た考え方を使って修学

旅行の計画を立てられるよう，「戒壇

院，二月堂，春日大社を見学し，南大門

へ向かうとしたら，どんなコースで行き

たいですか」と尋ねる。 

 

 

・時間が分からないという意見を取り上

げ、地図上での１cmあたりを移動する

のにかかる時間を伝える。 

・主要な道にしぼって考えている児童を取

り上げ，全体で協議するようにする。 

・話し合いが活発になるように、それぞれ

のチームがどんな観点でコースを決める

のか尋ねる。 

・集団解決の場面で意図的な指名ができる

よう，机間指導やスクールタクトで児童

の考えを把握する。  

・さまざまなコースが考えられることを実

感できるよう，移動時間，見学箇所，お

みやげを買う時間など，異なる観点で考

えた児童を意図的に指名する。 

・それぞれのよさが実感できるように，自

分はどのコースがよいか，なぜそう思う

のかを尋ねる。 

・本時の学びを整理するために板書を振り

返り，本時の感想と課題についての振り

返りを書くように指示する。 

・本時の学びである「出発地と目的地が同

じでも，目的に応じてさまざまなコース

が考えられる」ことを確認するために，

机間指導を通して数名を指名し，振り返

りを発表するように指示する。 

・戒壇院から二月堂に行くのに，こん
なにたくさんのコースがあってお
どろいた。 

・最初は一番短いコースを選ぼうと
思ったけど，〇〇さんの意見を聞
いて，いろいろなものが見られる
コースもいいなと思った。 

班別活動のコースを考えよう 
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（４）評価 

・さまざまなコースを考え，全ての選択肢の中から自分のしたいことに合ったコースを選ぼ

うとすることができたか。            （活動４・５・６の記述や発表から） 

 

（５）板書計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

班別活動のコースを考えよう 

見学で楽しみなこと 

・鹿 

  せんべい 

・おみやげ 

  ならづけ 

  鹿のフン 

・建物 

  千手堂 

  二月堂 

  春日大社 

拡大した

地図② 

いろいろな建物 移動時間 少 

おみやげゆっくり 

千手堂をゆっくり 

 今しか見られない 

・たくさんコースが 

あって，おどろいた。 

・何個か道をかいて 

考えると，いいコースを 

考えられた。 

拡大した

地図③ 

拡大した

地図④ 

拡大した

地図① 
４ × １ × ２ ＝ ８   ８コース 

戒壇院 二月堂 春日大社 南大門 

４コース １コース ２コース 
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　1　本校の生徒について
本校では，「力を高め　心を磨き　夢を育む」を校
訓に，知・徳・体のバランスのとれた人材の育成を目
指して教育活動に取り組んできた。開校から 9年を迎
えた子供たちの様子は，大変素直で朗らかであり，学
校行事では一丸となって活動に取り組む力強さがみら
れる。しかし，ひとたび人間関係にひずみが生じると，
自分たちで問題を解決することが難しいといった弱さ
も感じられる。学力面では，テスト等の数値で測るこ
とができる学力は高く，授業における理解度は高いと言える。
研究実践を深める前に生徒に行ったアンケート結果を見ると，次のような実態が浮かび上がってき
た。

アンケート結果（ 3年対象　単位は%）（令和元年度実施　全国学力・学習状況調査）
○　話し合い活動で自分の考えを深めたり，広げたりすることができていますか

　→  全国平均と比較して明らかなように，話し合い活動の経験が不足している。これは，各教科
において，一斉教授型の授業がまだ多く展開されていることの表れであると考えられる。

○　授業でもっとコンピュータなどの ICT を活用したいと思いますか

 

　→  他のアンケートで，「電子機器を寝る前まで使っていますか」という設問に対し，約 70%の
生徒が「使う・時々使う」と答えている。つまり，家庭では ICT機器の使用に慣れている生
徒が多く，ICTの活用に価値を感じており，積極性がみられると考えられる。しかし，本校
の授業において ICT機器の利用がなされることは少ないという状況であったため，もっと
ICTを活用したいという意識に乏しい結果になったと考えられる。

本校

全国

当てはまる どちらかといえば当てはまる どちらかといえば当てはまらない 当てはまらない 無回答

0％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％ 60％ 70％ 80％ 90％ 100％

0.0

0.1
6.7

5.428.5

20.444.5

46.2

28.3

19.9

本校

全国

当てはまる どちらかといえば当てはまる どちらかといえば当てはまらない 当てはまらない 無回答

0％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％ 60％ 70％ 80％ 90％ 100％

0.5

0.3
8.6

9.715.1

12.830.3

38.7

48.0

36.0

-137--137-



– 2 –

○　授業では，課題の解決に向けて，自分で考え，自分から取り組んでいたと思いますか

→  全国平均と比較するとやや低い数値が見られる。前出のアンケートと重ねて分析すると，一斉
教授型の授業が多くみられるため，生徒にとって，授業は「知識を教えてもらえるもの」とい
う受け身の意識が強いのではないかと考えられる。また，教師にとっても授業は「知識を教え
込むもの」という教師主導意識がまだ根強くあることにより，課題解決に対して主体性が低い
結果が表れていると考えられる。

○　授業で学んだことを，ほかの学習に生かしていますか

→  約 73％の生徒がほかの学習に生かしていると答えているものの，全国平均と比較してその数値
はやや低い。学びを援用・転用する経験が少ないこと，そもそも，そのような場面を授業にお
いて展開していないことが一因ではないかと考えられる。

 

掲載したもの以外も含めたアンケート結果や普段の学校生活における見取りから，研究に取り組む
前には次のような生徒の実態・教師の授業実態があると分析した。

本校

全国

当てはまる どちらかといえば当てはまる どちらかといえば当てはまらない 当てはまらない 無回答

0％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％ 60％ 70％ 80％ 90％ 100％

0.0

0.1
4.9

2.725.3

20.045.5

45.2

29.3

26.9

本校

全国

当てはまる どちらかといえば当てはまる どちらかといえば当てはまらない 当てはまらない 無回答

0％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％ 60％ 70％ 80％ 90％ 100％

0.0

0.1
4.4

4.322.0

20.648.0

50.5

26.9

23.1

・  学校・行事に対する楽しさは感じているが，授業における主体性がやや低い。それは一斉教
授型や教え込み型の授業であることが多いことに起因する可能性が高い。ただし，いわゆる
学力は高いため，理解度は非常に高い傾向にある。

　→落ちこぼれと呼ばれるような生徒が生まれやすい。
・  ＩＣＴの活用やグループ学習などの経験が不足しており，学びの多様性が薄い。
・  他者とのかかわり合いに対する意欲は高いが，学級全体でのかかわり合いとなると発言率が
下がる。意欲よりも不安が優る現状がある。

・  得た学びを援用・転用しようとする意識・機会が乏しい。
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　2　時代が求めていること
「シンギュラリティ」 ……  技術的特異点。人工知能（AI）が発達し，人間の知性を超えることによって，人

間の生活に大きな変化が起こるという概念。この段階が 2045 年にやってくると
言われている。その中で，人間が果たすべき役割は何があるのだろうか。AI には
ない人間の強みはどこにあるのだろうか。

「SDGs」 …………………  持続可能な開発目標。2030 年までに達成すべき「誰一人取り残さない」ことを
目指す，先進国と途上国が一丸となって達成すべき目標。この達成には，従来の
考え方にとらわれない取組が不可欠である。そして，この目標達成を中心となっ
て担うのはいまの生徒である。

さらに，新型コロナウイルスの蔓延や貧富の格差の拡大，化石燃料の有限問題や自国第一主義の台
頭，超少子高齢社会の到来など，日本を取り巻く社会環境・自然環境は不安定で厳しい状況であると
言える。この問題をどのように解決していったらよいのであろうか。
不確かな未来に突き進む中，生徒がこの不確かな未来を生き抜く上で必要となるのはどのような能
力なのだろうか。その答えは，人間にしか営むことができない想像力・創造力（SOZO）にあると考える。
人間にしかできない独創的な想像からもたらされる，新たな技術の創造。問題解決を想像していく中
で，新たに創造される社会。このような技術や社会を生み出す SOZOが，これからの未来をたくまし
く生き抜く力となるであろう。

　3　本校が目指す学び
以上のような「生徒の実態」と「時代の要請」に応え，未来をたくましく生きる力を高める学びを
実現するために，本校が目指す学び（授業）は，「未来をたくましく生きる力を育み，未来を SOZO（想
像・創造）することができる学び」であると考えた。この定義は以下の通りである。

これらの学びを通して，未来をたくましく生きる力を育むことを目指し，研究活動に取り組んでいる。

・  授業において実社会・実生活の問題を学びのきっかけ（想像）とすることで，学びへの主体
性を高めると同時に，学んだことを援用・転用することができる学び。

・  仲間と共に主体的に問題解決しようと，解決に向けた見通しをもち，追究活動に挑むことが
できる学び。（協働的な学び）

・  授業の中での学びを振り返り，価値付けをして，新たな思い・意見・疑問などを生み出す（創
造）学び。また，それをすべて認める授業。

　4　研究主題

研究主題

未来をたくましく生きる力を育む教育の創造
～ 仲間と学ぶＳＯＺＯの時間を核に据えて ～
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目指す生徒像を実現するため，研究仮説とその実証のための手だてを次のように設定する。

「教える側の都合に合わせた教材ではなく，実社会・実生活の事象にこそ，追究に足る問題が隠れ
ており，その解決のための学習が，社会に出た後で役に立つ力となる」，上智大学の奈須正裕先生の
言葉である。
実社会・実生活の事象を学びのきっかけにすることで，生徒は問題を身近に感じるだけではなく，
問題を解決するためには，どんな学びが必要か考え，追究活動ができるようになるであろう。そして，
獲得した学びをどのように用いて解決すべきか，と必然性あるかかわり合いの中から課題解決につな
がる生徒なりの考えを導き出すことができるようになるであろうと考え，仮説Ⅰを設定した。
この仮説Ⅰを実証するための手だては次のものである。

①－Ａ　実社会・実生活の事象を導入にした課題解決型の学びを構成する。

実社会・実生活の事象を学びのきっかけにするためには，「教師は各教科において何を学ばせたい
のか」「生徒は学んだことをどう役立てるのか」等の見通しがもてることが重要となる。そこで，教
科群部会を土台とし，事象のもつ価値や課題と各教科の学びがどうつながるのかを教材研究する。そ
の上で，生徒たちの学びに足る事象を学びのきっかけとし，事象の課題を解決することを目指した単
元や授業を構成することとする。
この手だて①－Ａにより，仮説Ⅰにある「主体的な追究活動と必然性のあるかかわり合い」につな
げることができるのではないかと考えている。

実社会・実生活において，課題解決に至る過程は一つではなく，課題解決策も一つではない。どのルー
トを通れば，最適解に近づくことができるのか，根拠を基にした思考や科学的な思考を働かせながら，
互いの考えを磨き合う中で生徒は解決に近づいていく。この過程は一人でできるものでなく，おのず
と仲間との協働が必要となるのではないかと考えた。そこで，仮説Ⅱを上記のように設定した。実証
するための手だては次の二つである。

　5　目指す生徒像
４の研究主題を通して，目指す生徒像を次のように考えた。

目指す生徒像

現実的な問題をきっかけとして，主体的に考え，
その学びから新たな未来を SOZO（想像・創造）しようとする生徒

　6　研究仮説と手だて

実社会・実生活の事象を学びのきっかけにすることで，想像力・好奇心・探究心を高め，
現実に立ち向かう主体的な追究活動と必然性のあるかかわり合いに導くことができるで
あろう。

仮説Ⅰ

追究活動やかかわり合いにおいて，協働的な課題解決の場を設定し工夫することで，対
話的な思考・吟味から新たな価値の発見に導くことができるであろう。仮説Ⅱ
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協働的な課題解決に取り組む授業を円滑に行うためには，追究活動時と課題解決時のそれぞれにお
いて，課題解決に取り組む仲間が共通の資料に円滑にアクセスできることと，その情報の読み取りが
正確であることが必要となる。そこで，追究活動時において，教具やＩＣＴを活用することで，情報
の共有化と正確な読み取りに迫りたいと考えている。さらに，グループや全体等，適切な規模の学習
形態をとることで，学習効果の最大化を図りたい。また，手だて②－Ｃにつながる課題解決の場にお
いても，適切に教具やＩＣＴを活用することが，多面的・多角的な資料の読み取りにつながり，最適
解を求める際に有効なのではないかと考えている。

協働的に生み出された学びの成果を他者に表現する場を設けた上で，その場において子ども達が表
出した学びの成果や考え等を利用して適切な教師支援を行う。この活動や支援を取り入れることによ
り，思考を整理して重要点を焦点化することができるようになったり，新しい視点や考え方を導き出
すことができるようになったりするのではないかと考えている。

課題解決により，今まで考えていなかった事象のもつ深い価値に気付いたり，新たな価値観に迫っ
たりすることができる。この深い・新たな価値観を生徒自身が記述し，仲間と対話していくことで，
新たな課題や価値を創造していくことができるのではないかと考えた。この創造こそが，未知の問題
が発生したとしても未来をたくましく生きる力につながるのではないかと考え，仮説Ⅲを設定した。

実社会・実生活における事象は複雑に絡み合っており，課題は一つとは限らない。一つの課題を解
決すると，新たな課題が見えてきたり，新しい価値に気付いたりすることができることもある。この
課題や価値を見つめることが「未来をたくましく生きる力」として重要な創造力を育てると考える。
そこで，課題整理後に「自由に考えを表現する」時間を設ける。学んだことに対する価値付けは一つ
とは限らない。40 人いれば，40 人の価値付けがある。この共有の時間を設ける。これにより，個人
のイマジネーションが学級全体へと共有され，新たなクリエーションが生まれる。この繰り返しで，
未来をたくましく生きる力を育むことができるのではないかと考えている。

以上のように研究の仮説と手だてを定め，研究実践に取り組んだ。これらの仮説の捉え，手だての
とり方には，教科の特性があるのではないかと考えた。そこで，各教科が仮説をどのように捉えたのか。
そして，教科の特性に応じて，どのような手だてを講じようとしているのかについて，「教科の主張」
で明示することとした。教科の主張については，各教科の研究実践記録に付録している。

②－Ｂ　教具やＩＣＴの活用と学習形態の工夫により，協働的な課題解決の円滑化を図る。

②－Ｃ  協働的に生み出した学びの成果を表現する場を設け，焦点化を図ったり，新たな視点を
導いたりするよう教師支援を行う。

課題の解決後に改めて実社会・実生活を見つめられるようにすることで，解決できた事
柄から深く考えを進ませて，学びを使いこなし，新たな課題や価値を SOZO（想像・創造）
することができるであろう。

仮説Ⅲ

③－Ｄ  課題整理後に改めて実社会・実生活の事象を見つめる場（SOZOの時間）を設け，学び
を新たな課題や想像・創造へ発展させていこうとする姿勢を認める教師支援を行う。
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数学科 １年 実践記録 

「変化と対応」の実践 

１１  単単元元ににつついいてて（（１１７７時時間間完完了了））  

 本単元「変化と対応」では，数量の変化に着目し，その関係について文字を使って表したり，文字

を使って表された式の意味を読み取ったりし，文字を用いることのよさについて学習する。関数は

２つの伴って変わる数量関係を表すため，多くの場面で利用されている。小学校算数科では，伴って

変わる２つの数量を見いだして，それらの関係に着目し，変化や対応の特徴を考察してきている。中

学校数学科では，小学校で学習した内容の上，具体的な事象の中から伴って変わる２つの数量を取

り出して，その変化や対応の仕方に着目し関数関係の意味を理解できるようにする。また，表・式・

グラフを相互に関連付けながら，関数関係について理解を深め考察することで，数量間の関係を表

現できるように促していく。本単元では，学校の視力検査では，ランドルト環によって視力が測定で

きるという実社会・実生活の事象を学習課題に設定することで，身の回りに関数の考え方が用いら

れていることを実感し，新たな事象の問題解決の意欲を高めてほしいと考えた。 
２２  本本時時のの授授業業ににつついいてて（（１１７７／／１１７７時時））  

 本時の授業では，視力検査表の中にある数量はどのように変化していくのかということを，比例・

反比例を用いて追究していく。視力検査表で使用されているランドルト環は，伴って変わる数量が

直径と環のすき間の幅と視力の３つ存在し，どの２つを取り上げても比例または反比例の関係が成

り立つ。表に整理し，２つの数量を取り出して，どんな関係が成り立つのか考察をしていき，比例・

反比例の理解を深めていくことがねらいである。そして表からグラフ，式へと発展し，伴って変わる

数量を分析することで，比例・反比例といった関数関係の原理に気付くことができるようにする。 

３３  本本時時ににおおけけるる研研究究のの手手だだてて  

①①－－ＡＡ  実実社社会会・・実実生生活活のの事事象象をを導導入入ににししたた課課題題解解決決型型のの学学びびをを構構成成すするる。。  

→ 実生活にある視力検査表のランドルト環の写真を掲示することで，興味をひき，知的探求心を

促すことをねらいとし，数学的思考によって実社会・実生活の事象に役立っていることに気付く

のではないかと考えた。 

②②－－ＢＢ  教教具具ややＩＩＣＣＴＴのの活活用用とと学学習習形形態態のの工工夫夫にによよりり，，協協働働的的なな課課題題解解決決のの円円滑滑化化をを図図るる。。  

→ 意見の集約を効率化・可視化するために，schoolTakt のワードクラウド機能を用いて分析を行

っていく。このことにより，どの意見が多数派であるのか目に見えて分かり，焦点化した話し合い

を進める手助けとすることができると考えた。 

②②－－ＣＣ  協協働働的的にに生生みみ出出ししたた学学びびのの成成果果をを表表現現すするる場場をを設設けけ，，焦焦点点化化をを図図っったたりり，，新新たたなな視視点点をを

導導いいたたりりすするるよようう教教師師支支援援をを行行うう。。  

→ グループごとの考え方がまとまったところで，表・グラフを用いて考察しているグループ，式の

みで考察しているグループを意図的に指名する。そうすることで，一つの考察の視点だけでなく，

新たな視点を見いだすことができ，それぞれの考えの良さを感じることができると考えた。 

③③－－ＤＤ  課課題題整整理理後後にに改改めめてて実実社社会会・・実実生生活活のの事事象象をを見見つつめめるる場場（（ＳＳＯＯＺＺＯＯのの時時間間））をを設設けけ，，学学

びびをを新新たたなな課課題題やや想想像像・・創創造造へへ発発展展ささせせてていいここううととすするる姿姿勢勢をを認認めめるる教教師師支支援援をを行行うう。。  

→ 本時の学習を終えたところで，板書を使って学びを振り返る。本時の授業の学びを通して「5.0

のような視力を測るときにもこの考え方が使えるだろう。」のような本時の学びを踏まえた発展的

なＳＯＺＯや，比例・反比例を用いて他の事象を解決することができるといったＳＯＺＯを広げ

ていくことができるのではないかと考えた。 
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  授授業業のの   

 導入の場面では，ランドルト環と視力検査表の写真（ １）を

掲示した。（手だて①－Ａ）写真を 示すると，その写真から生

のやりとりが生まれ，そのやりとりから学習課題へと がっ

ていく が見られた。その が ２である。ランドルト環は

年実 されている視力検査で使われていることもあり，名 は 

知らなくても使用目的を知っている生 がほとんどであった。Ｃ

やＣ のやり取りからもわかるように，ランドルト環の きさ

が小さくなれ なるほど視力がよくなっていく

という反比例の関係に， と気付いている生

もいた。このやりとりを終えて，学習課題を「視

力検査表にはどんな が されているだろう

か」と設定し，ランドルト環と視力にどんな関係

が成り立つのかを考える活 に入った。追究活

の円滑化を図るために，「視力検査表の中で変化

する数量は だろうか 」と発問した。すると，

ランドルト環の きさ・面 ・ き・ さ・円 ・

径・ ・視力と多 な意見が げられた。そ

こで，これらの意見を schoolTakt のワードクラ

ウド機能を用いて分析を行うと ３のように

なった。（手だて②－Ｂ）この ３より， きさ

と回 する生 が一 多く， いて面 ・ さ・

き・円 の回 が多いことが読み取れる。回

の多かった きさを「直径」と「すき間の幅」に

分化し，本時では視力を x，直径を y ，すき間

の幅を zと いて分析していくことにした。 

 x・ y・z の表を 示し， 追究を行う時間

を設けた。その後， で考えた意見を に，グループ活 へ

と った。グループ活 では，それぞれの変数がどのように

変化していくのかを分かりやすく ワ ト ードにまとめる

ように指示した。また， に応じて を使い分けたり，図や

グラフを用いたりしてもよいことを えた。 間指導でグル

ープの考え方をみると，それぞれの変数に着目して比例・反

比例の関係に気付くことができたグループが多かった。中に

は反比例のグラフを 成して しようとするグループもい

た。その ワ ト ードが である。 は一方の数量が２ ，３ となると，他方の数量は

， と変化していく反比例の を えてまとめることができていた。そして，２つの

数量をグラフに表すことはできたが，「なめらかになっているから反比例していることがわかる」と

記 されて り，伴って変化する２数の が に一定になるという反比例の本 は表現できていな

い。そして， 体での発表では，それぞれの考え方の良さに気付くことができるようにグラフ，式そ

れぞれを用いて考えたグループを意図的に指名した。（手だて②－Ｃ）表から式の れを にまと

２ 写真から学習課題をＳＯＺＯする  
生  発  内 容 
T1 

 
C2 
C3 
T4 

 
 

C5 
T6 

 
 

C7 
T5 

 
 

C6 
 

C7 
C8 

 
T9 

これ見たことある  
（ ①の の写真を掲示） 
あー見たことある 
視力検査で使うやつじ ない  
そう， 解 
これってどうやって視力測るか知っている はい

る  
きさとか きが うやつがたくさんあるよね 

その通り 
こんな感じの表がよく使われるね 
（ ①の の写真を掲示） 
あー見たことある 
この表はさっき C7 が ってくれた通り，視力によ

って きや きさが変化していくんだけどどんな

に変化していくんでし うか。 
上から にいくにつれてランドルト環が小さくな

っていくね 
きは に決められているのかな  

小さいランドルト環が見えれ 見えるほど視力が

よくなるよね 
な意見を出してくれたけど，この授業でランド

ルト環と視力検査表にはどんな関係があるのかを

みんなで解 していこうか 

１  示した  

３  ワードクラウド機能 
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→ 意見の集約を効率化・可視化するために，schoolTakt のワードクラウド機能を用いて分析を行

っていく。このことにより，どの意見が多数派であるのか目に見えて分かり，焦点化した話し合い

を進める手助けとすることができると考えた。 

②②－－ＣＣ  協協働働的的にに生生みみ出出ししたた学学びびのの成成果果をを表表現現すするる場場をを設設けけ，，焦焦点点化化をを図図っったたりり，，新新たたなな視視点点をを

導導いいたたりりすするるよようう教教師師支支援援をを行行うう。。  

→ グループごとの考え方がまとまったところで，表・グラフを用いて考察しているグループ，式の

みで考察しているグループを意図的に指名する。そうすることで，一つの考察の視点だけでなく，

新たな視点を見いだすことができ，それぞれの考えの良さを感じることができると考えた。 

③③－－ＤＤ  課課題題整整理理後後にに改改めめてて実実社社会会・・実実生生活活のの事事象象をを見見つつめめるる場場（（ＳＳＯＯＺＺＯＯのの時時間間））をを設設けけ，，学学

びびをを新新たたなな課課題題やや想想像像・・創創造造へへ発発展展ささせせてていいここううととすするる姿姿勢勢をを認認めめるる教教師師支支援援をを行行うう。。  

→ 本時の学習を終えたところで，板書を使って学びを振り返る。本時の授業の学びを通して「5.0

のような視力を測るときにもこの考え方が使えるだろう。」のような本時の学びを踏まえた発展的

なＳＯＺＯや，比例・反比例を用いて他の事象を解決することができるといったＳＯＺＯを広げ

ていくことができるのではないかと考えた。 
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めることができていたのは１

である。その が である。１

は， にもあるように，y
を に３つの変数を２つの式

にまとめることができた。また，

の記 からも読み取れるが

比例・反比例の定 も に え

ることができた。 

 グループの発表を終えた後，板書を振り返りながら本時のまとめ び振り返りを行い，その後Ｓ

ＯＺＯの時間を設けた。（手だて③－Ｄ）単元の終 ということもあり，この単元の中で も多くの

ＳＯＺＯを き出すことができた。「１つのラン

ドルト環でも を変えることで視力を測るこ

とができそう。」や「 の授業を応用すること

で， の視力を測ることのできるランドル

ト環を ることができそう。」など，視力検査に関

連するＳＯＺＯがいくつか出た。その中でも本時

の学びから発展して実社会・実生活に目を けて

ＳＯＺＯする生 の が見られた。その が

である。表現が し であるが，本時の

比例・反比例の関係から図形の相 へと応用し，

実社会・実生活へと視 を きく広げることがで

きた場面である。 のＴ３の発 がきっかけ

となり，Ｃ２が本時の学びから発展してＳＯＺＯした内容を，Ｃ ・Ｃ がさらに らませることが

できた。このように，ＳＯＺＯの時間での教師の な り返しが，生 の思考を活 化し，生 が

体となってＳＯＺＯを らませることにつながるのではないかと考えた。本時では，Ｃ２の発

から 分 にＳＯＺＯが ら から， をたくましく生きようとする力を感じられ，この

ＳＯＺＯの時間の 用 を感じることができた。 

  ててのの   

 手だて①－Ａでは，視力検査表の写真から，ランドルト環の きや きさにはどのような が

あるのだろうかということを生 のつ やきから課題につなげることができた。そこから学習課題

を設定し，身 な題 から数学的事象を見いだすことで問題解決へと導くことができ，生 の 体

的な姿勢を生み出すことができた。手だて②－Ｂでは，schoolTakt のワードクラウド機能を用いる

ことで意見集約の効率化，クラ 体の意見の視 化を図ることができた。この機能により，学習課

題を解決していくにあたっての を することができた。グループ活 の中でも

トの使用を促すことで，さらなる意見の活 化を図ることができたのではないかと考える。数学科

では， な に着目して問題解決をしていくという特 上，この手だては 効であったと え

る。手だて②－Ｃでは，グループの意見を 体へ発表する場面で，意図的指名を行い，それぞれの考

えの利点を感じるようにすることで，表・式・グラフの関係 の理解が深まり，関数関係の理解も深

めるためのきっかけを生み出すことができた。手だて③－Ｄでは，板書を振り返ってＳＯＺＯする

よう促した。授業の導入 に いて用いた視力検査表のランドルト環の事象から，ＳＯＺＯの時

間に生 ら へと学びを発展させることができたことは， をたくましく生きる力を 新

たな学びのきっかけを ることができたといえる。 

本時の学びからＳＯＺＯする  
生  発  内 容 
T1 
C2 

 
T3 

 
 
 

C4 
 

C5 
 
 

C6 

本時から かＳＯＺＯしたことありますか  
の学びを生かしたら の分 にも使えると

思いました。 
それってどういうことかな っとみんなで考

えてみようか。 
（数分後） 
か発表できる  

例え を てるときに， さが かになれ

，面 も かになると思います。 
C4 さんにつけたしで， きい と小さい を る

ときに とかを用意する時に 算で さを求める

ことができると思う。 
ランドルト環から の場面にも使えるなんて面

い（つ やき） 

グラフを用いたグループ 式を用いたグループ 
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数学科 教科の  

 

めることができていたのは１

である。その が である。１

は， にもあるように，y
を に３つの変数を２つの式

にまとめることができた。また，

の記 からも読み取れるが

比例・反比例の定 も に え

ることができた。 

 グループの発表を終えた後，板書を振り返りながら本時のまとめ び振り返りを行い，その後Ｓ

ＯＺＯの時間を設けた。（手だて③－Ｄ）単元の終 ということもあり，この単元の中で も多くの

ＳＯＺＯを き出すことができた。「１つのラン

ドルト環でも を変えることで視力を測るこ

とができそう。」や「 の授業を応用すること

で， の視力を測ることのできるランドル

ト環を ることができそう。」など，視力検査に関

連するＳＯＺＯがいくつか出た。その中でも本時

の学びから発展して実社会・実生活に目を けて

ＳＯＺＯする生 の が見られた。その が

である。表現が し であるが，本時の

比例・反比例の関係から図形の相 へと応用し，

実社会・実生活へと視 を きく広げることがで

きた場面である。 のＴ３の発 がきっかけ

となり，Ｃ２が本時の学びから発展してＳＯＺＯした内容を，Ｃ ・Ｃ がさらに らませることが

できた。このように，ＳＯＺＯの時間での教師の な り返しが，生 の思考を活 化し，生 が

体となってＳＯＺＯを らませることにつながるのではないかと考えた。本時では，Ｃ２の発

から 分 にＳＯＺＯが ら から， をたくましく生きようとする力を感じられ，この

ＳＯＺＯの時間の 用 を感じることができた。 

  ててのの   

 手だて①－Ａでは，視力検査表の写真から，ランドルト環の きや きさにはどのような が

あるのだろうかということを生 のつ やきから課題につなげることができた。そこから学習課題

を設定し，身 な題 から数学的事象を見いだすことで問題解決へと導くことができ，生 の 体

的な姿勢を生み出すことができた。手だて②－Ｂでは，schoolTakt のワードクラウド機能を用いる

ことで意見集約の効率化，クラ 体の意見の視 化を図ることができた。この機能により，学習課

題を解決していくにあたっての を することができた。グループ活 の中でも

トの使用を促すことで，さらなる意見の活 化を図ることができたのではないかと考える。数学科

では， な に着目して問題解決をしていくという特 上，この手だては 効であったと え

る。手だて②－Ｃでは，グループの意見を 体へ発表する場面で，意図的指名を行い，それぞれの考

えの利点を感じるようにすることで，表・式・グラフの関係 の理解が深まり，関数関係の理解も深

めるためのきっかけを生み出すことができた。手だて③－Ｄでは，板書を振り返ってＳＯＺＯする

よう促した。授業の導入 に いて用いた視力検査表のランドルト環の事象から，ＳＯＺＯの時

間に生 ら へと学びを発展させることができたことは， をたくましく生きる力を 新

たな学びのきっかけを ることができたといえる。 

本時の学びからＳＯＺＯする  
生  発  内 容 
T1 
C2 

 
T3 

 
 
 

C4 
 

C5 
 
 

C6 

本時から かＳＯＺＯしたことありますか  
の学びを生かしたら の分 にも使えると

思いました。 
それってどういうことかな っとみんなで考

えてみようか。 
（数分後） 
か発表できる  

例え を てるときに， さが かになれ

，面 も かになると思います。 
C4 さんにつけたしで， きい と小さい を る

ときに とかを用意する時に 算で さを求める

ことができると思う。 
ランドルト環から の場面にも使えるなんて面

い（つ やき） 

グラフを用いたグループ 式を用いたグループ 
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研究が深まる前に全校生徒に実施したアンケートと同じ項目のアン
ケートを毎年実施した。その結果を比較すると顕著な変化が見られた。

○  話し合い活動で自分の考えを深めたり，広げたりすることがで
きていますか

→  調査を重ねるごとに数値の向上が見られ，令和元年度の調査と比較して，令和３年度の調査で
は，20 ポイント以上の数値の向上が見られている。研究に関するその要因として，次の点が考
えられる。

これらの成果から，研究により，生徒の学びに深化が見られたことは明らかである。

○　授業では，課題の解決に向けて，自分で考え，自分から取り組んでいたと思いますか

→ この項目においても16ポイント以上の数値向上が見られている。次の点がその要因と考えられる。

　8　研究の成果と課題

・ 手だて①－Ａ「実社会・実生活の事象を導入にした課題解決型の学び」を取り入れたことにより，
生徒が自分たちの手で作り出した課題を身近に捉え，主体的に学びに取り組むことができるよ
うになったこと。
・ 手だて②－Ｂ「協働的な課題解決」により，グループ学習やＩＣＴ機器，教具を学習の展開に
応じて効果的に活用することで，自分や仲間の考えと向き合う場面が増加したこと。
・ 手だて②－Ｃ「焦点化・新たな視点を導いたりする教師支援」により，教師が生徒の発言を積
極的に取り上げることができるようになり，その活動から学びを深めることができるように
なったこと。

令和 2年度

令和 3年度

0％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％ 60％ 70％ 80％ 90％ 100％

令和元年度

当てはまる どちらかといえば当てはまる 当てはまらないどちらかといえば当てはまらない

38.0

33.0

19.9 46.2

47.0

49.0 11.0

14.0

28.5 5.4

6.0

2.0

令和 2年度

令和 3年度

0％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％ 60％ 70％ 80％ 90％ 100％

令和元年度

当てはまる どちらかといえば当てはまる 当てはまらないどちらかといえば当てはまらない

50.0

45.0

45.2

39.0

36.0

26.9 25.3

16.0

10.0

2.7

3.0
1.0
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これらの点から，研究の仮説Ⅰ・Ⅱの成果は明らかである。さらに，上記の成果に関連して，次の
ようなアンケート結果も見られた。
○　授業において，級友と一緒にグループや全体で学習することでよく分かるようになりますか

→  ９割の生徒が協働的な課題解決の活動に価値を感じていることが
分かる。小グループの規模にせよ，全体の規模にせよ，教師主導
型の授業から脱却し，生徒が主体になって学習活動に取り組むこ
とに価値があるのは明らかである。

○　授業で学んだことを，ほかの学習に生かしていますか

→  実社会・実生活の事象を学びのきっかけとしたことで，
教科の学びと実社会・実生活を結びつけることができる
ようになったこと。さらに，SOZOの時間を導入したこ
とで，学びの援用・転用が可能になることに気付き，そ
の範囲を広げていくことができるようになったことがこ
の数値向上のきっかけであると考えられる。

以上の結果から，研究の成果として次のような点が挙げられる。

0％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％ 60％ 70％ 80％ 90％ 100％

令和 2年度

令和 3年度

当てはまる どちらかといえば当てはまる 当てはまらないどちらかといえば当てはまらない

50.0

51.0 42.0

40.0

6.0

7.0 3.0

2.0

令和 2年度

令和 3年度

0％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％ 60％ 70％ 80％ 90％ 100％

令和元年度

当てはまる どちらかといえば当てはまる 当てはまらないどちらかといえば当てはまらない

51.0

48.0

53.0

22.0

18.0

13.0

23.0

27.0

30.0

4.0

6.0

4.0

・ 手だて①－Ａ「実社会・実生活の事象を導入した課題解決型の学び」を導入したことにより，
主体性の向上が見られ，課題の解決のために自分から資料を追究したり，技能の向上のために
練習したりする姿が見られるようになったこと。
・ 手だて②－Ｂ「協働的な課題解決」により，仲間と共に課題解決にあたることを「楽しい」と感じ，
主体性がより高まっていること。
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研究の課題についても，同じくアンケートから見ることができる。
○　未来を SOZOすると，ワクワクしますか

→  肯定的な回答の割合は大幅に上昇しているものの，約２割は否定的回答に留まっている。この
結果には次のような要因が考えられる。

また，SOZOの時間に紡ぎ出された SOZOを，次時の学習課題に生かしたり，新たな学びにつなげ
ていったりする教科指導への活用には，さらに研究を進めていく余地が残されている。以上のことか
ら，手だて③－Ｄに関連する SOZOの時間をさらに充実・発展させ，生徒に自由な SOZOの時間を
委ねること。教師がその SOZOに対して価値付けをしつつ，生徒の思いに沿った焦点化を図っていく
こと。そして，SOZOの時間でねらう未来をたくましく生きる力を育むことと，教科指導とリンクさ
せていくこと。これらが，今後の大きな課題であり，未来をたくましく生きる力をさらに大きく育て
ることにつながると考える。

これらの成果と課題を基にして，今後の研究をさらに深めていきたい。

0％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％ 60％ 70％ 80％ 90％ 100％

令和 2年度

令和 3年度

当てはまる どちらかといえば当てはまる 当てはまらないどちらかといえば当てはまらない

52.0

32.019.0

23.0

29.0

19.0

20.0

5.0

研究の成果
・ 実社会・実生活から生徒が導き出す学習課題は，教科の学びを身近にし，学びに向かう力を持
続させることができるようになる。
・ 教具やＩＣＴの活用は，教室内でのソーシャルディスタンスを保った上での協働的な学習を可
能にする。
・ グループ規模と学級規模の学び方を適切に往還することで，学びを深め，誰一人見捨てない教
育に近づく。
・ 学びの成果を表現する場における「子供の発言を生かした教師の端的な出」は，学びの焦点化
や新たな視点の獲得につながる生徒の更なる変容を促す。
・ SOZOの時間を生徒に任せることで，生徒同士の力で SOZOが無限大に広がる可能性をもつよ
うになり，教科の学びが実社会・実生活にも援用・転用が可能であることを踏まえて，予測不
可能な未知の事象にも立ち向かおうとする意識が高まり，未来をたくましく生きる力を育むこ
とにつながる。

・ 私たちを取り巻く社会情勢が不確かな状況であり，未来に希望を見いだしにくい状況がある。
・ 手だて③－Ｄについて，自他の SOZOを十分に交流することができておらず，魅力を十分に感
じるまでに至っていない。
・ 授業において，SOZOをうまく価値付けることができず，SOZOを膨らませる活動が不十分で
ある。
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第１学年５組 数学科学習指導案 

  １年５組教室  指導者 荻野 彰子 
１ 単 元 変化と対応  （１６時間完了 本時１／１６） 
（１）単元目標         

① 関数関係の意味や比例、反比例について理解することができる。        （知識・技能） 
② 比例、反比例として捉えられる２つの数量について、表・式・グラフを用いて調べ、それら 
の変化や対応の特徴を見いだすことができる。             （思考・判断・表現） 

③ 比例、反比例について学んだことを生活や学習にいかそうとしたり、比例、反比例を用いた問 
題解決の過程をふり返って検討しようとしたりすることができる。     （主体的な態度） 

（２）単元構想 

 本学級の生徒は、授業中にわからないことや疑問に思ったことがあれば教師や級友に質問をしたり、

粘り強く考えようとしたりする姿がある。文字式の授業では、画用紙の枚数が x枚の時の磁石の個数を

式にした時に、級友が考えた式を自分が納得できるまで読み解こうと質問し合う姿があった。また、授

業の中で自分の考えをペアやグループに説明する活動については抵抗なく説明している姿が見られる。

しかし、説明し合うだけで、共通点やそれぞれの考えのよさなどに気づいたり、一般化したりする力は

乏しい。正の数×負の数が負の数になる理由を考える授業では、「塾で習ったから。」と機械的に覚え

ている生徒もおり、なぜその式になるのか既習の事柄と結びつけて考えることができなかった。このこ

とから、自分の考えの根拠を明らかにして論理的に考え表現することが苦手なことがわかる。 
 わたしたちの身のまわりには、携帯電話の料金や水道料金など、関数の関係になっている事象は多く

存在する。この関数関係について小学校では、数量の関係を表、式、グラフにして考えることや、比例

や反比例の関係を学習している。中学校第１学年では、比例や反比例を関数として捉え直すとともに、

変域を負の数まで拡張したり、比例定数が負の数の場合について考えたりすることで、比例や反比例の

特徴について表・式・グラフを用いてより一般的に考察していく。具体的な事象の問題では、目的に応

じて表・式・グラフを取捨選択し筋道を立てて問題を解く力が必要となる。本学級の生徒は筋道を立て

て論理的に考えることが苦手であるため、この単元を通して、比例や反比例となる根拠を明らかにしな

がら表現できる力を身につけさせたい。また、第１学年の関数関係が第２学年の「一次関数」、第３学年

の「関数
2y ax 」と系統的に繋がっていくため、丁寧に理解を深めさせたい。 

○本校の研究は「未来をたくましく生きる力を育む教育の創造」であり、実生活に結びついた問題に対

して、主体的に考え、その学びから新しくＳＯＺＯ（想像・創造）しようとする生徒の育成を目指して

いる。この生徒像に近づくことができるよう、本単元では導入の場面で標高と気温などの身の回りにあ

る増えたり減ったりするものについて考える活動を取り入れる。身近な事象には比例や反比例の関係は

多く存在し、比例や反比例を意識せず利用していることがある。この活動を取り入れることによって、

身の回りにある数量関係について目を向けさせ、多くの事象が関数関係にあること、そして関数関係で

はないものもあることを判断できるようにしたい。また、導入で生徒から出た事象や身近にある具体的

な事象を数多く取り上げながら、伴って変化する２つの数量を見つけ、その関係について表や式、グラ

フなど既習の事柄と結びつけながら論理的に考え、表現する時間を大切にしていきたい。この単元では、

表や式、グラフなど様々の方法で答えを求めることができる。また、その根拠となる考え方が多くある。

そこで、グループで説明し合う活動を取り入れ、「なぜその考えになったのか」と根拠を明らかにしな

がら説明する時間を設けることで、多様な考察方法があることに迫ることができるようにしたい。この

多様な考え方を円滑に共有することができるように、ＭＹタブレットのスクールタクトを活用する。Ｓ

ＯＺＯの時間では「自分で考えた増えたり減ったりするものも、関数関係かもしれない。」などの多様

な考え方があることに気づかせ、他の実生活の事象へと学びを発展させることで、自らが数学の実用性

を創造し、未来にたくましく生きる力を育みたい。 
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（３）単元（題材）計画 

学 習 内 容 研究の手だて 時 間 

・身の回りにある増えたり減ったりするものを考

えよう。（関数関係） 

（研究の手だて①－Ａ） 

（研究の手だて②－Ｂ） 

（研究の手だて③－Ｄ） 

２ 
（本時 1/2） 

・比例の性質や特徴について考えよう。 （研究の手だて②－Ｂ） 

（研究の手だて③－Ｄ） 
６ 

・反比例の性質や特徴について考えよう。 （研究の手だて②－Ｂ） 

（研究の手だて③－Ｄ） ５ 

・集まった紙パックはリサイクルされてトイレッ

トペーパー何個分になるだろう。 
（研究の手だて②－Ｃ） 

（研究の手だて③－Ｄ） 
２ 

・１０００Ｗの時は何分で温めることができるだ

ろう。 
（研究の手だて②－Ｃ） 

（研究の手だて③－Ｄ） １ 

  

２ 本時の学習指導  

（１）本時の目標   

・段数とともなって変わる数量を見いだし、表、式、グラフを用いて調べ、それらの変化や対応の

特徴をとらえ、関数関係にあることを理解し説明することができる。   （思考・判断・表現） 
（２）展 開 

段階 生 徒 の 活 動 教 師 の 活 動 
想像 
（5） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

課題 
（2） 

 
究明 

（20） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１ 身の回りで増えたり、減ったりするものを考

える。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
２ 本時の学習課題を把握する。 
 
 
３ 段数とともなって変わる数量は何かを個人追

究する。 

 
 
 
４ 段数と活動３で出た数量の関係を個人追究

し、その後、グループ内で話し合う。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

・実際に増えたり、減ったりするものの例（関

数関係であるもの、違うもの）を提示し、生

徒が考えやすいようにする。 
・①階段が長い神社（金毘羅）の写真を提示す

る。（研究） 

・神社の写真が階段が上がるごとに何が変わる

か問いかけ、本時の課題につなげる。 
・２段目以降は生徒に実際に黒板に書くように

指示し、段数の意味が理解できるようにする。 
 
・学習課題を板書する。 
 
 
「段数とともなって変わる数量は何があるだろ

う」 
・「ともなって変わる」の言葉の意味を確認す

る。 
・関係を調べるためには、どんな方法があるか

問いかけ、表、式、グラフがあることを確認

する。 
・関係や変化を調べるのに困っているグループ

には、具体的な表の書き方を助言する。 
 
・②グループで互いの考えを説明する場を設定

することで、協働的な課題解決の円滑化を図

る。（研究） 

 

段数とともなって変わる数量はどんな規則があるだろうか？ 

①正方形の個数     ②面積 
③周の長さ       ④辺の数 
⑤頂点の数               など 

 

・①正方形の個数 

段数 １ ２ ３ ４ 

個数 １ ３ ６ １０ 

 
・②面積 

段数 １ ２ ３ ４ 

個数 １ ３ ６ １０ 

 
・③周の長さ 

段数 １ ２ ３ ４ 

個数 ４ ８ １２ １６ 

 

 

１辺１㎝の正方形を並べて階段を作っていく。左から

順に１段、２段とするとき、段数が変わるとそれにと

もなって変わるものは？ 

 
 

   
 

  
 
 

・気温  ・テストの点数  ・体重、身長 
・お風呂の水の量    ・距離と速さ   
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解決 
（13） 

 
 
 
 
 
 

整理 
（3） 

 
 
 
 

創造 
（7） 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
５ 個人やグループ内でまとめた考え方を、全体

に発表する。 
  
 
 
 
６ 課題の整理を行う。 

・ともなって変わる数量には、同じ数ずつ増えるな 

どいろいろな特徴があり、段数と周の長さのよう 

に比例関係のものもある。 

  
７ 本時の学びからＳＯＺＯする。 

 

・②自分の考えをホワイトボードに表や式、グ

ラフを書いて説明するように指示する。（研

究） 

・それぞれの変化の仕方を比べて、相違点や規

則を見つけるように助言する。 

・比例関係が出てきたら、小学校の学習を想起

させ、比例の特徴を確認する。 

・既習の事柄や性質を使い、わかりやすく説明

している生徒やグループを称賛する。 

・②全体で発表する時は、自分のホワイトボー

ドをタブレットのカメラで撮り、スクールタ

クトで共有する。（研究） 

・関数の定義に迫っている生徒を意図的に指名

し、関数についてまとめる。 
 

・生徒の発言や考え方を生かして本時の課題に

対する整理を行う。 

 

 

 

・板書を使って本時の学びを振り返る。 

・ＳＯＺＯするように指示する。（研究） 
・生徒の意見に自由にかかわる場を設けて、考

えを広げて時間を閉じる。 

（３）評 価 

  ・表やグラフなどを使って、段数とともなって変わる数量の関係の変化や特徴を見つけ説明することがで

きたか。（思考・判断・表現）―――活動４・５の様子、発表から 
 

・①と②は同じ変わり方をしている。 
・③は段数が２倍、３倍になると周の長さも２倍、
３倍になるので、比例関係だと思う。 

・④は６、８、１０と本数が２つずつ増えている。 
・⑤は個数の増え方が２ずつ。 

 

・初めに考えた増えたり、減ったりするものも関数

関係なのかもしれない。 
・身長と体重は関数関係ではなさそう。 

・④辺の数 

段数 １ ２ ３ ４ 

個数 ４ １０ １８ ２８ 

 
・⑤頂点の数 

段数 １ ２ ３ ４ 

個数 ４ ６ ８ １０ 
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第２学年６組 少人数学級数学科学習指導案 

２年６組教室 指導者 堀内 幸亜 

１ 単 元 図形の調べ方（１５時間完了 本時８／１５） 
（１）単元目標        

① 平行線や多角形の角、及び三角形の合同条件や基本的な図形の性質を理解することができる。    
             （知識・技能） 
② 基本的な平面図形の性質を見出だし、平行線や角の性質をもとにしてそれらを確かめ、説明す

ることができる。        （思考・判断・表現） 
③ 平面図形の性質について学んだことを生活や学習に生かそうとしたり、平面図形の性質を活用 
 した問題解決の過程をふり返って評価・改善しようとしたりする。      （主体的な態度） 

（２）単元構想 

本学級の生徒たちは、授業中に分からないことがあれば、級友に聞き、教えてもらうという姿が見ら

れ、共に成長していこうとする雰囲気がある。例えば、連立方程式の利用の授業で、100gあたりの栄養
素量を基に連立方程式を使ってサラダの野菜を決定するという課題に取り組んだ際には、連立方程式の

立て方が分からずに困っている級友に式の立て方を教えたり、どの野菜の組み合わせがよいか効率的に

検証するために、班で分担して連立方程式を解いたりすることができており、互いに協力して問題を解

決する姿が見られた。しかし、どの野菜の組み合わせが一番よいか班で考える際には、一番よいと思う

組み合わせを積極的に発表することができる一方で、その理由を説明する際には、感覚的な表現となり、

他者に正確に考えを説明しきれないといった場面も多くあった。そのため、今後行われる行事や日々の

かかわり合い、授業でのかかわり合いの中で、自分の考えを正確に伝えたり、多様な考えがあることを

知ったりする場面で、話し合い活動を充実させ、自分の考えを数学的な表現を用いて論理的に表現する

ことができる場を多く設定してきた。 
実生活の中で、身の周りにある様々なものについて、形や大きさ、位置関係という観点から捉え考察

することはよくある。これらの観点を基に、図形について数学的な表現を用いて論理的に考察し表現で

きるようにすることが中学校数学科における指導の大切なねらいの一つである。第１学年までの図形の

学習では、平面図形の対称性や作図について操作的な活動を通して考察したり、空間図形に対する理解

を深めたりすることで、図形に対する直感的な見方や考え方を伸ばし、図形に関する概念を豊かにして

きている。これを受けて、第２学年では、平行線の性質や多角形の角についての性質を考察し、三角形

の合同条件を基にして簡単な図形の性質を筋道立てて説明し、論理的な思考力を育むことを主なねらい

としている。そこで、推論の過程を他者に伝わるようにわかりやすく表現することができるようになる

ことをねらいとして図形の性質の学習を進めながら、図形についての理解を深めるようにし、文章や図

から必要な情報を読み解く力や考える力を身につけることができる本単元を設定した。 
本校の研究は「未来をたくましく生きる力を育む教育の創造」であり、実生活に結びついた問題に対

して、主体的に考え、その学びから新しくＳＯＺＯ（想像・創造）しようとする生徒の育成を目指して

いる。この生徒像に近づくことができるよう、指導にあたっては、まず、ガーデニングラティスといっ

た身近にある具体物から図形の直線や角の性質を見つける活動を取り入れることによって、対頂角、同

位角、錯角について、二つの角の位置関係と角の性質や関係を理解できるようにする。次に、小学校で

学習した三角形の特徴を基に、多角形の内角や外角の和について考えていく。「なぜそれが言えるのか」

「どうしてそう考えたのか」を明らかにして考えを伝え合う活動を多く取り入れ、証明の学習では、根

拠を明らかにして説明することの意義や意味を実感させることによって、推論の過程を他者にわかりや

すく表現することの大切さを理解させたい。本時の授業では、身近にある国旗や建築物、植物や野菜の

中から星形を見つける活動を取り入れることによって、星形五角形の性質を考えていく。星形五角形の

先端にできる角の和は、図形の性質を活用したり、補助線を引いたりすることにより、多くの解法を考

えることができる教材であり、生徒にとってなじみのある形であるため、興味をもち、図形をより身近
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に感じて学習に取り組むことができると考えられる。ＧＣ（Geometric Constructor）を利用して、星

形五角形の点の位置を変えることによって、変化する値、変化しない値に注目することができるように

なり、星形五角形の先端の角の和の性質に気づきやすくする。また、様々な視点から考えられた星形五

角形の先端の角の和の求め方をグループで説明しあう活動を取り入れることによって、自分の言葉で論

理的に説明する力を養うとともに、多様な考え方に触れ、新たな視点の発見へとつなげていきたい。そ

して、ＳＯＺＯの時間の中で、より発展的な場合を考えたり、同じ結論にたどり着いたりしていても、

様々な考え方や過程があることの気づきへとつなげていきたい。さらに、ＳＯＺＯの時間の中で、他の

実生活の事象へと学びを発展させることで、自らが数学の実用性を創造し、未来をたくましく生きる力

を育むようにする。 

（３）単元計画 

学 習 内 容 研究の手だて 時 間 

・ラティスに隠された図形の性質を考えよう。 （研究の手だて①－Ａ） 

（研究の手だて③－Ｄ） 
3 

・多角形の角の性質を考えよう。 
（研究の手だて①－Ａ） 

（研究の手だて②－Ｃ） 

（研究の手だて③－Ｄ） 

5 
（本時 5/5） 

・三角形の合同条件を考えよう。 （研究の手だて②－Ｂ） 

（研究の手だて②－Ｃ） 
3 

・証明するときに、気をつけることは何だろうか。 （研究の手だて②－Ｂ） 

（研究の手だて②－Ｃ） 
2 

・三角形の合同条件を証明で使うにはどうしたらよ 
いだろうか。 

（研究の手だて②－Ｃ） 

（研究の手だて③－Ｄ） 
2 

２ 本時の学習指導  

（１）本時の目標 

・星形五角形の先端にできる角の和が１８０度になることを説明することができる。 
          （思考・判断・表現） 
（２）展 開 

段階 生 徒 の 活 動 教 師 の 活 動 
想像 
(5) 

 
 
 

課題 
(2) 

 
究明 
(15) 

 
 
 
 
 

 
 

１ 写真を見て、写真に共通するものを考え、そ

れについての特徴を発表する。 
 
 
 
２ 本時の学習課題を把握する。 
 
  
３ 星形五角形の先端の角を調べる。 

 

 

 

 
 
 
 

 

 

・①星形が使われている国旗や建物、星形の植 

 物や野菜の断面の写真を提示する。（研究） 

・星形五角形をノートに書くように指示し、ど

のような性質がありそうか予想することをき

っかけとし、学習課題につなげる。 
・学習課題を板書する。 
 
 
・クラスルームを用いて、生徒のＭＹタブレッ

トに作図ツールＧＣのＵＲＬを送る。 

・ＧＣ上の星形五角形の頂点を移動させ、任意

の星形五角形を作り、先端の角の和を求める

ように指示する。 

・②ＭＹタブレット上で求めた星形五角形の先

端の角の和がどんな場合でも１８０度になる

のか確かめるために、角の和をペアで共有し、

協働的な課題解決の円滑化を図る。（研究） 

・どの写真にも星マークがある。 

・星は角が５つある。 

・星の角を全部足すと１８０度になっている。 

星形五角形の先端にできる角の和は、本当に１８０度であると言えるのだろうか。 
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解決 
(15) 

 
 
 
 
 
 
整理 
(3) 

 
 

創造 
(10) 

４ 星形五角形の先端にできる角の和がいつでも

１８０度になるのか説明するためには、どうし

たらよいか手だてを考え、見通しを立てる。 

 
 
 
 
 
 
５ 個人で星形五角形の先端にできる角の和が 

 １８０度であることの説明を考え、その考えを

グループで発表し、よりわかりやすい説明の仕

方を考える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ ５で考えた結果を学級全体で発表し、各グル 

 ープの発表を基に、星形五角形の先端にできる 

 角の和が必ず１８０度になることを確認する。 

 
 
 
 

 
７ 課題の整理を行う。 

  
 

 

８ 本時の学びからＳＯＺＯする。 

 
 
 

・見通しが立たず困っている生徒には、内角や 
 外角の性質、ブーメラン形の性質に注目する 
 ように助言する。 
・自分の考えを丁寧にわかりやすく書いている 
 生徒を称賛する。 
・１つの考えをまとめた生徒には、他の方法は 

ないか考えるように助言する。 

・端的に解決の見通しを書くことができた生徒 
 を意図的に指名する。 
・②星形五角形の先端にできる角の和が１８０

度になることについてグループで表現する場

を設定することで、新たな視点に気づかせ、

協働的な課題解決の円滑化を図る。（研究） 

・グループの中で発表し合った考えから、よい 
 方法を選び出し、ホワイトボードにまとめる 
 ように指示する。 
・②ホワイトボードに説明をするために必要な

キーワードを書くように指示することで、使

用した図形の性質に注目させ、協働的な課題

解決の円滑化を図る。（研究） 

・様々な視点から説明を考えているグループを 

 称賛する。 
・②グループで考えた説明を発表する場を設け、

各グループの発表のキーワードを振り返るこ

とで、焦点化を図り、対話的な思考・吟味へ

つなげていく。（研究） 

・強調したい箇所は色を変えて示すように助言

する。 
・使った図形の性質などを提示し、わかりやす

く説明しているグループを称賛する。 
・各グループの発表から出された考え方が、図

形のどんな性質を用いて説明しているかに注

目させ、共通点や違いに目を向けさせること

で、本時の課題のまとめへつなげる。 

・板書を使って本時の学びを振り返る。 

・③ＳＯＺＯするように指示する。（研究） 
・生徒同士が自由にかかわる場を設け、ＳＯＺ

Ｏを学級に広げて時間を閉じる。 
 

（３）評 価 

  ・ブーメラン形の性質や三角形の内角、外角の性質を基にして、星形五角形の先端の角の和が 180 
   度であることを説明することができたか。 

（思考・判断・表現）―——活動４・５・６の様子、発表から 

・ブーメラン形の性質を使って、５つの角を一つの 

 三角形に集める。 

・三角形の外角を利用して、５つの角を一つの三角 

 形に集める。 

・平行線の性質を利用して、５つの角を一直線に集 

 める。 

・補助線を引いて、ちょうちょう形を作って、５つ 

 の角を一つの三角形に集める。 

・ブーメラン形を利用   ・三角形の外角の性質 

・平行線の性質や三角形の内角・外角の性質、ブーメ 

 ラン形の性質などから、必ず１８０度になるという 

 ことが言える。 

 

・星形の角を増やしたらどうなるのだろう。 
・星形には他にも性質があるのではないだろうか。 
・角の和が１８０度になるというきりの良さが、オ 
 クラの切り口が星形になることにも繋がっている 
 のだろうか。 

 

・ブーメラン形で求めた角の対頂角と∠b 、∠ eを 

 合わせると三角形の内角の和になるから 180度。 

 【キーワード】ブーメラン形・∠ a＋∠ c＋∠d  

・一つの外角は、その隣にない２つの内角の和だか 

 ら、２つの外角と∠b を合わせると三角形の内角 

 の和になるから 180度。 

 【キーワード】外角の性質  
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第３学年２組 数学科学習指導案 

３年２組教室  指導者 杉浦 考昭 
１ 単 元 関数 

2y ax  （１６時間完了 本時１６／１６） 
（１）単元目標 

① 実生活の事象の中にも関数
2y ax として捉えられるものがあることを理解することができ 

る。 （知識・技能） 
② 関数

2y ax として捉えられる２つの数量について、変化や対応の特徴を見いだし、表、式、 
グラフを相互に関連づけて考察し表現することができる。 （思考・判断・表現） 

③ 関数
2y ax のよさを実感して粘り強く考え、関数

2y ax について学んだことを生活や学習

に生かそうとしたり、関数
2y ax を活用した問題解決の過程をふりかえって評価・改善しよ 

うとしたりする。 （主体的な態度） 
（２）単元構想 

本学級の生徒は、話し合いの場面で級友と協力して課題を解決しようと主体的に学習に取り組む姿勢

が見られる。前単元の二次方程式では、どのような式変形を行えば解を求めることができるのかについ

て個人追究したり、グループ学習の中で教え合い活動を通して考えを深めたりすることで、二次方程式

を理解することができる生徒が多く見られた。このようにグループ活動での主体的な活動が見られる一

方で、全体の場で考え方を共有する場面では、一部の生徒で授業が進んでしまうといった現状がある。

そこで、全体の場でも主体的に学習に取り組むことができるように、実社会・実生活から教材を提示し

生徒の課題解決への探求心を高めることで、授業の活性化を図っていきたい。 
本単元は、表において xや y の値の対応から関数の変化の様子をつかみ、さらにグラフによって関数

の変化や対応の特徴を理解することがねらいである。第１学年では比例・反比例を学習し、第２学年で

は一次関数を学習してきており、いずれにおいても関数関係に着目し、その特徴を表・式・グラフを相

互に関連付けて考察する力を高めてきている。第３学年ではこの学習を活用し、具体的な事象における

二つの数量の変化や対応を調べることを通して、関数
2y ax について考察していく。しかし、実社会・

実生活における具体的な事象には既習の関数では捉えられない関数関係も存在する。それらの関数関係

を併せて学習することにより、関数の概念の広がりを実生活で実感できるようにし、中学校における関

数についての、今後の学習にも繋がりをもたせていけるようにしていきたい。 
指導にあたっては、既習の関数である比例・反比例や一次関数との共通点や相違点を正確に捉えなが

ら、関数
2y ax の特徴を理解できるようにする。また、表、式、グラフが、関数の変化と対応の特徴

をつかむ手だてとなるように、相互に関連付けて授業を展開していくことで、理解を深められるように

したい。そして、観察や実験などによって取り出した二つの数量について、事象を理想化したり単純化

したりすることによって、それらの関係を関数
2y ax とみなし、事象を捉え説明する活動を取り入れ

る。本時の授業では、自動車の速さと空走距離、制動距離を取り扱う。自動車は実社会・実生活に結び

ついた事象であり、空走距離、制動距離の関係式を導き出すことで既習の関数と本単元の
2y ax の関

連性をもって学習することができる。そのため、生徒が関数に対して興味をもって、より身近に関数の

学習に取り組むことができると考える。 
本校の研究は「未来をたくましく生きる力を育む教育の創造」であり、実社会・実生活から学びを構

成し、その学びから新しくＳＯＺＯを生み出していく生徒を育むことを目標としている。本単元では、

ボールが斜面を転がるときの様子を式に表したり、ふりこの周期について学びを深めたりするような実

社会・実生活の事象から学びを構成して、関数の理解を深めていく。また、課題を解決していく中で、

グループ活動を取り入れて協働的な学びの円滑化を図ったり、関数関係の表、式、グラフを相互に関連

付けてホワイトボードに考えをまとめる作業を通して思考の整理・表現をしたりすることで、生徒の数

学的思考を伸長させる手だてとする。また、ボールが斜面を転がる様子やブレーキをかけてから車が停

止するまでの様子を映像として提示することにより、実際の現象の様子を想像するための手だてを設定

- 41 --156--156-



し課題解決への円滑化を図っていく。そしてＳＯＺＯの時間の中で、本時の学びを発展させ特別な場合

を考察したり、実社会・実生活で他に援用されている事象はあるのかどうかを見出したりすることで、

自ら数学の実用性を創造し、未来をたくましく生きる力を育むことができるようにする。 

（３）単元計画 

学 習 内 容 研究の手だて 時 間 
・ボールが斜面を転がるときの時間と距離の関係

は。 （研究の手だて①－Ａ） 3 

・２乗に比例するときのグラフの概形は。 （研究の手だて②－Ｃ） 4 

・比例定数の変化によってグラフはどう変化する。 （研究の手だて②－Ｂ） 3 

・記録テープをもとに平均の速さを求めるには。 （研究の手だて②－Ｃ） 3 

・ふりこの長さと周期の関係は。 （研究の手だて②－Ｂ） 2 
・車の速さと停止距離にはどんな関係があるだろう

か。 （研究の手だて③－Ｄ） 1 
（本時） 
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２ 本時の学習指導  

（１）本時の目標 

・与えられた条件から関数関係を見いだし、関数で問題を解決することができる。 
（思考・判断・表現） 

（２）展 開 

段階 生 徒 の 活 動 教 師 の 活 動 
想像 
(5) 

 
 
 

課題 
(2) 

 
究明 
(20) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

解決 
(12) 

 
 
 
 
 
 
整理 
(3) 

 
創造 
(8) 

１ 翔南中学区の細い路地や見通しの悪い道路の

写真を見て、どのような危険があるかを考える。 
 
 
 
２ 本時の学習課題を把握する。 
 
 
３ 車の速さと停止距離の関係を予測する。 

 
 
 
 
４ 車の速さと空走距離、車の速さと制動距離の

関係をそれぞれ式で表し、停止距離について個

人追究を行い、グループで考えを共有する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
５ 条件を設定して適応問題を解く。 
 
 

 

６ ５の解法を全体で共有する。 

 

 

 
７ 課題の整理を行う。 

 
 
８ 本時の学びからＳＯＺＯする。 

 
 
 
 

・①学区にある道路の写真を掲示し、黒板に貼

付する。（研究） 

・学区にある道路の写真から交通事故に注目さ

せ、交通安全の標語を提示して、学習課題に

つなげる。 
・学習課題を板書する。 
 
 
「車の速さと停止距離にはどんな関係があるだ

ろうか。」 
・個人追究をした後に、必要な条件を隣や周り

の席の生徒と共有するようにし、意見の活性

化を図る。 
・空走距離と制動距離の言葉の意味を確認し、

立式の見通しをもたせる。 
・②机間指導で解決状況を把握し、場合によっ

てはペア学習を取り入れ、協働的な課題解決

の円滑化を図る。（研究） 
・②グループごとに自分たちの考えをホワイト

ボードにまとめるように指示をして、課題解

決に迫る。（研究） 

・解法の見通しが立たない生徒には、表からグ

ラフへ点を打ち、式化できないかと助言をす

る。 
・ともなって変わる２つの数量に着目して立式

することができた生徒・グループを称賛する。 
・困っている生徒には活動４で求めた式を利用

して求めるように助言する。 
・②グループごとの考えを発表する場を設ける

ことで課題解決の焦点化を図り、対話的な思

考・吟味へつなげていく。 
 

・生徒の言葉や考えを生かして本時の課題に対

する整理を行う。 

 

・③ＳＯＺＯするように指示する。（研究） 

・生徒同士が自由にかかわる場を設け、ＳＯＺ

Ｏを学級に広げて時間を閉じる。 

（３）評 価 

・条件の中から
2y ax 、 y ax の関係を見いだし、停止位置を求めることができたか。 

（思考・判断・表現）―――活動４・５・６の様子、発表から 

・視界が悪いから事故が起きるかもしれない 

・歩行者が飛び出してきて危険じゃないかな。 

「とびだすな 車は急に とまれない」は本当か？ 

空走距離は速さに比例、制動距離は速さの２乗に比例

し、その和が停止距離になる。 

・速さが増加すると停止距離も増加すると思う。 

・一定の速さだけ増えれば、一定の距離だけ停止距離

も伸びるのではないか。 

速さ（km/h）… x  20  40  60  80  
空走距離（m）… 1y  6  12  18  24  

制動距離（m）… 2y  3  11 27  72  

空走距離： � �1 3 /10y x   制動距離： � � 2
2 3 / 400y x  

停止距離： � � � � 2
3 3 /10 3 / 400y x x �  

・ジェットコースターのような斜面だと停止位置は変

わるのかな。 
・株価のグラフも式に表せるのかな。 

時速 30 km の車がブレーキを踏み始めてから停止する

までにかかる距離は何 mだろうか。 

活動４の式の 3y の x に 30 を代入して 

3 15.75y  だから停止距離は15.75 ｍ 
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８組（知的障害学級）数学科学習指導案 

８組教室  指導者 磯部  翔 
１ 単 元 岡崎市をよく知るための観光コースとは （１１時間完了 本時１０／１１） 
（１）単元目標 

① 様々な硬貨や紙幣の種類を理解し、必要な硬貨や紙幣を提示することができる。（知識・技能） 
② 複数枚必要な硬貨や紙幣を的確に判断できる。            （思考・判断・表現） 
③ 生活の中で、提示された金額を超えないように、見積もろうと考えようとする。 

     （主体的な態度） 
（２）単元構想 

 本学級の生徒は、１学期「時間・時刻」の学習で、所要時間の書かれた表から必要な情報を読み取る

生徒、必要な情報から計算をして合計時間を求める生徒、計算結果から単位変換をしてより表しやすい

時間・時刻に変換する生徒のように、それぞれの生徒の能力に合わせて学習することができた。さらに、

学習していく中で、生徒同士でコミュニケーションを交わしながら問題解決をする姿も見られた。それ

ぞれの生徒が活躍できるように役割分担をすることで、自分でやりきろうと意欲的に学ぶことができた。

本単元も、各生徒が活躍できるように、さらにコミュニケーションスキルを高めるために、５人が協力

して一つの成果を実感できるような授業にしたい。そのため、既習してきたことを活用し、役割分担を

明確にしながら一つの成果となるような実践を行いたい。 
本単元は、岡崎市を紹介するため、観光ルートを５人で考える。そのために５人で協働的に活動し、

たくさんの観光地を回れるような時間・お金の計画をする。学校生活や社会生活を送る中で、時間や時

刻を逆算して計画したり、必要な費用を前もって見積もったりすることができることは大切である。そ

のために、数学の授業でそれぞれの能力に合わせた課題を生徒が見つけ、グループ全体で協働して活動

を行う。「お金」の計算を学習した後に、１学期に学習した「時間」「時刻」の計算を活用し、「お金」

の計算を学習した後に、岡崎市をよく知るための観光コースを考える。 
指導にあたっては、それぞれの役割分担を果たすために、「時間」「時刻」と「お金」の分野に分け、

それぞれ２人で協力できるようにグループ分けをする。さらに、話し合いの場では、それぞれの画面を

共有するために、ＭＹタブレットを使用して授業を行う。アプリの特性上、画面共有をするときにタイ

ムラグがあるため、班長である生徒の画面をモニターに映し出し、リアルタイムで見られるように工夫

する。 
本校の研究は「未来をたくましく生きる力を育む教育の創造」であり、実生活に結びついた問題に対

して、主体的に考え、その学びから新しくＳＯＺＯ（想像・創造）しようとする生徒の育成を目指して

いる。この生徒像に近づくことができるよう、本単元では、導入で、実際の旅行パンフレットを見たり、

３年生は体験入学へ行く学校までの行き方を自ら調べたプリントを見たりすることで、「お金」「時間」

「時刻」の密接な関係を見つけられるようにする。３つの関係を１人で一度に作業することは不可能で

ある。そこで、グループを活用した協働学習を行う。これにより、個別支援に合わせた学習指導を立て、

協力して学びに向かいながら主体性を実現できると考えた。実社会でも、様々な部署に振り分けて仕事

を行うように分担作業をし、それぞれの仕事を行うとともに、意見交換や報告を行う。そうすることで、

今後社会でも役割分担をし、一つの成果を得られるように努力することや、これからの生活の中で、時

間の逆算やお金の見積もりをどのようにするか、方法を学ぶことができる。今後の修学旅行やスキー学

習、入学試験での予定などをたてる時に必要なスキルであることを気づくことができるよう支援する。

そして、他の実生活でも活用できるようにＳＯＺＯをふくらませ、未来にたくましく生きる力を育みた

い。 

（３）単元計画 

学 習 内 容 研究の手だて 時 間 
・お金を使うときはどんなときだろうか。 （研究の手だて①－Ａ） １ 

・お金すごろくをしよう（お金の差し引き）。 （研究の手だて②－Ｂ） 3 

・財布の中を軽くできないだろうか（両替）。 （研究の手だて①－Ａ） 2 

・決められたお金で、どれだけ買えるだろうか。  3 

・岡崎市のよく知るための観光コースとは。 （研究の手だて③－Ｄ） 2 
本時（1/2） 
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２ 本時の学習指導  

（１）本時の目標 

生徒Ａ すべての行程で、必要な時間を計算することができる。  （思考・判断・表現） 
生徒Ｂ 観光地で、必要な時間を計算することができる。     （思考・判断・表現） 
生徒Ｃ 指定された時刻、時間計算し制限時間を超えていないか確かめることができる。 

（主体的な態度） 
生徒Ｄ 限られた金額から超えていないかを計算、確認することができる。 

（思考・判断・表現） 
生徒Ｅ 観光地で、必要な金額を計算することができる。     （思考・判断・表現） 

 
（２）展 開 

段階 生 徒 の 活 動 教 師 の 活 動 
想像 
（5） 

 
 
 

課題 
（2） 
 
究明 

（15） 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
解決 

（18） 
 
 
 
 
 
 

１ 旅行パンフレットや、学校見学の行程表に、

載せられている情報を見つける。 
 
 
 
２ 本時の学習課題を把握する。 
 
  
３ コラボノートを見ながら問題を把握する。 

 
 
 
 
 
 
４ 岡崎市の観光地を考え、発表する。 

 
 
 
５ コースを考えるために必要な情報を自分で考

え、発表する。 

 
 
６ 自分が観光コースに掲載したい観光地を２つ

考える。 
 
 
７ 個人の考えを伝え合い、具体的な観光コース

を話し合う。 

 
 

 

 

 

 
 
 

・①実際の旅行パンフレットや、これまでの学

校見学の行程表を見せることで、行動計画す

るために必要な情報をイメージし、学習課題

につなげる。（研究） 
 
・学習課題を黒板に貼る。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
「岡崎市の観光地といえば、どんな場所がある

だろうか」 
・観光地が思いつかない生徒は、ＭＹタブレッ

トで調べるようアドバイスする。 
「コースを考えるときに、このままでは考える

ことはできない。どのような情報が必要か」 
・地図に、それぞれの観光地までの時間や、金

額が書かれたプリントを配付する。  
・コラボノートに、自分が行くべき観光地を「コ

ラボノート」に記すよう説明する。 
 
 
 
・教室後ろのテーブルへ、必要な道具を持って

移動し、５人の役割分担を説明したうえで、

話し合いをするよう伝える。 
・②「コラボノート」を利用し、それぞれがど

の観光地へ行くべきかを、級友に伝えたり、

その後の意見交換の場を円滑に進める。 

（研究） 

・②生徒Ｃが他の生徒に説明するときに、コラ

ボノートは、文字を書いたり線を記入したり

する際に、タイムラグが発生するため、より 

・観光地の写真 ・可能な交通手段 

・必要な金額  ・営業時間、定休 

岡崎市をよく知るための観光コースを考えるためには。 

・東公園 ・おかざき世界子ども美術博物館  

・一幡山 ・岡崎公園 ・中央総合公園 ・南公園 

・入場料金、乗車料金 ・移動に必要な時間 

・それぞれの滞在時間 

『翔南ウォーカー』に、岡崎市の観光コース

を載せることになり、８組ならではの観光コ

ースを考えるように、磯部社長から頼まれ

た。条件は、時間は２時間以内であり、お金

は１０００円以内であること。出発地と到着

地は岡崎駅とする。 

・わんわん動物園と岡崎城を伝えたいな。 

生徒Ｃ：各生徒にどの観光地に行きたいか聞き、総

括して、行く場所を決める。決めていく中

で、限られた条件から違反していないかを

確認する。 

・岡崎市の観光場所はどこがあるかな 

・２時間の中で、どれだけ回れるかな 

・移動する方法はなにがあるかな 
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整理 
（5） 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 

８ 話し合いの結果、決めたルートがどのような

ルートか、時間やお金は条件に当てはまってい

るかを確認する。 

９ 課題の整理を行う。 

 
 

円滑に行うため、テーブルにミニモニターを

設置し、他の生徒が生徒Ｃの見ている画面を

リアルタイムで見られるように工夫する。（研

究） 

・②生徒Ｂ（時間）：時間計算を円滑にするため

にテープ図のように、目盛りのある台紙を用

意し、各時間数のテープをあてはめ、計算で

きるようにする。（研究） 

・②生徒Ｅ（お金）：お金の計算を円滑にするた

めに、練習用お金を利用し、実際に払うとし

たら、どの硬貨を出すかを考え、行程をすべ

て終えたら全ての金額を合計し、計算できる

ようにする。（研究） 

・生徒Ｃに、岡崎市をよく知るためのルートを

説明するよう伝える。 
 

・生徒が時間をかけて様々な意見交換ができた

ことを称賛する。 

・今回、移動行程を考えるときに必要となる情

報や計算方法を確認する。 

創造 
（5） 

１０ 本時の学びからＳＯＺＯする。 

 
 
 

・③ＳＯＺＯするように指示する。（研究） 
 

（３）評 価 

生徒Ａ 生徒Ｂと協力して、クラスで考えたルートで必要な時間を正確に計算することが

できたか。（思考・判断・表現）―――活動７・８の様子から 
生徒Ｂ 各観光地で、必要な時間を正確に計算することができたか。（思考・判断・表現） 

―――活動７・８の様子から 
生徒Ｃ 考えられたルートが、条件に当てはまっているかを的確に説明することができた

か。（主体的な態度）―――活動７・８・９の様子から 
生徒Ｄ 生徒Ｅと協力して、考えられたルートで、必要なお金を正確に計算することがで

きたか。（思考・判断・表現）―――活動７・８の様子から 
生徒Ｅ 各観光地で、必要なお金を正確に計算することができたか。（思考・判断・表現） 

―――活動７・８の様子から 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・自分がおでかけするときも、同じような方

法で考えたいな。 
・市外の友達にも教えたいよ。 

・移動と観光場所で、必要な時間の合計 
・移動と観光場所で、必要となる予算 

＜時計課長＞ 

生徒Ａ：移動時間を計算する。その後、生徒Ｂから

各観光地に必要な時間をたす。必要があれ

ば、生徒Ｂのサポートをする。 

生徒Ｂ：各観光地に必要な時間を計算し、生徒Ａに

伝える。 

＜お金課長＞ 

生徒Ｄ：移動に必要なお金を計算する。その後、生

徒Ｅから各観光地に必要なお金をたす。必

要があれば、生徒Ｅのサポートをする。 

生徒Ｅ：各観光地に必要なお金を計算し、生徒Ｄに

伝える。 
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１０組（自閉症・情緒障害学級）数学科学習指導案 

１０組教室  指導者 伊藤 研治 

１ 単 元 つるかめ算（連立方程式の利用） （１３時間完了 本時１１/１３） 

（１) 単元目標 

①  連立方程式とその解の数学的意味を理解し，解くことができる。         （知識・技能） 

②  連立方程式の解法を考え，具体的事象に活用することができる。       （思考・判断・表現） 

  ③ 連立方程式を解くことに興味をもち，具体的な事象に活用して解決しようとする。 （主体的な態度） 

（２）単元構想 

  本学級は，自閉症・情緒障害学級である。生徒Ａは， 

９月２９日現在自宅療養中である。問題を理解力する力 

や，筋道立てて考える力はあるので，スモールステップ 

で問題を提示し，問題解決できるように進めたい。生徒 

Ｂは絶えずつぶやいたり，教室内を行ったり来たりする 

常同行動がある。興味のもてる課題には集中して取り組むことができるので，課題提示の仕方を工夫し，興味

をもって取り組めるようにしたい。生徒Ｃは気持ちの起伏が大きく，集中して課題に取り組める時がある一

方，机に伏して何もできない時もある。３年生の生徒Ｄには，副障害で知的障害があり，特別の教育課程を組

むことができる。生徒Ｄ以外には副障害がないため，数学の授業は中学２年生の教育課程に沿わせている。 

本学級では，これまでに，中学２年生の学習内容である「連立方程式」の学習に取り組んできた。加減法

や代入法を利用して，基本的な連立方程式を解くことができるようになってきた。ただし，本学級の傾向とし

て，文章問題の文より意味を理解することに抵抗を感じる生徒が多い。そこで，「連立方程式の利用」では，

課題を提示する段階より，より関心をもって課題に取り組める工夫をすることが大切である。本学級生徒が親

しみやすい方法で課題を提示し，文章から問題の内容を読み取るだけでなく，図や模型などの実物，ＣＧによ

るシミュレーションを利用して課題に迫れるようにしていきたい。 

 本時は連立方程式の利用として，「つるかめ算」を課題とする。この「つるかめ算」には中国の「孫子算

経」の解法，すべて「かめ」だと仮定して考える解法，連立方程式を使う方法の３つの解法がよく知られてい

る。「孫子算経」では「つる」と「かめ」ではなく，雉と兎の２種類の動物が使われていた。これが伝わった

日本では，江戸時代のころにめでたい動物として知られている「つる」と「かめ」に置き換わった。このエピ

ソードの紹介も含め，親しみやすい課題として提示したい。初めは連立方程式を利用せず，「孫子算経」の解

法と，すべて「かめ」だと仮定して考える解法を２つのグループに分担して調べることができるようにした

い。（「孫子算経」の解法…生徒Ａ，生徒Ｃ／すべて「かめ」だと仮定して考える解法…生徒Ｂ，生徒Ｄ）本時

にその２つの解法を発表し，その次に第３の方法として連立方程式を利用して解く方法へ発展していきたいと

考えている。本校の研究は「未来をたくましく生きる力を育む教育の創造」であり，実生活に結びついた問題

に対して，主体的に考え，その学びから新しくＳＯＺＯ（想像・創造）しようとする生徒の育成をめざしてい

る。この生徒像に近づくことができるよう，昔から伝わる考え方とともに，方程式のように文字を使って解を

求めることのよさを感じとり，先人の知恵から，「未来をＳＯＺＯ（想像・創造）することができる学び」へ

発展していきたいと考えている。 

（３）単元計画 

学 習 内 容 研究の手だて 時 間 

・連立方程式とその解を理解しよう。 （研究の手だて①－Ａ） 3 
・連立方程式を解けるようにしよう。 （研究の手だて②－Ｃ） 5 

・連立方程式を利用して数を求めよう。 （研究の手だて②－Ｂ，Ｃ） 
4 

（本時 3/4） 

生徒 学年 備 考 

生徒Ａ ２年 入院中（７月現在／退院未定） 

生徒Ｂ ２年 常同行動あり 

生徒Ｃ ２年 頭痛でふさぎ込むことが多い 

生徒Ｄ ３年 （副障害）知的障害，不登校傾向 
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・連立方程式をまとめよう （研究の手だて③－Ｄ） 1 

２ 本時の学習指導 
 （１）本時の目標 

生徒 目 標 

生徒Ａ 孫子算経について自分の言葉で説明できる。                 （主体的な態度） 

生徒Ｂ すべて「かめ」だったと仮定して考える方法をすすんで発表することができる。 （主体的な態度） 

生徒Ｃ 連立方程式を利用して，問題を解決する方法をすすんで発表することができる。 （主体的な態度） 

生徒Ｄ 「つる」と「かめ」のフィギュアを使って，問題の意味を理解することができる。 （知識・技能） 

 （２）展 開 

段階 生 徒 の 活 動 教 師 の 活 動 

想像 

（5） 

 

 

 

 

 

 

 

課題 

（1） 

究明 

（14） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

解決 

（20） 

 

 

 

 

 

１ つるかめ算の問題の場面を想像する。 

 

 

 

 

２ つるとかめのフィギアーを手に取り，問題

の意味を確認する。 

 

 

３ 本時の学習課題を把握する。 

 

 

４ 「孫子算経」の解法を発表する。 

（生徒Ａ，生徒Ｃ） 

 

 

 

 

５ すべてかめだったと仮定する方法の解法を

発表する。      （生徒Ｂ，生徒Ｄ） 

 

 

 

 

 

 

６ わからない数２つを見つける方法を考える。 

 

 

 

 

 

・①写真で視覚的にわかりやすく表現したつるかめ算

問題を，モニタ画面に映し出す。（研究） 

  

 

 

・①「つる」と「かめ」のフィギュアを準備し，問題

を理解しやすくする。（研究） 

・②生徒ＤにＣＧ画面を見せ，問題を理解しやすくす 

る。（研究） 

・本時の課題を黒板に貼付する。 

 

 

・「孫子算経」の方法で答えの出し方を考えたグループ 

 に発表を指示する。 

・②図を利用して視覚的にわかりやすく説明できる

ように，「コラボノート」を利用して発表できるよう

にする。（研究） 

・生徒Ａのコラボノートの操作を支援する。 

・生徒Ｃのわかりやすい発表を称賛する。 

・すべてかめだったと仮定する方法で答えの出し方を

考えたグループに発表を指示する。 

・②図を利用して視覚的にわかりやすく説明できるよ

うに，「コラボノート」を利用して発表できるように

する。（研究） 

・生徒Ｂの筋道だった説明を称賛する。 

・生徒ＤがパワーポイントによるＣＧで生徒Ｂの発表 

 を補助するように分担し，生徒Ｄの活躍ができるよ 

うにする。 

・上手にできた発表を称賛する。 

・つるの数とかめの数，わからない数２つを見つける

のに，他によい方法はないか発問する。 

・「つるを 羽，かめを 匹として連立方程式を作ろ

う」 

 

つるが何羽，かめが何匹か，どんな方法で求められるだろうか。 

① 足の数の合計を半分にする。 

② ①から，頭の数の合計をひくと，かめ

の数になる。 

③ 頭の数から，②をひくと，つるの数に

なる。 

① 35 頭のすべてがかめだったとすると

足の数は 35×4=140 

② 1頭分をつるに変えると足の数は2本減る。 

③ すべてかめのとき140本から実際の94

本をひくと 140-94=46 本差 

④ つるの足は 2本だから 46÷2=23 羽 

⑤ つるは 23羽だからかめは 12 匹 

・方程式  ・連立方程式 

「つる」と「かめ」がいます。頭の数の合計は３５で，足の

数の合計は94本です。つるは何羽，かめは何匹いますか。 
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整理 

（5） 

 

 

創造 

（10） 

７ つるを 羽，かめを 匹として連立方程式を 

 つくる。 

 

 

 

 

８ 連立方程式を解く。 

 

 

 

 

９ 課題を整理する。 

 ①孫子算系の解法 

 ②全部が「かめ」だったと仮定して考える解法 

 ③連立方程式を利用する解法 

１０ 本時の学びからＳＯＺＯする。 

 

 

 

 

 

・１つ目の式は，つるとかめの頭の数，２つ目の式は

つるとかめの足の数について考えるように助言す

る。 

 

 

 

・「連立方程式を解いてみよう」 

・挙手・発言し，上手に説明できた生徒を称賛する。 

 

 

 

・「つるかめ算の３つの解法をふりかえろう」 

 

 

 

・③ＳＯＺＯするように指示する。（研究） 

・生徒同士が自由にかかわれる場を設け、ＳＯＺＯを

学級に広げて時間を閉じる。 

 
（３）評 価 

  

 
 

① × 4                             
  ②                                                       

  
-) 

生徒 評       価 

生徒Ａ 孫子算経の解法について，すすんで説明できたか。（主体的な態度）――― 活動４の発表から 

生徒Ｂ 
具体的な数を使って「すべてかめだったと仮定して考える方法」にすすんで取り組めたか。 

（主体的な態度）――― 活動５の発表から  

生徒Ｃ 
２つの未知数を見つける方法について，連立方程式が有効なことに気づき，すすんで方程式を解き， 

問題解決ができたか。               （主体的な態度）――― 活動６，７の様子から 

生徒Ｄ 
頭の数と足の数から「つる」と「かめ」の数を求める方法を理解できたか。 

（知識・技能）――― 活動５の発表から  

 

・「たこ」と「いか」でも問題になるかな 

・昔の考え方もすごい 

・未来にもっとすごい計算方法が見つか

るかも 

46 2
23

23 35
35 23
12

x
x
y
y
y

 y
 

�  
 �
 

　　

　　

　　

　　

 

…① 

…② 

 
 

…  
…  
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１ 単元計画（２３時間完了） 
    
学びの姿を見通す 

ことができる課題 
巨大地上絵の秘密を探れ 

単元の目標 
・図形の相似の意味及び三角形の相似条件について理解することができる。 

・生活の中から相似な図形の性質を見いだし、活用することができる。 

段

階 

時

間 
学習課題 主活動 終末での生徒の考え 

研究の 

手だて 

つ
か
み
見
通
す 

① 巨大地上絵の秘密を探れ ・方眼を使って、拡大図と縮
図を描く 
・拡大図と縮図から、相似な
図形の性質を見つける 

紙上に描いた絵を、形を変
えずに運動場いっぱいの大
きさで描くにはどうしたら
いいのかを知りたい 

ａ 
ｂ 

② 比の性質を使って、辺の長
さを求めよう 

・相似比から、対応する辺の
長さを計算で求める 

相似な図形では、対応する
線分の長さの比は、すべて
等しいことがわかった 

ａ 
ｂ 

③ 

④ 

どのようなとき相似になる
のだろうか 

・与えられた条件だけで三
角形を作図する 
・相似な三角形の組を見つ
け、相似条件をいう 

対応する辺を見つけるに
は、図の向きをそろえるこ
とで間違いが起きにくくな
るんだな 

ａ 
ｂ 

関
わ
り
深
め
る 

⑤ 

～ 

⑦ 

相似条件を根拠とした証明
をしよう 

・２つの三角形が相似にな
ることを、相似条件を根
拠として証明する 

辺の長さや角度に注目し、
相似条件に合うように証明
することが大切なんだな 

ｃ 
ｄ① 

⑧ 

～ 

⑭ 

平行線と線分の比には、ど
のような関係があるだろう 
 
 

・相似な図形に着目し、平行
線と線分の比の関係を証
明する 
・線分の長さを求める 

平行線の性質や相似条件か
ら、線分の比と平行線には
どのような関係があるか、
わかった 

ｃ 
ｄ① 
ｄ② 

⑮

本

時 

証明するためにはどんな 
工夫をしたらよいだろう 

・図の中に補助線を引き、相
似な三角形を見いだす 
・既習の性質を活用する 

定理が使えるような補助線
を引けば、証明できること
がわかった 

ｃ 
ｄ① 
ｄ② 

振
り
返
り
つ
な
ぐ 

⑯ 

⑰ 

巨大地上絵の秘密を探れ ・紙に描いた絵を、何倍もの
大きさにして描くための
手順を考え、本当にそれ
が正確な図になるか証明
する 

線分の比と平行線の関係を
使えば、拡大図をかくこと
ができるとわかった 

ｅ 

⑱ 

～ 

㉑ 

相似な図形の辺の長さが３
倍になったら、面積や体積
は何倍になるだろう 

・相似比が１：３の模型を使
って、面積比を予想する 
・実際に体積を計算して比
べ、相似比と体積比の関
係を予想する 

相似比に対して、面積の比
は２乗倍、体積の比は３乗
倍になることがわかった 

ｅ 

㉒ 相似を生活の中で利用する
と、どんなことがわかるだ
ろう 

・どちらのアイスクリーム
がお得か体積の比から調
べる 
・校舎の高さを線分の比か
ら求める 

アイスクリームや校舎の高
さ以外にも、日常生活の中
で相似の性質が使えるもの
がないか知りたい 

ｅ 

㉓ 身に付けた学びを整理しよ
う 

・ノートに学習した内容を
分類・整理する 

相似の性質をいろいろな図
形の問題にも応用したい 

ｆ 

単元の評価規準 

①図形の相似の意味と相似な図形の性質を理解している。      【知識・技能】 

②相似な図形の性質を具体的な場面で活用している。     【思考・判断・表現】 

③相似な図形の性質を活用した問題解決の過程を振り返って、自分の学び方を改善しよ

うとしている。                【主体的に学習に取り組む態度】 

第３学年４組 数学科授業案 

図形と相似 ～巨大地上絵の秘密を探れ～ 
令和３年１１月１２日（金） ３年４組教室 指導者 加藤 秀太 
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２ 本時の授業（１５／２３時） 

 

本時の目標 
・課題解決の見通しをもつために、既習定理より線分の比が利用できるような相似な

三角形をつくるための適切な補助線を引くことができる。【思考・判断・表現】 

学習過程 授業の流れ（・生徒の活動 ※教師の支援） 

学習課題 

（主発問） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

<前時の終わり> 
１ 導入と本時の授業とのつながりを考える（５） 
・本時は、ナスカの地上絵の、尻尾の部分に注目することを知る。 
※ナスカの地上絵を提示し、尻尾のかき方を考えさせる。 
※尻尾を三角形とみて、図形に置き換える。 
２ 問題を把握する（３） 
 
 
 
３ 実際に定規で測って、線分の比の関係を予想する（１０） 
 ・ノートに AB＝6cm、AC＝4cmの△ABCをかき、BDと DC 
の長さを測定する。 

 ・AB：AC＝BD：DC＝3：2になる。 
 ※さまざまな形をした△ABCが作られるように、∠Aの大きさは指定しない。 
 ※3：2の整数比にならない生徒がいた場合は、測定値には誤差があることを 
意識させつつ、おおよそ 3：2になることを予想させ、命題化する。 

 
１ 小テストを行う（５） 
・前時に予告された小テストを行う。 
※本時の内容につながる問題（平行線と線分の比）を出題する。 
２ 問題を把握する（２） 
 
 
 
 
３ 学習課題を把握する（１） 
４ 相似な三角形を図の中につくる（７） 
・スクールタクト上で、図に補助線を引き、相似な 
三角形を見いだす。 

 ※「ピラミッド型」や「砂時計型」が見つけられるように助言する。 
５ 課題に対する自分の考えをノートに書き、戦略的交流を行う（１５） 
・「考えの一覧」を見て、証明の見通しが立ちそうな考えを個人で証明する。 
※証明するのは、自分の考えでも、気になる人の考えでもよいことを伝える。 
６ 全体交流を行う（１５） 
 ・自分の考えを、全体の場で発表する。 
※最後まで証明できなかった解法があった場合は、全体で共有し、その先の解法を 
 考えさせる。 
７ 本時の学びを振り返る（５） 
・本時の振り返りをノートに記入する。 
※交流したことで、どのような考えの変化があったか、また、スクールタクトを見
て、友達の解法のよい点や参考になった点を書くように知らせる。 

評価 

（見取りの方法） 

本時の終末での生徒

の考え（振り返り） 

 

 

 

 

【評価】 

Ｂ規準 平行線と線分の比の性質を用いるために、△ABC の辺と平行な補助線を引き、相似な三角形を  

つくっている。 

証明するためにはどんな工夫をしたらよいだろう 

定理が使えるような補助線を引けば、証明できることがわかった 

活動５ ノートへの記述内容 

△ABCの∠Aの二等分線と辺 BCとの交点を Dとするとき、 
AB：AC＝BD：DC 

であることを証明しなさい。 

△ABCの∠Aの二等分線と辺 BCとの交点を Dとする。このとき、
BD：DCを求めると、どんなことがわかるだろうか。 A 

B D C 

6cm 4cm 
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2学級公開 

1学級公開 

2学級公開 
2学級公開 

26 年ぶりに岡崎に本大会がやってきましたが、残念ながらコロナウイルスの感染の心配から

紙面開催になりました。ただ、下記のことを承知おきください。 

三教研が中心となり、時間をかけて上記のように入念に準備をしていました。また、公開授業

校について関係者を集めての２回の研修会を行うなど、前年度から授業者を中心に授業の在

り方を探ってきました。公開授業校については、竜海中学校は自主研究会にて発表をしました。

竜美丘小学校、六名小学校、城南小学校については、校内授業研究会を開き研修を深め

ました。 

                   

3学級公開 
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既習事項をもとに，自らの言葉で意欲的に

学びを深めようとする児童の育成 

－小学２年「たし算とひき算」の実践を通して－ 

 
愛知県岡崎市立竜美丘小学校 

宮 森 千 尋 
 

１ 研究のねらい 

 算数は既習事項をもとにして新たな知識を得

ていくことが多い。そのため，基礎基本の定着を

図り，既習事項とのつながりをはっきりと示すこ

とで既習事項をもとに自分たちで問題を解くこと

ができたという達成感を味あわせることができる

のではと考えた。そこで，めざす児童像を次のよ

うに設定し，実践を行うことにした。 
 
 
 
 
 
 
２ 研究の内容 

(1) 実践１ 第１時 たしざんのけいさんのし方

をかんがえよう 
 授業を行っていくうえで，単元の導入場面は非

常に大切であると考える。児童が課題に触れ，「お

もしろそうだ」「やってみたい」という思いをもっ

てほしいと考え，実践を行った。 
まずは図工の授業で使用するカラーペンの本数

を尋ね，児童の興味を引き付けられるよう，イラ

ストで提示した。そして，学級全体にここから何

を求めたいか尋ねた。合計や違いなどが出た中で，

本時は合計を求めることを伝えた。初めは繰り上

がりのない 27＋２の計算を行い，その上で 27＋
３という新たな式を提示し，違いを問いかけた。

違いをはっきりと示した上で，「27＋３＝30とな
る理由を考えよう」と新たに課題を提示し，児童

に説明をさせた。数え棒などの教具を利用しなが

ら、「一のかたまり」「十のかたまり」という前学

年で習った言葉をもとに説明をする児童の姿が見

られた。 
(2) 実践２ 第４時 10 じゃないひきざんをし

よう 
本時では児童が自ら課題を設定し，なぜそうな

るのか自らの言葉で説明できるよう実践を行った。 
まず，前時を振り返り，20－３などの 10 のま
とまりから１桁の数をひくひき算を復習した。そ

の上で，本日の問題『21－２』を提示し，前時と
の違いを問いかけ，本時のめあてを決めた。児童

からは，「一の位が十のかたまりじゃない」という

言葉が多く出たため，めあてを『10じゃないひき
ざんをしよう』と設定した。 
 児童からは，「これまでのものを工夫したら解け

そう」「やってみたい」と声が上がったので，一度

時間をとり，個人追究を行った。問題を解き終わ

った児童には，「他にも方法があるかな」「解き終

わった人はどうやって考えたか説明できるように

しておいてね」と声をかけたため，多くの児童が

意欲的に学習に取り組むことができていた。黒板

に数え棒を提示し，答えが 19 になることを全員
で確認した上で，隣同士で求め方を説明するよう

指示した。多くの児童が，黒板の式や数え棒を利

用しながら「21を〇と〇に分けて，そこから２を
引きます。残った〇と〇をたして 19です。」と自
らの言葉で説明しようとすることができていた。 
 
３ 考察 

 研究の成果は以下の３点である。 

 

 

 

 

 

 一方，話し合いの活動方法や説明に苦手意識感

じている児童へのサポートなどの課題も残ったの

で，今後も研究を続けていきたい。 

・身近な数に関心をもち，意欲的に授業や課題

に取り組むことができる児童 
・答えを求めるだけではなく，なぜそうなるの

か考え，根拠を明らかにしながら説明をす

ることで学びを深めようとすることができ

る児童 

① 身近な課題をもとに，意欲をもって学習に
取り組むことができた 

② 関わり合う活動を通し，自分の考えを深め
ることができた 

③ 既習事項をもとに考えを述べることがで
きるようになった 
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－東海地方数学教育会第６８回研究（愛知）大会＜令和３年１１月＞を終えて－ 

「深い学び」へと導く授業のあり方の探究② 

                  東海地方数学教育会庶務部副部長（授業公開担当） 
岡崎市立城南小学校  高鍬利行 

１ はじめに 
本年度の東海地方数学教育会第６８回研究（愛知）大会は、１１月９日に開かれる予定であっ

たが、残念ながらコロナウイルス感染症の懸念がぬぐえず紙面開催となった。本大会に向けては、

１月と５月の２度、研究校を対象に城南小にて授業研究および研修会を開いてきた。授業者の先

生方や主任の方は、４月からこの大会に向けて頑張ろうとしてきた。それだけに、２６年ぶりに

岡崎市に大会がやってきたことから岡崎の先生方や子供たちの質の高い学びの姿を見せられる

よい機会と思っていただけに残念でならない。ただ、公開授業の担当校は、形は変えども確かに

研究を進めたことをここに記したい。竜海中学校は自主研究会として発表した。また、六名小学

校・竜美丘小学校・城南小学校に関しては校内研究として行うことができた。今回その記録を一

部ではあるが、この場を通じて授業者の先生方に敬意を表しながらまとめていこうと思う。 
本稿では、昨年度からの研究の継続として「深い学び」へと導く授業のあり方を探究していく。

特に、学習過程を見直しつつ、「数学的な見方・考え方」を重視した授業改善について再び考察

していく。未来を生きる子どもたちが、真の「生きる力」を算数・数学を通して身につけていけ

ればと願うばかりである。 

 
２ いまなぜ授業を変える必要があるのか 

（１）社会的な要請から 

時代は Society 5.0 に入ろうとしている。Society 5.0 とは、「サイバー空間（仮想空間）と

フィジカル空間（現実空間）を高度に融合させたシステムにより、経済発展と社会的課題の解決

を両立する、人間中心の社会（Society）」と、内閣府の『第５期科学技術基本計画』にて定義さ

れている。それは、AI やロボットの力を借りて、我々人間がより快適に活力に満ちた生活を送

ることができる社会であり、これまでの現実世界に加えて、仮想空間との融合で豊かな社会を実

現していこうとしていくものである。「Society 5.0は、Society 1.0から Society 4.0に続く新

たな社会を指す」もので、それぞれが狩猟社会（Society 1.0）、農耕社会（Society 2.0）、工業

社会（Society 3.0）、情報社会（Society 4.0）と定義され、社会はこのような順序で進化・発

展してきたとされている。まさに目指す社会が今まさに来ようとしている。 

社会的要請によって学習（授業）のゴールは変わってきた。かつて従順で能率よく働く労働者

を育てるためであれば、知識・技能を効率的に習得させる場として学校があった。ところが、今

は「学び方を学ばせる」「問題解決のための思考力・判断力を養う」「協働的に学習をする」など

社会的な要請から知識・技能を効率的に習得させる方法だけでは通用しなくなってきた。ＯＥＣ

Ｄ（２０１８年）による「２０３０年に向けた学習枠組み」からすると、「①新しい価値を創造

する力②対立やジレンマを調整する力③責任ある行動をする力」が必要とされ、かつてのような

従順な労働者を育てる教育では対応できなくなってきている。今後、デジタル社会での「読み・

書き・そろばん」にあたるのは「数理・データサイエンス・ＡＩ」に置き換わるという。生きて

働く資質・能力を育むことは、これからの時代の生き方に関わる重要な課題である。 
 

-179--179-



（２）学習指導要領の改訂の経緯及び基本方針から 

 Society 5.0に入ろうとしている今、学校はどのように対応して、どのような位置づけである

べきかについて問われている。今回の改訂にて、学習指導要領総則第 1章総説「改訂の経緯及び

基本方針」では、資料１のように示された。 
 
このような時代にあって、学校教育には、子供たちが様々な変化に積極的に向き合い、他者と協働

して課題を解決していくことや、様々な情報を見極め知識の概念的な理解を実現し情報を再構成する

などして新たな価値につなげていくこと、複雑な状況変化の中で目的を再構築することができるよう

にすることが求められている。このことは、本来、我が国の学校教育が大切にしてきたことであるも

のの、教師の世代交代が進むと同時に、学校内における教師の世代間のバランスが変化し、教育に関

わる様々な経験や知見をどのように継承していくかが課題となり、また、子供たちを取り巻く環境の

変化により学校が抱える課題も複雑化・困難化する中で、これまでどおり学校の工夫だけにその実現

を委ねることは困難になってきている。（中略） 
中央教育審議会答申においては、予測困難な社会の変化に主体的に関わり、感性を豊かに働かせな

がら、どのような未来を創っていくのか、どのように社会や人生をよりよいものにしていくのかとい

う目的を自ら考え、自らの可能性を発揮し、よりよい社会と幸福な人生の創り手となる力を身に付け

られるようにすることが重要であること、こうした力は全く新しい力ということではなく学校教育が

長年その育成を目指してきた「生きる力」であることを改めて捉え直し、学校教育がしっかりとその

強みを発揮できるようにしていくことが必要とされた。また、汎用的な能力の育成を重視する世界的

な潮流を踏まえつつ、知識及び技能と思考力、判断力、表現力等をバランスよく育成してきた我が国

の学校教育の蓄積を生かしていくことが重要とされた。（下線は、筆者） 
 
上記の内容より、学校教育として知識・技能（コンテンツ型の教育）から、未来を見据えてい

くため育成を目指す資質・能力（コンピテンシ―型の教育）の内容の明確化が必要となった。長

年目指してきた「生きる力」を改めて捉え直し、学校教育の強みを生かして、情報を再整理し、

目的を再構成していく必要が出てきた。令和３年１月には、「令和の日本型学校教育」が中教審

から出され、「個別最適な学び」「協働的な学び」の重要性がうたわれた。こうした中で、国語と

ともに基幹教科ともいわれる算数・数学の授業は、従来の考え方を継承しつつではあるが、資質・

能力の育成へと学びを変えていかなくてはならない。「主体的、対話的で深い学び」「数学のよさ」

「数学的な見方・考え方」「数学的活動」など、さまざまな面から学びを見直し、子供の資質・

能力につながる質の高い学び（授業）に向けて「深い学び」を意識していかなくてはならない。 
 

（３）学習のゴールが変われば、授業を変える必要がある 

 資質・能力に向けた学習のゴールが変われば、学習内容や方法も変えざるを得なくなる。当然

求められることは多くなる。学習課題は、行動目標ではなく内容目標に切りかわる。例えば、「小

数の筆算の計算ができるようにしよう」から「小数の筆算のやり方を考えよう」のように、次時

につながる課題に変更する必要がある。「主体的、対話的で深い学び」の「主体的、対話的」の

面からは、数学的活動を積極的に組み込み自ら考えられるようにしたり、ペアやグループでの学

習（岡崎ではチーム学習）といった協働的な学習を組み込んだりする必要も出てくる。本稿のテ

ーマである「深い学び」に迫ることで、生きて働く資質・能力の獲得へより近づくことができる。 
ただ、令和４年１月算数・数学部読書会（学校数学の会）にて、講師の青山和裕先生（愛知教

育大学教授）が言ってみえたように、子供が自由に考える余地を十分残した学びの組み方をして

いく必要がある。復習や見通しを扱いすぎて導入部分が頭でっかちになってしまい、教師が授業

を進めることに精力が注がれ、目標まで授業が到達できなくなってしまう。また、ヒントを与え

すぎてネタバレの授業になってしまい、子供の自由な発想を縛ってしまったりする。こうしたこ

とは、子供の実態、教材の難易度、教材の位置づけなどによってちがうため、取捨選択して柔軟

に扱っていくことが必要である。子供は教師の思う以上に力をもっている。「子供が何をどのよ

うに学ぶか」について、子供の伸びしろを信じて成長できる配慮した授業を仕組みたい。 

＜資料１：学習指導要領解説総則編より＞ 
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３ 「深い学び」に迫る授業に向けて 

（１）「深い学び」について 

「深い学び」には、「質の高い学び」を保障するためとして資料２のように示された。上記か

ら「深い学び」の迫るために「『見方・考え方』を働かせる」「知識を相互に関連付ける」「問題

を見いだして解決策を探ったり、思いや考えを基に創造したりする」ことが大切である。 
つまり、「深い学び」に迫るためには、見方・考え方を働かせながら、知識を相互に結び付け、

自ら問題を見い出しながら考えや思いを創造することである。このことを通して、見方・考え方

をさらに成長することでより質の高い深い学びへつながる。私としては、「数学的な見方・考え

方」を幅広くとらえ、算数・数学を創り出すアイデアのすべてとも考えている。 
初等教育資料２０２０年８月『「主体的、対話的で深い学び」に視点をおいた授業改善』にお

いて、文部科学省教科調査官 笠井健一氏より「深い学び」の例として資料３のように示された。 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
資料３からも、「深い学び」につい

ては、授業改善の視点として、「数学

的な見方・考え方を働かせる」という

ことを主眼に、子供の実態に合わせて

行っていくことが大切と読みとれる。

また、図がかけるようになったり、解

決したのちに統合・発展させたりと、

算数を学ぶ方法を子供が身に付け使

えるようにする必要があること（方法知）がわかる。日常の授業の中で、子供個人が「できるよ

うになったこと」を内容面だけではなく、方法面にもあることを自覚することが大切である。 

習得・活用・探究という学びの過程の中で、各教科等の特質に応じた「見方・考え方」を働かせな

がら、知識を相互に関連付けて、より深く理解したり、情報を精査して考えを形成したり、問題を見

いだして解決策を考えたり、思いや考えを基に創造したりすることに向かう「深い学び」が実現でき

ているか。（中略） 主体的・対話的で深い学びの実現を目指して授業改善を進めるに当たり、特に

「深い学び」の視点に関して、各教科等の学びの深まりの鍵となるのが「見方・考え方」である。各

教科等の特質に応じた物事を捉える視点や考え方である「見方・考え方」は、新しい知識及び技能を

既にもっている知識及び技能と結び付けながら社会の中で生きて働くものとして習得したり、思考

力、判断力、表現力等を豊かなものとしたり、社会や世界にどのように関わるかの視座を形成したり

するために重要なものであり、習得・活用・探究という学びの過程の中で働かせることを通じて、よ

り質の高い深い学びにつなげることが重要である。（下線は、筆者） 

＜資料３：初等教育資料より 2020年 8月 No996より＞（下線や囲みは筆者） 

＜資料２：学習指導要領解説総則編より＞ 
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（２）「深い学び」に迫る必要性 

「主体的、対話的で深い学び」に向けた研究が進んでいる一方、コロナ禍においては、タブレット

端末が一人１台確保でき、子供自身で学んでいけるように進んでいる。算数・数学として、自学で進

めていくとなった場合、「考えるおもしろさ」を通した「数学のよさ」を子供に気づき実感させられ

るかと大変懸念している。それは、教師自身も子供の自学に頼ってしまうことで、数学をよさをつか

み教え導く力がつくのか。ドリル式の「できるわかる」を重視してしまい、系統性という算数・数学

が発展してきたつながりを意識できなくなるのではないかと心配している。 
子供や教師の「深い学び」についての課題は以下のようである。（資料４） 
      ＜資料４：「深い学び」に向けた子供や教師の課題＞ 

 
●教師が「深い学び」のありかをつかめない。学びのありか、算数数学のありかがわからない。つか 
んだとしても、その迫り方がわからない。 
→単元全体や学年間の系統性を大切にせず、その場の 1時間を乗り越えようとしている。 

 ●教師の教科書解釈が弱く、教科書の書かれている行間を読めない。教科書の問題が解ければよいと 
安心してしまう傾向がある。 
→教科書は子供がわかるようにできており、膨らませたりアレンジしたりして利用したい。 

●上位の子供が、算数・数学の授業に満足していない場合がある。 
→「できる」「わかる」の視点に立った面が多く、その奥に隠された算数のおもしろさやよさに触 
れさせたい。 
 

（３）「深い学び」に迫るための研究の方法 

上記の課題を解消し、「深い学び」へと導くため、次の２点について取り組むこととした。 

①単元を通した系統性を意識した教師の教材研究 

教科書の単元による進め方、学ばせ方をつかみ、系統性をつかむ。学年間の関連として既習事

項を洗い出し、次の学年へのつなぎ方を知る。また、学習指導要領算数科解説にかかれているね

らいを十分につかみ、授業内容がずれないようにする。 

②１時間の授業の学習過程の見直し 

「深い学び」をめざすため、単元や授業での具体的な「深い学びのありか」を明確にして授業

に臨むこととする。また、「深い学び」に向けた学習過程の方策として、従来進めてきた学習過

程（課題提示→問題把握→見通し→自力解決→全体解決→まとめ、振り返り）に加え、資料５の

ように４つの内容を授業の中に組み込み進めていく。 
 

（ｉ）導入では、既習内容と未習内容をつなげて、本時の内容へ迫る 

（ⅱ）教師の目標としている問題把握（学習課題）に早く迫ることができるようにする 

（ⅲ）「数学的な見方・考え方」ができるよう授業場面において積極的に触れる 
（ⅳ）全体解決Ⅱを設定し、自己決定の場をもとに深い学び（統合・発展など）へ導く 

 
日常の算数・数学の授業にて土台となる「できる・楽しい」を保障できたうえでないと、「深い学

び」を行っても、空中分解して学級全体が学びに行きつけない。十分心得ておきたい。 

 

４ 「深い学び」に向けた授業実践～５年単元「面積」～ 

ここでは、５年単元「面積」での授業実践について研究の方法を生かし探っていく。 

（１）単元を通して系統性を意識した教師の教材研究 

①学習指導要領解説から重要にすべき内容を探る 

 未知の状況にも対応できる「思考力・判断力・表現力等」の育成（資料６） 

＜資料５：学習過程の工夫＞ 
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 図形を構成する要素などに着目して、基本図形の面積の求め方を見いだすとともに、その表現を振り返り、簡

潔かつ的確な表現に高め、公式として導くこと 

・ 基本図形の面積の求め方を見いだすこと 

図形の面積の学習では、既習の面積の求め方の考えを活用することを繰り返すことにより、そのよさを実感

することができるようにする。 

・ 面積の求め方の表現を振り返り、簡潔かつ的確な表現に高め、公式として導くこと 

  ある基本図形の面積の求め方を見いだしたら、もとの図形のどこの長さに着目すると面積を求めることがで 

きるのか、振り返って考えさせることが大切である。 

②学習指導要領解説及び教科書の内容から「深い学びのありか」を探る 

本単元は、「直角三角形、鋭角三角形、平行四辺形、台形、ひし形、一般の四角形」と系統的 

に繰り返し学んでいく単元である。「深い学びのありか」を、以下の３つと定めた。 

・求積する図形の順を考え、「算数の学び方」に触れる。 

・既習の求積方法を生かして問題解決し、それを類別し次時へ活用できるようにする。 

・様々な求積方法を振り返り、式と図との関連から公式を導いていく。 

 

（２）単位時間の授業での学習過程の見直しの実際と考察 

 学習過程での４つの見直しについて、第１時と第５時に絞って取り上げることとする。 

① 面積を求める手順について考えよう（第 1時） 

「深い学びのありか」として、「求積する図形の順を考え、算数の学び方に触れる」場面とし

た。既習の８つの図形を見せた。（資料７）初めに、正方形と長方形が既習であることを確認し

たのち、Ｔ３のように残りの６つの図形について順番を考えさせた。すると、Ｃ３、Ｃ４のよう

に既習の算数の学び方と関連付けた。（図１）その後の自力解決の結果は以下のようである。（資

料８） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 自力解決（資料８）では、面積の大きさ・平行線の数

など既習内容を根拠に順番を予想した。全体解決では、

多様な根拠をもとに順番が様々であることに子供は関

＜図 1：自力解決に入る前の板書＞ 

＜図２：提示した学習する順番＞ 

＞ 

・ＡＢＣＤ…面積が大きい順から 
・ＢＣＡＤ…平行の数が多い順から 
・ＣＢＤＡ…面積が求めやすそうな順 
・ＢＡＣＤ…形が安定していて面積を求めやすそうな順 
・ＤＢＣＡ…４年生で四角形を学習した順 
※Ａ台形、Ｂ平行四辺形、Ｃひし形 Ｄ一般の四角形 

 

Ｔ１ この中で、面積を学習した形は何ですか。 
Ｃ１ 正方形と長方形です。 
Ｔ２ 公式で求めるとどんな式になりますか。 
     ・・・（中略）・・・ 
Ｔ３ 残りの６個の形のうち、面積を求めるとしたら、どんな順番だ
と思いますか。 

Ｃ２ 三角形から求めます。（四角形と比べると） 
Ｃ３ 合同な形の時に、三角形、四角形の順に学習したから。 
Ｔ４ 角度の時はどうだった？ 
Ｃ４ 角度の時も、三角形から四角形、五角形と増えていったよ。  
Ｔ５ では、三角形から四角形の順でいいですか 
Ｃ   （みんなうなづく） 
Ｔ６ では、残りの４つの四角形はどんな順序で学習すると思います

か。  （自力解決をする） 

＜資料７：第１時の授業記録＞ 

 

＜資料８：第１時の自力解決の結果＞ 

 

＜資料６：学習指導要領解説算数編 H29年告示＞ 
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心を寄せた。結局まとまらず求積しやすい順で出された「平行四辺形→台形→ひし形→一般の四

角形」で学習することを教師から方向づけた。（図２） 

 単元の導入として、「面積の求め方を学習する順番」を 2段階に分けて考えさせた結果、「数学

的な見方・考え方」を働かせ、既習内容をもとに「易から難」へと考えていく算数の学び方に迫

ることができた。そして、単元の最後に「どうしてこの順番なんだろう？」教師から問いかけた。

この問いかけは、単元を通して算数の学び方をさらに深めることになる。そして、このことが「数

学的な見方・考え方」をさらに成長させることにつながり、「より質の高い深い学び」に向かう。 
  
②平行四辺形の面積の求め方を考えよう（第５時） 

「深い学びのありか」としては、「既習の求積方法をもとに多様な考えから類別し、公式化を 

めざす」とした。 

（ア）既習と未習をつなげる導入（ｉ）（ⅱ） 

導入では、Ｔ１Ｔ２のように既習の 

方法の確認をした。（資料９）子供は、 

その後Ｃ11やＣ12のようにネーミング 

（方法の特徴）をもとに平行四辺形にも 

活用している。 

 求積方法をネーミングすることは、統 

合化することであり、子供が活用するこ 

とで、「数学的な見方・考え方」をさら 

に成長させることにつながる。 
 
（イ）「数学的な見方・考え方」に触れる（ⅲ） 

 子供がどよめいた求積方法は、「④正方形法」だった。（資料 11） 

前回取り上げた三角形の求積の際に、三角形から正方形ができるところに

驚いていた。（図３）その理由を子供はあまり言えなかったが、教師が取り

立てて扱うとそのよさが引き立った。それは、「同じもののいくつ分にする

＝かけ算の式ができて簡潔に求められる」ことであった。同じもののいくつ

分にすることは、ものを見やすくし計算を手際よくできる。その学習は、２

年生のかけ算の定義から始まり、４年生のドットを数える学習や５年での体

積などから数多く出ている。（資料 10）この考えの裏には、数え方の基礎となる「数学的な見方・

考え方」が隠れていたからこそ、子供の驚きとなっていた。 

公式化する際にも、この「正方形法」が既習を生かせるので簡単であるとの考えがあったほど

であった。公式化に向けては正方形にする手間がかかることやいつでも正方形にできるわけでは

ないといった意見が出され、公式化にはつながらなかった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本時でも、資料１１のように「④正方形法」が出さ

れ、教室にどよめきが起こった。子供たちは、「同じも

のをいくつ分かにするよさ」を平行四辺形の面積の場

面でもつなげていた。「数学的な見方・考え方」が成長

Ｔ１ 前回までいろいろな方法がありました。復習するね。 
   公式があったのは？ 
Ｃ１ 正方形 Ｃ２ 長方形 Ｃ３ 三角形は、底辺×高さ÷２ 
Ｔ２ 他にどんな方法がありましたか。 
Ｃ４ 数える方 Ｃ５ たて長方形法 Ｃ６ 横長方形法  
Ｃ７ 倍増法 Ｃ８ コラボ法 Ｃ９ 直角三角形法  
Ｔ２ 今日は何をすると思う？ 
Ｃ10 平行四辺形の面積を求めるやり方 
Ｔ３ そうです。今日は「平行四辺形の面積を求めるやり方を考えよ  
   う」だと同じなので、今日は（２）です。 
   ノートに書きましょう。 
Ｔ４ では、発表してもらおうと思います。 
Ｃ11 ぼくは、たて長方形法でやったんだけど、・・・ 
Ｃ12 たてではなくて、横長方形法でやりました。・・・ 

＜資料９：第５時の授業記録①＞ 

 

＜資料１０：啓林館 わくわく算数より＞ 

2年「かけ算」 
3年「式のよみ方」 4年「変わり方」 

＜図 3：三角形での正方形法＞ 
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した場面であった。多様な方法を教師が褒め認めることで、子供は系統立てて考えをつなげて 

いけた。 

                         Ｔ４では、２年生からのかけ算とつな 

がる数学的な見方・考え方の成長のみえ 

る部分を触れたかった。ただ、公式化す 

ることを本時は主目的としていたため 

丁寧に扱うことができなかった。今後、 

子供たちが数学を見る眼を育てていけ 

ば、このような場面で、子供たち自身か 

ら考えを深めていけると期待したい。 

                             

 

（ウ）平行四辺形の求積を公式化する場面（ⅳ） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
全体解決Ⅱにて、公式化へ迫る場面である。（図４、資料 12）「答えが出てから算数が始まる」と

いわれるように、自己決定の場（Ｔ3）を確保した。そして、理由を問う中で、Ｃ3～Ｃ5のようにネ
ーミングしたことが考えのもとになり、図と式を関連付け公式へとつなげることへの「数学的な見

方・考え方」を成長させている。また、それは式の数など簡潔・明瞭・的確をめざす「数学のよさ」

にもつながっている。 
 
５ 「深い学び」に向けた授業実践～６年単元「比例」～ 

ここでは、６年単元「比例」での授業実践について研究の方法を生かし探っていく。 

（１）単元を通して系統性を意識した教師の教材研究 

①学習指導要領解説から重要にすべき内容を探る 

＜資料１２：第５時の授業記録③全体解決Ⅱの場面＞ 

 Ｔ１ いろいろなやり方を分類しました。調べたら何をしますか。 
Ｃ１ まとめる。 
Ｔ２ うん。では、みんな平行四辺形を求めるときに、切って長 
   方形つくる？三角形に切って求める？ 
Ｃ２ 公式にする。わかりやすいやり方を見るとかして。 
Ｔ３ では、この中で一番公式にしやすいところに一人一人マグ 
   ネットをはってほしいです。 
     ・・・（マグネットをはりにいく）・・・ 
Ｔ３ なんで、その方法を選んだか聞いていいですか。 

では、まず⑤たて長方形法を選んだ人？ 
Ｃ３ ①のたて長方形法だとどうつなぐかわかりにくい。⑤のた 
   て長方形法だと、小さい部分を切ってつなげて大きい長方 
   形を作るからわかりやすいです。 
Ｃ４ ⑤だと２つ切ってくっつけているけど、①の方法だと、ひ 
   とつをばっと切って一度に長方形ができるからいいです。
Ｃ５ ①は、⑤もなんだけど、式が一つで簡単。 
     （共感のどよめき） 
Ｔ４ 先生が気になったのは、なんで①と⑤に集まったのか気に 
   なるけど、どう思いますか。 

 

＜図４：第５時の授業の板書＞ 

＞ 

Ｃ６ 増やしたりせずに長方形を作っている。 
Ｃ７ 式がわるとかたすとかなくて、ぱっと暗算のよう 
   にできる。 
Ｃ８ 三角形も直角三角形も倍増法に似たやり方で求め 
   ているから、平行四辺形も倍増法でやったやり方 
   が僕はやりやすいと思うので、僕はこの倍増法が 
   やりやすいと思います。 
Ｔ５ いいですよ。では、今日は①と⑤がたくさんだっ 
   たので、ここから公式にしたいと思います。この 
   ４はどこですか。 
Ｃ９ 高さ。 
Ｔ６ では、この６ってどこ？ 
Ｃ  よこ、底辺、底の部分 
Ｔ７ そうだね。いろいろ言い方あるね。では、もとの 
   平行四辺形でいうと、どこのところ？ 
Ｃ10 ＢからＣ。ここね。 
   ・・・（中略）・・・ 
    以下、公式を導く。 
    （平行四辺形の面積）＝（底辺）×（高さ） 

 

 ※平行四辺形を切って移動して長方形にするやり方（図①～③）の 
のちの考え方 

Ｃ１ （右と左の）三角形を移動して２×２の正方形が６つできます。 
式にすると、２×２×６で２４ ２４㎠ 

Ｔ１ ２×２って何？ 
Ｃ２ 正方形 
Ｔ２ みんなで数えてみるよ。 
Ｃ３ １，２，３、・・・６ 
Ｔ３ だから、何法かなあ？ 
Ｃ３ 正方形法  
Ｔ４ 似たやり方やもっと簡単なやり方はないですか。 

＜資料１１：第５時の授業記録②＞ 
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 未知の状況にも対応できる「思考力・判断力・表現力等」の育成（資料１３） 

伴って変わる二つの数量を見いだして、それらの関係に着目し、目的に応じて表や式、グラフを用いてそれらの

関係を表現して、変化や対応の特徴を見いだすとともに、それらを日常生活に生かすこと 
比例の関係について変化や対応の特徴を見いだすこと  
見いだした数量との比例の関係を用いて問題を解決する上で、表、式、グラフを用いてその関係を表現し、変化

や対応の特徴を捉えていくことが必要である。それぞれの表現において、変化や対応の特徴を読み取り、考察する

ことは、これまでの学年でも指導をしてきている。ここでは、目的に応じて、適切な表現を選択して、変化や対応

の特徴を考察していくようにする。表を用いて表すことで、比例の関係についての変化と対応の規則性が捉えやす

くなるため、表は基本的な表現や考察の手段である。グラフを用いて表すことで、おおよその数量の関係を把握し

やすくなったり、見通しをもちやすくなったりする。また、式を用いて表すことで、対応における規則性が簡潔か

つ明瞭に示され、計算によって知りたい数量を求めやすくなる。表や式、グラフを用いて考察し、そこから見いだ

した特徴を用いて、知りたい数量についての結果を導き、その結果を活用 して、問題を解決するようにする。目
的に応じて適切な表現を判断することは、それぞれの数学的表現の特徴やよさに気付くことにもつながる。 

 

②学習指導要領解説及び教科書の内容から「深い学びのありか」を探る 

本単元は、比例について定義を知るとともに、式化やグラフに表す 

ことを順に知り、比例の特徴をつかみ、問題解決へ生かしていく単元で

ある。今回の授業では、「比例」の単元での多くの教科書の扱い方を比

較して算数・数学部で検討を重ねた。一般的には、表・式・グラフを学

んだあとの探究の場として紙の厚さなど生活とつなげた問題を扱う場

合が多い。ただ、この探究の場まで習得から活用に至る場面が小ステッ

プとして扱われていない。子供にとって数の情報が多い「変化と関係」

領域は、関係把握していく部分で予想以上に難しい。また、中学校の「関

数」領域につながる大切な単元である。 

資料１４は教材分

析の資料の一部であ

る。上記の内容から、

習得した表と式を活用する上記の場面（図４）

を選んだ。 

本時での「深い学びのありか」を以下の２つと定めた。 

・比例の定義「一方を○倍すれば、もう片方も○倍となる」（表の横の関係）、学習した比例の 

特徴である「式：ｙ＝（きまった数）×ｘ」（表の縦の関係）、「グラフ：原点を通る直線」、

「表：0から始まり同じ数ずつ増える」（表の横の関係）をもとに関係をつかむ。 

・つかんだ比例の定義や特徴を利用して、比例であるか判別するとともに、判別する方法につ 

いて検討して問題解決に生かす。 
 

（２）単位時間の授業での学習過程の見直しの実際と考察 

 学習過程での４つの見直しについて、第３時に絞って取り上げることとする。 

① 比例を見分けることについて考えよう
（第３時） 

前時までの２時間では、いろいろな変わ

り方から比例を取り上げ、定義と式化する

ことを学んでいる。本時の「深い学びのあ

りか」は、前時まで学習した定義及び式化、

表からの特徴をもとに比例かどうかを手

際よく判別する場面である。 

（ア）既習と未習をつなげる導入（ｉ）（ⅱ） 

導入では、資料 15 のようにＴ１Ｔ２の

Ｔ１ 前回までどんなことをしましたか。 
Ｃ１ 比例の式 
Ｃ２ ｙ＝（きまった式）×ｘ 
Ｔ２ 表で変わったことがあったんじゃないかなあ。去年はこうだ
って、今年はこうなっていたっていうところ 

Ｃ３ 去年は１から始まっていたけど、今年は０から始まっている。 
Ｃ４ 表でいうと、ｘが２倍３倍４倍になると、ｙも２倍３倍４倍 
  になる。  
Ｔ３ こういったことが比例だったね。では、この後はどうする？ 
Ｃ５ 利用する。 
Ｃ６ 使って問題を解く。 
Ｔ４ ノート出して。（学習課題をかく） 
  「どうしたら比例かどう見分けられるかか考えよう」 
 

＜資料１５：授業記録①＞ 

 

＜資料１３：学習指導要領解説算数編 H29年告示より＞ 

 ＜資料１４：教材分析メモ＞ 

 

＜図 4：本時での学習問題＞ 
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ように既習内容を確認し本時の学習課題に入った。 

 ここで、Ｔ３では今後の学び方について触れる発問をしている。Ｃ５Ｃ６の意見は少し間があ

いて出てきた意見であったが、算数を創っていくうえで発展のさせ方に目を向けさせることによ

って、子供は数学的な見方・考え方の基礎を養っていくことができ「深い学び」へ導くことがで

きた。 

 

（イ）「数学的な見方・考え方」に触れる（ⅲ） 

 資料１６は、平行四辺形の問題「底辺が４㎝で、高さをｘ㎝、面積をｙ㎠としたとき比例関係

になるか」について自力解決、チーム学習後の全体解決の場面である。 

子供はさまざまな見方で比例の判別

をしている点が興味深い。まず、Ｃ２は

定義から、Ｃ３Ｃ４は関係を表からつか

んだのちに、式にして比例と判別してい

る。Ｃ６は事象から比例の式「ｙ＝４×

ｘ」を導き、数をｘである高さに 1、2、

3 と当てはめていくと表ができ、それを

もとに定義に沿っていることを確かめ

比例と断定している。つまり、Ｃ６は式

を見出し、表におとしたのち定義へと複

数の要素から比例を確かめている。比例

の第２時まで表と式を学習してきたが、

Ｃ６の考えの根底には、図形単元とみな

し平行四辺形の公式をもとに式にした

ことから考え始めている。図形の面積の

学習と関連付けたのちに、「変化と関係」

の領域に切りかえ比例を判別している

点は、習得した内容を場面に応じて総合

的に活用していることが素晴らしい。 

「数学的な見方・考え方」に迫るため

に、Ｔ４「これをすっきり言えますか」

と教師が式へと導いた。何気ない言葉で

はあるが、こうした算数らしさに迫る教

師の投げかけは子供が算数を創ってい

くもとになり、「深い学び」へ迫るきっ

かけになるため推奨していきたい。 

 

（ウ）見方を変えて比例かどうかを判別 

する（ⅳ） 

Ｔ９「先生だったら３秒で比例かどう

かわかるんだけど・・・」この投げかけ

が、子供の追究をいっそう深く導いた。 

表や式にしな

くても提示し

た図を見れば、

単位となる底

辺４㎝高さ１

㎝の平行四辺

Ｔ１ 比例しますか。比例しませんか。せいの。 
Ｃ  比例（みんなで） 
Ｔ２ そうですね。では、表から行きましょうか。 
Ｃ１ ｘが０のときは、ｙは０、１のとき４、高さが２のとき面積は

８、高さが３のとき面積は１２です。※教師は表に書き込む。 
Ｔ３ では、どうして比例といえるのですか。 
Ｃ２ 比例の定義からいうと、高さが２倍、３倍になると面積も２倍、 

３倍になっている。 ※教師が表で確認する 
Ｃ３ 高さから面積で、例えば高さが１のとき面積が４。高さが２の 

とき面積は８だから、面積は高さの４倍になっている。 
Ｔ４ これに気付いた人いますか。(半数)これをすっきり言えますか。 
Ｃ４ ｙ＝４×ｘです。 
Ｃ５ （表で）高さが１㎝ずつ増えると、面積は４㎠ずつ増えている。 
    ※教師は表に確かめながら＋４、＋４、＋４と書き込む 
Ｃ６ 比例の式のｙ＝決まった数×ｘを使って、決まった数が４なの 

でｙ＝４×ｘ。ｘに 0、1、2、3とあてはめていって、ｘが０ 
のときｙは０㎠、ｘが１のときｙは４×１なので４㎠、ｘが２ 
のとき４×２のなので８㎠・・。そこから気付いたことで、ｘ 
が２倍３倍するとｙも２倍３倍になっていて、比例の定義とし 
てあてはまっているので比例していると思います。 

Ｔ５ なるほど。素晴らしい。実際にあてはめてくれました。 
   なんで、きまった数は４なんですか。 
Ｃ７ ｘが４ｃｍで、４×ｘは底辺が４ｃｍで高さがｙだけど、面積 

は４×ｘで決まった数になる。 
Ｃ８ ｙわるｘなので、表を見ると全部４になるので、きまった数は 

４です。 
Ｔ６ みんな表と式でできましたか。難しかったですか。簡単ですか。 
   先生だったら、３秒で比例かどうかわかるんだけど。  
    （ざわめく） 
Ｃ９ ３秒？ 
Ｔ７ すぐわかります。 
Ｃ10 この図形は平行四辺形で底辺の長さがいつも同じなので、最初 

のｘが 1㎝の面積が４㎠で、高さが３だったら最初の４×１の 
平行四辺形が３つ分になるので、高さの３が面積の３倍になる 
から。 

Ｃ11 前に出てきて。・・・（図をもとに説明する）・・・・・ 
       （中略） 
Ｔ９ ４㎠がひとつずつ増えていく。表でいうと＋４のところだね。 

表と結びついた？・・・ホント？つまりこの問題の場合、表や
式はなくても図だけでわかりますか。図だけでイメージできま
すか？１のとき４㎠、それをくっつけたら２から３にしたとき、
目で見て分かれば比例と言っていいね。では図だけでやってい
いの？ホントに・・ 
 では、みんながやったことのない「図でイメージできる問題」
比例かどうかやってみてください。 

 

＜資料１６：授業記録②＞ 

 

＜図 5：図をもとに比例を判別する方法の説明をするＣ10（左）、Ｃ11（右）＞ 
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形が積み重なっていくので、「比例」であるというのである。（図５）このことは、判別する方法

の検討であり「深い学び」にあたる部分である。それだけに、Ｃ10Ｃ11 の考えを取り上げたこ

とで「深い学び」へ迫っていくことができた。こののちの授業記録は中略したが、説明が繰り返

され、児童は理解していった。 

ただ、Ｃ10Ｃ11 の意見のもっていき方に課題が残った。子供同士が理解するためには、立ち

止まりをしっかりと行い、チーム学習に戻すなど手立てを講じたかった。教師の進めたいことは

明白であっただけに、子供を納得するため教師ががんばりすぎてＴ９のようにまとめてしまった。

例えば、Ｃ10やＣ11の意見が出されたとき、「それってどういうこと？」「もう一度行ってみて」

「他の子で同じように言える？」など、受け止めて問い直すとよかった。そして、この方法と表

や式などから比べたさまざまな方法について吟味できれば、「深い学び」にあたる「方法の検討」

の場となり、適用題への子供の向きあい方がいっそう明確になったと考える。 

 

（エ）「数学的な見方・考え方」を確かなものにする（ⅲ） 

 適用題（資料 17）では、比例かどうかを判別する仕
方について検討させた。全体解決での学びが生き、多

くの子供が事象（図 5）から比例を判別しており、検
証のために表や式を導き確かめていた。 
この類題①～③の中では、比例は①のみである。類

題②は増え方が一定ではないことは、図をかけば視覚

的にすぐわかり、類題③は０が出発点ではないことか

ら比例ではないことが容易につかむことができる。表

や式に頼らなくても比例の判別ができる問題を出し、判別の仕方がさまざまにあることを子供た

ちはつかむことができた。 
上記のことは、比例をつかむ上での「数学的な見方・考え方」が本時を通して確実に成長した証

である。教師が（イ）のＣ10やＣ
11 の場面でこだわらせたことで、
比例の本来の意味となるイメージ

ができている子どもが多かったの

には価値があった。算数・数学は

数字におとしていくことで、物事

をデジタルとして明らかにしてい

く。ただ、それ以上に大切なのは

数字によって細分化されたことで

わかったように片づけてしまい、

本来もっているどういったものな

のかを感覚的にしっかりつかめる

ことが重要と考える。こうした意

味では、「変化と関係」領域におい

て中学校まで生きて働く概念形成

の場になったことは意義ある授業

であった。 
 
５ 成果と課題 

 本年度令和３年１１月東海地方数学教育会第６８回研究（愛知）大会が岡崎に２６年ぶりにや

ってくることで、授業のあり方について研究することができた。研究する中で、これからを担う

＜資料１７：発展的な問題＞ 
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若い先生方とともに授業のあり方を探っていくこと

ができたことは大変喜ばしいことであり、今回の大

会が岡崎で行われたことの一番の意義であっただけ

に公開授業はできなかったが、達成することができ

た。何より、学習指導要領の完全実施に伴う方向性

について学ぶことができただけではなく、具体的授

業を通して何を目指し、何を重点に置いていくかに

ついて実践的に明らかにすることができたのは大き

な成果であった。ベテランと中堅、若手が融合しな

がら学びを深めることができたことも、大きな足跡

を残したといってよい。 

本稿では、資質・能力を育むために算数科の授業の

在り方について実践をもとに探ってきた。授業を変える

べき必要性を述べたのちに、「深い学び」について考え

を述べ、教師や子供への課題を明確にした。そののちに、

「深い学び」をめざすための方策を探った。そして、深

い教材研究や学習過程の工夫をしていくことが重要で

はないかと実践をもとに一定の成果が得られた。このよ

うに方法を示したが、その根底には算数の内容の深い理解がなければ達成できない。今回は、それが、

子供たちに「数学のよさ」を気づくことにつながり、子供が目を輝かせて授業に取り組んでいたのは

確かである。 
 ただ、

まだまだ

右のよう

に課題は

多い。こ

の他にも、算数数学として重要視される内容である「資質・能力」「深い学び」「数学のよさ」「数学

的活動」「数学的な見方・考え方」などについて関連性や位置づけを明確にすることが必要であろう。

教師の意識が明確になることがより質の高い授業につながり、未来を担う子供の育成となるはずであ

る。 
本年度７月算数数学部基礎研修会の講師で、かつて岡崎の教師として活躍された小岩大先生（現筑

波附属竹早小学校研究主任）が、日本数学教育学会の中学校の部で年に１名しか受賞できない学会賞

に輝いた。大変喜ばしいことである。小岩先生に続く岡崎の先生方の確かな研究に基づいた実践を期

待し、今後の活躍を切に願うばかりである。 
 
 
 
 
参考文献 
・小学校学習指導要領（平成 29年告示）解説 総則編・算数編 文部科学省 
・教育課程 算数・数学ワーキンググループにおける審議の取りまとめについて 
（平成 28年 8月）https://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chukyo/chukyo3/073/index.htm 

 ・初等算数科教育 2020年 8月 No996 東洋館出版 
 ・日数教全国大会講習会資料 令和 3年 8月 日本数学教育学会  
・令和 2年度岡崎市算数・数学部研究集録 令和 3年 3月 岡崎市現職研修委員会算数・数学部 

※AI機器の取り込み   ※主体的対話的の場としてのチーム学習の在り方 

※子供に決定権を与える場づくり・子供同士の高め合いの場づくり 
※メタ認知を働かせて、自己を振り返る、（内容知・方法知） 
※「2030年に向けた生徒エージェンシー」に向けた資質・能力の伸長 
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第６学年２組 算数科指導案 

    令和３年５月６日（木） 第３時限 ６年２組教室 指導者 秀野 亜友   

 

１ 単 元    文字と式（８時間完了、本時 ６／８） 

２ 構 想 

【児童を見つめ願いをもち、単元を選定する】 

新しい学年がスタートして１か月がたとうとしている。６年生としての自覚をもち、学校のために頑張 

ろうとする姿が見られる。しかし、算数の学習においては、苦手意識から「算数が嫌い」と答える児童が

３割ほどおり、問題を見た途端に考えることをあきらめてしまう児童もいる。段階的に抽象化されていく

６年生の今の過渡期に、少しでも自信をもって取り組めるようにしたいと願った。 

本単元「文字の式」に至るまでについて、第３・４学年では、□を用いて数量の関係を式に表し、□に 

数をあてはめて求めたり、変化の様子を□、○などを用いて式に表したりしている。本単元では、□や○

を使った式について、より抽象化された xやｙなどの文字を用いることを学習する。文字を使って表した

式については、ｘに数をあてはめてそれに対応するｙの値を求めて変わり方を調べたり、具体に即して式

をよみ取ったりしていく文字式の基本を扱う場面である。文字が本格的に使用されるのは中学校からであ

るが、その前段階として、文字の必要性を感じさせ、文字の扱いに慣れさせるとともに、文字式により、

簡潔に表すことができるなどのよさをじっくり扱うことが大切となる単元である。こうしたことから、□

や○から文字式へ移行し抽象化する大切な時期を、今後学習する上で自信をもって学習できようになるた

めには、本単元「文字の式」は子供たちにとってとても価値や意義がある単元である。 
【深い学びに導く手だて】 

①既習と未習の接点を探り、真の学習課題（教師が迫りたい課題）へと導く 

・４年生で学習した式の読み方とつなげるために絵図や図などとつないで文字へ移行する。 

・抽象化する文字にすることには抵抗があるため、□や○との行き来をして文字になれるようにする。 

・□や○が「数の代表」「数の入れ物」の役割があり、文字化する場合も役割は同じであることを触れる。 

②数学的な見方・考え方を根付けるために、場面に応じて繰り返し取り上げる 

・数が大きくなった時に、文字（□や○）があると表しやすいという必要性を扱う。 

・式を作る、式を読むを相互に扱ったり、数値から文字化したりするなど、具体と抽象の行き来をする。 

・数量や関係に着目させるため、言葉の式や図、表などを使って視覚的に考えられるようにする。 

③「深い学び」に迫る手立て（全体解決Ⅱ、チーム学習など） 

・例題での出会いの場面を習得と位置づけ、関連ある問題を扱いながら広く活用できるようにする。 

・複雑な文字式について、絵や図を利用しながら、これらと式を関連付けて考えられるようにするため

に、全員がホワイトボードに書き入れて考えることができるようチーム学習を取り入れる。 
２ 指導計画 

３ 本時の学習指導 

（１）本時の目標 

 ・ドットの個数を求める文字を使った式から、図と関連付けどのように求めたかよみ取ることができる。 

深い学び

のありか 

式を作る活動から、その逆となるさまざまな式をよむ活動を通して、文字式の必要性や

文字式と図との関連性をさぐる。 

学習課題 学習内容 時間 

文字を使った式 ・文字を使うことの意味と学習の動機づけ 

・xやｙを使って（ｙ＝ax+b）数量やその関係を式に表すこと 

・文字を使った式に数をあてはめて調べること 
４ 

式のよみ方 ・文字を使った式から、具体的な事象をよみ取ること 

・文字を使った式から、式の意味をいろいろ考察すること 
４ 

算数数

学の願

い 

願いが実現できる

意義・価値ある単

元であることへ 

①②③のステップに

ついて、本単元につ

いて取り上げる 

単元は、小単元で組む。 

指導計画は簡略化。練習な

どは課題の時間内へ入れる 

本時の「深い学び」の部分を

（単元を組み合わせて）書く 

・児童・生徒の実態・単元観 

・手立ては、東数教の３つで 

目標は、深い学びにあたる部分を組み

込み簡潔に１つ。１ページ目最後に 

蛍光線や黒の下

線は、指導案には

なしに。書きっぷ

りを参考にして

ください。 

 

【東数教に向けた指導案の書き方例】 
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（２）展 開 

段階 児童の活動 教師の活動 

導入 
５分 

１ 提示された図にドットがいくつ並んでい

るか考えさせ、縦横ｘ個並べた時の全部の個

数を求める式を知る。 
 
 
 
  
【前時】文や図の関係→文字式を作る 
【本時】文字式をよむ→文字式を図に表す 

・規則性に気づかせるため、縦横２個並んだも

のから、順に提示して数を問う。 
・個数を増やし、文字の必要性を感じさせる。 
・文字式の読み方のコツを復習する。 
 （ ）はまとまり、×は同じセットなど 
・文字式をよみやすい例題として、共通課題と

して、（x－１）×４という式を提示する。 
・本時は前時までの式を作るの反対となる「式

をよむ」ことを扱うことを知る。（接点） 

課題 
２分 

３ 本時の学習課題を確認する。 
 
 

・本時の学習課題を板書する。 

展開 
28分 

４ （x－１）×４は、どのように求めたかを
考える。（個人→全体） 

 
 
 
５ 他の式について、どのように求めたかを考

える。（個人→チーム学習→全体Ⅰ→全体Ⅱ） 
 ①（x－２）×４＋４ 
 ② x×４－４ 
 ③ x×２＋（x－２）×２ 
 
 
 
 
 
 
 
６ 適用問題を解く。 
 ①（x－１）×３ 
 ②（x－２）×３＋３ 
 ③ x×３－３ 
 
 

・図にかき込みながら考えることができよう

に、ドット図を配付する。 
・図と式が関連付けられるように、子どもの言

葉から、文字や数、演算記号と図や言葉を結

び付けながら板書する。 
・見通しをもって取り組めるように、活動４の

式との相違点を問う。 
・チームみんなで解決できるように、一人１本

ホワイトボードマーカーをもち、考えがまと

まっていない児童から話し、その考えに書き

加えながらチーム学習を行う。 
・話し合いが滞っているチームには、他のチー

ムの説明を聞いてくるように促す。 
・考えを共有するために、すべてのチームのド

ット図を黒板にはり、児童を黒板の前に集め

て、図の書きこみ方の違いを整理する。 
・全体解決Ⅱで、式をよむコツを問う。 
・見通しをもたせるために、四角形の図から何

が変わったのか、①②③の式を見て気づくこ

とを問う。 
・式と関連付け、図にかき込みながら考える。 
・５①～④と６①～③の問題で同じ考えは何か

を問い、そののち正五角形のドット図をみ

せ、発展をはかる。 

整理 
５分 

７ 本時を振り返る。 
 
 
 

・「文字を使った式を（ ）やセットで見れば、

考え方がわかること」「四角形で学習したこ

とが三角形や五角形でも使える」ことに気づ

いた児童を取り上げる。 
 

（３）評 価 

・さまざまな話し合い活動を通して、ドットの個数を求める文字式と図を関連付け、４で習得した内容

をもとに、どのように求めたかについて文字式をよみ取ることができたか。（活動５，６） 

文字を使った式から、どのように求めたかを図に表そう 
 

・（ｘ－１）は１列の数から、1 つ減らして
いるってことだ。 

・×４は、まとまりが４つあるってことかな。 

・辺の数が、４本から３本になったけど、さ
っきと同じように考えればできそう。 
・５①と６②、４と６①は同じ考えだ。 
 

● ●
● ●

● ● ●
● ●
● ● ●

● ● ● ●
● ●
● ●
● ● ● ●

＜全体解決Ⅱ＞ 
・×４、×２は、同じものが４セット２セット
と、セットで探すと見つけやすい。 

・（ｘ－１）や（ｘ－２）は、１列からひとつ、
２つとっているってことなんだ。 
・+４は余った４つ、－４は重なるひくだよ。 
・どの式も、四角形だからセットが４つある。 

・式のｘや数字が何を表しているかを図の
まとまりを囲むと考え方がわかった。 

・式の囲み方が式にすると、違う形にも同  
 じように表せるなんて驚いた。 

評価は、深い学びにあたる部分を組み

込み簡潔に１つ。２ページ目最後に 

展開は、２ページ目はじめから。 

下線は１Ｐの手立て①②③にあたるところに入れる。 

深い学びにあたる部

分は、予想される子供

の考えを児童の活動

欄に必ず入れる 

「整理」は、深い学びの内容を中心に

書く。（両方とも） 

統合的（発展）な考えを扱う部分を必

ず書き込む。（上…統合、下…発展） 

①②③に当てはまる教師の活動には、

下線をひく。 

上記は、①の「既習と未習の接点を探

り、真の学習課題へ早く迫るための教

師の活動」になる。 
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第６学年２組 算数科指導案 

    令和３年５月６日（木） 第３時限 ６年２組教室 指導者 秀野 亜友   

 

１ 単 元    文字と式（８時間完了、本時 ６／８） 

２ 構 想 

【児童を見つめ願いをもち、単元を選定する】 

新しい学年がスタートして１か月がたとうとしている。６年生としての自覚をもち、学校のために頑張 

ろうとする姿が見られる。しかし、算数の学習においては、苦手意識から「算数が嫌い」と答える児童が

３割ほどおり、問題を見た途端に考えることをあきらめてしまう児童もいる。段階的に抽象化されていく

６年生の今の過渡期に、少しでも自信をもって取り組めるようにしたいと願った。 

本単元「文字の式」に至るまでについて、第３・４学年では、□を用いて数量の関係を式に表し、□に 

数をあてはめて求めたり、変化の様子を□、○などを用いて式に表したりしている。本単元では、□や○

を使った式について、より抽象化された xやｙなどの文字を用いることを学習する。文字を使って表した

式については、ｘに数をあてはめてそれに対応するｙの値を求めて変わり方を調べたり、具体に即して式

をよみ取ったりしていく文字式の基本を扱う場面である。文字が本格的に使用されるのは中学校からであ

るが、その前段階として、文字の必要性を感じさせ、文字の扱いに慣れさせるとともに、文字式により、

簡潔に表すことができるなどのよさをじっくり扱うことが大切となる単元である。こうしたことから、□

や○から文字式へ移行し抽象化する大切な時期を、今後学習する上で自信をもって学習できようになるた

めには、本単元「文字の式」は子供たちにとってとても価値や意義がある単元である。 
【深い学びに導く手だて】 

①既習と未習の接点を探り、真の学習課題（教師が迫りたい課題）へと導く 

・４年生で学習した式の読み方とつなげるために絵図や図などとつないで文字へ移行する。 

・抽象化する文字にすることには抵抗があるため、□や○との行き来をして文字になれるようにする。 

・□や○が「数の代表」「数の入れ物」の役割があり、文字化する場合も役割は同じであることを触れる。 

②数学的な見方・考え方を根付けるために、場面に応じて繰り返し取り上げる 

・数が大きくなった時に、文字（□や○）があると表しやすいという必要性を扱う。 

・式を作る、式を読むを相互に扱ったり、数値から文字化したりするなど、具体と抽象の行き来をする。 

・数量や関係に着目させるため、言葉の式や図、表などを使って視覚的に考えられるようにする。 

③「深い学び」に迫る手立て（全体解決Ⅱ、チーム学習など） 

・例題での出会いの場面を習得と位置づけ、関連ある問題を扱いながら広く活用できるようにする。 

・複雑な文字式について、絵や図を利用しながら、これらと式を関連付けて考えられるようにするため

に、全員がホワイトボードに書き入れて考えることができるようチーム学習を取り入れる。 
２ 指導計画 

３ 本時の学習指導 

（１）本時の目標 

・ドットの個数を求める文字を使った式から、図と関連付けどのように求めたかよみ取ることができる。 

深い学び

のありか 

式を作る活動から、その逆となるさまざまな式をよむ活動を通して、文字式の必要性や

文字式と図との関連性をさぐる。 

学習課題 学習内容 時間 

文字を使った式 ・文字を使うことの意味と学習の動機づけ 

・xやｙを使って（ｙ＝ax+b）数量やその関係を式に表すこと 

・文字を使った式に数をあてはめて調べること 
４ 

式のよみ方 ・文字を使った式から、具体的な事象をよみ取ること 

・文字を使った式から、式の意味をいろいろ考察すること 
４ 

【東数教に向けた指導案（参考分）】 

-192--192-



（２）展 開 

段階 児童の活動 教師の活動 

導入 
５分 

１ 提示された図にドットがいくつ並んでい

るか考えさせ、縦横ｘ個並べた時の全部の個

数を求める式を知る。 
 
 
 
  
【前時】文や図の関係→文字式を作る 
【本時】文字式をよむ→文字式を図に表す 

・規則性に気づかせるため、縦横２個並んだも

のから、順に提示して数を問う。 
・個数を増やし、文字の必要性を感じさせる。 
・文字式の読み方のコツを復習する。 
 （ ）はまとまり、×は同じセットなど 
・文字式をよみやすい例題として、共通課題と

して、（x－１）×４という式を提示する。 
・本時は前時までの式を作るの反対となる「式

をよむ」ことを扱うことを知る。 

課題 
２分 

３ 本時の学習課題を確認する。 
 
 

・本時の学習課題を板書する。 

展開 
28分 

４ （x－１）×４は、どのように求めたかを
考える。（個人→全体） 

 
 
 
５ 他の式について、どのように求めたかを考

える。（個人→チーム学習→全体Ⅰ→全体Ⅱ） 
 ①（x－２）×４＋４ 
 ② x×４－４ 
 ③ x×２＋（x－２）×２ 
 
 
 
 
 
 
 
６ 適用問題を解く。 
 ①（x－１）×３ 
 ②（x－２）×３＋３ 
 ③ x×３－３ 
 
 

・図にかき込みながら考えることができよう

に、ドット図を配付する。 
・図と式が関連付けられるように、子どもの言

葉から、文字や数、演算記号と図や言葉を結

び付けながら板書する。 
・見通しをもって取り組めるように、活動４の

式との相違点を問う。 
・チームみんなで解決できるように、一人１本

ホワイトボードマーカーをもち、考えがまと

まっていない児童から話し、その考えに書き

加えながらチーム学習を行う。 
・話し合いが滞っているチームには、他のチー

ムの説明を聞いてくるように促す。 
・考えを共有するために、すべてのチームのド

ット図を黒板にはり、児童を黒板の前に集め

て、図の書きこみ方の違いを整理する。 
・全体解決Ⅱで、式をよむコツを問う。 
・見通しをもたせるために、四角形の図から何

が変わったのか、①②③の式を見て気づくこ

とを問う。 
・式と関連付け、図にかき込みながら考える。 
・５①～④と６①～③の問題で同じ考えは何か

を問い、そののち正五角形のドット図をみ

せ、発展をはかる。 

整理 
５分 

７ 本時を振り返る。 
 
 
 

・「文字を使った式を（ ）やセットで見れば、

考え方がわかること」「四角形で学習したこ

とが三角形や五角形でも使える」ことに気づ

いた児童を取り上げる。 
 

（３）評 価 

・さまざまな話し合い活動を通して、ドットの個数を求める文字式と図を関連付け、４で習得した内容

をもとに、どのように求めたかについて文字式をよみ取ることができたか。（活動５，６） 
 

文字を使った式から、どのように求めたかを図に表そう 
 

・（ｘ－１）は１列の数から、1 つ減らして
いるってことだ。 

・×４は、まとまりが４つあるってことかな。 

・辺の数が、４本から３本になったけど、さ
っきと同じように考えればできそう。 
・５①と６②、４と６①は同じ考えだ。 
 

● ●
● ●

● ● ●
● ●
● ● ●

● ● ● ●
● ●
● ●
● ● ● ●

＜全体解決Ⅱ＞ 
・×４、×２は、同じものが４セット２セット
と、セットで探すと見つけやすい。 

・（ｘ－１）や（ｘ－２）は、１列からひとつ、
２つとっているってことなんだ。 
・+４は余った４つ、－４は重なるひくだよ。 
・どの式も、四角形だからセットが４つある。 

・式のｘや数字が何を表しているかを図の
まとまりを囲むと考え方がわかった。 

・式の囲み方が式にすると、違う形にも同  
 じように表せるなんて驚いた。 
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第５学年３組 算数科指導案   

    令和３年５月２８日（金） 第６時限 ５年３組教室 指導者 鈴木 夏美   

 

１ 単 元    合同な図形（６時間完了、本時 ２／６） 

２ 構 想 

【児童を見つめ願いをもち、単元を選定する】 

５年生として２か月か経ち、子供たちは元気いっぱいで、クラスをよりよくしようと話し合う姿がよく

見られる。しかし、算数の学習においては、楽しいと感じ積極的に問題に取り組む児童と、苦手と感じ答

えを書くのに不安を感じている児童とおり、差が大きく開きつつある。また、与えられた問題に対しては

解くことができるが、単元全体を通してどこを学んでいるかはっきりしない児童は多い。今後内容が難し

くなるうえで、算数の楽しさに気付き、学んでいる場所を全体の中で意識し、できる喜びを少しでも感じ

られる児童にしたいと願った。 

本単元「合同な図形」に至るまで、第２・３学年では、三角形や四角形をかいたり切ったりしている。

第４学年では、四角形を構成する辺どうしの平行、垂直などの位置関係に加えて、構成要素の相等関係を

もとに分類し、平行四辺形、ひし形、台形について学んでいる。本単元では、図形の合同を通して、図形

の性質についてさらに考察することを学習する。ここでは、合同な図形を理解し、図形の性質をから、簡

単に調べたり、作図したりすることができるなどのよさを扱うことできる単元である。また、内容が難し

くなる５年生の段階で、合同な図形は視覚的にも考えやすく、算数として学んでいくうえでもわかりやす

い単元である。こうしたことから、算数の学び方に目を向けやすく、数学的な活動を通してイメージしや

すい本単元「図形の合同」は、子供たちにとって学びの実感性や楽しんで学べる面からも意義や価値があ

る単元である。 
【深い学びに導く手だて】 

①既習と未習の接点を探り、真の学習課題（教師が迫りたい課題）へと導く 

 ・合同な図形の調べ方は、重ねる、ずらす、向きを変える、裏返すであること振り返らせて課題へ導く。 

②数学的な見方・考え方を根付けるために、場面に応じて繰り返し取り上げる。 

・「定義から性質を見出し利用」という学びのサイクルは、算数の創り方・広げ方であることを取り上げる。 

・合同な図形の性質が、三角形や四角形のみではなく多角形でもあてはまる一般化の道筋を大切にする。 
・性質を使うことで、ものさしなどを使わなくても長さや角の大きさがわかり作図できるというよさを実感させる 

③「深い学び」に迫るための扱い（全体解決Ⅱ、ペア学習） 

・定規や分度器などの道具を駆使する数学的活動から、問題を解くコツを問う場面を位置づける。 
・問題解決での気づきや定着について共有したり進めたりするため、全体やペア学習を使い分ける。 

２ 指導計画 

３ 本時の学習指導 

（１）本時の目標 

 ・合同な図形の頂点、辺、角を調べる活動を通して、合同な図形の性質を知り、使うことができる。 
  また、算数としての学び方の手順についても目を向けられることができる。 

深い学び

のありか 

直観としてとらえた合同の関係について、構成要素に目を向けさせ性質を見出し、よさ

として有効に使うことを実感する。また、学年の初期の段階において、算数を創っていく

学び方についても目を向けられるようにする。 

学習課題 学習内容 時間 

合同な図形 ・合同な図形の対応・性質 ・方眼を使った合同な図形の作図 

・四角形を対角線で分けて合同の図形かどうかの考察      
 ３ 

合同な図形の書き方 ・合同な三角形の作図の見通し及び道具の使い方 

・合同な三角形の３通りの作図 ・合同な四角形の作図 
３ 
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（２）展 開 

段階 児童の活動 教師の活動 

導入 
５分 

１ 提示された合同な三角形の図から、合同の

定義と対応する頂点、辺、角を振り返る。 
 
 
 
 
【前時】合同の定義→「ぴったり重なる」（直感的） 

【本時】構成要素から性質を見出し、使っていく 

・合同の定義と対応する頂点など振り返らせる 
・合同であることを調べるためのコツを確認し、

図形を移動について振り返る。 
・算数として、既習の定義「ぴったり重なる」

をより詳しく調べるにはどうするか問う。 
・数値化するという図形の構成要素に目を向け

ることに気づかせて、算数を深めていくこと

を確認する。（接点） 

課題 
２分 

３ 本時の学習課題を確認する。 
 

・本時の学習課題を板書する。 

展開 
28分 

４ 辺の長さと角の大きさを調べ、対応する辺

の長さと角の大きさの関係をまとめる。 
（個→ペア→全体Ⅰ→全体Ⅱ→個→ペア） 
 
 
 
 
 
 
 
５ 性質を使って、問題を解く。 
 （１）三角形 ABCと合同な三角形 DEFの
辺の長さと角の大きさを問う。（個→全体Ⅰ 

                →全体Ⅱ）   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（２）合同な図形を作図する。 
  
 
 

・角の大きさや辺の長さが書き込めるよう、合

同な三角形の図形を配付する。 
・三角形において、気づいたことをまとめる。 
・対応している点に色を分けて板書を行う。 
・性質を一般化するため、合同な四角形を配付

して調べるように促す。 
・ペアで話し合う時間を設け、考えを共有した

り考えをもったりできるようにする。 
・全体解決Ⅱでは、三角形四角形から分かった

関係は多角形でも当てはまるのか問いかける 
・性質としてまとめたのち、算数の学び方（調

べる→まとめる→使う）についておさえる。 
・性質を使う場面として問題を提示する。 
・問題（１）で迷っている児童がいれば、△DEF
は、△ABCを回した図であることを確認する。 

・問題（１）では、ずらしたり、裏返したりし

なくても、ものさしや分度器なしで辺や角の

大きさが分かる性質のよさに気づかせる。 
・比較するため四角形も用意し取り組ませる。 
・答え合わせの後の全体解決Ⅱでは、どこから

長さや角度を書き込んだかなど問題を解くコ

ツを問い、全体で共有する。 
・三角形と四角形での問題の解き方に共通した

コツがあるのかを時間があれば問う。 
・問題（２）の作図については、時間があれば

扱うことにする。 
・定規だけで書けるよさについて気づかせる。 

整理 
５分 

８ 本時を振り返る。 
 
 
 

・合同な図形の性質を使うことで、得られるよ

さに気付いて書いている児童を意図的に指名

する。また、算数を学ぶ手順について気づい

ている児童がいれば取り上げる。 

（３）評 価 

・合同な図形の性質を知り、合同な図形の角の大きさや辺の長さを読み取ったり、かいたりすることが

できたか。また、算数の学び方の手順についても目を向けることができたか。（活動４，５、６） 

合同な図形について調べよう（見つけ出してまとめ、使おう） 
 

・三角形を回転させて考えた。 
・角 Cは、とがっているから角 Fと同じ。 
・６０°を挟んでいる辺を見て調べた。 
 

〈性質〉 
・どんな合同の図形でも、対応する辺の長さ
や、対応する角の大きさがそれぞれ等しい。 

・合同な図形では、分度器や定規を使わなくてもわ 
かってしまうなんて性質は便利だとわかった。 
・辺や角について調べたことがまとまって、それが

使えるなんて算数はすごいと思った。 
 

・スライドする 
・ぐるっと回す 
・ひっくり返す 

 

＜三角形＞            ＜四角形＞ 

・三角形と四角形では見つけ方がちがう。 
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第５学年１組 算数科指導案 

    令和３年１１月９日（火） 第３時限 ５年１組教室 指導者 濱中 利矩   

１ 単 元    単位量あたりの大きさ（５時間完了、本時 ２／５） 

２ 構 想 

【児童を見つめ願いをもち、単元を選定する】 

本学級の児童は、算数の学習において、計算問題や機械的に考える問題に対しては、楽しく取り組む児

童が多い。しかし、数字や情報が多い問題には、難しそうだと判断し、あきらめてしまう児童や、出てき

た数字を安易に立式し、論理的に考えることが苦手な児童もいる。また、友達の意見を自分の考えに生か

そうとする児童はまだ少ない。それらは、自力解決のときに見通しをもっていないことや、友達の考えを

聞くことに楽しさを感じられていないと考えられる。そこで、未知の問題に出合ったときにも、既習事項

から、数量関係をきちんと捉え、根拠をもとに筋道立てて粘り強く考えることや、多様な考えから比較し

たり発展させたりすることの楽しさを感じる児童に育てたいという願いをもった。 

本単元「単位量あたりの大きさ」に至るまで「比べる」ということについて、下学年では「測定」の領 

域において、第４学年では「簡単な割合」など、２つの数量関係に着目して考えることを系統的に行って

きている。本単元は、「ある２つの数量関係を、別の２つの数量関係と比べる」ことを学習する。これか

ら、「割合」や「比」と比較と関係についてつながっていくが、これらの単元に苦手意識をもつ児童は多

い。その前段階となる、「単位量あたりの大きさ」は、２つの数量関係に着目し、比べ方を論理的に考察

することや、解決の方法や結果を振り返ってよい解決に向けて工夫、改善することを学習していく。こう

したことから、複雑な問題を論理的に考える本単元は子供たちにとって、価値や意義があるといえる。 
【深い学びに導く手だて】 

①既習と未習の接点を探り、真の学習課題（教師が迫りたい課題）へと導く 

・たたみの数の子供の数もそろっていないことに着目し、異なる２量の比較を課題とする。 

②数学的な見方・考え方を根付かせるために、場面に応じて繰り返し取り上げる 

・混み具合を考えるときは、部屋に人が均等に並ぶことを算数として仮定していることに触れていく。 

・異なる２量を比較する場面において、量をそろえるときには、既習の比例の考えを使い、同じ混み

具合が保たれることを取り上げる。 

③「深い学び」に迫る 

・多様な考えや今までの学習との共通点をみつけたり、単位量あたりの大きさで比べることのよさにつ

いて考えたりできるような発問をする。 

・多様な考え方を整理し、比較できるように構造的な板書を行う。 

３ 指導計画 

４ 本時の学習指導 

（１）本時の目標 

・部屋の混み具合を比較する様々な方法を知り、「そろえる」という共通の考えを踏まえ、単位量あた

りの大きさで比べることのよさについて考察することができる。 

深い学び

のありか 

異なる２量の混み具合を比べる活動を通して、多様な考えから「そろえる」という共通

の考えを踏まえ、単位量あたりの大きさで比べることのよさについて考える。 

学習課題 学習内容 時間 

混んでいるとは ・混み具合とは、部屋に人が均等に並んでいることを仮定していること 

・部屋の広さと人数のどちらかの数がそろっているときの比べ方 
１ 

単位量あたりの大

きさで考える 

・２種の異なる量を比べるときには、どちらかをそろえて考えること 

・単位量あたりの大きさで比べることのよさを考察すること 

１／２

（本時） 

単位量あたりの大

きさを使って 

・日常生活で使われる単位量あたりの大きさについて比べられるよさを実

感すること（人口密度・燃費） 
２ 
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（２）展 開 

段階 児童の活動 教師の活動 

導入 
５分 

１ 問題を把握し、既習との違いを考える 
 
 
 
【前時】どちらかの数は同じだった 
【本時】たたみの数も子どもの数も違う 

・混み具合とは、部屋に均等に並んでいること

を仮定したときの、部屋の広さと人数で決ま

ることを確認する。（平均の考え） 
・本時は、たたみの数も子どもの数もそろって

いない問題を扱うことを確認し、課題につな

げる。 

課題 
２分 

２ 本時の学習課題を確認する。 
 
 

・本時の学習課題を板書する。 

展開 
33分 

３ ２つの部屋の混み具合を考える。（個人→

全体） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
４ ３つや４つの部屋での混み具合を考える 
 
 
 
 
 
 
 
 

・表にかき込みながら考えることができよう

に、部屋割り表を配付する。 
・必要に応じて、電卓を使うことを伝える。 
・答えを出せた児童には、別の方法で考えるよ

うに促す。 
・児童の表現をを共有できるように、ノートを

テレビに映して発表させる。 
・表と式が関連付けられるように、子どもの言

葉から、表や式と結び付けながら板書する。 
・考えが出にくいものについては、追体験をす

る場を設ける。 
・多様な考え方を統合できるように、共通する

考えはないか問う。 
・これまでの学習と統合できるように、問題を

解くときに使った考え方や、これまでの学習

とつながることを問う。 
・次はどの解法で解きたいのかわかるように、

ネームプレートを貼り、自己決定の場を設け

る。 
・問題に取り組む前に、公倍数を使って数をそ

ろえようとすると数が大きくなってしまう

ことを共有する。 
・単位量あたりの大きさで考える有用性を理由

とともに発表する場を設ける。 
・比べる対象が増えたときも単位量あたりの大

きさを使えば、対応できることに気づくよう

に、５つ目、６つ目の部屋の例を提示する。 

整理 
５分 

５ 本時を振り返る。 
 
 
 

・「比べるときはそろえることが大切であるこ

と」や「単位量あたりの大きさで比べるよさ」

に気づいた児童を取り上げ指名する。 

（３）評 価 

・さまざまな話し合い活動を通して、比べるときには数をそろえることを理解し、単位量あたりの大き

さを使うと対象が増えても、比べられるよさについて考察することができたか。（活動３、４、５） 

たたみの数も子どもの数もそろっていないときの混みぐあいを比べよう 
 

考え方①  
公倍数を使い、たたみの数 
を４０枚にそろえた 

・１にして解くと、式が少なくてわかりやすい 
・１にして解くと、４つ以上になっても比べられる 

・比べるときにはどちらかの数をそろえることが大

切だとわかりました。 

・「１」の考え方は、答えが小数になってもたくさ

ん比べるときはやりやすいことがわかりました。 

 

・「そろえる」考え方は同じだね（本時での統合） 
・比例の考え方を使ったね（前単元との統合） 
・公倍数の考え方を使ったね（前単元との統合） 
・通分でも分母をそろえたね（前単元との統合） 
・長さもそろえて比べたね（前単元との統合） 

考え方② 
公倍数を使い、子どもの数 
を３０人にそろえた 

考え方③ 
たたみの数１まいあたり 
の子どもの人数を考えた 

考え方④ 
子どもの数１人あたりの 
たたみの数を考えた 

〈A室〉 
１０×４＝４０  
６×４＝２４人／４０枚 

〈Ｃ室〉 
８×５＝４０ 
５×５＝２５人／４０枚 

〈A室〉 
６÷１０＝０．６人 
〈Ｃ室〉 
５÷８＝０．６２５人 
 

〈A室〉 
１０÷６＝１．６６まい 
〈Ｃ室〉 
８÷５＝１．６まい 
 

部屋割り表 Ａ室 Ｃ室

たたみの数（まい） 10 8

子どもの数（人） 6 5

〈A室〉 
６×５＝３０  
１０×５＝５０枚／３０人 

〈Ｃ室〉 
５×６＝３０ 
８×６＝４８人／３０人 

部屋割り表 Ａ室 Ｃ室 Ｄ室 Ｅ室

たたみの数（まい） 10 8 12 11

子どもの数（人） 6 5 8 7

0.6 0.625 0.667 0.636〈Ｄ室〉 
８÷１２＝０．６６７人／たたみ１枚 
１２÷８＝１．５まい／子ども一人 
〈E室〉 
７÷１１＝０．６３６人／たたみ１枚 
１１÷７＝１．５７１まい／子ども一人 
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第６学年２組 算数科学習指導案  

    場所 ６年２組  指導者 永田寛人 

１ 単元  比例と反比例（本時４／１７）     

２ 本時の目標 

２つの数量の関係について、表や式や図から比例になるかどうかを説明することができる。     

（思考・判断・表現） 

３ 展開 

段階 児童の活動 教師の活動 

導入 

(4) 

 

課題 

(1) 

展開 

(25) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(10) 

 

 

 

整理 

(5) 

１ 前時の復習をする。 

・比例の関係を表す式は 

y=決まった数×x 

２ 本時の学習課題を把握する。 

 

３ 底辺が４㎝の平行四辺形で、高さをｘ㎝、

面積をｙ㎠としたとき、面積は高さに比例

しますか。その理由を書きましょう。 

高さ（Xcm） 0 １ ２ ３ 

面積（ｙ㎠） 0 ４ ８ 12 

・高さが２倍３倍・・・のとき、面積も２倍３

倍・・・になるから。 

・高さが１㎝ずつ増えると、面積は４㎠ずつ増

えるから。 

・関係を表す式は y=4×ｘだから。 

・図から、面積が４㎠ずつ増えているから。 

 

 

４ 類題を解く。 

「図でイメージができる問題を３つ用意し

て、比例かどうか見分ける」 

・①は比例、②③は比例ではない。 

５ 本時の振り返りをする。 

 

・比例の関係を表す式は、表から作ることがで

きたことを確認する。 

・「前時でまとめたことを本時で使う」という算

数の流れを確認する。（考える→まとめる→使う） 

 

・困っている子には、表を書くことを促す。 

・個人→グループ→全体で確認する。 

・グループ活動が盛んになるように、３人グルー

プを作り、リーダー以外の子から説明をするよ

うに促す。 

・表を作らずに式を作った子には理由を聞く。 

・表も式もできたグループには他のやり方がな

いか考えるように促す。 

・全体では、表の考えをした子を先に指名し、式、

図の順に共有する。 

・図で考えるやり方が出てこなかった場合は、式

を作るよりも早く比例かどうか見分ける方法

はないか問い返す。 

・視覚的に４㎠ずつ増えていることが分かるよ

うに、資料を黒板に貼る。 

・図が視覚化できるように資料を用意し、板書に

する。 

・振り返りは「学習を通してわかったこと」「学

習の内容を通して次に自分が考えたいことの

２つの観点で書くように促す。 

４ 評価 

２つの数量の関係について、表や式だけでなく、図からも比例になるかどうかを説明するこ

とができたか。                           （活動３・４から） 

どうしたら比例かどうか見分けることができるのか考えよう 

 

問題によって、表や式を書かなくても図を使えば

比例かどうかがわかる。次は、他に比例かどうか

判別する方法はないか考えたい。 
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類題① 

たての長さが４㎝の長方形で、横の長さがｘ㎝、面積がｙ㎠としたとき、面積は横の長さに比例し

ますか。 

 

類題② 

一辺がｘ㎝の正方形で面積をｙ㎠としたとき、面積は一辺の長さに比例しますか。 

 

類題③ 

２０㎝のバネがあります。１ｇの重りをつけるとバネが２㎝伸びます。２ｇの重りをつけるとバネ

が４㎝伸びます。ｘｇの重りをつけたときに全体のバネの長さをｙ㎝とします。全体のバネ長さは

つけた重りの重さに比例しますか。 

 

 

 

  

４ 

ｙｃｍ 
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－東海地方数学教育学会第６８回愛知大会（岡崎大会）を終えて－ 

「学びの文脈」を大切にした算数・数学の授業づくり 

                         岡崎市立城南小学校 高鍬利行 

１ 「学びの文脈」の必要性 

今や学力のグローバル・スタンダードは、「何を知っているか」という領域ごとに区分された知識・
技能を問うものから、知識・技能を自在に活用して「何ができるようになるか」、つまり「どのような
問題解決を成し遂げるか」という資質・能力を問うものへと転換しています。目指すのは、すべての
子どもを優れた問題解決者に育てること。そこを起点に、必要に応じた指導内容や学習のプロセスを
構成していく必要があるという考えから、このような構造となりました。 これまで、知識をたくさん
所有することは、人生で直面する様々な問題の解決に役立ち、ひいては社会的な成功につながると考
えられてきました。それで、学校教育でも各教科における要素的な知識・技能の習得が最優先されて
きたのです。しかし、1970年代以降の心理学の研究で、単なる知識の所有は職務上の業績や人生にお
ける成功を十分に予測しないことが明らかになりました。さらに、限られた領域で学んだ知識は限ら
れた領域でしか活用できない、ということもわかってきました。 

（『「資質・能力」と学びのメカニズム』奈須正裕：下線は筆者） 
 
歴史的転換といわれる学習指導要領の改訂により、上記のように内容（コンテンツ）ベースか

ら資質・能力（コンピテンシー）ベースに移行した。このことにより、従来の学び方を生かしな

がらも、授業での学びのゴールや学習課題など変えていく必要が出てきた。学びの内容も、その

学びの過程も工夫しなければならない。 

「資質・能力」を上記の言葉から探っていくと、「習得した知識・技能を自在に活用しながら、

さまざまな問題解決ができるようになること」と捉えることができる。授業で身に付けるべき「資

質・能力」の獲得という目指すべきゴールについては、従来の授業内容に加えてのものであるだ

けに教師や子供にとってハードルの高いものになる。それだけに、学習指導要領にて３つの柱が

「資質・能力」として示されているが、それを目指しての教師としての力量が必要となってくる。

自らの経験を支えに学んでいく子供たちに、教師として子供の学びの状況を捉えながら指導をう

まく折り合いをつけ進めていかなくてはならない。こうしたことから「学びの文脈」という言葉

が出てきていると思われる。 

「文脈」という言葉の意味について辞書で調べてみると「物事の道筋、物事の背景」とある。

「学びの文脈」については、教師に向けての言葉であり、全国学力・学習状況調査には使われて

いるが文部科学省の資料を探しても定義はされていない。文献を調べてまとめてみると、「単元

全体や１時間の授業づくりについて、学習の目標に向けて子供がどのような思いをもちながら問

題解決していくかを教師が思い描くこと」と考えることができる。「学びの文脈」とは、「学び

の道筋」「学びへ向けての展開」以上に、子供の授業での意識や教師の学習形態を含めたより広

く深い言葉だととらえるとよいと考える。それは、単元全体の流れについて使うこともあれば、

１時間の授業の集団解決での迫り方について使うこともある。「授業」とは教師に思惑通りに子

どもをゴールまで引きずっていくのではなく、子ども自らがゴールまで学び進んでいけるように

していくことである。子供たち自身が、学ぶことの目的や自分にとっての「意味」や「関連性」

をつかむことができると、学びやすくなる。こうした「学びの文脈」が、知識・技能を使えるレ

ベルまで上げるものとなりことによって、真正な学び（オーセンティックな学び）につながる。

こうした意味でも、ここに「学びの文脈」という言葉を大切に位置付けたい。 
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２ 全国学力・学習状況調査からみる「学びの文脈」について 

全国学力・学習状況調査においては、「日常の事象から見いだした問題を解決する活動」「算数

の学習場面から見いだした問題を解決する活動」及び「数学的に表現し伝え合う活動」を中

核とした問題設定がされている。「習得」「活用」の問題の仕分けは継承され、文章や図な

どをもとに、事象をしっかり理解していく力が必要である。資質・能力を育成するためには、

学習過程の果たす役割が極めて重要であるとの考え方から作成されている。「学びの文脈」と

いう言葉については、出題の趣旨として使われている。例として令和３年度の問題を以下に示す。 
＜日常の事象から見いだした問題を解決する活動＞     【出題の趣旨】 

 実生活の場面において、事

象を理想化・単純化してその

特徴を的確に捉え、事象を数

学的に解釈することが求めら

れる場合がある。その際、問

題解決の方法を考え、それを

数学的に説明することが大切

である。 本問では、砂時計に
ついて、２分をはかるために

必要な砂の重さを求める場面

を取り上げた。 この場面にお
いて、砂の重さと砂が落ち始

めてから落ちきるまでの時間

の関係をグラフに表した際の

点の並びが一直線上にあると考えることで、その関係を比例とみなし、２分をはかるために必要

な砂の重さを求める方法を説明する文脈を設定した。 
＜算数の学習場面から見いだした問題を解決する活動＞        【出題の趣旨】 

 図形の学習
では、観察や

構成などの活

動を通して、

図形を構成す

る要素などに

着目して捉え、 
図形の計量に

ついて筋道を

立てて説明す

ることが重要

である。その

ために、例えば、三角形や平行四辺形の底辺と高さの関係の理解を確実にし、図形を構成する要 
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素などに着目して、求積のためにどの部分の長さを測る必要があるかを考えることで、基本図形

の面積を求める公式の理解を深め、活用できるようにすることが大切である。また、 図形の面積
について、量の保存性や量の加法性を基に考察したり、図形を構成する要素などに着目して捉え、 
求め方を筋道を立てて考えたりすることができるようにすることも大切である。そこで、本問で

は、三角形の面積や合同な三角形を組み合わせた図形の面積について考察する文脈を設定した。 

２ 「学びの文脈」についての授業展開例 

以下は、過去に私が教育書に掲載した２つの授業展開例である。「学びの文脈」としては、１

年「なんばんめ」の実践では「深い学び」へ向かう導入の場面、５年「内角の和のきまり」の実

践では単元を貫く敷き詰めの活動を通した内角の和について学習する場面である。 
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 ― 寄稿論文（単元を通して子供の思考過程を大切にした実践例）－ 

 

   追究意欲をもたせ、数学のよさに気付く授業の創造 

    ～小学５年生「宝物を入れる箱を作ろう（体積）」の実践より～  
 
                           岡崎市立城南小学校 高鍬利行 

 

１ はじめに 

技術革新などにより急速な変化やコロナ禍での対応など、まさに予測困難な時代である。従来か 

らの「教えられたことを教えられたように行う」という内容ベースの行動様式は、これからの変化

の激しい社会では通用しなくなる可能性は高い。一人一人が自分の頭で考え、行動していくことの

できる自立した個人としてたくましく生き抜いていくようにしてための資質・能力（コンピテンシ

ーベース）を身に付けていかなくてはならない。そのためには、算数・数学としても「与えられた

問いを教えられたように考える」だけではなく、育成すべき資質・能力としての主体的な態度や思

考力・判断力・表現力を十分働かせることが重要である。そのためには、よりよく問題解決をして

いくといった目的だけではなく、「算数・数学を創る」という創造的な力を今後身に付けていくべ

きではないかと感じている。そして、算数・数学の教科としてもっている「数学のよさ」を子供た

ちに気づかせ味わわせ実感させていくことが大切だと考える。「算数を創る」過程で、子供たちは

さまざまな「数学のよさ」に気付き触れる。それは、今求められている「主体的、対話的で深い学

び」へとつながっていく。今回自身が若いころの実践を今の時代にあった形にまとめ直した。竜美

丘小学校研究会の時期の実践であり、算数・数学として長年重視されてきた「学びでの子供の思考

過程を大切にする」面から迫ったものであり、「数学のよさ」に気付かせる実践である。 

 

２ 主題設定の理由 
 
みんなでやっていくと、わからないことも、わかるようになるんだなあと思った。今までは、何か、きゅ

うくつなところにいて、人の意見ばかり聞いていて、いつも同じ人が発言していて、ぜんぜん目立たなかっ

たけど、５年生になって変わったような気がする。目立たなかったＣ子ちゃんがみんなの意見に入っていっ

て、すごい考えをだしたりして・・・。よかったなあってね。    ＜５年生抽出児童Ｍの算数日記＞ 
 
これは、１学期の単元「三角形と四角形」を終えた抽出児童Ｍの算数日記である。学級のみんなで解

決していく中で、わかることに喜びと驚きを感じている。そして、５年生になって、学びが変わってき

ている姿を親友のＣ子に見いだし「変わったような気がする」と、これからの学びについて期待を込め

て書いている。私は、Ｍのように子供たち一人一人が、自分の気持ちを出し、仲間とかかわる中で、自

分の可能性に気付いてほしいと願っている。そして、算数の学習に対して喜びや楽しみを一層感じてほ

しいと願った。 

 
３ 算数科としての願い 

 自分の可能性に気付かせるためには、教科のもつ特性に触れることが上げられる。ここで、算数科

でいう特性とは、新たな方法の発見をしたり、既習の考えとの結びつきに気付いたりするなど考えるこ

とによって生まれる「考えるおもしろさ」であると思う。これを私は、下記の内容を含めて「数学のよ

さ」と呼ぶこととする。文部科学省も学習指導要領では、次のように「数学のよさに気付く」ことにつ

いて、目標の解説として、以下のように明示している。（Ｐ28） 
 
「数学のよさに気付く」ことが挙げられている。数学のよさに気付くということは、数学の価値や算数

を学習する意義に気付くことであり、学習意欲の喚起や学習内容の深い理解につながり、また、算数に

対して好意的な態度が育成されることになる。数学は人間によって生み出された価値あるものであり、

数学を用いた問題解決において働く数学的な見方・考え方が数学のよさの根底にある。数学的な見方・

考え方は、物事を処理する際に有効な手段として働くものである。児童がこの数学的な見方・考え方を

豊かで確かなものとしながら算数を学習し、数学が人間にとって価値あるものであることが分かり、主

体的に算数の学習に関われるようにすることが重要である。  

 よさについては、これを狭く考えずに数量や図形の知識及び技能に含まれるよさもあるし、数学的な

思考、判断、表現等に含まれるよさもあり、有用性、簡潔性、一般性、正確性、能率性、発展性、美し

さなどの様々な視点から算数の学習を捉えることが大切である。 ＜学習指導要領解説算数編H29年告示＞ 
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 私は、この「数学のよさ」については、数理的な処理のよさ（簡潔さ、明瞭さ、的確さなど）と合

わせて、算数の学習を通してなるほど、すばらしいと感じる心の動きも「数学のよさ」に加えることと

する。本年度は２度目の５年生担任であり、以下は、４月当初の子供たちの算数の授業での実態である。 

 

●文章題を初めて自力解決させた際に、次のようなつぶやきがでてきた。 

   「先生答え一つ出せばいいじゃん」「いろいろなやり方って、どうして出すの」 

     「早く計算やろうよ」                                

    ほとんどの子供たちが、答えを出したことに満足して、他のやり方を考えようとしない。計 

算ができればよいと感じており、算数を知識・技能面で満足している傾向が見られた。また、 

考え方をまったく出すことができず、算数に対してやる気を失っている子供も見られた。 

  

上記のことを踏まえ、自分の考えをもたせる、友達とのかかわり合いの中で「数学のよさ」に徐々に

気付けるようにめざした。しかし、「数学のよさ」に気付かせたつもりでも、次時になると知識・技能

は定着できているが、算数として大切な「思考・表現」の部分がなかなか身につかなかった。振り返っ

てみると、自身の授業の進め方にも、次の問題点があった。 

  ＜問題点＞ 

① 教科書の問題での教材研究が不足していて、教師が内容のつながりを明確にもっていないこ 

とから、子供の学びのつながりが、1･2 時間ごとに途切れてしまいがちである。           

② 教師の与えた課題では、子供たちが自分事として問題をつかむことができず、与えられた問   

  題を解いていくことが算数だと思っている傾向にある。 

 

 こうした反省をもとに、子供たちが事象に向かい、問題を見つけだし、自ら解決していこうとする追

究する姿勢につながらないか。知識・理解の面のみならず考え方も深めていける授業ができ、「数学の

よさ」を身にもって感じさせることはできないだろうか。教師のこのような願いをもとに、めざす授業

像を次のように考えた。 
 

追究意欲をもたせ、数学のよさを気付かせる授業 
 
４ 研究仮説 

 追究意欲をもたせるためには、まず子供たちの内発的な学習意欲を喚起し、その思いや願いな

どを生かした主体的な学習活動ができる場を設定する必要がある。また、「数学のよさ」に気付か

せるために、追究できる問題に対して、考える道筋を大切にしていくことで、子供がもっている力

を十分出して考える場（自力解決）、自分と友達の考えを結びつける場（集団解決）を通して、そ

の子なりの新しい発見が内から生まれ、よさに気付くはずである。その繰り返しによって、算数の

さまざまなよさに気付くとともに、考えが深まり、さらなる追究へと発展していくと思われる。 

 このような考えをもとに、めざす授業像の実現に向けて、以下の研究仮説や手立てを立てた。 

      〈研究の仮説〉 

  ①学習過程の場で、子供の日常生活に近い体験から問題解決的な学習問題を設定していけ 

ば、子供たちは試行錯誤しながら自ら意欲をもって主体的に追究し続けていくであろう。 

  ②問題解決する段階で、数学的活動を効果的に位置づけた上で、自力解決・集団解決の場 

   を設定し、考え方を大切にした授業を子供の思考に合わせて行っていけば、自分なりの 

   発見や気づきが生まれ、数学のよさに気付いていくであろう。 
   
    〈研究の手立て〉 

   ａ子供たちの興味・関心やこだわりに目を向け、学校での活動や日記を基にした学習問 

    題への結びつけ 

   ｂ子供たちの問題意識を焦点化していく発問や提示の工夫 

   ｃ取り掛かりやすく自由に考えをめぐらすことのできる学習問題の設定 

   ｄ目的に合わせ、段階的に組んだ数学的活動の設定 

   ｅ見通しがもて、考えが広げやすい自力解決・集団解決の場を繰り返し確保し、子供の 

    思いやつぶやきを大切にした柔軟な学習計画の確立 

   ｆ個々の気づきや思いをつかむ対話や算数日記を通しての交流 
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５ 研究の方法 

 １時間の授業の学習過程を右図のように進めることとした。 

(ａ)思いや願いをもって積極的に関わっていける教材との出 

会いの段階 

(ｂ）教材から生まれた疑問や思い、願いをもつ段階 

(ｃ)疑問や思い、願いを取り入れた学習課題を設定する段階 

(ｄ)既習で獲得したことをもとに、図や式、言葉を使って解決 

する自力解決の段階 

(ｅ)自力解決をもとに、教師との対話する段階 

(ｆ)根拠ある考えをもち寄り、子供同士練りあい高めあう 

集団解決の段階 

(ｇ) 授業の最後に、なるほどと思ったことについてまとめ、 

数学のよさに気付く段階 

 なお、抽出児として抽出児童ＭとＳを取り上げる。その理

由は、下記の通りである。 

 

＜研究単元として「体積」を取り上げた意義や意味＞ 

 研究を行なう単元として「体積」を取り上げた。立体をつくったり、１㎤のブロックを数えたりする

など数学的な活動が多く保障できる。また、４年生「面積」の学習の発展となる「体積」を取り上げる

ことで、既習内容を本単元の内容につなげやすく「数学のよさ」に気付きやすいと考えた。本単元の導

入では、子供の日常生活に近い活動として「宝物を入れる箱をつくろう」として、箱作りの場面を取り

上げることとした。（手だてａ）子供たちは、図工の時間が好きであり、特にものづくりが得意な傾向

がある。厚紙を切ったりくっつけたりして、いろいろな形を工夫して作っていくと思われる。そして、

箱の中に入る量へと目を向かせていくことで、「体積」の学習へと向けさせていきたいと考えた。 

単元「体積」の既習内容は、普遍単位へと導いていく場面として、２年「長さ」、３年「重さ」、４

年「面積」の学習を生かすことができる。また、４年「面積」にて正方形や長方形の面積を導き出した

のと同じように、数学的活動として１㎝³を積み重ねることによって立方体や直方体の公式に導けるこ

とに加え、複合図形の求積へと段階的に発展できる可能性をもっている単元である。複合図形について

は、４年「面積」にてＬ字型の求積をしており、子供たちに算数を創っていく過程をひとつずつ辿らせ

ながら「数学のよさ」に迫ることができるのではないかと考えた。 

  

６ 研究の構想と計画 

（１）単元名 「体積」（１５時間完了） 

（２）単元構想 

〈本単元での数学のよさ〉 

●普遍単位１㎤を使うことによって、立体の体積を正確に表せ比べられるよさ 

（事象を数理的に処理するよさ） 

 ●直方体の体積の求め方は、一つの式になり公式としてまとめられるよさ 

抽出児童Ｍ 大変穏やかで読書をすることを好む。放課でも

一人でいることが多い。学力としては理解するまで時間がか

り自信をなかなかもてない。挙手は４月当初ほとんどなかっ

た。自信をもたせ、自分の可能性のあることに気付かせたい。 

抽出児童Ｓ ５月に金沢からの転入生で、理科が好きで探究

していくことが得意である。関心のない事には長続きしない

面がある。試行錯誤する中から、追及意欲を継続させ発展し

た考えをもたせたい。 

（ｇ）数学のよさへの気付き 
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  （事象を簡潔、明瞭に表すこと 

のよさ） 

 ●直方体や立方体の公式を利用 

すればいろいろな立体の体積 

を求めることができるよさ 

  （きまりや性質をとらえ、それ 

らを活用していくことのよさ） 

 ●㎤や㎥や㎣などの単位を使い 

分け、さまざまな大きさの体積 

を表すことができるよさ 

  （数量の感覚や機能をとらえる 

ことのよさ） 

（３）単元計画  右図 

 

７ 研究の実践と考察 

（１）宝物を入れる箱作り 

①さまざまな形の箱作りに興味   

をみせる子供たち（第１・２時） 

 教師から宝箱として集めた切手の

入っている箱を見せた。すると、「ぼ

くも作ったことがある」「４年生の時

に箱作りはやったよ」「作ってみた

い」という声が次々と上がった。「宝

物として何を入れる」のと聞くと、「ぬいぐるみ」「大切にしている本」「おばあさんにもらったペン」

などの意見が出された。そののち、工作用紙を使うことを知らせ、箱の大きさには限度があることを伝

えた。こうして、子供たちは、２年「箱作り」での経験を生かして制作に入った。ところが、作りたい

形をイメージできて

もうまくできない子

供が多く戸惑いをみ

せていた。そのため、

教師の示した展開図

や立体を見せること

で、試行錯誤しながら

も見通しを立てて作

っていくようになった。上記は、子供が作ったさまざまな箱である。  

 子供たちにとって、箱作りは生活に身近であり意欲的に取り組んだ。ただ、「宝物を入れる箱」とい

う機能面から少し離れて作成した子供が多くいた。１つ目の箱は、４年生で作成した立方体や直方体を

作ったのち、箱作りの

面白さを感じて、上記

のウからカなど制作し

ていた。そのことは、

右の抽出児童Ｍの算数

日記からもわかる。 

 

② 大きさの違いに目を向ける子供たち（第３時） 

「こんな大きいのよく作ったなあ」「Ｐ子さんのも大きいぞ」クラス全体が、箱の形以上に、箱の大き

さに目を向けていった。容量に意識が向いていることは体積に直接つながるため、自分と隣の友達で大

きさ比べ（中に入る量）をする場を設定して、さらに容量に意識を向けようとした。すると、どちらが

大きいかわからない子供が何組か出てきた。Ｋ子やＴ男もそのうちの一組であった。「Ｋ子の直方体と

-218-



Ｔ男の立体」は体積の違いも少なく、子供の追究が進むと思い全体に取り上げることとした。 

 ここで、子供たちにもこだわりをいっそうもたせよう（手だてｂ）と、「どちらがたくさん入ると思

いますか」と問い予

想させた。すると、

学級３４名中「Ｋ子

９人・Ｔ男２５人」

と分かれた。実際は、

Ｋ子２７５㎤、Ｔ男

２５６㎤である。こ

の結果から、さらに

こだわりをもたせよ

うと、「どうしてＫ子やＴ男の方と思ったのか」「ほんとうはどっちだろう」と再び問いかけた。する

と、子供たちから「どちらが大きいかはっきりさせたい」と決着をつけようと意識が高まった。こうし

て、子供のこだわりを生かして「Ｋ子とＴ男の立体の大きさ比べをしよう」と学習課題を設定した。 

 

（２）大きさ比べから普遍単位１㎤の必要性へ 

① さまざまな方法で調べる子供たち（第４～６時） 

 比べる方法を考えさせたが、いろいろな案が出たため、二つの立体を子供一人一人に作らせること

にした。その後に、自力解決の時間を確保した。子供たちは、さまざまなものを用意し、大きさ比べを

していった。活動は、教室を越え理科室や家庭科室さらには運動場まで広がっていった。そして、自分

なりの方法をノ－トにまとめていった。Ｔ男の方が大きいと思っていた子供が多く、予想と違う結果な

ったことで、いろいろな方法で試そうとする姿があった。 

 

 

          

   写真３       写真４ 

 

 

右の抽出児童Ｍの感想には、「さいころを入れればよかったな

あ」と書かれており、普遍単位の必要性を感じているのが読み取

れた。しかも、すきまがあることにも意識しており、集団解決で

の糸口として、「すきまをなくすには、どんなさいころを使えば

いいの」と朱書きを入れた。（手だてｆ）子供たちは、夢中にな

って活動していただけに、集団解決でのＭの生かし方が大切と構

想を練った。 

 

 

-219-



② どうしたら大きさ比べがうまくできるか考える子供たち（第７時） 

 集団解決では、前もって子供のノ－トから記録しておいた座席表

を効果的に利用した。 

 （a）マスの数（表面積）へのこだわりの解決 

  箱作りの際、工作用紙を切って制作したことから、１㎝四方

のマスにこだわりをみせることは予想された。そこで、表面積で

比較する方法では、正確に比較で

きないことを明確にするため資料

２のようにＹ子を第一指名とした。 

  Ｓはふたをつけて水につける実

験をしていた。この実験を生かし

た発言がＹ子やＧ男をはじめ納得

させていった。 

 

（ｂ）すきまをどうしたらよいのか 

  表面積の方法を解決したのち、多くの子供たちが取り組んでい

た水や砂の方法を取り上げた。資料３のＣ１～４にあるように、

砂や水の方法で解決できるかど

うかを検討していった。そして、

「すきま」へと意識が向いていっ

た。資料４のＣ６の発言の少しの

ち、Ｍを意図的指名した。Ｍは、

サイコロを使う有効性について

は発言しなかったが、Ｈ男の意見

で「私も同じ」とつぶやきながら

うなずいていた。Ｍは、集団解決

していく中で、一辺１㎝のサイコ

ロを敷きつめることによって、正確に比べられることをつかんで

いた。 

資料４のＨ男の発言「このますと同じサ

イコロ」からわかるように、任意単位を経

ずに普遍単位へと進んでいった。（本来は、

直接比較→関節比較→任意単位→普遍単位） 

こうして、１㎝のブロックを入れれば正確にくらべられることを子供は納得し、実際に箱に入れ

てみたいと授業は進んだ。ここで、公式につなげるため「どちらの箱から入れてみる」と問いかけ

た。子供たちは、でっぱりのないＫ子の直方体を選んだ。こうして、公式を導いたのちにＴ男の複

合図形へと進める道筋を作った。（手だてｃ） 

 

（３）Ｋ子さんの直方体に１㎤のブロックを入れてみよう 

 ①１㎤のブロックを敷きつめる子供たち（第８時） 

  体積の普遍単位を獲得した子供たちは、Ｋ子の立体に１㎤のブ

ロックを敷きつめた。すきまなく入れるためには、一度にたくさ

ん入れたのでは上手くいかない。そのため、子供たちは計画的に

敷きつめざるを得なかった。「先生、いつく入るかもっとうまく

わかるよ」「計算すればできるよ」うまくなかなか入らないとい

う敷きつめる体験をしたことで、労力を節約できる方法へと子供の考えを向けていった。ここで、

自力解決の場を設定すれば、直方体は一つの式で簡潔に表わせ、公式化できると考えた。 

 

Ｙ子 

Ｙ子 

Ｙ子 

Ｇ男 

Ｙ子 

Ｙ子 

Ｈ男 

Ｈ男 

-220-



② 敷きつめから公式化する子供たち（第９時） 

 子供たちは、Ｋ子の直方体の体積の求め方を１㎤のブロック

を敷きつめる経験を生かし、数式へと変えていった。底面積に

高さをかける２つの考えの違いを数式に表すことから、３つの

数をかけている共通性に気付き、一つの式にまとめることがで

きることから公式化していった。 

 下記のＭのノートは、自力解決の際のものである。集団解決

を通して、「下から上までの体積が同じだから」という言葉か

ら、ブロックを敷きつめた活動がＭ子の

認識を深めるのに役立ったことが分かる。

こうして、労力を節約できる、直方体の

体積は一つの式で簡潔に表わせ、こうし

きとしてまとめられるという「数学のよ

さ」をつかませることができた。そして、

いよいよ、次に「Ｔ男の箱の体積を求め

よう」の学習問題へとつながっていった。 

 

（４）多様な考え方からそれぞれのよさを見いだす子供たち 

「先生、早くＴ男君の体積を求めようよ」と子供の中から、体積を求めた

い声がたくさん聞かれた。 

① さまざまな方法に自信をもつ子供たち（第１０時）  

 さまざまなやり方が予想されたため、自力解決の時間を１時間確保した。

「先生、ブロック使っていい」と、Ｋ子の直方体と同じ敷きつめる方法で

比べる子供。敷きつめの経験から底面積にこだわって考える子供。一つの

考え方から発展させていく子供。Ｍは、これにあたった。(資料４－２) 

 やり方の思いつかない子供には、模造紙に書いた今までの授業の流れを

見させ教師や友達同士で対話をして考えがもてるようにした。ここで、お

互いのやり方のよさを認め合いいろいろな方法には関係があり、「数学の

よさ」に気付く場として、集団解決の場を設定した。（手だてｅ） 

 

② 友達のやり方のよさを見つけ感動する子供たち（第１１時） 

自力解決の段階で資料５のように多くの方法が出された。この資料

と座席表をどのように活用して授業を組み立てていくかは、「数学の

よさ」を気付かせる上で大変重要である。そのため、前もって自分の

考え方の中で一番発表したい考えに印を付けさせた。また、いろいろ

な方法の結びつきを考えやすくするため、 一つ一つのやり方をもと

に、その特徴をネ－ミング（名前づけ）することとした。 

 

＜資料４－２：Ｍの自力解決＞ 
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資料６の集団解決の場において、Ｃ３

ではＹ男とのやり方の関係を把握する

中で、友達のやり方のよさを見つけてい

る。そして、自分のやり方の独自性を主

張したＡ子に対して、周りの子供はその

やり方のよさに共感し驚きの声をあげ

ている。また、それぞれのやり方を分裂

型、移動型のようにネーミングすること

で、日頃発言の少ない子も積極的に取り

組むことができた。Ｍは、この授業で発

言はなかったが、友達の意見を聞きなが

ら「切り落としたり、つけたしたり直方

体や立方体にしている」と、複雑な形も

直方体や立方体にするよさを自分の言

葉で次のように日記に表現した。 

子供たちは、自力解決・集団解決を繰

り返し考え、考える道筋を大切にすることで、

友達のやり方に共感し、考えることの面白さ

を感じていた。（手だてｅ） 

 

③ 考えを発展させていく子供たち（第１２時）  

 授業後、抽出児童Ｓが「こんなやり方もあるよ」（資料７）パズル型３を紹介した。そして、Ｓは４

つの箱を使って組み合わせると一つの直方体（資料７イ）になる

ことに発展させた。子供たちから驚きの声が響いた。発展性のあ

るやり方（パズル型）だけに、次時に学習課題「Ｓのパズル型に

ついて考えてみよう」と、予定にはなかったが子供の追究する姿

勢を大切にしようと確保した。（手だてｃ） 

  「パズル型３、４があるならパズル型５はないかなあ」「６つ

だってできないかなあ」子供たちは考えを発展させ、実物の立体で試していった。そんな中で、Ｓは「パ

ズル型は前時のＡ子の移動型を使えばできるよ（資料８ア）

と永遠にできることを理由について示し発表してくれた。授

業を終えて、他の子供たちから「パズル型は、他にもウやエ

の方法があるよ」と説明してくれた。子供たちは、形を変え

てもよいことから、さまざまな工夫ができることをつかんで

いった。 

こ う

して、パ

ズ ル 型

とネーミングすることにより、抽出児童Ｓのように

既習内容から考えを発展させて考えることができた。Ｍは、以下のようにＴ男の箱の解決方法をまとめ

ている。前時の「算数の世界は果てしない」から、具体的な工夫の仕方を実感している様子がわかる。 

④ 定着からさらなる、問題へ（第１３～１６時） 

 「Ｋ子の直方体とＴ男の立体の大きさ比

べ」をしたことによって、どんな立体の体

積も比べられるようになった。ここで、も

う一度自分と隣で比べた立体にもどらせて

体積を比べさせた。抽出児童Ｍは、疑問を

今までの学習を生かし解決していった。

（資料９） 

＜資料８：パズル型の発展＞ 
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 この後、作った箱よりもっと大きなものへと関心が進み、教室・プ－ルの容積から１㎥の必要性を感

じて、子供たちは新しい単位を導きだしていった。 

 

８ 研究のまとめ 

 子供たちの興味関心がもてる「宝を入れる自由な箱」を作らせたのち、大きさへのこだわりに目を

向けさせ問題意識を焦点化したこと（手だてａ、ｂ）により、Ｋ子とＴ男の立体を取り上げ共通問題が

設定できたことは学習の流れが大変よかった。（手だてｃ）子供たちが段階的に子供の意欲を喚起し持

続することができた。決して教師の与えた課題ではなく、自分の見いだした問題に取り組むことで、子

供たちの追究意欲は高まったことは授業記録からもわかった。これは、手だてａ，ｂ，ｃがつながりな

がらスムーズにできたからである。「Ｋ子とＴ男の立体の大きさ比べ」が子供の予想と違ったことも追

究意欲を高める大きな要素だった。そして、数学的活動を保障しながら自力解決・集団解決を繰り返し

確保した（手だてｅ、ｄ）ことで、さまざまな数学のよさへの気付きにもつながっていた。抽出児童Ｍ

は、追究する姿勢から教師のノートでの対話（手だてｆ）によって、学びの方向をしっかり定め全体解

決で考えを深め、数学の本質に迫ったことで「数学のよさ」へつなげていくことができた。抽出児童Ｍ

が粘土から１㎤の普遍単位に気付いたことも、考える時間を十分確保したからである。また、Ｍが自ら

体積の公式を導きだしたもの、１㎤のブロックを与え自由に思考できる活動を十分行なったからに違い

ない。体積は１㎤によって数値化できることなど、子供たちは数学のよさを体感しながら気付いていっ

た。Ｍは、Ｔ男の箱の体積の集団解決の際の日記に「算数の世界は果てしない」とかき、放課になって

も友達のやり方を丹念に書き写していた。Ｍ自身が、今までの体積の学習を通して、この１時間の授業

でさまざまな考えがあることを知り、それが直方体にまとめられる簡潔さを見いだしたからこそ生まれ

た言葉であろう。 

 これは、抽出児童Ｍと抽出児童

Ｓの体積を終えての感想である。

Ｍは、体積の学習を通して、夢中

で学んだことに喜びを思い浮べ書

き綴っている。「うれしい」「お

もしろい」「わかるようになった」

と算数のもつ特性に気付いている。

また、Ｓはパズル型を思いついた

ように、次々に発展させて考えを深めている。このように、本単元を通して、子供一人一人が自分なり

に考えを進める中で、学習に対して喜びや楽しみを一層感じることができた。今後も、教師として、子

供を一人一人生かす方法について課題は多いが、挑戦していきたい。 

全体のまとめとして、集団解決の場において、それぞれのやり方にネ－ミングさせることは、統合発

展として「数学のよさ」を引き出すことに有効に働き、数学的な見方・考え方を成長させることができ

ていた。そのことにより、友達とも互いに高め合い考えを深めていった。今回の単元「体積」について

は、子供の意識と授業を深める手順が、「Ｔ男やＫ子の立体」のよい例が生まれたことで単元の授業展

開が大変うまく進めることができたのは確かである。問題点としては、自力解決の時間をかけすぎてし

まう点やチーム学習での高めあいなど全体解決の場の以前に個々の意見が言える場を多くもつことで、

より追究意欲が高まり、「算数を創る」意識が自然と生まれ「数学のよさ」へ迫ることができたと考え

られる。今後は、「数学のよさ」に気付かせるだけではなく、繰り返し数学の本質に迫っていくことで、

算数の学び方を子供が獲得し、「数学のよさ」を味わい実感できるようにしていくことが課題である。 

今回、過去の実践を今風にまとめてみたが、数学の本質に迫る部分は同じであり、過去も今も共通す

る部分がある。時代は変われど、強調点や方法は異なっていても算数・数学として崇高な部分を目指す

姿は同じである。今後も、よりよい算数数学の授業づくりについていっそう考えていきたい。 

 

＜参考文献＞ 

    ・小学校学習指導要領解説算数編 平成２９年７月 文部科学省 

    ・小学校学習指導要領解説算数編 平成２０年８月 文部科学省 

    ・「確かな学力」を育てる算数授業７２選（1～3年編、4～6年編）2006年1月明治図書 
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◎ 濵田　明弘 岩津 6 ○ 神谷　明彦 三島 1 ◎ 小島由起子 新香山 1

小久保優樹 生平 3 社本　　匠 秦梨 2 ○ 鈴木　裕輔 竜南 1

加藤　雅代 奥殿 1 西村　　凌 豊富 5 神谷　孝志 東海 2

北村　　彩 上地 6 本郷　徹真 六ッ美西部 1

大竹紗弥加 形埜 1

◎ 江藤　友美 小豆坂 5 ○ 三浦　優子 連尺 3 ◎ 西尾　修一 北 1

江口　圭介 梅園 5 玉置　佳永 男川 5 ○ 髙橋　一宏 矢作北 3

見市　達俊 美合 6 神谷　昌輝 緑丘 4 穴井　祥代 甲山 2

永井貴久子 岡崎 2 里見　涼多 広幡 6 目黒　真一 葵 2

吉原　昂平 福岡 6 飯尾　容子 山中 2 成瀬　拓磨 福岡 1

保田　晴香 本宿 4 佐藤　昌範 常磐南 4 奥田　美里 岩津 3

青木丈之伸 常磐東 2 吉田　早希 常磐 6 石田　ゆり 六ツ美 1

梶川末紗衣 大門 4 鈴木　健人 矢作西 3 稲垣　　圭 六ツ美北 特支

荻野　　悠 矢作南 3 葛谷　航貴 六ッ美中部 4 堀内　幸亜 翔南 2

坂野　文音 六ッ美北部 1

◎ 松金　正樹 矢作北 6 ○ 柴田　博巳 大樹寺 6 ◎ 北村　優也 竜海 3

北神祐里子 根石 3 夏目　恵佑 羽根 2 ○ 河上　翔太 美川 1

手操恵理花 六名 6 國安　崇史 井田 1 尾﨑　絢香 南 2

米澤　和志 愛宕 6 都築あすか 藤川 6 小林さくら 城北 2

高島美知子 細川 特支 鈴木　朱理 矢作東 特支 内田　沙紀 常磐 2

竹田　実里 六ツ美南部 1 濱中　利矩 城南 5 柴田　貴巳 矢作 1

阿部かおり 北野 3

◎ 宮森　千尋 竜美丘 2 ○ 林　　俊樹 竜谷 校務・5 ◎ 田中　大貴 額田 2

小島すみれ 恵田 2 原山　昇士 夏山 5,6 ○ 鈴木恵里子 河合 1

鈴木　美沙 宮崎 1,2 神谷　夕佳 下山 3,4

ホームページ
（部報）

授業改善
（基礎学力）

アイデア
（研究収録）

研　　修
（読書会）

小豆坂小 田中　大貴 額田中

北村　優也 竜海中

研　究　組　織

委　員　会 小　学　校 中　学　校

溝口　了実 岩津中 宮森　千尋 竜美丘小

都筑　祐一 常磐南小 江藤　友美

岩津小 小島由起子 新香山中

鈴木　勝久 上地小 秀野　亜友 城南小 松金　正樹 矢作北小 西尾　修一

高鍬　利行 城南小 加藤　良彦 広幡小 濵田　明弘

北　中

令和３年度　現職研修委員会　算数・数学部組織

部長 指導員 小学校世話係 中学校世話係
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令和３年度　　主　　任　　名　　簿
項目　 項目　

学校名 学校名
小 1 梅園小 江口　圭介 22-3566 5 中 1 甲山中 穴井　祥代 22-2664 2

小 2 根石小 北神祐里子 22-3646 3 中 2 美川中 河上　翔太 21-1898 1

小 3 男川小 玉置　佳永 22-1159 5 中 3 南　中 尾﨑　絢香 51-4664 2

小 4 美合小 見市　達俊 51-1020 6 中 4 竜海中 北村　優也 51-4538 3

小 5 緑丘小 神谷　昌輝 51-5693 4 中 5 葵　中 目黒　真一 21-0171 2

小 6 羽根小 夏目　恵佑 51-1795 2 中 6 城北中 小林さくら 21-8103 2

小 7 岡崎小 永井貴久子 51-1252 2 中 7 福岡中 成瀬　拓磨 51-9057 1

小 8 六名小 手操恵理花 51-3536 6 中 8 東海中 神谷　孝志 48-2821 2

小 9 三島小 神谷　明彦 51-0568 1 中 9 河合中 鈴木恵里子 美川中 47-2012 1

小 10 竜美丘小 宮森　千尋 52-1275 2 中 10 常磐中 内田　沙紀 46-2028 2

小 11 連尺小 三浦　優子 22-6574 3 中 11 岩津中 奥田　美里 45-2022 3

小 12 広幡小 里見　涼多 21-0610 6 中 12 矢作中 柴田　貴巳 31-3808 1

小 13 井田小 國安　崇史 22-2146 1 中 13 六ツ美中 石田　ゆり 43-2071 1

小 14 愛宕小 米澤　和志 22-4419 6 中 14 矢作北中 髙橋　一宏 31-3611 3

小 15 福岡小 吉原　昂平 51-9040 6 中 15 新香山中 小島由起子 45-2026 1

小 16 竜谷小 林　　俊樹 53-3865 校務･5 中 16 竜南中 鈴木　裕輔 54-4400 1

小 17 藤川小 都築あすか 48-2029 6 中 17 北　中 西尾　修一 22-8740 1

小 18 山中小 飯尾　容子 48-2201 2 中 18 六ツ美北中 稲垣　　圭 54-2431 特支

小 19 本宿小 保田　晴香 48-2504 4 中 19 額田中 田中　大貴 82-3160 2

小 20 生平小 小久保優樹 47-2547 3 中 20 翔南中 堀内　幸亜 71-1122 2

小 21 秦梨小 社本　　匠 男川小 47-2548 2

小 22 常磐南小 佐藤　昌範 46-2005 4

小 23 常磐東小 青木丈之伸 常磐小 46-2108 2 ◎

小 24 常磐小 吉田　早希 46-2003 6

小 25 恵田小 小島すみれ 岩津小 45-2225 2

小 26 奥殿小 加藤　雅代 細川小 45-2207 1

小 27 細川小 高島美知子 45-2701 特支

小 28 岩津小 濵田　明弘 45-2007 6

小 29 大樹寺小 柴田　博巳 22-1419 6

小 30 大門小 梶川末紗衣 23-8709 4

小 31 矢作東小 鈴木　朱理 31-3233 特支

小 32 矢作北小 松金　正樹 31-4574 6

小 33 矢作西小 鈴木　健人 31-3283 3 ◎

小 34 矢作南小 荻野　　悠 31-2723 3

小 35 六ツ美中部小 葛谷　航貴 43-2260 4

小 36 六ツ美北部小 坂野　文音 52-2257 1

小 37 六ツ美南部小 竹田　実里 43-2105 1

小 38 城南小 濱中　利矩 52-2913 5 ◎

小 39 上地小 北村　　彩 53-0501 6

小 40 小豆坂小 江藤　友美 54-1651 5

小 41 北野小 阿部かおり 31-1112 3

小 42 六ツ美西部小 本郷　徹真 71-2971 1

小 43 豊富小 西村　　凌 82-3073 5

小 44 夏山小 原山　昇士 豊富小 82-3015 5.6

小 45 宮崎小 鈴木　美沙 下山小 83-2260 1.2

小 46 形埜小 大竹紗弥加 下山小 84-2002 1

小 47 下山小 神谷　夕佳 84-2204 3.4

西尾　修一 北　中

田中　大貴 額田中

北村　優也 竜海中

宮森　千尋 竜美丘小

小島由起子 新香山中

氏　名 学校名

世話係

濵田　明弘 岩津小

松金　正樹 矢作北小

江藤　友美 小豆坂小

氏　名 学校名

指導員
加藤　良彦 広幡小

秀野　亜友 城南小

部長

高鍬　利行 城南小

鈴木　勝久 上地小

都筑　祐一 常磐南小

溝口　了実 岩津中

委
任
校

勤務校
電話番号

学
年

氏　名 学校名

算数・数学部

種
　
別

番
　
号

氏　名
委
任
校

勤務校
電話番号

学
年

種
　
別

番
　
号

氏　名
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 本年度も多くの先生方のご協力により「研究集録」を発刊することができました。 

 子供たちが算数・数学の授業をより楽しく受けることができるよう、ここに集められた資料

や研究実践を明日からの指導にご活用いただければ、大変うれしく思います。 

 今年度発刊の基礎学力調査の結果と考察の冊子と併せて、ぜひご活用ください。 

 

 

 

●編集委員 

＜部 長＞ 高鍬 利行（城 南 小）  鈴木 勝久（上 地 小）  都筑 祐一（常磐南小） 

      溝口 了実（岩 津 中） 

 

＜指導員＞ 加藤 良彦（広 幡 小）  秀野 亜友（城 南 小） 

 

＜世話係＞ 濵田 明弘（岩 津 小）  松金 正樹（矢作北小）  岩月 聖将（六ツ美南部小） 

   今井 千尋（竜美丘小）  小島由起子（新香山中）  西尾 修一（ 北 中 ） 

      田中 大貴（額 田 中）  北村 優也（竜 海 中） 

 

＜担 当＞ 松金 正樹（矢作北小）  北村 優也（竜 海 中） 

 

 

 

 

 

 高鍬 利行（城 南 小） 

 濵田 明弘（岩 津 小） 

濱中 利矩（城 南 小） 

宮森 千尋（竜美丘小） 

 里見 涼多（広 幡 小） 

 羽根小学校 

 竜海中学校 

加藤 良彦（広 幡 小） 

國安 崇史（井 田 小） 

国分 貴寛（六ツ美北中） 

田中 大貴（額 田 中） 

堀内 幸亜（翔 南 中） 

広幡小学校 

秀野 亜友（城 南 小） 

江口 京弥（竜 海 中） 

小島由起子（新香山中） 

夏目 恵佑（羽 根 小） 

北村 優也（竜 海 中） 

翔南中学校 

 

お わ り に 

●次の方々・学校から資料をいただきました●  
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